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			登場人物
		


		これはシーズン３全体の登場人物紹介なので、全ての話にここに出てくる人物が登場するとは限りません。

		
			オックス・モルダア・ムスタファ
		

		　FBl（エフビーエル）特別捜査官。天才的推理と「少女的第六感」で数々の難事件を解決・・・するのか？

　シーズン１から数えると、もう何年もエフ・ビー・エルに勤務しているのだがいまだにバイトである。途中までは正式な捜査官になることを望んでいたのだが、シーズン２の後半当たりから色々と謎めいて陰謀めいた事件が多くなってきたので、それどころではないという感じで、自分がバイト捜査官だということは半分忘れかけている。

　彼がペケファイル課で謎の事件を追うのは、失踪した兄を捜すためでもあったのだが、なぜかその兄の存在すら怪しいものに…？

　余談だが、いろんなところにエロ本を隠し持っている。

		
			ダナア・スケアリー・ザ・プリンセス
		

		　モルダアのパートナー。死体を切り刻むのが大好きな検死官。（無免許）

　常に冷静であり完璧でエレガントであると思っている。たまにはそのとおりになることもあるが、それが高じてうぬぼれにつながることも。またいろいろなことにコンプレックスを抱いているような一面を見せることもある。

　ペケファイル課で勤務を続けているうちに「あり得ない現象」を沢山目撃してきたのだが、そんなものは全てまやかしに違いないと思っている。ただし、仕事から離れるとそういうことはすっかり忘れるので、その辺は特に気にしていないのかも知れない。

		
			アンタモ・スキヤナー
		

		　FBl副長官。モルダアたちに上から指示を出す人。シーズン１では一番偉い人だったが、シーズン２になるとエフ・ビー・エルにはその他の偉い人が出てくるようになり、彼は板挟みの中間管理職みたいな立場になってしまう。さらにシーズン３になると「偉い人」はさらに偉くなり、スキヤナーはさらにエフ・ビー・エルでの立場がなくなってきそうだ。

　部下でもありシリーズの最初から仲間でもあるモオルダアとスケアリーのことは常に第一に考えることにしているのだが、エフ・ビー・エルでの微妙な立場のためにそうならないこともある。

　中年だが体を鍛えているのでいつまでも若々しくそして男性的である。男性的なので頭は禿げ上がっている。

		
			ミスター・ペケ
		

		　隠居した怒百目鬼（ドドメキ） 鐵円（テツマル）に変わってモオルダアやスケアリーにいろいろ裏情報を教えてくれる謎の人物。ドドメキとは違い常に威圧的な態度でモオルダア達に接する。

　シーズン２ではモオルダアが手に入れた証拠の品をモオルダアから奪うなど、彼が味方なのか敵なのかハッキリしたことは解らない。しかし、話の進行が停滞したら彼は必ず現れて面白いことを教えてくれるに違いない。

		
			ドリンキング・ウィスキーマン（通称「ウィスキー男」）
		

		　常にウィスキーをラッパ飲み。闇の組織の一員。裏で糸を引く男。色々たくらむ男。彼の本当の名前は誰にも解らない。

　その闇の組織は世界的な陰謀に関わっている。もしかすると世界を動かしているのは彼らなのかも知れない。とにかく彼らは目的のためには全てを闇に葬り去ることが出来る。そのために人を殺したとしても、彼らが罪に問われることがないことは明らかである。

　そんな組織の中でもウィスキー男はかなりの権力を握っている。ただし、ウィスキーがなくなると弱くなるというウワサもある。

		
			ラヴィング・マシュマロマン（通称「マシュマロ男」）
		

		　ウィスキー男とは密接な関わりのある謎の男。おそらく彼が本格的に登場するようになる前もウィスキー男の登場した薄暗い部屋に彼もいたに違いない。

　謎の組織の一員であるのだから、彼もまた話を混乱させるに違いない。

		
			蔵衣地・A・ロドリゲス
		

		　ハーフのような名前だが、純粋な日本人。便宜上たいていの場合「クライチ君」と呼ばれるので、下の名前はどうでもいいのである。

　始め登場した時にはエフ・ビー・エルの新米捜査官という肩書きだったが、それは仮の姿だった。彼は闇の組織に雇われて時には危険な仕事もこなす。

　そろそろいい大人なのだが、常に「最近の若者」みたいな喋り方をする。そして「最近の若者」らしく簡単にねがえったりもする。

		
			ローン・ガマンの三人
		

		
			ヌリカベ君
		

		　シーズン２の始めのころ大学院にいた彼はスケアリーに依頼されて捜査に協力したのだが、それがきっかけで世の中には誰にも知られていない大きな陰謀があるのではないかと思い、大学院をやめてローンガマンを始めた。

　化学やハイテクに関することに詳しい。無口すぎて必要なことすらなかなか話さない。彼が唯一の「ローンガマン」の正式メンバーである。ヌリカベ君はメンバーが二人以上になると「ローン・ガメン（manの複数形でmen）」に名前を変えなくてはいけないのではないか？そうすると名前の由来である「ローンを我慢する」という意味がなくなってしまうので、彼以外がメンバーにはいることは認めていない。そのローンとはローンガマンを始めるに当たって購入した機材のローンである。

　大学時代は演劇部で死体役や壁の役を専門としていた。常にダークなオーラで人々をゾッとさせる。

		
			元部長
		

		　ヌリカベ君のいた大学の演劇部で部長をしていたが、演劇とギャンブルに没頭していたため学業がおろそかになり大学を中退する。ちょうど同じ頃大学院を辞めた先輩のヌリカベ君がはじめた「ローンガメン」のアジトに居候している。

　ローンガマンのアジトでヌリカベ君のやっていることを見ているうちに興味が湧いてきて色々と勉強したので今では怪しい陰謀論やオカルトっぽい科学にはかなり詳しくなっている。

　また、あまり喋らないヌリカベ君に代わって、彼の意見を代弁する役目もはたしている。そろそろローンガマンの正式メンバーにして欲しいと思っているのだが、ヌリカベ君は認めようとしない。

		
			フロシキ君
		
 
		　本家「エックスファイル」に合わせるなら「ローンガマン」は三人いないといけないということで登場したフロシキ君。元部長の知り合いで、元部長からローンガマンの話を聞いて「なんか面白そう」と思ってローンガマンのアジトへやって来るようになった。

　元部長と同様にローンガマンのアジトで過ごしているうちに怪しいことには詳しくなっている。彼もまたローンガマンの正式メンバーになりたがっているのだが、もちろんヌリカベ君は認めていない。しかし、今ではローンガマンといえばこの三人という感じになっているので、彼らは正式メンバーではなくても、その辺は気にしていないようだ。

　時々、相手にとって失礼と思われるような話し方をするのだが、そこが気にならないのは彼の持つ不思議な「ダメな感じ」のせいかも知れない。

		
			モオルダアの父（名前はまだない）
		

		　シーズン２の最終回に作者の都合でいきなり登場して、そしていきなり降板。以前に防衛庁やその他の国の機関で働いたいたことになっている。

　ウィスキー男やその回りにいる人間達とも面識があり、実は「何か」を知っているようである。

　降板はしたが、死んだことにはなっていないので突然再登場したり「過去の出来事」の中に登場することがあるはずだ。

		
			モオルダアの母（名前はまだない）
		

		　モオルダアの父同様に作者の都合で登場することになった。

　昼間は居間でお茶を飲みながらワイドショーを見て、夜は居間で煎餅を食べながらサスペンスドラマを見る、わかりやすい感じのオバサンである。

		
			ダネエ・スケアリー・ザ・プリンセス
		

		　スケアリーの姉。

　妹のダナアと同様に完璧でエレガントで喋り方も一緒だが、彼女が妹と違うところは科学よりも占星術やオカルト的なことにも物事に関する重要な何かを見出すところである。

		
			スケアリーの母（名前はまだない）
		

		　ダナアとダネエの姉妹がおかしな喋り方をするのは、この母親の影響かも知れない。

　母と姉妹が三人揃ってしまうと、三人とも同じ喋り方なので誰が喋っているのか解らなくなる。（スケアリーが喋っていると説明しなくても喋り方でそれが誰なのか解るという「スケアリーですのよアドバンテージ」を作者が使えなくなるのということでもある。）

　それ以外は完璧でエレガントな母親である、と彼女は思っている。

		
			エフ・ビー・エルの技術者（名前はまだない）
		

		　コンピューターとかハイテクっぽい事柄が出てくると登場する技術者。彼の知識とエフ・ビー・エルにある最新の機器があると事件に関してかなりのことが明確になるのだが、自分の興味がわかない限り基本的には言われたことしかやらないので、彼が事件を解決してしまうようなことは決してない。

　モオルダア同様にバイトだったりスケアリーに密かに恋心を抱いているというところが面白いので定期的に登場することになってしまった。

		
			エフ・ビー・エルの職員たち
		

		　物語の進行上に得に意味がない限り、彼らはエキストラである。エフ・ビー・エルのビルディングで忙しそうに動き回っているが、実はそれはただビルの中を歩き回っているだけで、その行動に目的があるわけではない。

　シーズンを重ねるごとに彼らの中には何かの陰謀に加担している者や、何処かのスパイみたいな人が増えてくるので要注意である。

	
		
			#027「再会」
		

		
			1  目覚め
		

		　モオルダアは目覚めると静かに目を開けた。視線の先には天井があったが、それはいつも見ている天井とは違うような気がした。ここは彼の寝室に違いない。しかし、いつものボロアパートではなかった。モオルダアは不思議な感覚を覚えながら起き上がろうと思ったのだが、体が思うようにならなかった。仕方なくかろうじて動かせた頭を少しだけ胸の方に近づけて、目線を部屋の壁の方へ動かした。

　すると、彼の寝ているベッドの足の方に子供が立っているのに気付いた。彼らは黙ってモオルダアの方を見ていたが、彼らが誰かを確認するよりも前に、モオルダアは疲弊しきった感じで頭を元に戻した。そして、一度目を閉じるとすぐにまた眠りに落ちた。



　次に目を開けた時もまた同じ場所に寝ていた。前と同様に体を動かすのは億劫だった。それよりも自分のいる場所を確認したかった。目だけを動かして辺りの様子を探ってみると、どうやらモオルダアは今、介護用のベッドに寝ているようだった。そこに気付くとモオルダアは何かを思い出したような気がしてきた。FBLの捜査官として活躍していたのは遠い昔の話だったのだ。今はこうして年老いて、残り少ない人生をベッドの上で力なく過ごしている。

　そう思ってまた目を閉じかけたが、彼の頭の上で良く知っている声が聞こえてきた。それはローンガマンの三人の声に違いなかった。彼らはモオルダアの事について何やら話していたようだったが、モオルダアには彼らの姿を見ることが出来なかった。思うようにならない体で三人の方を見ることは不可能だった。

　モオルダアは彼らの方を見るのは諦めて天井を眺めていたが、その視界の中にスケアリーが現れた。彼女は怒っているのか心配しているのか解らないような表情でベットの横からモオルダアの顔を覗き込んでいた。彼女は心に良くないものを抱えている時にはいつだって怒っているのか心配しているのか解らないような表情をしていたのだから、今も何を思っているのかは良く解らない。少なくとも良い気分ではないに違いない。

　しかし、モオルダアには解らなかった。そして、不思議だった。モオルダアは年老いて今にも人生を終えようという感じなのに、スケアリーの顔は若いままなのである。モオルダアは不安になってスケアリーに何かを聞こうと思ったのだが、喉のフタが閉じたまま固まってしまったような感じで上手く声が出せなかった。そしてモオルダアが少し表情を曇らせると、スケアリーが「まったく、なんなんですの?!」と言いながら目に涙を浮かべていた。

　モオルダアはさらに不安になったが、それ以上は何も出来ず、仕方なく目を閉じた。そして、次に目を開けた時には彼の予想していたものとは違う光景が目に入ってきた。そして、それを見てモオルダアはこれまでの事が全て夢だったのだと気付いた。



　彼の視線の先にはいつものボロアパートの天井が見えていた。しかし、どう考えてもおかしな事があった。モオルダアは横になっている彼の胸から脇腹の方にかけて柔らかい人の肌の感触を感じていた。誰かが彼と一緒に寝ている。それ以外に考えられなかったが、いったい誰が彼の横にいるのか？モオルダアは横を向いてみたが、その人は布団の中のモオルダアの肩の横に顔を埋めるようにして寝ているのでそれが誰かは確認できなかった。

　すると隣にいた誰かが布団の中で動いてモオルダアに覆い被さるような態勢になった。モオルダアの胸の辺りにその人の吐く生暖かい息が感じられた。体の特徴などからして、それは女性に違いなかったのだが。いや、女性じゃなかったら気持ち悪すぎるのでモオルダアは頼むからそれが（出来れば若い）女性であって欲しいとも思っていた。

　そんなことよりも、誰が自分の寝ている布団に一緒に寝ているのかを確かめないといけない、とモオルダアは思ったのだが、それと同じタイミングで彼に覆い被さっていた人の頭が布団から出てきて、その顔をモオルダアの目の前に現した。

　それは、恐らく女性だった。恐らくとはどういう事か？ということだが、モオルダアの目の前に現れたのは到底人間とは思えないような状態だったのである。彼の前に現れた顔は完全に腐敗していた。熟れすぎた果実のような頬を少しでも傷付ければ、中からドロドロと腐った肉から溶け出した液体が流れ出てくるに違いなかった。

　それでもモオルダアは黙ってその腐った人間を見つめていた。どうしてそうするのか彼自身にも解らなかった。それは恐怖のためかも知れない。しかし、それは少し違う気もしていた。モオルダアは目の前に現れた腐った死体のような人間に対して抗しがたい魅力を感じていたのだ。モオルダアにとってその腐った人間は、なぜか彼の理性を失わせるような美女でもあったのだ。

　何も出来ないままのモオルダアを見つめている腐った美女が口を開いた。ブヨブヨしてドロドロした感じなので本当にそこが口なのか解らなかったが、そこが開くとその顔がより人間らしくなったので、そこが口に違いなかった。口を開いた腐った美女が言った。

「やっと会えましたわね。あなた…」

腐った人間が言うと共に、口の中から腐敗液と原型をとどめていない内蔵のようなものが彼の顔を目がけて流れ出してきた。モオルダアは一度顔を背けてそれをよけたが、また目の前の腐った美女に眼を向けた。

「やっと会えましたわね。あなた…」

腐った人間は空洞でしかないような瞳を真っ直ぐモオルダアの方に向けてまた言った。その瞳に見入っているモオルダアは性的な興奮さえ覚えていた。しかし、目の前の腐った美女が口を開く度に、そこから腐敗液とドロドロのハラワタが彼の顔目がけて落ちてくる。その度にモオルダアは顔を背けていたが、よけきれなかった生暖かいものが彼の口の中にまで染み込んでくるとさすがにガマンできなくなってきた。

「やっと会えましたわね。あなた…」

腐った美女は何度も続けた。そしてその度にモオルダアの顔や胸の周りには腐敗液やドロドロした臓物が積み上げられているようで、彼の両耳のすぐ近くで液体が撥ねる時の音が響いていたが、やがて彼の耳が沈むほどのに液体がたまってきて、その音すら聞こえなくなっていた。考えられるあらゆるイヤなものが彼の周りで起きているような感じにもなってきた。そして、耐えられなくなったモオルダアがウワァッ！となって起き上がると、やっとのことでモオルダアは悪夢から解放されたようだった。



　モオルダアは辺りを見まわして、介護用のベッドも腐った美女も夢だったことを確認すると、時計を見た。時刻は午前４時を少し過ぎたところだった。

「またこの夢か…」

そう呟いてモオルダアはまた横になって寝ようと思ったのだが、そうするとすぐに彼のボロアパートの扉を誰かが勢いよくノックする音がして、モオルダアはまたウワァッ！となって起き上がった。

		
			2  病院
		

		　モオルダアが悪夢にうなされている頃、スケアリーは電話で起こされてこの病院にやって来なければならなかった。眠い目を擦りながら車を運転してこの病院までやって来たのだが、検死解剖をするための部屋に入ったスケアリーは明らかな不快感を表情に表していた。

「ああ、よくぞ来てくれました。あなたがスケアリー捜査官ですね」

部屋にいた男から言われたスケアリーがその若い男の方を見た。なんとなく中途半端に大袈裟な歓迎のされ方にスケアリーの表情は少しも明るくはならなかった。

「そうですけれど。見たところによると、これは確かに大問題ですわね。なんというか…」

解剖台の上に横たわる遺体を見てスケアリーが言った。その解剖台の上の様子から、なぜ彼女が呼ばれたのか？そして、なぜ彼女が不快になるのか？そういうことはすぐに解る。解剖台の上には一見したところ人間に見えないような遺体が載っていたのである。

　骨と皮だけになって茶色く干からびたその様子はまさしくミイラだった。ただし、それだけでわざわざFBLのペケファイル課の捜査官が呼び出されるのはおかしい。しかもまだ夜も明けない深夜に。

　遺体の放置された環境によっては意外と短時間で遺体はミイラ化することも有り得るのだ。しかし、彼女が呼び出されたということにはそこに何かがあるに違いない。

「なんというか、ミイラ化していますけれど。この方はどこで発見されたんですの？」

「いや、なんというか、そういう問題よりももっと大問題なんですよね」

スケアリーに聞かれた男が答えたが、まだ自分が誰だか名乗っていないことに気付いた。

「…ああ、あの私は刑事の川村です」

「あら。そう。それで、この遺体がどうだって言うんですの？」

スケアリーは川村刑事の事はどうでも良かったようだ。それよりも、なにかややこしい問題になりそうな遺体の方が気になっていた。

「あのですね。この遺体が発見されたのはだいたい今日の午前二時すぎでして。それで、その時に撮った写真がこれなんですけど」

そう言って川村刑事は発見時の遺体の写真をスケアリーに見せた。写真を見たスケアリーはその態勢のまま固まって動けなくなったようだ。しばらくしてやっと自分の目の前に掲げていた写真を降ろすともう一度解剖台の上の遺体を見た。

「どういうことですの？」

「いやあ。あまりにも突然のことでしたから…」

今から数時間前に発見された遺体の写真はここにあるミイラ化した写真とは全く違っていた。スケアリーの見ていた写真に写っていたのは若く美しい女性の遺体だった。恐らく死後間もない時に撮られたようで、背中に包丁が刺さっていることを除けば眠っていると言われても解らないものだった。

「するとつまり、この短時間の間にこの写真の遺体が、ここにあるミイラになったって事ですの？」

「まあ、そういうことです。厳密には、その解剖台に載せた時もまだその写真と同じような状態だったのですけど。解剖を始めある直前に急に変化が始まって」

「でも、そんなことって有り得るんですの？」

スケアリーは言った後に少し後悔した。そんなことは有り得ない事だから彼女が呼ばれているに違いないのだ。しかしスケアリーとしては、こんな理解不能な事態の時はモオルダアにイロイロと押しつけた方が楽なことは解っていた。

「あの、ペケファイル課に捜査を依頼したいのなら、こういうことにうってつけのモオルダアという捜査官がいるのですけれど、彼が到着するまで待った方がイイと思いませんこと？」

「いや、そうなんですけど…」

ここで川村刑事は急に都合が悪そうになって下を向いてしまった。

「なんなんですの？」

「いや、これなんですけど…」

そう言いながら、川村刑事が何かの資料をスケアリーに渡した。それはどうやらこの遺体の女性に関するもののようだった。スケアリーはその資料をざっと見通してすぐに何が問題なのか解って驚いていた。

「ちょいと、これは一体どういうことなんですの?!」

「というか、知らなかったんですか？」

「こんなこと、知るわけありませんわよ！なんなんですの?!こんなことは有り得ませんわ！」

何が起きても大抵の場合は冷静なスケアリーなのだが、いくつかの場面で彼女は取り乱したような状態になる。モオルダアの行動に腹を立てている時というのもその場面の一つである。今回の彼は何をやらかしたのだろうか？

　スケアリーが読んだ資料によると、今目の前に横たわっている女性というのはモオルダアの妻なのだ。今はミイラ化しているが、生きている時には若くて美しい女性がモオルダアの妻だったのだ。ということを簡単に納得しろといわれても出来るものではない。

「こんな事は有り得ませんわよ！だってヘンタイなんですのよ！それに、これまで何年も一緒に捜査をしてきましたけれど…ずっとボロアパートに住んでいて…。それにヘンタイなんですのよ！」

なぜかヘンタイにこだわっているようだが、急にミイラ化した遺体の事も忘れてスケアリーは混乱しているようだった。

「…ヘンタイなんですのよ！」

		
			3  モオルダアのボロアパート
		

		　ノックの音がする度に、薄っぺらいモオルダアのボロアパートの部屋のドアは壊れそうな感じで揺れていた。悪夢から目覚めた直後のモオルダアにとって、このノックの音はあまり気持ちの良いものではなかったが、まだ半分寝ているような体を無理に動かして立ち上がるとドアのところに行った。

　モオルダアがドアを開けると、スーツを着た少しくたびれた感じの男が今にも突進してきそうな様子で身構えていたので、モオルダアも慌てて両手を前に出してそれを抑えるような仕草をした。しかし、ドアの前にいた男はドアが開いたのに気付くと気まずそうにしながらモオルダアの方に向かって軽く会釈した。

　もしかするとこのドアを突き破ろうとしていたのだろうか？と、モオルダアはちょっと思ったが、そんなことを考える余裕もあまりない感じで、目の前の男が話し始めた。

「あなた、モオルダアさんですね？」

「はい、まあ…」

「私は刑事の山村というものですが」

そう言って、その山村という男は警察手帳を見せた。そのなんとも言えないベテランらしい仕草にモオルダアはなんか刑事ドラマみたいだな、とも思っていた。

「ちょっと来てもらえますかね？」

「事件ですか？」

「ええ、まあ」

モオルダアがまだ寝ぼけ眼なのが原因なのか、話が噛み合っているのかどうか解らないままモオルダアは山村刑事についていく事にした。一度部屋の方に戻って着替えると、彼がいつも持ち歩いている「優秀な捜査官アイテム」の入ったカバンを持って戻ってきた。山村刑事はそんなモオルダアを不思議な表情で見つめていたが、とりあえず問題はなさそうなので山村刑事はモオルダアを連れて警察署に向かった。

		
			4  病院
		

		　モオルダアの妻となっている人の遺体を目の前にしてほとんど冷静さをなくしているスケアリーだったが解剖台を挟んで向き合っていた川村刑事に「落ち着いてください」と言われると、自分が取り乱している事に気付いて、それを恥じるような気持ちで少しだけうつむいて足下を見た。そしてすぐに顔を上げてもう一度解剖台の上を見た。

　ただし、どうしてモオルダアの妻となっている人がミイラ化しているのかは少しも解らなかった。

「どうやら、あなたは大丈夫なようですね」

「どういうことですの？」

川村刑事が良く解らないことを言うので、スケアリーは遺体の方に向けていた疑問だらけの視線をそのまま川村刑事の方に向けた。

「もしかすると、あなたも容疑者になるかも知れなかったんですけど、さっきの様子からするとそうでもなさそうですし」

簡単に「そうですか」と言えないような事を川村刑事が話している。

「それは、どういうことですの？あたくしはこの遺体を解剖して調べるためにここに呼ばれたのだと思っているのですけれど、違ったのかしら？」

「ええ、そうなんですけど。…いや、始めは違ったんですけどね」

川村刑事の返事は意味が解らなかったが、スケアリーはなるべく冷静でいるように心がけていた。モオルダアの妻などが出てくる時点でかなり動揺していたのだが、何か良からぬことが起きようとしている雰囲気を察知したのか、スケアリーは頭の中で全てを秩序立てて分析するように「理論的な防御態勢」とでも言うべき状態に入っていた。

「どうでも良いですけれど、始めから全部話してくれませんこと？あたくしはタダの無免許医師ではなくてFBLの捜査官でもあるんですのよ。もしも、あなた方が何かを隠していたり、悪い事をしていることが解ったらあたくし達にだってあなたを逮捕する権限があることも解っていますわよね？」

スケアリーの態度を見て川村刑事は少しマズイと思った。しかし、悪い事をしているワケでもないので、これまでに起きたことを話す事にした。



「実を言うとですね、殺された緒板（オイタ） 和香子（ワカコ）さんって言うんですけど、…というか結婚していたからこれは旧姓ということですが、彼女を殺した犯人の容疑者として挙がっているのがモオルダアさんなんですよね」

ここまで聞いてスケアリーはまた混乱しそうだったが、何も言わずに話の先を聞くことにした。

「午前２時ごろに一一〇番通報がありまして。それがオイタさんの住んでいる家からの通報だったんですが、殺されるから助けてくれ、という内容だったんです。近くにいた警官がすぐに向かったんですが、時すでに遅く、そこには背中に包丁を突き立てられたオイタさんが倒れていたわけなんですが」

「電話が出来たのに逃げることは出来なかったのかしら？」

「そこも気になる点ではあるのですが。それよりも、遺体の横に離婚届が置いてあったんですよね。それにはオイタさんと夫のモオルダアさんの名前が書かれていたんですけど。まあ、このオイタさんの生きている時の写真ですけど、こんな美人は滅多にいませんよね」

そう言いながら川村刑事はスケアリーに資料の中から一枚の写真を見せた。それは確かにどんな女性でも嫉妬するような美女だったが、スケアリーとしては「あたくしを目の前にして良くそんなことが言えますわね？」という事でもあった。川村刑事はスケアリーがいきなり不機嫌になったような感じがしたので少し怖かったが、さらに先を続けた。

「それで、まず最初に先輩の山村という刑事がですね、これは別れ話がこじれた末の殺人に違いないと言いだしたんですよね。私としてはその意見に肯定できない部分が沢山あるんですけど。それで私は私なりに考えてあなたをここに呼んでみたのですが」

スケアリーは何を信じて良いのか解らなくなっていた。モオルダアがヘンタイであることと、結婚なんかしているワケがないということは確信が持てるのだが、もしかして彼女の知っているモオルダアというのは彼の偽りの姿なのでは？という疑問が頭の中に浮かんできたのである。

　彼女の知っているモオルダアは逆上して人を殺すような人間ではないし、そうでなくても人を殺せるような冷酷さは持ち合わせていないはずなのだ。しかし、それが全てウソだとしたら？

　スケアリーの心に浮かんだ疑念が膨らみ始めていたが、一度冷静になって「そんなことは有り得ませんわ！」と、いつもの感じに戻った。

「つまり、あなた方はあたくしがモオルダアの共犯者だと思っていたのですね？一体どういった根拠があるのかしら？」

「いや、これは私の直感の部分もあるのでなんとも言えないのですが。でもどう考えても現場の様子から殺人はもっと前の時間に行われた気がするんですよね。つまり通報があった時点でオイタさんは殺されていて、通報は誰か別の人がしたと考えたんです」

「それがあたくしだと思っているんですの？」

「始めはそう思っていたんですが、さっきのあの慌てようからすると違うと思いましたよ」

「別に慌ててなんかいませんわ！」

スケアリーは思わず言ってしまったが、これでは慌てていたことを認めているようなものなので言ってから後悔していた。

「それよりも、あなたが来る前に遺体がそんな状態になってしまったし。普段はこんな事はしないんですが、緊急と言うこともあってその遺体がミイラ化する状況はボクの携帯に動画で撮影しておきましたから。あなたにも見てもらう価値はありますし。このミイラ化騒動によってあなたを呼んだのも間違いではなくなった、ということになりますしね」

川村刑事がスケアリーを容疑者と思って呼んだのは間違っていたのだが、ミイラ化騒動によって結局呼んだこと自体は正しいことになってしまって、少し得している感じだった。一方、頭の中に考えることが飽和状態になってしまったスケアリーはそんな所を気にしている場合ではなかった。

　一体これはどういう事件なんですの？口を開いたらそんな言葉しか出てこないような感じだったのでスケアリーは何も言わずに黙っていた。

		
			5  警察署
		

		　モオルダアが山村刑事について警察署にやって来ると取調室に入るようにいわれた。そして、モオルダアが取調室の椅子に座って山村刑事と机を挟んで相対して、そこでやっと何かがおかしいな？という事に気付き始めた。

「なんですか？」

この場所で言うにはあまりにも間抜けな言葉だったが、モオルダアの正直な疑問でもあった。そう言われた山村刑事もなんだかおかしいな？という気がしてきたようだった。

　山村刑事としてはモオルダアのボロアパートで彼に警察手帳を見せて、それで何もいわずについて来たのだから、これで全てはほぼ解決とさえ思っていたのだ。つまりモオルダアが妻とされている女性を殺害して、そして警察がやってくるともう逃げられないと堪忍して黙ってついて来たのだと。そう思っていたのだが、モオルダアは様子がヘンなのである。

「オイタ・ワカコさん。知ってますよね。いや、まだモオルダア・ワカコさんですが。ついさっき遺体で発見されましたよ」

「え?!」

モオルダアはそれ以外に何も言えなかったが、当然といえば当然である。ただ、どうして名前が二つもあって、一つは自分と同じ苗字なのか？というところが気になっていた。こんな苗字は恐らく日本に自分の家族以外にないとも思っていたのから。

　山村刑事はモオルダアの反応にさらにおかしな事になったと、少し弱っていた。それよりも、これはもしかすると我々警察に対する挑戦なのか？という気もしていた。証拠を何も残さず、つまり完全犯罪というのを成し遂げたつもりで、この男はワザと警察にやって来て「捕まえられるものなら捕まえてみろ」と、そういう事をやろうとしているのだろうか？山村刑事はこれはテレビドラマや映画みたいだ、と思ったのだが、彼の長い経歴の中でこんな犯人が実際にいるという話はまだ聞いたことがなかった。だが、そんなことを気にしていても仕方がないので、山村刑事はとにかく先を続けることにした。

「あなた、自分の妻の事も知らないなんてことはないでしょう？」

「いや、何を言っているのか解りませんが。それにボクまだ独身ですよ」

モオルダアはそう言ったものの、心の何処かに何かが引っ掛かっている感じもした。

「そんな嘘はいけませんよ。この人はあなたの妻なんでしょ？」

そう言いながら山村刑事は事件現場で撮影された遺体の写真をモオルダアの前に置いた。それをみてモオルダアはギョッとした。それはいつものように死体が怖かったからではない。そこにうつぶせで半分だけ見えている美しい女性の顔に彼の意識の奥底にある何かが過剰に反応したような感じだった。そして、なぜかモオルダアは最近毎日のように見ているあの悪夢を思い出していた。

　山村刑事はモオルダアの反応を見ながら、今度は事件現場のから捜査のために持ち出した生前のオイタの写真をモオルダアの前に置いた。それを見た瞬間にモオルダアの心の中にあったモヤモヤしたものが一つの明確な形となって彼を驚愕させた。

「アアアアァ！！！」

モオルダアは大きな声で解りやすい驚きの声をあげていた。こんな驚き方をされると山村刑事はますますモオルダアの事が解らなくなってくるのだが、モオルダアの方もどうしてこんな事になっているのか全く解らなかった。

「この人ボクの妻なんですか?!」

そんな質問は誰がどんな時にするのか？という感じなので、聞かれた方もどんなふうに答えたら良いのか良く解らなかった。

「キミ、もしかして記憶を失っているとか。何処かで頭を打ったりしてないか？何というか…、これまでの展開からすると…」

「いや、大丈夫ですよ。…いや、大丈夫でもないですが。今起きている事を冷静に受け止めようという努力はしています。でも、良く解らないから最初に聞きたいのですけど」

「まあ、いいが」

なんだかおかしな取調室になってきたようだ。

「今、ボクは取り調べを受けているんですよね？」

「そうだが」

「それって、ボクが殺人の容疑者って事ですか？」

「そうだが…」

モオルダアが必要な質問をして必要な答えが返ってきたのだが、そこから先に話は進まなかった。ただ、どうしてモオルダアが殺された女性と関わりのある人物なのかはなんとなく解っていた。いや、なんとなくではなく、明確に解ってはいたのだ。

「確かに、ボクはその人知ってますよ」

「そりゃ、結婚相手ならな。なんで別居していたのかは知らないが、離婚を持ちかけられてキミは逆上して殺してしまったんだろ？」

山村刑事は一番最初に彼が考えていた筋書きを話した。

「違いますよ。だいたい結婚しているなんて思ってませんでしたし。それに、その人に会ったのは一度だけで…。なんていうか…。どう説明したら良いのかと思うのですが…」

なぜかモオルダアは急に話しづらそうな感じになっていたのだが、このままだとさらに怪しまれる事になりそうなので本当の事を話すしかなさそうだった。



　ここでthe Peke-Filesシーズン１の第一話「ムッシューとマドモアゼル」を思い出した方にはthe Peke-Filesマニアの証として特製テレカを差し上げたいのですが、無いので出来ません。



　詳細を知りたければ「ムッシューとマドモアゼル」を読めば解るが、とにかくモオルダアはなぜ彼が殺害された女性と結婚していたのかを話し始めた。

　その話によると、FBLに初めて出勤した日に彼はある保険金詐欺にかけられたということである。FBLにやって来たモオルダアのところに女性が、つまり殺されたオイタがやって来たのだが、モオルダアは彼女をペケファイル課のパートナーか、FBLの事務を担当している人だと思っていたのだ。そして、彼女に言われるままに彼女の差し出す書類にサインをしていったのだった。

　しかし、彼女の正体は詐欺師でモオルダアは知らない間に婚姻届にサインをしていたのである。その他にいくつかの生命保険の契約書にもサインをしていた。そのまま行くと、モオルダアは数日のうちに不慮の事故に遭い死亡して、保険金は妻となったオイタが受け取ることになっていたのだ。そういうウソみたいな保険金詐欺に引っ掛かったのだ。

　サインをして印鑑も押してしまったモオルダアだったが、優秀な捜査官としてそれが詐欺だと気付くと迅速に行動して全ての保険の契約は解除していたのだ。

　しかし、疑問なのはどうして今までずっと結婚していた事になっていたのか？というところだった。巧妙な手口を使い、彼らは婚姻届と同時に離婚届にもサインをさせていたはずなのだ。そして、計画が失敗したら次のターゲットを探すために結婚は無かった事にすると思っていたのだが。



　そんな感じでモオルダアは説明した。もちろん美女のオイタを前にして最高潮に舞い上がっていた、なんてことは少しも口にしなかった。なので山村刑事は信じて良いのか解らない感じになっていた。

「そんな話を私に信じろというのか？」

「でも、事実ですし。今考えるとほとんど都市伝説ですけど。スキヤナー副長官に聞けば解る事ですが」

「うーん…。キミはFBLの捜査官ってことだしなあ…。下手に勾留するわけにもいかないんだが…」



　思いもよらぬ展開に話が進まなくなって山村刑事は困ってしまっていたが、そこへタイミング良く川村刑事がやって来た。彼は病院で遺体がアッという間にミイラ化したという事の報告をしに来たのだったが、川村刑事がドアを開けたすぐ横からスケアリーが取調室に入って来てモオルダアのすぐ近くまで来た。

「ちょいと！どういうことですの?!」

スケアリーに聞かれたモオルダアがどう答えて良いのか解らないまま、何とか返事をしようと思ったのだが、それよりも早くスケアリーの鉄拳が飛んできた。

　ワケの解らないミイラ化事件や、モオルダアが結婚していたとか、それよりも前に自分も容疑者にされそうになったことや深夜に急に呼び出されたことなど、いろんな要素が重なってスケアリーのイライラが頂点に達していたので、モオルダアの顔を見たらとりあえず手が出てしまったということなのかも知れないが。スケアリーは山村刑事と川村刑事が唖然として彼女を見ていることに気付いて少し気まずい感じにもなっていた。

「殺人事件の容疑者なんですのよ！身内といえども手加減は許されませんわ！」

そう言って誤魔化せたのかどうか解らないが、山村刑事と川村刑事は驚いた表情を変えないまま、ただ頷くしかないような状態だった。モオルダアはスケアリーの鉄拳を喰らった鼻の横辺りを手で押さえたままうずくまっている。

		
			6
		

		　スケアリーはうずくまるモオルダアを見ながら、どうしてモオルダアを殴ったりしたのか考えていた。考えても明確な理由は出てこなかったが、もう一度殴っても良いような気分ではあった。ただ、そうしたい理由を考えるのもあまり気分の良いことではなかった。相手が誰であろうと、スケアリーは結婚している人間がそのことを隠していたりするのが気に入らないのだ。しかも、それがモオルダアで、これまで自分もそれに気付いていなかった事も彼女が腹を立てる原因にもなっていたのかも知れない。モオルダアからすればそれはとんでもない間違いなのだが。

「ちょいと、モオルダア大丈夫なんですの？」

モオルダアがいつまでもうずくまったままなのでスケアリーは少しやり過ぎたという感じで言った。

「まあ…大丈夫だけど」

モオルダアが顔を上げると鼻血が一滴、垂れて机の上に赤い斑点が出来た。スケアリーがポケットからチリ紙を一枚出すとモオルダアに渡した。あの夢のせいもあったのだろうが、モオルダアは目の下にクマができて疲れた表情にも見えた。モオルダアはそれを受け取って、机に滴った血を拭いたのだが、そうしてから自分が間違ったことをしていることに気付いた。汚れてクシャクシャになったチリ紙を持ったままスケアリーの方を見ると、彼女がもう一枚取り出してモオルダアに渡した。受け取ったモオルダアは血を止めるために、それを小さくちぎって丸めると鼻につめた。

　部屋にいた二人の刑事はなんと言っていいのか解らずにしばらくFBLの二人を眺めてしまったのだが、川村刑事は遺体が大変な事になっている！という事を思い出して山村刑事の方に向き直った。

「山村さん。大変なんですよ！」

「ん!?なんだ？」

「ミイラになったんです。あの遺体がですね、解剖台の上に置いたらしばらくしてシワシワになって、さらにしばらくしたらカラカラになって、最後は完全にミイラになっちゃったんですよ！」

「ちょっと、落ち着けよ。何を言っているのか解らないぞ」

「そうですが…。まあ、百聞は一見にしかずです。ちょっと来てください」

川村刑事がそう言いながら部屋を出て行こうとするので山村刑事も仕方なく後についていった。

　部屋に残された二人はどことなくいつもと違うぎこちない雰囲気だった。モオルダアの頭の中は混乱していたし、スケアリーはまだ機嫌が悪そうな顔をしているし。モオルダアが何かを説明しようにも彼の身に何が起きているのか自分でも解っていない状態なので何も言えそうにない。スケアリーはモオルダアと目を合わさないようにして何かを考えているようだった。こういう状態がさらにモオルダアを脅えさせていた。

「なんなんですの…?!」

しばらく間をあけてスケアリーが言った。そんなことを言われてもモオルダアには答えようがなかったが。

「どうして黙っていたんですの？あなたは本当にそんな人間だったんですの？あたくしはあなたがヘンタイであっても、こんなヒドイ嘘をつけるような人だとは思っていませんでしたのよ。人を殺せるような人だとも思っていませんでしたのよ」

モオルダアはまた混乱しそうになったが、どうやらどこかで何かが間違っている事に気がついた。

「もしかして、キミもボクが結婚していると思っているの？」

「それじゃなかったらなんだって言うんですの？あたくしは深夜に呼び出されて、向かった先にあった遺体があなたの奥様だと聞かされて。これがどんな気持ちだか解りますの？あなたと一緒に捜査をするようになって何年になると思っていますの？こんなに長い間人を騙していられるなんて、あたくし…信じられませんわ」

なんだかスケアリーのテンションが怪しい感じになってきたので、モオルダアは早いこと事実を説明する必要があると思った。

「キミはずっと一緒にいた人間よりも、初めて会った警察を信じるのか？」

「だって、警察がどうしてあたくしに嘘を言ったりするんですの？」

「警察だって間違うことはあるけどね。それに、ボクが何年もキミに嘘をつきとおせるほどの人間だと思ってるの？」

「ですから、そうじゃないと思っていたからこそショックなんですのよ！もう、あたくし…誰を信じて良いのか…」

モオルダアとしてはなんとか「例の話」はしないでスケアリーを納得させたかったのだが、このままでは無理そうだった。きっとあの話をすればスケアリーに大笑いされるに決まっているのだが。他に仕方がないのでモオルダアは美人詐欺師に騙された話をした。山村刑事よりもあの時の状況を知っているスケアリーなら、いくら脚色してもモオルダアが間抜けな感じで騙されたことは隠せないだろう。

　モオルダアが説明すると、やはりスケアリーは大笑いした。しかも先程までの動揺した自分を忘れようとするかのように、これでもかと笑い続けていた。これにはさすがのモオルダアも精神的にこたえている感じだった。

「もう、いいかな？」

モオルダアが力なく言うと、スケアリーは我に返って笑うのをやめた。どちらが悪いということでもないのだが、なぜかこんな雰囲気になることは良くあることである。

　取調室にはさっきとはまた別のぎこちない雰囲気が漂っていた。

「…でも、どうして今までずっと結婚したままだったのかしら？」

妙な沈黙に耐えられなくなったスケアリーが何でも良いからモオルダアに聞いてみた。それがかえってモオルダアを元の調子に戻すのにちょうど良かったようでもあった。

「そうなんだけどね。ただ、なんとなくボクには解るような気がするんだけど」

「それは、どういうことですの？」

「なんて言うか、ボクと妻の関係には、保険金詐欺師とその被害者の関係以上の何かがあるように思えるんだよね」

まともな人間ならこんな発言は言うことも聞くこともないはずだが、モオルダアがそんなことを言うと、スケアリーは少し表情を曇らせてモオルダアの方を見た。モオルダアの表情は疲れ切っている感じがするし、思い返せば最近はずっと彼の顔色が良くなかった気もしてきた。

「ちょいと、モオルダア。あなたは自分で何を言っているか解っているんですの？」

「解ってはいるけどね。ただし根拠がどこにあるのか、ということは良くわからないんだよね」

その発言自体の根拠も解らなかったが、スケアリーは少しモオルダアが心配にもなってきた。

「いいですこと、モオルダア。さっきの事とか、その前の事とか、あたくしはちょっとやり過ぎたかも知れませんが、でもあたくしは無免許の医師ですし、もしもあなたが何か問題を抱えているのなら言ってくだされば力になれますのよ。あなた最近ちゃんと眠れていますの？」

「それなら問題は無いけどね。ただし、眠りの中でも捜査をしなくてはいけないのは優秀な捜査官としての宿命だけどね」

そう言ってモオルダアはニヤッとしたのだが、今日は特に睡眠不足なモオルダアのその顔は不健康そのものにも見えた。それに、またしてもおかしな事を言っているので、スケアリーとしてはさらに心配にもなってくる。

「そうかも知れませんけど…」

「それよりも、ミイラがどうのこうの、って言ってなかった？」

スケアリーの心配をよそにモオルダアはミイラのことに興味を持ち始めたようだった。

「そうでしたわね。オイタの遺体は解剖する直前に急に変化を始めてミイラ化したんですのよ」

それを聞くとモオルダアは視線を少し上に向けて何かを考えているようだった。

「ボクはなんとなくミイラじゃなくてゾンビみたいなのを想像したけどね」

夢の話などを考えるとモオルダアが言いたいことはなんとなく解るのだが、スケアリーには何のことだが良くわからなかった。

「とにかく、あなたも見ておいた方がイイと思いますわよ。それにあなたの奥様ですものね」

スケアリーは余計な事を言ったと思ったが、モオルダアは事件の事に少し盛り上がっているようなので、「奥様」に関しては別に気にしている様子はなかった。二人は取調室を出ると、遺体のある病院へと向かった。（まだ容疑者扱いのモオルダアが勝手に取調室から出て良いのかどうかは解らないのだが。）

		
			7  事件現場
		

		　夜明け前には騒然としていた事件現場だったが、現場の状況から山村刑事が犯人は特定できたと判断すると周囲の警官達も次第に落ち着いた様子になっていった。そして夜が明け周辺では静かな住宅街の朝が始まっていた。もちろん事件現場になった家の前を通る住人達はみな怪訝な顔をして家の中を覗き込むようにして通り過ぎて行ったのだが、いつもの落ち着きはすぐに取り戻せるに違いなかった。

　ただし、それは病院で遺体がミイラ化したという事実がこの現場に伝わっていないからであって、しばらくすれば山村刑事から何らかの連絡があって、またざわつくことになるに違いない。

　住宅街にある一軒家だが、今時珍しく平屋建てだった。ただし、オイタが一人で住むには広すぎる家でもある。平屋建てという事は、それなりに古い建物で玄関の手前に門があって前庭や裏庭のある古い日本風の家だった。

　家の外には数人の警官がいて誰も中に入らないように見張っていた。しかし、事件現場であることを示すテープで入り口がふさがれて、さらに警官もいるのにそこに入ろうとする者など誰もいなかった。外に立っている警官達も「面倒な役を引き受けてしまった」と思いながらも、無駄話をするわけにもいかずに、緊張感を保っているフリをしながら早く誰かとこの役を交代できないか？とか考えていた。

　しかし、こうやってわざわざ書いているのだから、ここで何も起きないわけはない。外で見張りの警官達が何も起きないことを確信しながら、あくびをかみ殺している時に、事件現場になった家の裏庭の方の塀を乗り越えて家に侵入した者がいた。

　マスクにサングラス、そしてフードのついた上着のフードをかぶったその侵入者はどこから見ても侵入者、という意味において侵入者らしい格好だったのだが、この家に何をしに来たのだろうか？表に警官が立っているのにわざわざ空き巣に入るようなマヌケはいないはずである。しかし、侵入者は空き巣のように家の中に入ると部屋の中を見まわしてタンスや机の引き出しなどを物色しているようだった。

　ちょうどその時、病院にいる山村刑事から現場に指令が下った。もちろん遺体がミイラ化したなどということは言わなかったのだが、その事件現場はもう一度厳密に捜査する必要があるから、誰も立ち入らないように。そして、今の現場の状況を保持するように、という事だった。

　連絡を受けた警官達はそれを聞いたところで何も出来なかったのだが、連絡があったのに何もしないでいるのは、なんとなくサボっているような気分になるので、警官の中の一人が意味もなく家の中に入って中の様子を確認することにした。

　実際には家の中には侵入者がいたのでそれは意味のないことではなかったのだが。先程までずっと外を見張っていて家の中には誰もいないと思っていた警官は、入り口から少し進んだ所にある部屋から出てきた侵入者と鉢合わせた。出てきた侵入者もまさか警官が中に入ってくると思っていなかったようで、部屋から出てきた時の態勢のまま固まってサングラスの奥に隠れた瞳で警官の方を見ていた。

　警官と侵入者はお互いにワケが解らないような状態だったのだが、知らない人の家で誰かに会ったらなんとなくやってしまう感じで「どうも…」と言いながらお互いに軽く会釈してしまった。顔を隠した侵入者と警官のおかしなやりとりの後、侵入者がやっと「そんな場合ではない！」という事に気付いたのか、慌てて振り返ると別の部屋の入り口を開けて逃げだした。

　それを見てやっと警官も我に返ったようで「こら、まて！」と言いながら後を追いかけた。しかし、侵入者はこの家に侵入してからいくつもの部屋を見て回った後らしく、どこに何があるのか良く解っていたようだった。追いかける警官の方は中の様子はほとんど知らない。それで侵入者がどこから逃げようとしているのかも解らずにもたついているうちに、侵入者の方は家の外に逃げてしまった。なんとか後を追いかけた警官も塀を乗り越えてしばらくは侵入者の背中を追いかけていたのだが、いくつかの路地を曲がった後にその姿を完全に見失ってしまった。



　マズいことになった、と思いながら警官達が付近を捜索すると、道端に捨てられたマスクとサングラスだけが見付かった。

		
			8  病院
		

		　山村刑事と川村刑事はミイラ化した遺体のある病院へやって来たのだが、彼らがその事について詳しいことを調べるよりも前に、事件現場への侵入者の知らせが入り病院では何も出来ない感じのまま事件現場へと向かう事になった。するとちょうど少し遅れてやって来たモオルダアとスケアリーが病院の入り口で彼らと鉢合わせた。

「ああ、ちょっとあんた…」

山村刑事は容疑者として警察署に連行していたモオルダアが勝手にここへやって来た事に驚いていたようだったが、これまでのいろんな事を考えると、もう彼を容疑者とは思っていようだった。

「勝手にこんな所に来られちゃ困るんだが…。まあ、いいかな」

山村刑事の中途半端な発言に、最初は怒られると思っていたモオルダアも少し安心した感じだった。それよりも容疑者をほったらかしてここへ来た山村刑事にも責任はあるのだが、彼はそういう感じの刑事のようだ。

「山村刑事。今回の事件の被害者とモオルダアにはほとんど面識がないんですのよ。ですからあたくしはモオルダアを容疑者ではなくてFBLの捜査官としてここへ連れてきたのですけれど」

状況が良く解っていないモオルダアの代わりにスケアリーが説明した。

「まあ、そうですかね。それならそれで良いですけど。今はちょっとややこしい事になっているもんで。我々は事件現場に向かいますが…」

「何か問題でも？」

何かを言わないと優秀な捜査官らしくないのでとりあえずモオルダアが山村刑事に聞いた。

「いや、なんて言うか。警察の問題なのでね。詳しいことが解ったら説明出来るかも知れませんが…」

始めはペケファイル課の二人が怪しいと思っていた警察だったが、逆に今のところこの事件は「まさにペケファイル」という状況なので、山村刑事は少し弱っている感じもした。ただし、まだFBLの二人がこれまでの事に関して彼らを責めるような態度ではないので、ここは急いで立ち去るのが賢明だと思って、そのまま二人に背を向けると急ぎ足で立ち去っていった。



　その後、ペケファイル課の二人が遺体のある部屋に入ると、いつものようにモオルダアが解りやすくヘンな悲鳴をあげてからスケアリーに睨まれたのだが、しばらく二人でミイラ化した遺体を見ていてもモオルダアがエジプトのファラオのミイラに関する豆知識をいくつか話しただけで、ほとんど意味がなかった。いつまでもミイラ化した遺体を見ていても仕方がないので、スケアリーは川村刑事が撮影した動画をモオルダアに見せることにした。

　病院ではあったが、ここは第二の事件現場でもあるので別の部屋では科学捜査の専門家などが集まってミイラ遺体に関する分析をおこなっていた。彼らの集まっている部屋にあるノートパソコンに川村刑事の撮影した動画のコピーが保存されていた。

　動画の再生を始めると、川村刑事の「ウアァァ…！」とか「ちょっと、マジで…！」とか意味のない声が聞こえてきた。撮影している川村刑事はかなり動揺しているようだったが、携帯電話で撮影することに慣れているのか、画像は鮮明で遺体がミイラ化していく様子が良く解った。

　ミイラ化が始まってから撮影されたもので、最初からオイタの遺体はシワシワの状態だったが、それでもまだあの美しい女性の姿であることが解った。その遺体から全ての水分が何処かへ消えていってしまうような感じで、あっという間に干からびていき最初のちょっとしたシワシワは最後には人間のものとは思えないスゴいシワシワへと変わっていった。

　それは恐ろしい光景ではあったが、血が出たりドロドロしたものが流れ出てきたりはしなかったので、遺体を怖がるモオルダアも最後まで見ることが出来た。スケアリーはモオルダアがどんな意見を言うのか興味深く彼の方を見たが、彼はすぐに口を開かなかった。さすがにモオルダアもこんな現象に関しての根拠のない怪しい知識は持ち合わせていないようだった。

「もしもこんな事が起こりうるのなら、部屋にいた川村刑事や解剖を担当する医師達にも何か身体の異常とか、そういうことがあっても良さそうですわね」

モオルダアが何も言わないのでスケアリーが先に話し始めた。モオルダアはそれでもまだしばらく黙っていたが、やっと口を開いた。

「もしもこの部屋の温度や湿度などが遺体をミイラ化させるのにちょうど良い状態だったとしたら、遺体にだけ周りよりも早く時間が経過した、ということが考えられるけど」

予想どおりモオルダアがヘンな事を言いだしたのでスケアリーは思わず笑ってしまいそうになったが、何とかこらえていた。笑いをこらえるスケアリーが何も言えないでいるとモオルダアが先を続けた。

「まあ、そんなことはなかなか有り得ないよね。でも、一つ気になることがあるんだけどね。もう一度映像を見てみたいんだけど」

モオルダアにはまだ別のヘンな考えがあるようだ。スケアリーがもう一度動画の再生を始めた。また「ウアァァ…！」とか「ちょっと、マジで…！」とかいう声を聞きながら見ていると、モオルダアが動画を止めるように言った。スケアリーはそれぐらい自分でやればイイとか思いながらパソコンを操作して再生を一時停止した。

「これ、ちょっと見てよ。このボクの妻の髪の毛だけど。最初は黒髪だったのが、この時には白髪になってると思うんだけど…」

「あらまあ…！」

ミイラ化ばかりに気をとられていたスケアリーだったが、なぜか細かいところに気がついたモオルダアの指摘に驚いていた。

「それは、どういうことなのかしら？」

「急激にミイラ化したのではなくて、急激に老化したとしたら黒髪は白髪になるかも知れないけどね」

「それだったら、遺体に流れる時間だけが早く経過したって、さっき言ってたことと同じじゃございませんこと？」

「それは、考え方にもよるけどね。すでに経過していた時間を遺体が取り戻したのなら、プラマイゼロだし」

モオルダアの説明では誰もが何を言っているのか解らないので、スケアリーは「何を言っているんですの？」と聞き返した。

「もしも、ボクの妻が本当は二〇〇歳ぐらいだったとして、だけど見た目だけは若い女性みたいになっていたとして…。どう説明したら良いのか解らないけど、何かの力で本当の姿を偽って若い女性になっていたのが、死んでその力を失って元の姿に戻ったということだと、この現象には納得がいくと思うけど」

そんな説明を聞いてもスケアリーはまだ「何を言っているんですの？」としか思えなかった。しかし、髪の色が変わったということに関しては、注目すべきことだとも思っていた。

「とにかく、ボクの妻に関してもっと詳しく調べた方が良さそうだね。とは言っても、FBLの捜査官をターゲットにするような詐欺師ということは、それなりに手強い相手なのかも知れないけど」

「そうですわね」

スケアリーは同意したのだが、モオルダアがオイタという女性のことを「ボクの妻」とか言っているのがちょっとキモいとも思っていた。どうでも良いことだが。

		
			9
		

		　事件現場に侵入者があって、しかもそれを取り逃がしたと聞いて山村刑事は鼻息を荒げて事件現場へとやって来たのだが、現場にいた警官達がみなすまなそうにしているのを見て、まあ仕方ないかなとも思って現場の様子を聞くことにした。

　一緒にやってきた川村刑事は、面倒な事になったと思っていたのだが、そういうことはなるべく表には出さないようにしていた。

　現場にいた警官の話すところによると、侵入者があった後に家の中を調べたが、侵入者が何かを持ち去ったような痕跡は何もなかったということである。それに、すでに捜査に必要と思われる証拠品は警察が管理しているのでダイジョブっすよね？という事でもあった。

　モオルダアが容疑者ではないということが確実になってきた今となっては、現場への侵入者が逆に事件解決への手掛かりになるのかも知れなかったが、山村刑事は「ウ〜ン…」と唸って警官の話を聞いていただけだった。



　一方モオルダアとスケアリーは病院を出ると、どこにいけば良いのか？と思っていたのだが、モオルダアが「やることがあるから」と言って家に向かうと、スケアリーも「そうですの、あたくしもちょっと調べたいことがありますから行きますわ！」と言って、詳しいことは説明せずにそれぞれの目的の場所へと向かったようだった。

　もう少し詳しく書くと、モオルダアは最近ずっと見ているあの夢が気になっていて、スケアリーはモオルダアがホントに結婚していたことになっていたのか？という事が気になっていたようだ。そんな感じなので、お互いに相手が何をしに行くのか？ということは気になりながらも自分のしようとしていることを知られたくもないので、適当な感じで別れると、それぞれがそれぞれの行く先へと向かった。

		
			10  区役所
		

		　区役所の窓口にやって来たスケアリーからいきなり身分証を提示されて「FBLのスケアリーですけれど、殺人事件の捜査でやって来ましたわ！」と言われた区役所の職員は、驚きのあまりしばらく口を開けたままスケアリーの差し出した身分証を眺めていた。少しすると、職員は苛ついた感じのスケアリーに睨まれている事に気付いて「はい！」と言うと立ち上がって窓口のカウンターの奥の方へと歩いて行った。

　スケアリーが自分の意志がちゃんと伝わっているのかしら？と思いながら待っていると、職員が入っていった奥の部屋から中年のちょっと偉い感じの職員が出てきてスケアリーの方へやって来た。さっきの窓口の職員よりは落ち着いていたようだったが、殺人事件がどうの、と言われると滅多なことではないのでこの偉い感じの職員も少し動揺しているようだった。

「FBLの方ですね？どうぞこちらへ…」

そう言う職員に案内されてスケアリーは区役所の中にある応接室へ通された。

「婚姻届を調べて欲しいのですけれど。協力していただけるかしら？」

「ええ、まあ。できる限りのことは」

「ここにあるかどうかは解らないのですけれど、夫の名前はヘンタイのオックス・モオルダアで妻がオイタ・ワカコですわ」

区役所の職員は「ヘンタイってなんだ？」と思ったが、恐らくそのヘンタイが事件を起こしたに違いないと考えてから「承知しました」と言って、一度部屋から出て行った。

　スケアリーは職員の出て行った後を見ながら、ほとんど目に見えない微笑みを浮かべて「少し悪い事をしたかしら？」と思っていた。恐らく婚姻届はここにはない。ここになければ他をあたらなければいけない、ということでもあるが。どこを探しても婚姻届があるわけがないとスケアリーは思っていた。いくら巧妙に仕組まれた詐欺であっても、オイタ・ワカコという素性の解らない人間が正式に結婚など出来るわけはないのである。

　今ごろさっきの職員は存在しない婚姻届を必死に探している、と思うと少し後ろめたい気もしていたのだが。でも、あまり一生懸命になられてしまうと、時間も掛かってあたくしも少し待つのが面倒な事になってしまいますわね、とスケアリーが別の事を心配し始めた時に部屋のドアが開いてさっきの職員が戻ってきた。

「これですね。ヘンタイとは書いてないですが、モオルダアさんとオイタさん」

「それは、どういうことですの!?」

職員は言われたとおりのものを持ってきたのに、いきなりそんなことを言われて驚いていた。それよりも無いと思っていたものがあって、もっと驚いていたスケアリーであったが、自分がおかしな事になっておかしな事を言っていると気付いて、なんとかして落ち着きを取り戻そうとしていた。

「これは…。あの、正式なもので間違いないですわね？」

「そうですね。特に問題があるようには見えませんが」

「でも、そのオイタという人はどこの誰だかも解らないような人なんですのよ。警察でも今確認していますけれど、彼女に関する正確な情報というのはまだ解っていませんわ。そんな人の婚姻届が受理されるなんて、おかしいと思いませんこと？」

「そうですが、現にこうして婚姻届はあるのだし。我々も正式な手続きを踏んだ上で受理しているのですから…」

「きっと受け付けた方が何かを間違えたに違いありませんわ！どなたがそれを受け付けたか解るのなら、その方に話を聞いてみないといけませんわね」

簡単に片付くと思っていた問題が少しややこしくなってきたので、スケアリーは少し怒ったような口調になってきていた。実際に怒っているワケではなくて、彼女のクセみたいなものだが、職員はその口調から区役所の職員が手続きのミスをしただけで逮捕されるんじゃないか？とも思えてきて冷や汗をかいていた。

　職員が慌てた感じで婚姻届と一緒に持ってきた書類を調べると、そこには手続きをした人の名前が書いてあったようだ。それを見て職員は妙な表情で「あ…」と声をもらした。

「どうなさいましたの？」

「いや。手続きをした人ですけど。ついこの間ここを辞めたばかりなんですよ。町田さんって言うんですけど」

「まあ?!どうして退職したんですの？定年ですの？」

「いや、そうでもないんですけどね。まだそんな歳じゃなかったですけど。なんでも人生の転機だってことで。あまりにも急だったもんで、我々も驚いていたんですが…」

「その方の住所を教えてくれるかしら？」

町田さんが退職した理由などはどうでも良い感じでスケアリーが聞いた。事件が起きる直前に区役所からいなくなるというのは、気にしないわけにはいかない。

「はい、今持ってきますけど。でも人生の転機ってくらいだから、もう何処かに引っ越しているかも知れませんよ」

そんな事を言いながら職員は住所を調べるために一度部屋を出て行った。これは思わぬ収穫なのか、それとも町田という人が事件が起きる前に役所の仕事をやめたのはただの偶然なのか。スケアリーが考えていると職員がメモを持って戻ってきた。

「これが住所です。町田さんですけど、住所は町田市じゃないんですよ」

それは冗談なのかどうか解らなかったが、スケアリーは考え事をしている時の少し曇った表情を変えずにそれを受け取ると、礼を言って区役所を後にした。職員は、殺人事件とかで最初は焦っていたのだが、結局はなんだったんだ？という気分になって書類を片付けると、いつもの平和な仕事場に戻っていった。

		
			11  モオルダアのボロアパート
		

		　モオルダアは美しい妻のオイタと向かい合って座っていた。二人の間にある机には肉や野菜など一般的な食事が盛られた皿が二人分置かれていた。モオルダアは特にその食事のことは気にせずに、ニヤニヤしそうになるのをこらえながら目の前の美しいオイタを眺めていた。

「あなたのためにしたのよ」

オイタが言いながら、机の上の食べ物の方をチラと見たようだった。モオルダアもそれにつられるようにして、机の上に目を落とした。豚肉のしょうが焼きにキャベツの千切り。それから味噌汁とご飯。何でもないメニューだったが、それがまたモオルダアにとっては嬉しくもあった。

「全部あなたのためにしたのよ」

オイタがまた言ったので、モオルダアが今度は食卓から目を上げてオイタの方を見た。オイタの顔はいつの間にかカラカラに干からびていた。モオルダアと目を合わせたオイタは微笑んだのだが、その拍子に干からびていた皮膚がボロボロと机の上に落ちていった。

「全部あなたのためにしたのよ」

オイタがまた言うと、さらにカラカラの皮膚が剥がれ落ちていった。モオルダアはもう一度机の上の皿に目をやった。するとさっきまで綺麗に盛りつけられていた食べ物の上に何匹ものウジが這い回っていた。

「やっと会えましたね。あなた」

モオルダアがハッとしてオイタの方を見ると、そこには完全にミイラ化したオイタの顔があった。

「やっと会えましたね。あなた」

もう一度言うと、ミイラ化したオイタの顔それ自体がボロボロと崩れ落ちていった。

　そのまま見ていたらどういう状態になるのか解らなかったが、それよりも前にモオルダアはギャァ！っとなって目を覚ました。



　飛び起きたものの、まだ朦朧とした感じのモオルダアは肘をついて上体を半分だけ起こしたまま部屋の中を見まわしていた。部屋は薄明かりだったが、これは明け方の暗さではなくて、夕暮れ時の暗さである事がなんとなく解った。

　そこに気付いた時には、なんで自分がこんな時間に寝ているのか？と思っていたモオルダアだったがなんとなくミイラ化したオイタの記憶などが甦ってきて、その理由を思い出していた。これまで見ていた夢とオイタが殺された事件とは何か関わりがあるに違いないと思って、モオルダアは家に帰ると横になって寝ていたのだ。（それ以外に、早朝に起こされて警察に連れて行かれたりして眠いこともあったのだが。）

　それはモオルダアの思い込みかも知れなかったのだが、彼は警察署でオイタの写真を見せられた時から、それまで何度も夢で見ていたドロドロに腐った女性がオイタであると確信していたのだ。そして、ミイラ化したオイタの遺体を見た後に夢で見たオイタはミイラ化していた。

　ドロドロの夢を見ていたのと、オイタの事件が重なったのは偶然の一致で、さらに夢の中の女性がミイラ化するのは現実世界の出来事に夢が影響されているだけかも知れない。そこはモオルダアも確信が持てないものの、どうしても気になって仕方がなかった。

　それよりも、あの美女の詐欺師であるオイタが元の姿のままでミイラ化せずに夢に現れてくれたら良かったのに、とも思っているモオルダアは疲れ切った表情で布団から這い出てきた。

「まあ確かに、会えたな。ミイラだったけど…」

と、呟いたモオルダアだったが、その瞬間に部屋の電話の音がしてビクッとなって我に返った。



「ちょいとモオルダア！何で電話に出ないんですの？さっきから何度も携帯に電話しているんですのよ！それに今ごろ家にいるってどういうことなんですの？何か捜査でもしていたのかしら？」

「イヤ…、まあ」

電話はスケアリーからだったが、携帯の呼び出し音が鳴らなかったのは帰るなり横になってモオルダアの携帯電話がマナーモードのままだったからだろう。

「それで、何か解ったんですの？」

そう言われても、寝ていただけのモオルダアは困ってしまう。

「何というか、古典的な演繹法というか。無意識の世界を覗くことによって、こう…なにか見えてくる事もあるのだし…」

「何を言っているのか解りませんわ！とにかく、あたくしは今、あなたを信用しても良いのかどうかさえ解らないと思っているのですから、適当な事は言わない方が良いですわよ」

「それはどういうこと？さっきも言ったとおりボクは騙されてたんだし…、だいたい法的に考えて本当に結婚できていたのかさえ怪しいけどね」

「あなたがそう言っても、区役所はちゃんとあなた方の婚姻届を受理していましたわよ」

「そうなの?!でも、もしも役所の内部に協力者がいたとしたら…」

「そんなことはあたくしも考えましたわよ！ですからこれからその怪しい職員の方のところに行くからあなたもすぐに出てくるんですのよ！」

そう言うとスケアリーは電話を切ってしまったが、出てくると言われても、どこに出ていけば良いのか解らないモオルダアでもあった。とりあえずFBLビルディングにでも行けば良いのかな？とも思って服を着替えて出かける準備をした。そして、玄関のドアを開けると、そこにイライラした表情のスケアリーが立っていて思わず悲鳴をあげそうになったモオルダアだったが、なんとかこらえることが出来たようだった。

「じゃあ、行きますわよ！」

スケアリーは出てきたモオルダアの疲れ切った表情にちょっと驚いたが、それは表には出さずにボロアパートの前に停めてある車の方へ歩いて行った。モオルダアはわざわざ家までやって来たり、ちょっとムキになっているスケアリーが恐ろしいとも思えたが、今回は彼自身にとっても重要で、かなり面倒かも知れない事件でもあった。それを考えるとスケアリーがムキになっていることは彼にとっては良いことなのかも知れない、とも思って彼女の後をついていった。この事件は未だに何が起きているのか良く解らない、という意味でかなりの難事件でもあるのだし。

		
			12  警察署
		

		　山村刑事は自分の机の椅子に座ったまま上体を少しのけ反らせると、頭をかきながらウーン…と困った様子で唸っていた。山村刑事に「上からの命令」を伝えた川村刑事も同じように困ったような顔をしていた。

　何が彼らをそんなに困らせていたのか、という事だが。オイタ・ワカコの遺体を厳密に調べてみた結果、直接の死因を判断するのは困難だが、内蔵などに異常はなく殺人の証拠になるような外傷は背中に刺さった包丁だけということだった。そして、その傷口の状態から、それは死亡した後につけられた傷である可能性が高く、さらにミイラ化の事実は死亡から長時間が経過している事を示しているということなのだ。それで彼女の死因は自然死であるとされたので、二人の刑事はこの事件からは手を引いて良いということになったのである。



　ここから話が始まったのならそれは当たり前の事かも知れないが、始めから読んだ人は、最初は若く美しい女性だった遺体が急激に変化してミイラ化したことはすでに解っているはずである。なので二人の刑事が困ってしまうのも解るはずだ。

　二人の刑事が「急激なミイラ化」の事実を知りながらどうして抗議をしないのか？という気もするが。二人とも上部の人間にたてつくような人間ではなかったのである。少なくとも今日までは。しかし、今回ばかりは黙って「そうですか」と命令に従うわけにはいかないとも思っていた。

「キミ、どう思う？」

山村刑事が川村刑事に聞いた。すると川村刑事が少し間をあけてから、まとまらないままの返事をした。

「いや。確かに、こんな事は変ですけど。それに事件現場だって少し変でしたし。だいたいあんなふうに遺体がミイラになるっていうのが一番変ですけど…」

「それなのに、黙って手を引くのはもっと変だがな」

「でも上から言われたんじゃ…」

「まあ、私も上からの命令は絶対だと教わったが。キミもくたびれたベテラン刑事になりたいのなら、それでも良いだろうな」

「それって、どういう…？」

川村刑事はなんとなく目の前にいるくたびれたベテラン刑事に自分の将来の姿を当てはめてしまった。そうすると、少し不安な気持ちにもなった。

「私もそうやって命令には背かないようにしてきたんだが、今回だけは別だと思うんだよね。まあ、キミはまだ若いのだし、下手なことは出来ないと思うが。私は今になってちょっとグレてみたくなった感じかな。真面目に生きるのは良いことだと思っていたが、真面目とマヌケは紙一重だって、こんな事態になってやっと気付いたとも思ってね」

なんだか、これまで知っていた山村刑事とは違う感じの発言に川村刑事は調子がはずれた感じにもなっていた。しかし、このまま上司の命令を聞いているだけでは山村刑事のようになってしまうのか？という不安も頭をよぎっていた。そして時と場合によって物事を都合良く捉える川村刑事としては、今は山村刑事に賛同ということで、大きく頷いてその意志を示していた。

		
			13  町田市じゃない場所
		

		　スケアリーは車を運転しながら、何でこんな面倒な事をしたのか？と思いながら少し苛ついていた。今向かっているのはスケアリーがさっき訪れた区役所の近くにある町田さんの家なのだが、一度モオルダアを迎えに行ってしまったために移動時間分を無駄にしているような気がしていたのだ。それだけでなく、今回はスケアリーにとって納得のいかない事が多すぎるので、それがさらに彼女を苛立たせていたのかも知れない。

　そんな気配を感じたのか、モオルダアはなるべく彼女を刺激しないように黙って窓の外を見つめていたのだが、道沿いにある建物の前に人だかりが出来ているのを見て思わず「何だろう？」と呟いた。スケアリーはその言葉に反応してモオルダアの見ている先を見たのだが、彼女も「何かしら？」と思ったようだった。ただし苛ついているので何も言わずに運転を続けた。

　そこは幹線道路からはずれた静かな道だったのだが、そんな場所に集まるのには多すぎる人の数で、その光景を見たら誰でも気になるに違いない。とはいっても集まっているのは百人足らずではあったのだが。それでもこの場所で、さらに日も暮れたこの時間には多すぎる人の数だ。狭い歩道を埋め尽くす感じで、ある建物を中心に歩道に沿って列が出来ていた。

　モオルダアはその前を通り過ぎた後もしばらくその様子を眺めていたのだが、何だろう？と思う以外の事は何も解らなかったので、前を向いて黙っていた。

		
			14  町田市じゃない場所にあるアパート
		

		　つい最近まで区役所に勤めていた町田さんの住んでいるはずのアパートにやって来たモオルダアとスケアリーだったが、その部屋は真っ暗で人のいる様子はなかった。それでもせっかく来たのだから、ということでスケアリーがドアの横にある呼び鈴のボタンを押した。部屋の中でチャイムの音がしているのが聞こえたのだが、それ以外の音は全く聞こえなかった。

「本当に引っ越したのかしら？」

「だとすると、それはそれで怪しい感じもするよね」

モオルダアは答えながら、呼び鈴を鳴らした。何度押しても中からはシーン…という音じゃない音がするだけなのだが、人がいないと解ると何度も呼び鈴を鳴らしてしまうというのがモオルダアのクセみたいなものなのだ。（#024「リヴェンガ」参照）

　始めは間隔を空けてボタンを押していたモオルダアだったが、次第にその間隔が狭まってきてチャイムの音が絶え間なく鳴っているような状態になってきた。スケアリーがイライラしながら「ちょいと、モオルダア！」と言おうとしたちょうどその時、隣の部屋の窓が開いて機嫌の悪いオバサンの顔が飛び出してきた。

「ちょっと、何なのよ！うるさくてテレビの音が聞こえないじゃないのよ！」

思わぬところから突然怒られて、余計に驚いたモオルダアはビクッとなって固まったまま黙ってしまった。仕方がないのでスケアリーが代わりに謝った。

「あの、おくつろぎのところお騒がせしてまことに申し訳ございませんわ。あたくしはFBLのスケアリーというものですけれど。こちらの部屋に町田さんという方が住んでいたはずですけれど、どこかへ引っ越されたのかしら？」

スケアリーがFBLの身分証を見せながら言うとオバサンは急に態度が変わった様子だった。警察ではなかったがFBLというところから誰かがやって来て隣の部屋の住人のことについて聞かれるというのが、サスペンスドラマ風で嬉しかったに違いない。テレビの音が聞こえなくて困るのは推理サスペンスの場合がほとんどなのだし。そんな私の推理はどうでも良いのだが、オバサンは声をひそめて話し始めた。

「あら、やっぱりあの人何かやってたの？前から会っても挨拶もしないし、ちょっと変わってるっていうか、暗い人って感じだったかしらねえ。最近はずっと明かりが消えたままなのよ。でも、引っ越すっていってもそんな様子はなかったけど。まさか夜逃げなんかじゃないわよねえ。ほんとにねえ」

「いなくなったのはいつ頃ですか？」

モオルダアもやっと我に返ってオバサンに聞いた。

「さあねえ。二日ぐらい前かしら？ほんとにねえ」

「ええ…。まあ、ほんとに…」

何がほんとか解らないのだが、このままオバサンと話していても仕方がないのでFBLの二人はアパートの管理人に頼んでドアを開けてもらう事にした。



　FBLの二人から事情を聞いてやって来た管理人だったが、言い知れぬ緊張感の中で鍵を開けることになった。なにしろドアの両脇で銃（モオルダアは本物っぽいモデルガン）をもった捜査官が壁に背を付けて待機していたのだから。震えそうになる手で鍵を開けると、管理人はそのままゆっくりと後ずさって通路の奥の方に下がっていった。

　モオルダアはスケアリーと一度目を合わせて合図を送ると、それと同時にドアノブに手をかけてそれを開けた。するとスケアリーが開いたドアの中に向かって銃を構えて入っていった。

「FBLですのよ！誰かいるのなら返事をしなさい！」

そう言いながら部屋に入ったスケアリーに続いてモオルダアもモデルガンを構えながら入っていった。とはいっても、話を聞きに来ただけなのにこんな物々しい雰囲気は間違っていないか？と二人ともそろそろ感じてはいたようである。

「…どうやら誰もいないようですわね」

それは解っていたが、何かを言わないとこのミョーな雰囲気に耐えられないと思ったのか、スケアリーが言った。

「そうだね。でも、つい最近まで生活していたような様子はあるけどね」

モオルダアはそう言いながらさっきから手探りで探していた電気のスイッチを見付けると部屋の明かりを付けた。そして次の瞬間にギャハッ！というモオルダアのヘンな悲鳴が部屋に響いて、続いて腰を抜かして倒れないように彼が壁に手をつくバタバタした音がした。

　スケアリーも明かりがついて目の前に現れた光景に言葉を失いかけていた。

「ちょいと、モオルダア…」

なんとか絞り出すように言うとスケアリーは部屋の奥の方を見つめたままになっていた。



　モオルダアがヘンな悲鳴をあげるということは、そこに何があったのかだいたい解ると思うのだが、そこには老婆が倒れていた。そしてそれが遺体であることは一目見て解った。

　スケアリーはゆっくりと老婆に近づいていき状態を調べた。生きている人間らしい色を失って薄い灰色になっている肌を見れば、専門家が調べるまでもなく死んでいることは明らかだった。

「町田さんって、お婆ちゃんだったの？」

まだ入り口のところにいるモオルダアが裏返りそうな声で聞いた。

「そんなことは有り得ませんわよ！区役所の職員でしたのよ。この方が何歳か知りませんけれど、これは明らかに定年を過ぎていますわよ！」

モオルダアがヘンな事を言うのでまた機嫌が悪くなりそうなスケアリーだったのだが、この状況には彼女もどこか腑に落ちない点があった。それが何なのか？ということは明確に解らなかったのだが、オイタのミイラ化事件と合わせて考えると、何か嫌なものを感じていたのだった。
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		　遺体を前にして動揺しているモオルダアは何も出来そうにないのでスケアリーが連絡するとしばらくして警察が町田さんの家だったアパートの一室にやって来た。そしてFBLの二人が警察にこれまでの経緯を説明していると「ああ、あんた達…」という声が彼らの背後から聞こえてきた。二人が振り返るとそこには山村刑事がいた。

「あら、あなたは山村刑事様でしたわね。ずいぶんと勘が良いんじゃございませんこと？まだ何も説明をする前からあの事件と関係があると気がついたのかしら？」

スケアリーが言ったが、彼女は最初のオイタの事件の時に犯人にされそうになっていたので、多少トゲのある言い方になっていた。

「いや、そういうことじゃないんですがね…」

山村刑事はスケアリーが言ったこととは別の所でちょっと弱った感じになっていた。オイタ・ワカコの件についてはあきらめてはいないのだが、表だって動くわけにもいかず、形式上すでにあの事件は彼らの手を離れているのだ。そこへ遺体発見の通報があったのだから別の事件としてこうしてやって来たのだった。しかし、まさかFBLの二人が通報したとは思っていなかったのだ。オイタの事件が殺人ではないという事になったというのは、この二人にあまり話したくなかったのだが、逆にここで二人に会うというのも彼にとっては何か因縁めいたものを感じさせる出来事でもあった。

「それで、どうしてあんた達がここに？」

「あなた方がモタモタしている間に、あたくしが実力を発揮してオイタさんの婚姻届の受理を手続きした町田という方の住所を突き止めたのですけれど、その住所に来てみたらこの有様でしたのよ」

そう言われた山村刑事は遺体の方を見た。今はすでにシートが被せられていたのだが、ここで発見されたのは老婆の遺体だと言うことはすでに聞いて知っていた。山村刑事はウーン…と唸ってからしばらく黙っていた後に静かに話し始めた。

「実はですね。あのオイタ・ワカコの件ですけど。警察では殺人ではなくて自然死という扱いになっていまして。我々はこれ以上捜査をすることができないんですよ」

「それは、おかしいですね。あの状況はまさしく…」

さっきからずっと喋ってなかったのを気にしたモオルダアがスケアリーがよりも先に反応した。

「そうなんだがね。私だってそれがおかしいことは解っているんだがな。それに、老婆の遺体発見の通報で駆け付けてみたらあんた達がいたりしてな。なにかイヤな予感がするんだよね。なんて言ったらいいのか…。何か大きな組織が何かを隠蔽しようとしているんじゃないか…。イヤ。これは考えすぎかな」

途中でスケアリーが「そんなことは有り得ませんわ」と話を遮ろうとしたのだが、山村刑事は自分で自分の話を遮った。ただ、それはモオルダアの好きそうな話題であったし、そこでモオルダアが話すのにちょうど良い間が出来た感じでもあった。

「何かを隠蔽するのに大きな組織はいりませんよ。それに、問題なのは小さな組織が大きな何かを隠蔽する場合です。人数は少なくてもそれなりの人間が集まればそういうことをするのは簡単かも知れないし、秘密が漏れることも少なくなるし。例えば役所に一人、警察に一人。それだけでも十分何かが出来そうですよね」

「ちょいと、モオルダア！」

モオルダアがいつものテンションになってきたのでスケアリーが慌てて話を遮った。半分は適当に言ったことだったが、モオルダアの話に山村刑事は少しギョッとしていた。もしかして、警察の上部の人間が殺人と知っていながらオイタの死因を自然死として捜査の打ち切りを命じたのか？と思うと、何か見てはいけないようなものを見てしまった気分にもなっていた。

「それで、警察にその小さな組織とやらの仲間がいたとして、彼らは何を隠そうとしてると思うんだ？」

山村刑事がモオルダアに聞いたが、適当に言ったことなので彼はそんな所までは考えていなかった。モオルダアの「ウーン、いや…あの…」という返事を聞いて山村刑事はちょっとガッカリしていた。

「とにかく、私らはそんな感じでオイタの事件に関して大っぴらに動けない状態だから、あなた方にも協力してもらいたいと思っているんだが」

「そのようですわね。言われなくてもあたくし達は常に最大限の努力で犯罪に立ち向かっていますから。間違ってあたくし達を犯人扱いするような事がなければ、いつでも協力いたしますわよ！」

スケアリーはまだ最初に犯人扱いされた事を根に持っているようだったが、それを言われると山村刑事も少し弱ってしまうので「ヘヘッ…」と苦笑いするしかなかった。



　警察が来て特にやることもないFBLの二人は町田さんの部屋ということになっている部屋から出てアパートの外に出てきた。パトカーが駐まっていたり、警官が沢山いたりするので多少は野次馬がやって来ていたりしたのだが、見ていてもそれほど面白い事はないとわかると、辺りはそれほど騒がしくなることはなかった。

「どうしてあなたはいつもあんな事を言うんですの？」

スケアリーが少し怒った感じで言ったので、うつむいて何か考え事をしているようなモオルダアは慌ててスケアリーの方に視線を移した。

「なにが？」

「何がじゃありませんわよ！どうして警察の人間が今回の事件に関与しているとか、そういうことを平気で言えるのか、という事ですわよ。そんな適当な事を言うとあたくし達の信用にも関わりますわよ！」

「でも、ボクにはなぜかわかるような気がするんだよね。わかると言うよりも、誰かに教えてもらっているような気もするんだけど。とにかく、何か尋常でないことが起こっているに違いなんだけど」

そんなことを言ってもスケアリーが信じるわけはないのだが、モオルダアの表情からすると冗談を言っているとも思えなかった。

「何が言いたいのか全然解りませんわ！」

「あの遺体は多分、町田さんの遺体だと思うよ」

やっぱりそうなるのですわね、とスケアリーは思っていた。解剖台の上でミイラ化したオイタと同様に、町田さんも死んだ後に老化したというのだろう。

「あなたのおっしゃりたいことはだいたい解りますけど、今回は少し状況が違うと思いませんこと？オイタの遺体は最終的にミイラ化したんですのよ。それもあっという間に。さっきの遺体が町田さんだとしたらどうしてミイラ化してないのかしら？」

「それは、実際の年齢にもよると思うけどね。ボクの妻…つまりオイタは人間では有り得ないほどの歳だったけど、町田さんは人間でも有り得るくらいの年齢だったに違いないよ」

「つまり、何かの方法を使って、実際の年齢よりもずっと若い状態で生きていたという事ですわね。それはミイラ化の説明になっていますけれど、そう考える根拠はどこにあるんですの？わかっていると思いますけれど、あたくしは呪術みたいなことは絶対に信じませんからね」

モオルダアにもそれは解っていた。しかし、モオルダアは自分で言っている事が正しいと思えるのだった。最近見ている夢のせいなのかは解らないが。それを含めてなぜか確信が持てるような気がするのだった。

「だいたい、どうしてオイタはボクの名前の書かれた離婚届の横で死んでいたのか？とか。その辺から何かヘンだと思わない？」

「確かに、そうかも知れませんけれど」

「ボクの妻…じゃなくてオイタは、もしかすると何かをボクに伝えたかったんじゃないか？とも思えるんだよね」

それを聞いていたスケアリーはさっきからモオルダアがオイタのことを「ボクの妻」と言っているのがいい加減キモイと思い始めていたので、反論するのが面倒にもなっていた。しかし、モオルダアの言っている事も多少は理解できるので、どう返して良いのか解らない感じでもあった。

「もしもさっきの遺体が町田さんだったとしても、調べたら異常が見付かるに違いありませんわ。若返りのクスリなんてものがあるのならそれは大発見に違いありませんけれど。とにかくあたくしはあの遺体について詳しく調べることにいたしますわ。それから、あなたは家に帰って少し休んだ方が良いと思いますわよ。最近あなた疲れているみたいですし、そんな状態で霊能者みたいな推理をされたら、さすがのあたくしだってついて行けませんものね」

「まあ、ゆっくり眠れるのなら眠りたいものだけどね。ボクはボクで調べることもあるからね。まあ、今は休養も必要かも知れないけど」

そう言いながら微笑むモオルダアの表情にどことなく不吉な印象を覚えたスケアリーだったが、どうしてそう思えるのかは解らなかった。ただ、今回のモオルダアは何かヘンだとは思い始めていた。

「ちょいと、モオルダア…。大丈夫なんですの？」

歩いて行こうとするモオルダアの背後からスケアリーが声をかけた。

「まあ、大丈夫だと思うけど。キミの言うとおりに少し休んでみようと思うよ。まあ、キミはまだ調べることがあると思うし、電車で帰るからその辺は気にしなくても良いけどね」

「それなら、まあ…良いですけれど」

明らかにいつもとは違う曇った表情でスケアリーが自分を見ている事に気付いていたのかは知らないが、モオルダアはスケアリーを事件現場に残して立ち去ってしまった。スケアリーはモオルダアを引き留める理由もないので黙ったまま去っていくモオルダアを見ているしかなかった。自分の意見を聞き入れて帰って休むと言っているのだから、それで良いはずなのだが、何かが心のどこかに引っ掛かっているという感じは否めなかった。

　しかし、そんなことの原因を考えたところで意味はないので、スケアリーはこれまでの経緯を頭の中で整理すると、次にどこへ向かうべきかを判断して、そこへ向かう事にした。
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		　モオルダアは明かりの消えた廊下を静かに歩いていた。焦る気持ちを抑えながらなるべく音を立てないように歩いていた。そして一度立ち止まると、自分の持っている物を確認した。彼の手には包丁が握られている。それを見てからまた歩き出した。急ぎながらゆっくりと。

　モオルダアはある部屋の前に来ると、そこで止まってドアに耳を近づけて中の様子をうかがった。中からは何も聞こえない。しかし、その部屋に人がいることは解っていた。

　そっとドアを開けると、それは音を立てずに開いた。部屋の中にはドアの方に背を向けて一人の男が椅子に座っていた。モオルダアはこのまま男の後ろに忍び寄ってこの男を持っている包丁で刺し殺すはずだ。なぜかは知らないが、そうなることが解っていた。そして、少しずつ男に近づいて行ったが、座っている男はモオルダアに気付く気配はなかった。むしろ、知っていても気付かないフリをしているのかとも思えた。

　このままでは自分がこの男を殺してしまうと思ってモオルダアは怖くなってきた。しかし、自分で歩いて男に近づいて行き、もっている包丁を男に刺す瞬間が迫ってきている。もう、そうするしかない。他に手はないに違いない、そう思いながら男の背後で包丁を振りかざした時に耐えきれなくなったモオルダアはウワッとなって起き上がった。



　いきなりなんだ？という事だったのだが、モオルダアはまたヘンな夢を見ていたようだ。スケアリーに言われたとおり、というよりも、スケアリーに言われなくても家に帰ったら寝るつもりだったモオルダアだったが、またしても彼が想像していたのとは全く違う夢を見たようだった。そろそろドロドロでもミイラでもないオイタとの甘い夫婦生活の夢が見られると思っていたモオルダアだったが、なぜか夢というのは自分の思ったとおりにならないようだ。しかも今回は誰かの意志によって夢が操作されているような気がするとさえモオルダアは思っていた。

　モオルダアは上体だけを起こしてさっきの夢について考えていた。実際にはそうならなかったが、人を殺す夢などは殺されるのよりもずっと悪夢に違いなかった。それから、さらに夢の光景を思い出してモオルダアはゾッとしていた。

　モオルダアが夢の中で最後に見ていた男の後頭部。あれは自分のものだったのではないか？と、そんな気がしてきたのだ。自分の後頭部など滅多に見る機会はないのだが、髪を切りに行くと最後に美容師に合わせ鏡で見せられるあの後頭部。「どうですか？」と聞かれても「まあ、大丈夫です」としか答えられないような、滅多に見ない自分のビミョーな後頭部。夢の中で見ていたのはあの「後頭部」に違いなかったのだ。

　これには何か意味があるのだろうか？そう考えてモオルダアが腕組みをして考え始めたちょうどその時、彼の部屋のドアを叩く大きな音がして、モオルダアはいつものようにギョッとなってドアの方に向かって身構えた。

　時計を確認するとすでに０時を過ぎていた。この時間に誰が来たのだろうか？モオルダアは起き上がると一度モデルガンを手にしてドアの方に向かったが、それではダメな気がして、部屋の中を見まわすと「鈍器のような物」を見付けてそれを手に取ると、静かにドアの方へと向かった。

「はい、どなたですか？」

モオルダアは「鈍器のような物」を体の後ろに隠したままドアの方に向かって言った。外からは返事がなかった。モオルダアは片手をドアノブにかけて静かにドアを開けた。反対の手に持った「鈍器のような物」はいつでも使えるように腕に力を込めていたのだが。

　そうする意味はあまりなかったようで、ドアの外には誰もいなかった。モオルダアは開けたドアから顔を出して外を確認してみたが、さっきここに来た誰かはすでにどこかに逃げてしまったのかも知れない。「何だろう？と思ってモオルダアはさらにドアを開けて外に出てみると、足下の荷物につまずいた。こんな所に荷物を置いた覚えのないモオルダアがそこを確認すると、ミカン箱ほどの大きさのダンボールが置いてあった。そして宛名以外に何も書いていない送り状もついていた。「まさか宅急便か？」とも思ったが、時間を考えたらそんなワケはなさそうだ。きっと何かあるに違いないと思ってモオルダアはそのダンボールを持って部屋の中へ戻った。
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		　最初の事件現場であるオイタの家は、見張りの警官もいなくなって夜の闇の中でひっそりと静まりかえっていた。ただ立ち入り禁止のテープは貼られたままで、関係者以外が無断で立ち入ればマズい事になるのは間違いなかった。

　スケアリーはオイタの家から少し離れた場所に車を止めると辺りの様子を探るようにしながら門の前までやって来た。そして、立ち入り禁止のテープを見ると少しためらったようにして立ち止まった。ここでこの中に無許可で入ったら、まるでモオルダアの言っていた事を信じているようですわね。と、そんな事を考えていたようだったが、それよりも前にあたくし自身が気になっていることを確かめる必要がありますものね、とも考えてスケアリーは思い切ってテープをくぐって門の中へと入っていった。

　家の中に入るとスケアリーは車から持ち出してきた懐中電灯を点けて各部屋を調べていった。恐らく壁のスイッチを入れたら部屋の明かりが灯るはずなのだが、立ち入り禁止の家で夜中に明かりが点いているのはマズいに違いないのだ。懐中電灯の明かりを頼りに今回の事件に関する手掛かりを探すのは困難でもあったが、そこを気にしている場合ではない。

　それにしても、スケアリーはここで何を探しているのだろうか？今では自然死となっているが、当初は殺人とされていたために、証拠となりそうなものは全て警察が押収しているはずなのだ。しかし、スケアリーには何かが気になって仕方がなかった。それは乙女の第六感、あるいは女の勘というやつかも知れないのだが、それだけではあまりにも非科学的なので、スケアリーはそのことはあまり考えないように手掛かりを探すのに集中していた。

　どんなことにも科学的に説明出来る理由がある。見た目では魔法や呪術が行われたように思えても、そこで起きた全ての事象を分析すれば全ては起こるべくして起きたのだと証明できるはず。そうは考えていたものの、ここで探すべき物が何なのかという疑問に明確な答えは出せないまま、押し入れを開けたりタンスを調べたりしていた。

　いくつかの部屋を調べて、スケアリーはあることに気付いた。オイタがここに一人で住んでいたとしたら持っている物が多すぎなような気がしたのである。ただし、オイタが本当に詐欺師であったのならそれらも商売道具になるのかも知れない。しかし、何に使う物なのか？という事を考えてもそういった事件は自分の専門外でもあるので良くわからなかった。

　スケアリーが次に開けたタンスの引き出しには着物が入っていた。ちょっと素敵なガラですわ！とスケアリーは余計なところに興味を持ってしまいそうになったが、こんなものを探しているのではないので、その引き出しを閉めた。古い防虫剤の独特のニオイを嗅ぎながらスケアリーは次に小物を入れるような小さな引き出しを開けてみた。そして、スケアリーが懐中電灯で中を照らして見ると、そこには驚くべき物があったようだ。

「まさか、そんな!?」

スケアリーは一枚の写真を引き出しから取り出して、それに懐中電灯の光をあてて凝視していた。すると次の瞬間パッと部屋の明かりが点いて、スケアリーの背後で「動くな！」という男の声が聞こえた。

　スケアリーは「しまった！」と思ったが、何とか冷静さを失わずに、背後にいる男に気付かれないようそっと写真を上着のポケットに押し込んだ。

「両手を挙げてゆっくりこちらに振り返りなさい」

男がそう言うとスケアリーは言われたとおり両手を挙げて振り返った。そして男と顔をあわせるとお互いに「あら？」という表情になっていた。

「こんな所で何やってるんですか？」

そう聞いたのは川村刑事だった。

「それは…。捜査に決まっていますわ！それに、あなたこそこんな夜中に何をしているんですの？あなた方の捜査は打ち切られたって聞きましたけれど」

「いや、そうなんですが。病院であんなおかしな事が起きて、あれが自然死だなんて思えませんからね。山村刑事と一緒にこっそり色々調べてるんですけどね」

「そうなんですの。それで、ここには何を調べにやって来たのかしら？」

「まあ、なんて言うか、ちょっと引っ掛かる部分があって、来てみたんですけどね」

「そんなことではいけませんわよ。直感だけを頼りにしていたって何も解決いたしませんのよ」

直感だけを頼りにやって来たスケアリーだったが、自分の上着のポケットの中の物が気になって適当な事を言っているようだ。

「でも、気になるって思ったのならそれなりに理由があるって事ですから」

そう言いながら部屋の中を見まわす川村刑事がなんとなくモオルダアみたいに思えてスケアリーはだんだんイライラしてきた。そうとは知らず何かを探していた川村刑事は目的の何かを見付けたらしく「ああ、やっぱり！」とちょっと声をうわずらせた感じで呟いた。

「どういたしましたの？」

「これなんですよ。ここに貼ってある御札（オフダ）」

川村刑事が指さす先を見ると、その壁には御札と言えば御札という感じの紙が貼られていた。ただしそこに書かれている文様のようなものは、温泉を表す地図記号にも似ていて、少し神聖な感じに欠けているようにも思えた。

「これ、町田さんの部屋にも貼ってあったんですよ。私はそれを見てどっかで見たことがあるなぁ、って思ってたんですけど、やっぱりここだったんだぁ。私は意外とこういうところに良く気付くんですですけどね。二枚の絵を比べて間違いを見付けるあの『間違い探し』以外で、やっとこの能力が役に立ちましたよ！」

川村刑事は盛り上がって嬉しそうなので聞いてもいない事を話してくれた。そのおかげでスケアリーにはちょっとヤバイ状況からの逃げ道が簡単にできたも同然だった。

「あら、そうでしたの。あなたもそこが気になっていたのですわね。あたくしも町田さんの部屋でそこが気になっていてここに来ていたんですのよ。オホホホッ！でももう少しのところであなたに先を越されてしまいましたわね。でもその御札についてはあなたのお手柄ということで、その件についてはあなた方にお任せして良いかしら？あたくしにはまだ調べたいことが沢山あるんですのよ」

「まあ、それならそうしますけど」

嬉しくて盛り上がっている川村刑事は何の疑いもなくスケアリーの言うことを聞き入れていた。

「それでは頼みましたわよ。あたくしはそろそろ行かないといけませんわ。それじゃ、ごきげんよう！」

そう言ってスケアリーはちょっと無理のある笑顔で部屋を出て行った。そして急いで玄関まで来て、家を出ると顔を引きつらせながら走って自分の車のところに向かった。

　部屋に残った川村刑事は少しニヤニヤしながら御札の写真などを撮っていたが、ふと「あのFBLの二人ってこの部屋に入ったことあったのか？」と思ってしまった。しばらく考えてみたが、特にそれが問題になるとも思えなかったので「まあいいか」ということで、そのまま作業を続けた。



　自分の車のところに戻ってきたスケアリーは運転席に座ってドアを閉めると、ポケットから先程の写真を取り出した。そしてバックミラーのすぐ近くにある天井のランプをつけてその写真をもう一度良く確認してみた。

「そんなことって、有り得ませんわよ…。ヘンタイなんですのよ…！有り得ませんわ…」

写真を見ながらスケアリーは心の中でそんな感じの言葉を繰り返していた。

		
			18  翌日
		

		「ウーーーーン…」

そう唸ったまま、メガネをかけた細身で初老の男はしばらく固まって動かなくなってしまった。モオルダアはその後に何か面白い意見が聞けるものだと思って待っていたのだが、男は何かを考え込んでいるのか、何も言わない。

「それで、それはどうなんですか？」

しびれを切らしたモオルダアが聞くと、男はもう一度軽く「ウーン」と唸ってからモオルダアの方を見た。

　モオルダアは昨日の夜に自分の部屋の前に置かれていたあの小包のような箱の中身を調べにやって来ていたのだ。ここは古くからある骨董品を扱う店。ここにモオルダアが来たと言うことは、あの箱の中身はそれなりにそれっぽい物だった、ということに違いない。

　男はモオルダアから渡された白い陶製の甕（カメ）を持っていた。

「あなた、どうしてこれをここに？」

男がモオルダアに聞いた。

「いや、なんというか。優秀な捜査官の直感というか。それが古くて値打ちのある物だと言うことはなんとなく解るんですよ。そして、それが解れば難解な事件が一つ解決するということです」

モオルダアの説明を聞いて男はまた「ウーン」と唸っていた。そして、かけていた老眼鏡をおでこの所にあげてから言った。

「まあ、確かに古い物であることに違いないが。それ以外に価値があるか？といえば、全くないな。もしもあなたがこれを売りたくてここに来たというのなら、それはとんだ間違いなんだが。価値としては一〇〇〇円ぐらいだな」

モオルダアはそれを聞いて、軽くズコッ…となっていた。真夜中に自分の部屋までやって来た誰かが置いていったダンボール箱の中に入っていた甕なのだし、それなりに何かある物だと思っていたのだが。

「でも、その甕って消えかかってますけど紋章みたいなのが書いてあるでしょ？それにスゴい意味があったりしないですかね？」

「ヘヘヘヘッ…。あなた、何の知識もないみたいですが。陶器に何かを書くのなら消えるような書き方はしませんよ。ご飯茶碗のガラはいくら洗っても消えないでしょ。ヘヘヘヘッ…。どうやら、この消えかかった紋章は…、あれだな。入れ墨シールだよ、これは。最近になって貼り付けたんじゃないかな」

そう言いながら男が消えかかった紋章の上を爪で擦ると、残っていた紋章の部分がボロボロ剥がれ落ちていった。

「ああ！ちょっと。何してるんですか！」

モオルダアが言うと男も少し驚いて擦るのをやめた。

「ああ、これは失礼。これは大事な物なのですか？」

「まあ、そうですね。殺人事件の証拠物件です」

「ええっ!?」

男にとっては思わぬ展開だったようで、必要以上に驚いている感じだった。

「ということは、あなたは刑事さんか何かで？」

「いや。ボクはFBLの優秀な捜査官です」

モオルダアが答えたが、男にはFBLが何なのか解らなかったので驚いて損した、という感じになっていた。

「まあ、古い物ということは確かなようだが」

男が気を取り直した感じで言った。

「どうしてそれが解るんですか？」

「いやね。この甕の裏側に書いてあるからね。でも西暦を使うのはけっこうハイカラな趣味だったのかも知れないね」

そう言いながら男は持っていた甕の裏側をモオルダアに見せた。そこには「一八七五年」と書かれていた。それがその甕の作られた年だというのなら、古い物であるに違いなかったが。それ以外には何もないというのは予想外だった。わざわざ誰かがモオルダアの部屋の前に置いていったというのに。

　そんなことを思いながら、モオルダアは少しも心のこもっていない礼を言うと骨董店を出て行った。一方、骨董店の男はこれでは何の得にもなってないし、物語の展開に重要な感じでもないし、出てきただけ損した！とも思っていた。



　その頃スケアリーは昨晩オイタの家で見付けた写真を鑑定するためにFBLのラボへとやって来ていた。ラボというのがこれまで出てきたかどうか覚えていないが、科学的な実験や鑑定などをするところに違いない。

　スケアリーから写真を渡されたFBLの技術者はそれを見て驚いていた。それは見た感じからすると、かなり古い時代に撮影された結婚写真のようだったのだが、そこに写っている人物を見て技術者は驚いていたようだった。

「これってモオルダアさんですか?!」

「そんなことは気にしないで、早く始めてくれませんかしら？」

質問されたスケアリーは機嫌が悪いようでちゃんと答えなかった。

「それにしてもスゴい美人ですね。これって一体何の写真なんですか？モオルダアさんのいたずらとか？」

「そんなことも気にしなくて良いんですのよ！その写真が本物かどうかそれを調べるのがあなたの仕事ですのよ。一刻を争うのですから、余計な事を考えずにすぐに作業にとりかかっていただきたいものですわ！」

スケアリーはさらに機嫌が悪くなったようで、そう言うと部屋を出て後ろ手で勢いよくドアを閉じた。その時のバタンという音に技術者もちょっとビクッとなった。スケアリーをちょっと特別な目で見ている技術者も今回は少し彼女が恐ろしいと思っていたようだ。

　部屋を出たスケアリーはプリプリしながら歩いていたが、しばらくすると特にどこへも向かう先がないことに気付いた。腹が立っているとなぜか意味のない行動をしたりすることがある。それにスケアリーは何に腹を立てているのだろうか？と自問してみた。しばらく考えた後に「やっぱり一番美しいのはあたくしで間違いありませんわね。もっと冷静にならないといけませんわ」と心の中で呟いて、いろいろな事が解決したような気分になっていた。

　ただし、あの写真がどういうものか？ということが解るまではなかなか冷静になれそうもなかったのだが。

		
			19  美熟女
		

		　モオルダアは電車を降りるとFBLビルディングの方へと向かって歩いていた。特に用事はなかったのだが家に帰ってまた恐ろしい夢を見る気にはなれなかったので、眠気でボンヤリした感じのまま午後の道を歩いていた。すると背後から彼を呼び止める声がした。

「もし、そこのお方…」

その声に振り向いたモオルダアはドキッとして声の主に見入ってしまった。そこにいたのは中年といっても、かなり上の方の中年という感じの女性だったのだが、モオルダアに限らず、どんな男性でもドキッとなってしまうような妖艶な魅力を漂わせていた。

「あなた、私の大事な物を持っているのはないですか？」

女性がモオルダアに聞いた。モオルダアはまだドキッとなったまま女性に見とれていた最中だったので、何のことだか解らない感じで「えっ?!」と返した。

「どうやったのか知りませんが、もう一度あの人と会いたいと思うのなら私の言うことを聞いた方が良いと思いますけど。アレを使えるのは私の他にはいませんからね」

女性にそう言われたモオルダアは何を言われているのか理解できなかったが、なぜかこの女性とどこかであったようなヘンな感覚に襲われていた。

「あの、何のことだか…」

「あなたが持っているのは解っているのです。そしてあの人にまた会いたいと思っていることも。しかし、それでは何にもなりませんよ。もしもあなたがすぐにでも死んであの人の元へ行きたいと思うのなら、あなたの持っている物だけでは足りません。私の力が必要なのです。ですから、あなたは手に入れた物を…」

モオルダアは聞いていて少し恐ろしくなって来ていたのだが、女性がそこまで話すと彼女はモオルダアの背後の遙か遠くの方にある何かに気付いたようでハッとなって話すのをやめた。そこからヘンな間が空いた後にまた女性が話し始めた。

「いいですね。アレはあなたの力ではどうにもならない物なのです。そこを忘れてはいけません」

そう言うと女性はもう一度モオルダアの背後の遙か遠くを見てから急いで立ち去ってしまった。

　一体何なのか？と思うと同時に、モオルダアの脳裏にはこの数日間に見ていた夢のことが思い起こされていた。そして、それらの夢の内容をなんとなくまとめた結果、見えてきたボンヤリとしたイメージにモオルダアは身震いしていた。「そんなことって有り得るのか？」とも思っていたが、モオルダアは振り返ってFBLビルディングとは反対の方向に歩き出した。

		
			20  FBLビルディング
		

		　スケアリーはペケファイル課の部屋で資料を読みながら、机の上に置いてあるブルボンのショコラセーヌの箱に手をのばした。資料から目を離さないまま箱の中を探っていたのだが、いつの間にか全部食べきっていたようで、中はカラだった。

　あらイヤだ、と思いながらスケアリーが机の上を見ると開けられた小袋が無造作に散らばっていた。スケアリーはその小袋をまとめて箱に押し込むと、それをゴミ箱に入れてまた資料に集中した。集中したところで、そこにはもうほとんど読むべきところなどなかったのだが、スケアリーにとっては気になるところが多すぎたのだ。

　その資料には、スケアリーがオイタの家から持ちだした写真の鑑定結果が書いてあった。あの写真はすごく古い時代に撮られたもので、後から合成したり、撮影時に細工された痕跡は見付からなかったという意味において本物の写真である、ということが書かれていた。そして、印画紙を鑑定した結果恐らく明治時代に撮られた写真であろう、とも書かれていた。

　それだけなら普通なのだが「でしたら、この写真に写っているのは誰なんですの？」ということが気にならないわけはない。スケアリーは鑑定結果の報告書と一緒に戻ってきた写真を封筒から取り出して、今度はそっちをじっと眺めた。

　オイタの隣に、どう見てもモオルダアにしか見えない男が写っている。明治時代の写真にオイタとモオルダア。一体何なんですの？病院であっという間にミイラ化したオイタと、その隣にモオルダアと明治時代。一体何なんですの？まさかモオルダアの言っていた事が本当だとして、オイタが死んで元の姿に戻ったとして。一体何なんですの？それじゃあ、モオルダアも死んだらミイラになるのかしら？一体…。

　考えながらスケアリーは少し恐ろしくなってきた。モオルダアが明治時代の写真に写っているのは、彼が明治時代から生きていたから、と考えるのはバカげているのだが。その可能性も否定できないとなると、それは恐ろしい事に違いない。

　その時、誰かがペケファイル課の部屋の扉をノックしたのでスケアリーは慌てて写真を封筒に押し込んで、それを机の引き出しにしまった。

「どなたかしら？」

スケアリーがそう言うとゆっくり扉が開いて、山村刑事が「やあ、どうも」と頭を軽く下げながら入って来た。

　どうも、と言われてもスケアリーは「どうぞ」と言っていないのに入って来た山村刑事に何なんですの？と思っていたが、山村刑事はそれどころじゃないという感じで少し困っているようだった。



「コレはちょっと面倒な事になって来ましたな 」

山村刑事は入ってくるなりくたびれた感じで話し始めた。スケアリーはいきなり何なんですの？と思ったのだが、どうやら山村刑事はFBLを頼ってやって来たようなので、黙って話を聞くことにした。

「スケアリーさん。人はどうしてこう簡単に死のうとか、そんなことを考えるんですかねえ？」

黙って聞いていたスケアリーだったが、いきなりおかしなことを言われたので、黙っているわけにもいかなくなった。

「ちょいと、何なんですの？それはあたくし達が捜査している事件と関係があるのかしら？」

スケアリーに言われると様々な光景や考えがが頭の中を行き来していたような感じの山村刑事がふと我に返ったようになった。

「ああ、これは失礼。どうにも私としてもこれまでに経験したことがないようなことが次々に起こるもんで、どうにも冷静になれませんな」

スケアリーは「ですから何なんですの？」と言いたいのをこらえながら聞いていた。

「前に言ったとおり、我々はオイタの事件から手を引いたということになっているのですが、どうにも理解しがたいことが起きて、それがどうやらオイタの事件に関係しているような気がするんですよね」

そう言いながら山村刑事が数枚の写真をとりだした。

「どういうワケだか、昨晩から今日まで異常な数の自殺者が出ましてね。まあ、自殺と言っても人が死んでいたら殺人の疑いもあるのだから我々も現場にいかなきゃならんのですが。そうしたら、自殺者達には怪しい共通点というか…。あなたも知ってると思いますが。…これなんですが」

山村刑事の話し方だとずっと「ですから何なんですの？」という感じで話を聞かなければいけなかったスケアリーだったが、山村刑事が写真をスケアリーの方に差し出したので、これでやっと話が見えてきそうですわね、ということになってきた。

　スケアリーは写真を受け取ると一枚ずつ見ていった。それは自殺の現場写真だと思われたが、それよりも重要な何かが写っていることはスケアリーにもすぐに解った。

「これってもしかして…」

スケアリーが言うと、山村刑事が一度頷いてから話を続けた。

「あなたも気になっていたということですが、川村が気付いたあのシンボルマークなんですよ。オイタと町田さんの家に貼ってあったあの御札。それが自殺者の家全部で見付かったんですよね」

スケアリーはもう一度写真を一枚ずつ確認していったが、あの温泉マークにも見える文様の描かれた御札がどの写真にも写っていた。

「それで、この御札はどういったものだか解ったんですの？」

「ええ、もちろん。こうなる前から川村と調べてましたからね。どうやらその御札に描かれているのは宗教団体のシンボルマークみたいなんですよ。これまで長年私はあの地域で刑事をやって来て、そういう団体があることを知らないなんて、恥ずかしいことですが。そうはいっても、特に問題を起こすような団体じゃないし。新興宗教というには少し歴史が古い感じで。これまで特に怪しいことはなかったもんで…」

山村刑事の話は多少言い訳じみていたが、そこはどうでもいいことだった。

「それで、その宗教団体のことは調べたんですの？」

「そこなんですがね。本部というところに行って話を聞こうと思ったんですが『総師』とかよばれている人が亡くなったとかで。それで詳しい話を聞ける人はいないなんて言われてね」

そこまで聞いたスケアリーは「総師（ソウシ）」というのが「総帥（ソウスイ）」の間違いではありませんこと？と思ったのだが、でも言葉で説明されたのなら間違えようがないですわね、と思ってそこは気にしないことにした。

「その方の死と関係があるのかしら？御札が貼ってあるということは、全員が信者だったってことでございましょ？」

「そういう考え方もあるかも知れませんが。ただし教団のトップが亡くなったからってそんなことになりますかねえ？カルト教団で集団自殺というのはどこかで聞いたことがありますが、今回はそれとはちょっと違いますし。それに、教団のトップはこれまでに何度も交代しているはずですよ。なにせ明治時代からある宗教団体ですからね。トップが亡くなる度に後追いみたいな自殺者が増えてたらすでに問題になっていたと思いますが」

スケアリーはそれを聞いて驚きを隠すのに必死だった。山村刑事のいった「明治時代」という言葉が鈍く重たい衝撃となって襲ってきたような感じがしていたのである。

　これはきっと何かがありますわ！その教団にもオイタにも、町田さんにも。そしてモオルダアにも？そこまで考えた時にスケアリーは肩が震え出しそうになるのを感じて、思わず立ち上がってしまった。山村刑事はいきなり立ち上がったスケアリーを見て「なんなんだ？」という感じだったのでスケアリーは少し気まずい感じだったが。

「こうしてはいられませんわ！すぐに対策を講じないと、さらに死者が出ますわよ！」

そう言ったら上手く誤魔化せたようで、山村刑事も立ち上がって「そうですね」と言ったのだが、一体何をすれば良いのか？ということは良く解っていなかった。

　スケアリーも立ち上がったものの、どこに向かえば良いのか解らずにどうしようかと、少しの間ヘンな空気が部屋に流れたのだが、ちょうどタイミング良く部屋の扉が開いて川村刑事が入って来た。彼もまた山村刑事と同様に困った感じだった。

「ちょっとおかしなことになってきましたよ」

すでに十分に「おかしなこと」にはなっているのだが、そんなことは気にせずに川村刑事が言った。

「何かあったのか？」

「あの例の宗教団体について、聞いて回ってたんですがね…」

そこまで話した時に川村刑事はここが警察署ではなくてペケファイル課の部屋だと言うことを思いだしたようだった。そしてスケアリーの方をチラッと見ると「ああ、どうも」と簡単すぎる挨拶をした。川村刑事としては一応気を使ってしたことなのだが、そんな態度がスケアリーをイラッとさせないワケはなかった。それはともかく川村刑事は先を続けた。

「おかしなウワサ話があってですね。あの教団の信者には自殺志願者が多かったってことなんですよ」

「そうなのか。それじゃあ、もしかすると昨日からの自殺者達については説明がつくかも知れないな。総師というのが亡くなって、救いの道が絶たれたと考えたらそういうことになるかも知れないしな」

「いや、そういうことじゃないんですよ」

川村刑事が「おかしなことになった」と言ったからにはそんな単純な話ではないようである。

「どうやらあの教団の信者になると自殺をせずに死ぬことが出来るってことなんですよ。どんな宗教でも自殺を推奨することはないですし、大抵の場合は宗教的には罪にもなったりしますが、あの教団に入ると自然に死ぬことが出来るってことらしいですよ」

「ちょいと！いい加減にしてくださらないかしら？いったい誰に聞いたらそんなデタラメを話すっていうんですの？」

イラッとした上に怪しげな話を聞かされたスケアリーが強い口調で言ったので川村刑事は少しひるんだようだった。

「いや、なんていうか…」

「そうだな。そんな話は簡単には信じられないんだが」

「あの教団の建物の近くにいた中学生に聞いたんですけどね」

「それって都市伝説か何かじゃございませんの？」

「それに、なんで中学生なんかに聞き込みするんだ？」

川村刑事は二人から色々言われて少し弱っていた。

「いや、聞き込みをしたワケじゃないんですけど。自転車の二人乗りを注意したついでに…」

「そういう注意とかは刑事のキミがやる事じゃないだろ」

「そうですが、なぜかそんな所にヘンな正義感があって。二人乗りとか危険ですから」

「それはどうでもイイですわ。それよりも、どうやらたくさんやるべきことが出来たようですから、それぞれの持ち場に戻って捜査を続けるべきですわね。あたくしは引き続きオイタのミイラ化や周辺のことを捜査いたしますわ」

ここで二人の刑事はペケファイル課の部屋から出て行こうとしていたのだが、川村刑事がなんとなく思い出したように聞いた。

「ところで、モオルダアって人は何してるんです？」

スケアリーはここでモオルダアの事はあまり思い出したくなかった。今回のモオルダアは怪しいことだらけなのだ。なぜか結婚していた事以外にも謎の写真に写っていたり、考えれば考えるほど彼女を不安にもさせていた。

「知りませんわ！あんな人」

この返事は二人の刑事には理解しがたかったが、ケンカでもしたのかな？とか思ってそのまま部屋を出て行った。

		
			21  FBLのラボ
		

		　スケアリーは携帯電話を耳から離すと小さくため息をついてから通話終了のボタンを押した。「まったく、何なんですの…？」先程から何度もそんな感じなのだが、そろそろ諦めたようで携帯電話をしまうとラボにある大きめの机のところの椅子に座った。

　机の上にはこれまでに集められた事件の資料があるのだが、先程から何度も電話をしているのに電話に出ないモオルダアが今何をやっているのか気になって、しばらくは何も出来ないままただ資料の紙をめくっていただけだった。

　そのまま頭の中がボンヤリしたまま虚ろな目で紙をめくる指先を眺めていたスケアリーだったが「これでは何にもなりませんわね」と心の中で呟くとノートパソコンを開いてこれまでの経過をまとめ始めた。

		
			
				「オイタ・ワカコのミイラ化と変態モオルダアが結婚していた件」ですのよ。
			

			　まずなによりも重要なのは、死亡したオイタが死後数時間でミイラ化したことですわね。このミイラ化のために警察ではオイタの死因を自然死としたようですが、そこも気になるところですわ。ただし、警察はこの件に関して隠蔽するようなことはせずに、FBLの要求に応じて遺体をFBLに引き渡してくれましたのよ。ただ今専門チームが分析しているので、詳しい分析結果がすぐに得られると思いますわ。

　あたくしが考えるところですと、オイタの死後、あるいは死の直前に何かの薬物がオイタの体内に注入されたのではないかと思っていますのよ。老化を止めることは出来なくても、早めることなら可能かも知れませんし、もしかすると一気にミイラのような状態にすることが出来る方法もあるのかも知れませんわね。

　それがどんな方法であったにせよ、科学的な分析によって原因が突き止められるはずですわ。



　そして次に町田さんの家にいた老婆について。モオルダアはあの遺体が町田さんの遺体だと言っていますが、今のところ否定するにも肯定するにも証拠が少なすぎますわ。ですけど、あの家から採取された毛髪や皮膚のDNA鑑定をした結果、遺体のDNAと一致したということですのよ。それだけであの遺体を町田さんの遺体だとするのは間違っているのですけれど。そうなるには何か理由があるに違いありませんわ。もしかすると町田さんはずっと前からあの家にいなかった可能性もありますし、こういう時に科学の目で物事を見られなくなると、モオルダアのような人の意見に惑わされるからいけませんわ。

　とにかく捜査に先入観は禁物と言うことですわね。



　さらに、気になるのが今回の被害者に共通する宗教団体ですわね。まだ殺人かどうかさえ解らないのですから、被害者と言っていいのかも解りませんけれど。それぞれの家にあった御札。それにあの御札は続出している自殺者の家にもあったということですわね。それはつまり、一番怪しいのがその宗教団体ということになってきますけれど。

　宗教団体のトップが亡くなったということですから、もしかすると跡継ぎを誰にするのか？というところで問題が発生したのかも知れませんわね。ただし、それなりに歴史のある団体なら、その辺りはしっかりしていそうなものですけれど。

　その教団についても少し調べる必要がありそうですわね。ただしカルト教団ということだとしたら、それなりに慎重にならないといけないかも知れませんわね。今回の事件の裏に見え隠れしている大きな組織というのはその宗教団体かも知れませんわ。モオルダアは小さな組織が大きな何かを隠していると言っていましたけれど、出任せの推理には惑わされませんわよ。



　最後に、そのモオルダアですのよ。

　オイタとも、もしかするとあの教団とも関わっているかも知れないモオルダア。一体何だと言うんですの？教団が出来たのが明治時代。あの写真も明治時代。それは偶然の一致かも知れませんけれど。でもどうしてモオルダアが明治時代の写真にオイタと一緒に写っているんですの？

		

		　そこまで書き込むとスケアリーは気味が悪くなってそれ以上書くのをやめてしまった。常識で考えてモオルダアが明治時代から生きているワケはないのだが、それでも何かが気になって、さらにそのことについて考えると、どうにもならない恐怖というか、自分が真っ黒い何かに覆われて何も出来なくなってしまうような感じになって、そこはあまり考えたくなかった。

「一体モオルダアはどこで何をしているのかしら？」

そう呟きながらスケアリーはまた携帯電話を持って電話しようと思ったのだが、また電話に出ないような気がしたので、そのまま携帯電話をしまった。

		
			22  図書館
		

		　モオルダアは図書館で熱心に調べ物をしていたのだが、このところの睡眠不足のために本を読み始めるとすぐにウトウトし始め、倒れ込むように机の上に顔を伏せるとそのまま寝てしまった。寝たくないために家には戻らずにここに来たということでもあったのだが、眠気には簡単に屈してしまうモオルダアである。

　もちろん眠ればおかしな夢を見るに違いない。



　モオルダアはまた最初の事件現場であるオイタの家にいた。そして、前に見た夢と同じように手には包丁を持っていた。このままだとモオルダアはこの廊下の先の部屋にいる男、恐らくモオルダア自身であると思われるその男を殺そうとするはずだ。

　そして、そのとおりにモオルダアは部屋の扉を開けて、中に男が背中をこちらに向けて座っているのを見た。やはりそれはモオルダア自身の後頭部であった。ここまでは前に見た夢と同じだったのだが、今回は少し違っていた。

「全部あなたのためにしたのよ」

モオルダアはハッとして声のした方を見た。そこには美しい妻。じゃなくてオイタがいた。彼女はモオルダアと同様に包丁を持っていた。

　モオルダアは彼女に何かを聞いたらこれまでに起きた全てのことを教えてくれるのではないかと思ったのだが、声を出そうとしても舌もノドも硬直して、とても声が出るような状況でないことが解った。

「全部あなたのためにしたのよ」

もう一度オイタが言うと、彼女は一度部屋の中を見た。モオルダアもつられて中を見た。そこにはもう一人のモオルダアが座っているはずだったが、そこ見えたのは女性の後ろ姿だった。恐らくそれはオイタであった。

「全部あなたのためにしたのよ」

またオイタが言うのでモオルダアがオイタの方に向き直ると、そこにいたオイタはミイラ化した時の姿になっていた。そしてカサカサの皮膚を床に落としながらうっすらと笑いながら包丁を振り上げると、モオルダアに斬りかかって来ようとしていた。



　ここでモオルダアがヒャワァッ！っとヘンな声をあげながら飛び起きたのだが、周りからの冷ややかな視線を感じて、ここが図書館であることを思いだした。そして咳払いをしながら、何事もなかったように机の上の本を開いたりしていた。そんなことでは何も誤魔化せないのだが。

　そんなことよりも、モオルダアはさっきの夢の内容を思い出して何かが気になり始めていた。慢性的な寝不足によって鈍っていた「少女的第六感」がなぜかここに来て活発に働き出したのかも知れない。

　モオルダアは適当に開いた本を慌てて閉じて本棚の方へと向かった。まずは持っていた陶器に関する本をしまうと、次に中国の文化に関する本が並んでいる本棚へ向かった。そこに行って慌てて何かを探していたモオルダアだったが、今は図書館で本を調べている場合なのか？と思ってモオルダアは出口へと向かった。理屈は後で見付ければ良い。今は少女的第六感に従うのが一番のようだ。少なくともモオルダアはそう考えたに違いない。



　モオルダアは図書館を出るとスケアリーに電話をかけた。モオルダアの行動が気になっていたスケアリーはすぐに電話に出た。

「もしもし、スケアリー。今すぐオイタの家に来て欲しいんだけど」

「ちょいと、モオルダア！なんなんですの！」

そんなことを言われてもなんと答えるべきか解らないのだが、何かに気付いてテンションの上がっているモオルダアは「何が？」としか答えられなかった。スケアリーとしても、自分の質問に意味がなかったと思ってまた別の質問をした。

「一体あなたは何をしていたと言うんですの？それに、オイタの家ってなんなんですの？」

「人間というのは二百年近くも生きているとスゴい事が出来るようになるのかも知れないよ」

「それって…?!ちょいと、モオルダア。あなた自分で何を言っているのか解っているの？」

「とにかく、確かめたいことがあるから、オイタの家に来て欲しいんだけど。ここからならキミの方が速くつくかも知れないけど。それじゃあ家の前でね」

「ちょいと、モオルダア…！」

モオルダアは電話を切ってしまったようだ。スケアリーはなんなんですの？と思いながらも、このままでは気になることが多すぎるので、モオルダアに言われたとおりにオイタの家に行くことにした。

		
			23  日没後、オイタの家
		

		　モオルダアがオイタの家のある道にやって来ると、家から少し離れたところに車を止めたスケアリーが、その車に腰を軽くもたせかけて腕組みをして待っているのが見えた。スケアリーは少しうつむいて何かを考え込んでいるようだったが、モオルダアが近くまで来るとそれに気付いて、彼の方へ二三歩近づいてきた。

「ちょいと、モオルダア。一体何だって言うんですの？あたくし、あなたの最近の行動がすこしおかしいんじゃないかって、思っているんですけれど。何かが起きているのならパートナーであるあたくしにちゃんと説明してくれないと…」

モオルダアはそれを聞いているのかいないのか、良く解らない感じで黙々としてオイタの家の門のところまで歩いてくると、立ち入り禁止のテープをためらいもなくはずして中へ入っていった。

「ちょいと、モオルダア！」

モオルダアの行動を見て、驚いたスケアリーがかなり強い調子で言った。モオルダアもちょっと行きすぎたと思ったのか、一度立ち止まってスケアリーの方へ振り返った。

「ボクはオイタの夫としてこの家の所有権を主張したって良い立場だよね？それに殺人ではなくなったってことだし、入ったって大したことにはならないと思うけど。これはFBLの正式な捜査なんだし」

「そうですけれど」

「それよりも、確認したいことがあるから。キミの意見も聞きたいと思ってね」

そう言ってモオルダアはまた黙々として家の中へ入って行った。その後をスケアリーが何なんですの？と思いながらついていった。



　モオルダアは廊下を歩いて或る部屋の前に来た。この光景は彼の夢の中で何度も見ているものである。手には包丁ではなく懐中電灯を持っているし、隣にいるのはミイラ化したオイタではなくてスケアリーだったが。

「ここに何があるって言うんですの？この部屋はすでに警察が厳密に調べていますし…。それにあなたは何でここが重要な部屋だって解るんですの？」

「見たことがなくても知っていること、っていうのは時々あったりしない？まあ、それはどうでも良いけど。警察が調べたのは殺人の手掛かりだけだと思うけど。この部屋には別の何かがあるような気がしてね」

モオルダアは扉を開けた。

　もちろん、その部屋にはモオルダアの後頭部もオイタの姿もなかったのだが、モオルダアは夢の中のあの不思議で恐ろしい雰囲気を思い出そうとしていた。そして、中に入るとモオルダアは部屋の明かりを点けた。

　部屋に入ってすぐにモオルダアは何かがおかしいと気付いた。夢の中では扉を開けると自分の後頭部が目に入ってくるような場所に机が置いてあったのだが、机は扉に対して横向きになっている。

「ここでボクの妻…じゃなくてオイタは殺されていたんだよね。まあ殺人じゃないから死んでいたんだけど」

「そうですけれど。それよりもモオルダア…」

スケアリーはモオルダアが知るはずのないことを知っているので驚いていた。モオルダアはまだこの現場には来ていないはずなのだ。もしかすると一人で警察の資料を調べて知ったのかも知れないが、これまでの色々なことの経緯と照らし合わせて見ると、彼がこの場所のことを知っているのがとても恐ろしいことにも思えてきた。

「あなたはいつこの現場のことを知ったんですの？」

「まあ、来るのは初めてだけど。ボクの考えではこの部屋には何かある。そして、それはあの辺かな？」

スケアリーが混乱して不安になりかけているのをよそに、モオルダアは部屋の壁の方を指さした。彼が指さした場所から机の方を見ると、夢の中で見た「机に向かった人の後頭部」が見える角度になる場所でもあった。



　モオルダアはその壁の方へ行って注意深く何かを探しているようだった。そして、すぐにその何かを見付けたようで、少し目を輝かせながらスケアリーを呼んだ。

「この壁の傷跡だけど、どう思う？」

「どう、って言われても。知りませんわ。壁に傷なんか良くあることじゃございませんこと？」

「でも、この部屋で起きたことを考えると、この高さと、この形は興味深いものになると思うんだけど。それに、真ん中についているこの半透明のかたまりだけど」

モオルダアは何かを確信したように話している。

　この家は古い木造の和風建築の家なのだが、この部屋は洋間になっていて、壁は土壁や漆喰ではなく壁紙の貼られたそれっぽい部屋になっていた。その壁の1.2メートルぐらいの高さの左右からちょうど真ん中辺りに小さな傷がついていた。

「これは何かしら？どこかで見たことがありますわね」

スケアリーはそう言いながらモオルダアが指摘した半透明の固まりに顔を近づけていた。

「多分、それは瞬間接着剤が固まったものだと思うよ」

モオルダアはポケットから小さなビニール袋とペンをとりだして、その白いかたまりの一部をペンのキャップの部分でビニール袋の中に落として入れた。

「どうしてそんなことが解るんですの？」

「いや。その固まりから考え始めたら、それが何かを推測するのは困難だけどね。結果から考えるとそれが瞬間接着剤だと考えるのが妥当だと思うんだよね」

スケアリーはこういう得意気なモオルダアには腹が立つのだが、今回はあまりにも冷静であるし、これまでのことから考えてもいつもと様子が違うので黙って聞いてみることにした。

「オイタはこの机のところで死んでいたんだよね？背中に包丁が刺さった状態で」

「そうですわよ」

「でも、そんな状況にもかかわらず警察は自然死として捜査を打ち切ったよね。確かに、生きた人間の背中に包丁を突き刺したとしたら、辺りに血が少しも流れていなかったしね。それに、重要なのはこれなんだけど。この椅子」

そう言いながら、モオルダアは机のところにあった椅子の背もたれに手をのせた。それを見てスケアリーはハッとすると同時に、どこかに苛ついた感覚を覚えていた。なにしろ、自分が気付かなかったことをモオルダアが気付いていたのだから。

「この椅子に座っていたとしたら、背中を包丁で刺すのはちょっと無理だよね」

確かにそうであった。それはオイタの遺体が発見された時にオイタが座っていた椅子なのだが、そこにオイタが座っていたとしたら首のすぐ下まで背もたれがあって、そこに座っている人間の背中を包丁で刺すことは無理だということを物語っていた。

「確かに、そうですけれど…」

これまでモオルダアの言うことは的を射ていたのでスケアリーには反論の余地がなかった。

「でも、それと壁の傷は何の関係があるんですの？」

それでもスケアリーとしては反論はしなくては気がすまないようだ。

「ボクの妻…じゃなくてオイタはすでに人間としては生きていなかったのかも知れないよ」

急に話が怪しくなってきてスケアリーは「はい?!」という感じになっていた。モオルダアが先を続けた。

「オイタは背中に包丁が刺さっていようがいまいが別の方法で死ぬことになっていたんだよね。まあ、死ぬと言うよりは最後の時と言った方がイイのかな。それはともかく、ただ最後の時を迎えるだけでは何かの都合が悪かったに違いないんだよ。それで、彼女の死を殺人に見せかける必要があって。さらにボクとオイタの離婚届を自分の遺体の傍らに置いておく必要もあったに違いないよ」

そろそろ何が何だか解らない感じのスケアリーだった。

「ですから、壁の傷は何なんですの？って聞いているんですけれど」

「うん。人間の骨格とか構造とかそういうところから考えると、自分の背中を自分で刺すのは不可能に近いよね。特に大きな包丁を骨だらけの背中に刺すのは大変な事だけど。でも壁に包丁を固定して、そこに勢いよく背中をぶつけるということだと、けっこう簡単にできたりすると思うんだけど」

モオルダアは上着のポケットからまたペンを取り出して壁のところに当てて説明を始めた。

「こんな感じで瞬間接着剤で包丁を壁に固定するでしょ。瞬間接着剤の特性として、それほど重くないものはピンポイントで接着してもちゃんとくっつくんだけど。でも、その場合は横向きの力には脆いんだよね。まあとにかく、この壁に包丁の柄の底の部分を接着して、刃の先が部屋の内側を向くようにしておくでしょ。そこへ勢いよくこの壁の方へ後ろ向きにぶつかるとどうなるのか？ということだと、どう考えても背中に包丁が刺さるんだけど。背中に包丁が刺さったら、ちょっと体を横に回転させれば瞬間接着剤はパキってなってすぐにはずれるはずだよね。それで、背中に包丁が刺さったまま、あの椅子の方へ歩いて行って、机の上に突っ伏す態勢になる。…あとは、なんていうか、その…最後の時の来るのを待つだけだけどね」

図書館での夢から覚めてここにスケアリーを呼び出して、これまでの説明を少女的第六感だけに頼ってしてきたモオルダアだったが、ここまで来ると「ホントかなあ？」という感じもしなくもなかった。ただし、それ以上にこれまで自分で話していたことが真実であるという確信がどこかにあったのも確かである。

　スケアリーはモオルダアの理論に対して反論すべき点はいくつもあると解っていたが、それに対して議論するよりも、オイタの背中に刺さっていた包丁が気になっていた。

「そういうことなら、オイタの背中に刺さっていた包丁は調べることが出来ますわよ。あたくしが申し出たら警察は今回の事件の証拠をこちらに提供してくれましたし。ただし、包丁に瞬間接着剤がついていたとして、それがあなたの理論が正しいと証明することにはなりませんわよ」

「まあね。でも壁に包丁をくっつける人には何か色々と深い事情がありそうだよね」

理論的なのか、デタラメなのか良く解らないモオルダアの推理にスケアリーは少し苛ついてきた。それに今回は最初の方からモオルダアの様子がどこかおかしくて、その辺に気を煩わせないといけないのもスケアリーとしては気に入らなかった。

「ちょいと、モオルダア。あなた本当にオイタとは面識はないんですの？何だかあなたの言うことを聞いていると…。何というのかしら…」

「ボクは知らないけどね。もしかしてむこうはボクが思っている以上にボクのことを知っているような気もするけど」

スケアリーはこの言葉に少しギョッとしていた。彼女の見付けた明治時代の写真。オイタとモオルダアと明治時代。その写真と今までのモオルダアの言動が結びつくような気がしてならなかったのだ。それが彼女を不安にさせて余計な想像をさせたようだった。

　スケアリーはモオルダアがオイタのようにミイラ化していくところを想像してしまったのだ。失われた時を一気に取り戻すかのように、急激に老化していきやがてパサパサの骨と皮のようになっていくモオルダア。その幻影を頭から振り払おうと、スケアリーは思わずモオルダアの腕を掴んだ。

「ちょいとモオルダア！」

急に腕を掴まれたモオルダアは驚いてスケアリーの方を見ていた。睡眠不足のせいか、顔色は悪く目の下にクマがクッキリと浮かんでいた。

「あなた、大丈夫なんですの？」

「なにが？」

「なにが？って。あなたは自分が今健康じゃないことぐらい解っているのでしょ？」

「まあね。自分の意識とは関係ないような夢ばかり見てるしね。全然眠れないから。それに…。まあ、これはいいかな」

何かを言いかけて止められると余計に気になる。

「良くありませんわよ！捜査に関してあたくし達の間で秘密は禁物ですのよ！」

それが捜査に関係あるのかは解らないがスケアリーが言うと、モオルダアも先を続けた。

「何ていうかさ。ある朝起きたら、人生の面倒なことを全てやり終えていて、もう死ぬのを待つばかりという状況になってたら良いと思ったりしない？ってことなんだけど」

モオルダアが言うのを聞いて、スケアリーは聞いたことを後悔していた。そんなことを聞いたら、モオルダアがミイラ化していく様子がさらに鮮明に脳裏に浮かんできてしまう。まさか、モオルダアは自分が明治時代から生きている事に気付いていないだけだとしたら…。いや、そんなことは有り得ませんわ！科学を信じるんですのよ！科学の目を失ったらペケファイル課の捜査はできませんわ！

「あたくし、無免許医師としてあなたに命令しますけれど、睡眠薬をあげますから今日はそれを飲んで良く眠りなさい。あなたのヘンな話はその目の下のクマが消えた後に聞くことにしますわ」

「まあ、そういうのならそうするけど…」

モオルダアはスケアリーの口調が「反論できない感じ」になってきているのに気付いて渋々了解したようだった。ただし、睡眠薬なんかでよく眠れるとは思わなかったが。それに気になることについてはまだ気になっていた。

「でも、この壁の…」

「そういうことならあたくしの方が得意だと言うことは知っていますでしょ。それが瞬間接着剤かどうか。それに包丁にもその痕跡があるかどうか。ちゃんと調べておきますからあなたは家に帰って寝るんですのよ！」

そう言ってスケアリーは手のひらをモオルダアの方に出すと、モオルダアは一瞬考えた後に「あぁ」と思ってさっき壁から剥がした白いかたまりの入った袋を取り出してスケアリーに渡した。

		
			24  次の日・怪しいビルディング
		

		　ここは最初の事件現場であるオイタの家やその後にスケアリーの行った区役所や第二の事件現場である町田さんの家の近くでもある場所にあるビル。そして、そこはモオルダアとスケアリーが町田さんの家に向かう途中、その場所ににつかわしくない人だかりを発見した場所でもあった。

　これだけ書けばこのビルが事件に関係ないわけない、ということになるのだが。どうやらそのようで、山村刑事と川村刑事のコンビがこのビルにやって来て中へと入っていった。



　以前にも二人はここへ話を聞きにやって来ているのだが、その時と同じように二人が中に入ると薄暗い表情のやせ気味の女性がうつむいたまま二人のところへやって来て用件を聞いた。そして二人が事件に関して話が聞きたいと伝えると、彼女はうつむいたままでそれ以上うつむけなかったのだが、頷いたような仕草をして黙って奥の部屋へと入っていった。そして、しばらくすると扉が開いて、さっきの女性が「どうぞ」と言った。妙な感じではあったが、二人は前に来た時にも同じような対応をされていたので、特に気にせずに扉の方へと歩いて行った。

　怪しい宗教団体の総本山ということでもあるこのビルだったが、中は普通のビルと違っているところはなく、古いという他はいたって一般的なビルという感じだった。二人の刑事は最上階である五階までちょっと不安になるような古さのエレベーターに乗ってやって来ると、そこを出て一番奥の部屋に案内された。

　このビルの大きさや古さからして、この宗教団体は信者からお布施として大金を巻き上げているような、良くある感じの宗教団体ではないようだった。それで長い間細々と活動をしてきたのなら、それなりに宗教っぽいのかな？ということでもあったが、最近起きている事件のことを考えるとそんな所で油断しているワケにもいかなかった。それにモオルダアが被害にあったというあの保険金詐欺のこともある。もしかすると、資金源はその保険金詐欺だったのかもしれない。もしモオルダアが言うような詐欺が本当にあるのなら、の話だが。

　二人の刑事が部屋に入ると中には女性がいて、立ち上がって挨拶をした。二人は以前にもこの女性に会っているので、特に何と思うこともないのだが、ここで読んでいる人達はビックリしないといけないのである。

　ここにいる女性は昨日モオルダアに声をかけた美しい熟女だったのである。モオルダアから何かを取り返そうとしていたのだが、何かに脅えているような素振りも見せていたあの女性がこのビルの、そしてこの団体の中で一番偉い人のための部屋にいたのである。

「来ることは解っていましたよ。どうぞ、お掛けになってください」

女性は挨拶をするとそう言って、二人を応接用のソファに座らせた。彼女は和加井（ワカイ） 俊子（トシコ）と名乗っていた。前に書いたとおり年のわりには妖艶な魅力のある女性だが、それがこの宗教団体の偉い人のための部屋にいるということになると、さらに妖しさが増してくるとも思えた。そして、こういう部屋にいる人にふさわしい落ち着いた態度で二人の刑事に接していた。

「一体どういうことなんですかね？」

山村刑事がいきなり切り出したが、ワカイも何の話だか解っているようで、特に慌てた様子も見せなかった。

「最近、この近辺で自殺が多発しているんですけど、その全てがそちらさんの信者だってことみたいなんですよね。一体何が起きているのですか？」

山村刑事は全てがこの宗教団体と関連しているかのような聞き方をしていたのだが、ワカイは特に気にしていないような感じだった。

「それに、あなたが前にした話についてもおかしなところがありましてね。どこの記録を調べても、あなたの言っていた総師という方が死亡したことを示すものはないんですよ。説明してくれませんかね」

ワカイは山村刑事が言い終わると黙って頷いてから説明をはじめた。

「信者に関する悲しい話は私の耳にも入っております。我々としても、彼らを救えなかったことは本当に残念に思っています。確かに彼らは信者でありました。今の私達には彼らを救う力が足りていません」

川村刑事は、そんなことはどうでも良いとも思っていたが、余計なことを言って山村刑事に怒られるのは嫌だったので黙ってワカイの話を聞いていた。

「実は、私はウソをついていました」

このワカイの言葉に二人の刑事はさらにヘンな感じになってしまったが、ワカイが先を続けた。

「実を言うと、総師なんて人は最初からいなかったのです。こんな出任せで誤魔化そうとするなんて、私もバカなことをしましたけれど」

「それは一体どういうことで？」

ワカイが少しうつむきながら何かを白状するような感じになってきたので、山村刑事は身を乗り出して先を促した。

「私どもの宗教に指導者などないのです。我々はある物を崇拝していました。そしてそれは信者を救ってきたのですが、それが数日前に盗まれたのです。それを知られたくなくて、あなた方にはウソをつきました。それが盗まれたことが解れば信者が混乱して、私達はどうなるか解らなかったですから」

「すると、つまりあなた方はその物を神として崇めていると、そう考えて良いのですかな？」

山村刑事が少しあきれた感じで確認した。普通に考えればおかしいと思うのは仕方ないが、ワカイは真面目な表情のまま頷くと先を続けた。

「しかし、誤魔化しても何もならなかったのですね。あれの力を失ったとたん、信者達は救いの道を失って自ら命を絶っていきました。こうなっては我々だけの力で事態を収拾するのは困難だと思って、こうして話しているのですが」

ここまで来て何の話だか解らなくなってきたので川村刑事が口を挟んだ。

「その『ある物』ってなんですか？」

「それは、聖なる甕です」

「カメ?!」

「そうです。私達はずっとあの甕を崇拝してきました。そして救われて来たのです。しかし、甕が盗まれてからこの有様。あの甕さえ取り戻すことが出来たら、あなた方にもこんな苦労をかけることはなかったはずです」

こういう場所では当たり前なのかも知れないが、山村刑事はワケが解らないな、と思いながら少し考えてから口を開いた。

「いったい誰がその甕を盗んだって言うんです？そんなに大切な物なら簡単に盗むことはできないでしょうに」

「そうですが。教団の幹部なら甕に近づくことも出来ます」

「幹部ってどんな人ですか？」

川村刑事がすかさず聞いた。ワカイは少し躊躇したような素振りをしてから答えた。

「その時点で幹部だったのは亡くなったオイタと町田です」

二人の刑事は驚くと伴に、このまま話をしていたらさらにワケが解らなくなりそうな感じもしてきていた。

「でもオイタさんは死んでいますし、町田さんは家に老婆の遺体を残して行方不明ですが」

山村刑事が言った。

「そうです。しかし私は甕の力を我が物にしようとした誰かが甕を盗んだと信じています。そして恐らくそれはオイタでしょう」

「どうして、そう思うのですか？それに、甕の力って、何なのですか？」

川村刑事が聞いたが、誰だってそこは気になるだろう。

「甕の起こす奇跡を信じるか信じないか、それはその人次第ですが、オイタが甕を盗んだことは確信があります。あの人はそういう人でしたから。そして今、甕を持っているのは彼女の夫のモオルダアという人に違いありません。あのFBLというところのモオルダア捜査官です」

そこまで聞くと二人の刑事はお互いの顔を見合わせて驚いていた。やっぱり、二人が最初に思った通り、モオルダアは怪しかったのか？とか、そんな感じでもあった。

「でも、甕を盗んで何かメリットがあるんですか？」

ちょっとだけ冷静になって川村刑事が聞いた。

「神聖な物の力はその力を目の当たりにするまで誰も信じようとしないのはいつの時代でも同じことです。あの甕にはとてつもない力があるのです。あの甕さえ取り返すことが出来たら、私はあなた方にその力を示すことが出来るでしょう」

「つまり、あなたは私達にその甕を取り戻して欲しいと言っているのかな？」

「物を盗むのは犯罪ですし、そういう人を捕まえたり、物を取り戻すのがあなた方の仕事でしょう？あれがないとまた多くの自殺者を生むことになりますよ」

ワカイがそう言うと、山村刑事は多少ウンザリした感じで川村刑事の方を見た。川村刑事は面倒な感じの表情を山村刑事に返していた。
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		　モオルダアは天井を眺めながら、これはどこかで見たことがあると思っていた。それは確かモオルダアが老人になっているというあの夢に出てくる部屋の天井に違いなかった。あの夢のとおりならこれから子供が出てきたりローンガマンのメンバーの声が聞こえたり、スケアリーが出てきたりするのだが、モオルダアはそうならない気がした。なぜそう思うのかは解らなかったが、前に見ていた夢とは違うどこか陰鬱な空気が彼と天井の間に感じ取れたのだ。

　悪夢の中で何かが起こりそうだ、と思っている感じは嫌なものだが、それだからこそ悪夢なのかも知れない。そんなことはどうでも良いが、モオルダアも悪夢の中のあの嫌な感じを味わいながら天井を眺めていた。すると彼の目の前にミイラ化したオイタが現れた。

　シワだらけの顔で、どんな表情をしているのか解らなかったが、モオルダアはそれが軽く微笑んだようにも見えた。何か嫌なことが起こりそうで、モオルダアは起き上がって逃げ出したかったのだが、この場所に寝ているモオルダアは老衰で死にかけということになっているので、体が動かせなかった。

　ミイラのオイタはモオルダアに覆い被さるようにしてモオルダアの顔を覗き込んでいた。そしてそモオルダアを見つめたまま手を彼の腹部にのせると、その手は彼の皮膚を通り抜けて内蔵の方へめり込んでいった。

　何が起きているのか解らなかったが、モオルダアがオイタの方を見つめていると、オイタはモオルダアの腹部から手を抜き出した。それと同時にモオルダアの腸がニュルニュルと彼の体外に引き抜かれていった。苦痛はなかったが気持ち悪くないわけがない。顔をしかめるモオルダアを見てミイラのオイタがまた微笑んだような気がした。そして再びモオルダアの体の中に手を入れると次々に内臓を取り出していった。

　内臓を取り出す度にオイタの微笑みが鮮明になっていくような感じがした。というよりは、内臓を取り出す度にオイタは普通の人間の姿に戻っていくようだった。そして、モオルダアの内臓を完全に抜き取ってしまうという時には、彼女は完全に元の美しいオイタの姿に戻っていた。

　元に戻ったオイタが微笑むとモオルダアは全身の力が抜けるような気分になっていた。

「もう少しですよ、あなた。もう少しで全てが終わりますよ」

美しすぎる微笑みだった。世の中の全ての美しいものを集めてさえ敵わないような微笑みだとも思えた。モオルダアは衝動を抑えきれずに、手を上げて彼女の顔に触れようとした。これまでは思い通りに動かなかった体だが、そこでは何とか動かすことができた。ゆっくりだが少しずつモオルダアの手がオイタの顔に近づいて行った。

「全部あなたのためにしたんですから…」

モオルダアはそれはもう解っていると思いながら、やっとのことで手を彼女の顔の前まで持ってきたのだが、その時にあることに気付いてギョッとしていた。彼の手はいつの間にかカラカラのミイラのような状態になっていたのである。

「あなたのためにしたんですよ…」

そう言われてモオルダアはオイタの方を見た。するとその瞳に自分の姿が映っているのが解った。そこにいたのはほとんど原型をとどめていないミイラ化したモオルダアの姿だった。

　もうそろそろ起きないと大変な事になる、という感じだが、そんなタイミングでモオルダアはギャァ！っと悲鳴をあげながら目を覚ました。



　時計を見るとまだFBLに向かうには早かったが、捜査に向かうにはちょうど良い午前７時だった。「全部ボクのためにしたって言うのか？」モオルダアは頭の中で何度かそう繰り返しているうちに何かに気付いたようで、フラフラと立ち上がるとそのままどこかへ出かけていった。

		
			26  FBLペケファイル課の部屋
		

		　スケアリーは一人で部屋の机について昨日オイタの家で採取した白いかたまりの分析結果を読んでいた。それによると、例のかたまりからは瞬間接着剤に使う以外の成分は一つも見付からなかったという意味において明らかに瞬間接着剤である、ということが書かれていた。しかもどこのメーカーの何という名称の瞬間接着剤か、ということまで特定してあった。

　その分析結果には納得であったが、スケアリーはそれがモオルダアが推測したとおりだったということが気に入らなかった。ずっと顔色が悪く、最近はいつでも半分寝ているような目をしているモオルダアが的確な推理をしているのがどことなく気味が悪くもあった。オイタがわざわざ壁に包丁を接着してそれを背中に刺す理由があるのだろうか？それに、どうしてモオルダアはそんなことに気づけたのだろうか？もしも、モオルダアがウソをついていて、実際にはあの場所にいたということなら…。

「だったら、何だって言うんですの?!」

スケアリーは頭に浮かんできた良からぬ幻想を振り払うように独り言を言うと、カバンからブルボンのアルフォートを取り出して袋を開けた。そして中身を一つ取り出そうとしたところで部屋の扉が開いた。

　スケアリーが扉の方を見ると、そこには山村刑事と川村刑事がいた。

「いやあ、どうも。これは何やら大変な事になって来たようですよ」

山村刑事が言ったが、その前にノックもしないで「何なんですの？」ということであったし、それよりもこの二人は毎回どうやってFBLビルディングに勝手に入って来ているのか？という感じでもあった。入り口に警備員がいて、誰でも入れるということにはなっていないのだが。

　まあ、そこを気にしても仕方がないが、スケアリーはまずアルフォートを食べたかったので、二人の刑事に向かって「あなた達もいかがかしら？」と聞いた。

「いや、私は甘い物は苦手でして」

山村刑事がそう言って断ると、スケアリーは一人で食べ始めた。川村刑事はちょっと小腹が空いていたし、食べたかったのだが、山村刑事が断ってしまったので食べることはできないようだった。

「それで、どうしたと言うんですの？」

アルフォートを食べ終えたスケアリーが聞いた。

「あの、モオルダアさんのことなんですがね。彼は今日ここに来てないんですか？」

山村刑事が色々と探るような目つきでモオルダアのことを話し始めたので、スケアリーはなんとなくイヤな気分になっていた。

「モオルダアは最近疲労が貯まっていたようでしたから、あたくしが昨日軽い睡眠薬を渡して休むように言っておきましたわ。ですからまだ寝ているのかも知れませんね」

「そうなんですか。まあ、どこまで本当なのか解らないのですが、どうやらモオルダアさんが例の教団から盗まれた聖なる甕を持っているということなんですよね」

「カメですの?!」

「そうなんですが、何か心当たりがありませんか？」

「そんな話は聞いていませんけれど…」

一体モオルダアは何をやっているのか？と不安になりながらスケアリーが答えた。

「まさか、知っているのに隠しているってことはないですよね？」

川村刑事に言われてスケアリーはキッと彼を睨みつけた。スケアリーは何も言わなかったが、川村刑事は「すいません…」と言って謝った。

「だいたい、どうしてモオルダアがその甕を持っていると推測できるんですの？」

「いや、これはあの教団のワカイという人が言っていたことなんで、丸々信じるワケにはいかんのですがね。彼女が言うには、聖なる甕に近づける教団幹部のうちの一人であるオイタが甕を盗み出して、それを夫のモオルダアに渡したということなんだが」

「それは、有り得ませんわ！」

「そうなんだがね。私だって、取調室でのモオルダアさんの反応を見てますし、あの二人が殆ど面識がないことぐらいは解ってますけど」

山村刑事が言ったあと、各自がそれぞれ何かを考えるようにうつむくと沈黙がしばらく続いた。そして最初にスケアリーが顔を上げて言った。

「解りましたわ。今回のモオルダアは少しヘンですし、もしかすると誰かに騙されて上手いこと操られているという可能性もありますでしょ？保険金詐欺でモオルダアを陥れた相手でもありますし。ですから、モオルダアに怪しいところがあればあなた方に連絡いたしますわ」

「そうですか。それは助かります」

「そうですね。下手に動くと我々の信用に関わりますからね」

最後の適当な発言は川村刑事のものである、ということはどうでも良いが、モオルダアと甕に関する話をすますと二人の刑事はペケファイル課の部屋を出て行った。二人を見送った後、スケアリーはもう一つのアルフォートを取り出して食べると、すぐに携帯電話を取り出して電話をかけた。
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		　スケアリーは通話終了のボタンを押す度に「何なんですの？」と思いながら携帯電話を机の上に置いた。そしてアルフォートの箱に手をのばすと、うわの空で取り出した小袋を開けて一つを食べ終えると、うつむいてしばらく何かを考えているようだった。そして顔を上げて壁の時計に目をやると、さっきからまだ一分も経っていなかった。スケアリーはため息をつきながらまた携帯電話を手に取ると電話をかけた。そしてまた「何なんですの？」と思いながら電話を切って机の上に置いた。後は同じことの繰り返しである。

　スケアリーが電話をかけている相手はモオルダアに決まっている。彼が例の教団と関わりがあるのか？盗まれた甕を持っているのか？そんなところも気にかかっていたが、それよりもスケアリーは最近のモオルダアの言動が気になっていたようだった。

　明らかに睡眠がとれていない顔つき。それからオイタの家での彼の発言も気にかかっていた。あの教団の信者達が次々に自殺しているという状況も影響しているのかも知れないが、あの時の彼の発言は自殺願望ともとれるものであった。そして、なぜか思い出してしまうあの明治時代の写真。

　スケアリーは引き出しからあの写真を出してもう一度見てみようかと思ったのだが、なぜかそうするのが恐ろしかった。「これ以上見たって時間の無駄にしかなりませんわ」ということにして、一度引き出しにのばしかけた手を元に戻した。そしてその手を携帯電話にのばしたのだが「これ以上電話したって…」と思って、また元に戻した。

　こういう時にはどうすれば良いのか。すべきことを見付けるのは簡単なようで、そうでもない。今すべきことはモオルダアに連絡を取ることで、それが出来なければ何も始まりそうもない状態なのだ。しかし、モオルダアは電話に出ないどころか、今どこにいるのかさえ解らなかった。スケアリーは家で寝ているかも知れないなどと出任せを言っていたが、心のどこかにそんなはずはないという確信があった。どういう理由でそうなるのかは解らないことであり、スケアリーもそれは認めたくないことでもあった。

　きっと物事を深く考えすぎなんですわね。モオルダアはモオルダアですもの。きっとそのうち何食わぬ顔でやってくるに違いありませんわ。

　そう思ってスケアリーは彼女の頭の中から不吉な妄想を振り払おうとしたが、やはりどこかに引っ掛かるものがあることは否めなかった。しかし、スケアリーとしてはそれで吹っ切れたことになっているので、一度立ち上がると部屋の隅の書類棚のところで何かを探し始めた。

　これ以上不吉なことを考えたくないスケアリーは、今さらそんなことをする必要があるのか解らないが、ペケファイル課に保存されている過去の未解決の事件や現象からミイラ化に関する物を探し始めていた。

　とは言っても、過去にそれほどミイラ化遺体の事件があったわけでもなさそうだった。レトロなホラー映画のせいでミイラ化が怪現象と思われることもありがちだが、ミイラ化自体は科学的な現象であり、今回のような科学的に説明出来ないようなミイラ化はペケファイル課に保存されている資料からは見付からなかった。

　資料を調べるのに時間をかけたスケアリーだったが、苦労が無駄に終わったと知って少し不機嫌になっていた。そして、そうなるのも全部モオルダアのせいですわ！と思って腹を立て始めていたが、それと同時に、あれだけ電話をかけたのに向こうからの連絡もないというところにも気付いて、やはり少し心配になってきていた。

　スケアリーは机の上に置きっぱなしになっている携帯電話を取ろうと手をのばしたが、ちょうどその時電話が鳴り出した。それまでずっと静寂に包まれていた部屋だったので、スケアリーにしては珍しくビクッとなってから携帯を手に取った。見ると思ったとおりモオルダアからの電話だった。

「ちょいとモオルダア！何なんですの？あなた、いったい何なんですの？FBLの捜査官として、そしてあたくしのパートナーとして、いったい何なんですの?!」

これまでずっと「何なんですの？」と思っていたスケアリーだったので、そう言う気持ちも解らないでもないが、彼女が何を言っているのか全く解らなかった。

「なにが？」

「何が、じゃありませんわよ！あなた昨日はちゃんと眠ったんですの？それに今はどこにいるんですの？」

「まあ、あの睡眠薬のおかげで寝付きは良かったけど、寝覚めは酷かったかな。それはどうでも良いけど。どうやら最後の時が来たようだよ」

「ちょいと、モオルダア!?」

モオルダアが「最後の時」などと言うと今のスケアリーは過剰に反応してしまう。それがどんな「最後の時」なのか解らなかったが、スケアリーが想像できる範囲では、それは不快でないものであるはずがなかった。

「それは一体どういうことなんですの？」

「ちょっと思い当たることがあってね。ちょうどキミがボクの婚姻の記録を調べたように、ボクは自分の生命保険に関する記録を調べて見たんだけどね。あの保険金詐欺でボクが入っていた保険の記録を調べてもらったんだけど。その保険の契約を取り次いだ人とか調べてもらったら、スゴイ事実に辿り着いてね。まあ、残念ながらその人は老婆になって死んでいたりはしなかったけど」

「ちょいと、モオルダア！何を言っているのか意味が解りませんわよ」

「まあ、そうかも知れないけど。とにかくこれから『魂の泉』の本部ビルに来て欲しいんだけど。多分そこで面白いものを見せられると思うよ」

「それは一体何なんですの？『魂の泉』って」

「あれ？もう知ってると思ったけど。ボクの妻…じゃなくてオイタや町田さんも信者だった宗教団体だけど」

「それなら、知ってますけれど…」

「そうだよね。それから、あの刑事達にも来てもらいたいんだけど。キミは連絡がとれるのかな？…まあ、とにかく最後の時が迫ってるから、ボクは先にビルに向かっているよ」

「ちょいと、モオルダア！いったい、最後の時って…」

スケアリーはモオルダアの言っている「最後の時」が気になるのでその意味を聞こうと思ったのだがモオルダアは一方的に電話を切ってしまったようだった。

　スケアリーは電話での会話を頭の中で振り返って見た。するとなぜか取り返しのつかないような事態に陥った時のあの感覚を覚えて身震いしていた。それから急いで立ち上がると携帯電話で電話をかけながら、あの宗教団体のビルへと向かった。
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		　魂の館とは例の宗教団体の本部であるビルの別名である。「魂の泉」の本部ということで魂の館とは解りやすい感じだが、信者達はみなそう呼んでいたらしい。そのビルの五階にある部屋にモオルダアがやって来ていた。それは昨日、山村刑事と川村刑事がやって来た部屋でもあったが。その部屋にはやはりあの美熟女もいて、モオルダアと応接用の机を挟んで向かい合って座っていた。

　確かにそこにいたのは、あの美熟女のワカイに違いなかったのだが、その容貌はこれまでと明らかに違っていた。世の男性をドキッとさせるようなあの妖艶さはすっかり影をひそめ、年相応というか、もしかするとそれ以上に老け込んでいるような容姿になっていた。

　モオルダアはワカイのその変化に気付いていないわけはなかったが、落ち着いた感じでワカイの方を見ていた。ワカイもこれまでと変わらず、このそれなりに歴史のある教団の幹部らしい落ち着いた態度でモオルダアに接しているようだった。

「それでは、あの聖なる甕を返していただけるのですね」

「そうです」

「そして、あなた自身も最後の時を迎える覚悟が出来たということですね」

「そうです」

こんなやりとりの後に、ワカイの表情にこれまで抑えていた感情が表れそうになって、ワカイは唇の脇を微妙に引き攣らせていた。

「では早速、儀式をはじめましょう。さあ、早く甕を出してください」

「いや、待ってください。その前に聞きたいことがあります」

モオルダアが言うとワカイは少し不快な表情をしたが、この状況では仕方がないということで、黙ってモオルダアの言うことを聞いた。

「謎を残したまま、っていうのも良くないですからね。これまでのこと。ボクの妻のオイタやその周りで起きたことについて知っておかないと」

「よろしいでしょう。何から話しましょうか？全部話していたらキリがありませんよ」

「そうですね。それじゃあ、まずこのカメのことを話してください」

そう言いながら、モオルダアは持っていた大きめのカバンから甕を取り出して自分の前の机の上に置いた。それを見たワカイは一瞬目つきを変えて甕に魅入られたようになっていたが、すぐにモオルダアの方に向き直ると、話を始めた。

「そうですね。全てはこの甕からから始まっていますからね。誰だってこの甕のことを気にするのは当然でしょう」

そう言うとワカイは自分の中で何かを確認するように少し間をおいてからまた話し始めた。

「我々は元から今のような活動をしていたのではありません。おかしな話かも知れませんが、その甕を手に入れるまでの方がよっぽど宗教らしい活動をしていたとも言えますね。あの頃はまだ総師さまもいました。私たちは総師さまの元に集まった信者のうちの一人にすぎなかったのです。そして教えを守り、魂の救済のために活動していましたよ。それがある時、総師さまがどこで手に入れたのか知りませんが、その甕を持って私達の前にやって来たのです。これは魂の救済に重要な物だと言って、少し興奮気味に喜んでいたのを良く覚えていますよ。遠い昔の話ですけどね」

「その昔というのは、その…」

「あなたも解っているでしょう？一八七五年。明治８年の暮れも迫った時でしたわね。総師さまの言う魂の救済というのがどういうものを意味していたのか、もう知ることは出来ませんが、その甕を手に入れたことによって私達は本当の意味での『魂の救済』の手段を手に入れることが出来たのです」

モオルダアは机の上の甕を見た。ワカイはつい最近のことのように話しているが、それはこの甕が作られたであろう一〇〇年以上も前のことだと思うと、どこか時間の喪失といったような不思議な感覚になっていた。ワカイはそのまま先を続けた。

「総師さまはこれから起こる奇跡を目に焼き付けておくようにと私達に言われてから、甕に入れた水を飲み干しました。その後に起きた奇跡というのは、あまりに突飛で私達には何が起きたのか解りませんでした。それにその時総師さまも相当にお年を召されておりましたから。総師さまは水を飲み干すとほどなくもがき苦しみはじめ、そのままお亡くなりになってしまいました」

良く解らない話なのだが、モオルダアは黙って頷きながら聞いていた。

「そして、総師さまが亡くなった代わりに、あなた方が若返ったということですね？」

モオルダアが聞くとワカイは少し微笑んだように見えた。

「まだ気がついてませんでしたが。きっとそうだったのでしょう。その時から甕の力は私達に変化を与えていたのかも知れませんね」

ワカイがここまで話した時、突然部屋の扉が開き、それと同時に女性が喚くような声が聞こえてきた。そして開いたドアからはスケアリーが勢いよく入って来た。その後ろには、このビルに入ると最初に出会うであろうあのうつむき加減の女性が、やはりうつむき加減のまま済まなそうにワカイの方を見ているようだった。

「ちょいとモオルダア！どういうことですの？」

スケアリーは余程慌てていたのか、息を切らしたまま聞いた。

「やあ、早かったねスケアリー。こちらはペケファイル課のスケアリー。スケアリー、この方はこの教団の代表のワカイさん」

落ち着いた感じでワカイを紹介されたスケアリーだったが、何のことだかさっぱりという感じでワカイを見るとワカイは軽く彼女に会釈をした。

「ちょいと、モオルダア。どういうことだか説明してくださらないかしら？一体ここで何が行われようとしているんですの？最後の時って一体何なんですの？」

そう言いながらスケアリーは息苦しくなるような嫌な感覚を覚えていた。それはもちろん急いでここにやって来たからという生理的な現象ではなくて、ここにいるワカイと様子がおかしいモオルダアから受けた精神的な影響のせいに違いなかった。

「説明なら、ワカイさんがしてくれるよ。キミも科学的な視点でこれから起こる現象を見ておいた方が良いと思って呼んだんだけど。間に合って良かったよ。時間はあまりないみたいだからね」

そう言ってモオルダアはまたオイタの方を向いた。

「そのようですね。それではこの方にも甕の起こす奇跡を目撃してもらいましょうか。…それで、どこまで話しましたかね？」

「ええと、総師さまが亡くなった後からです」

何なんですの？と思いながらこの二人の怪しい会話を聞いていたスケアリーだったが、話の間に入っていく余地もなく、話を聞くしかなかった。

「そうでしたね。総師さまの死によって私達はその甕に魂を救う力があることに気付いたのです。或いは総師さまが身をもって教えてくれたと言っても良いかも知れません。とにかく、その場にいた私とオイタと他の数人でこの教団を引き継ぐことになったのです」

「それじゃあ、町田さんは？」

「フフフ…ッ。あの人は、まだ生まれる前の話ですから」

「ああ、そうか。でも、ボクの推理はだいたい合っていたんだな」

何かを言ってこの話を一度止めるべきだと思ったスケアリーだが、何と言えば良いのか思いつく前にワカイが話し始めてしまった。

「私達は多くの信者を救ってきました。もちろん甕の力を使うのは最終手段ですけど。信者達の生きている望みであり、希望であることが私達の勤め。しかし、時には死によってしか救われない魂もあるのです」

「瓶の水を飲むんですね。それで信者達は苦しむことなく自然に…いや、不自然に寿命を迎えて死んでいくということですね」

ここまで来ると、スケアリーは話に割り込まずにはいられなくなったようだ。

「ちょいと、何なんですの！今の話が本当だとしたら大問題ですのよ。あなた達は信者を殺したも同然ですわ」

「そう言われると思いました。でも信者達はただの水を飲んだに過ぎません。この科学の発展した現代の警察でさえ、怪しいところは一つも無いと言っているんですよ」

「だったら、何だと言うんですの？調べればあなた方を逮捕できる証拠はいくらでも見付かるに違いありませんわ。それに人を殺して、しかもお布施として大金を取ったりしているんじゃありませんの？それから、アレですわよ！モオルダア、あなたはこの人達に騙されて詐欺にあったんじゃありませんの？」

「それとこれとはちょっと事情が違うみたいだけどね」

モオルダアは極めて落ち着いた様子で言った。それを見てスケアリーがギョッとしてしまった。モオルダアはどう考えてもいつものモオルダアではなかった。

「あなたは私達のやっていることを誤解しているようですね。どんな宗教も自殺を認めていませんね。それは私達も同じ。宗教という枠を越えても、それは罪であり罰せられるべき行為かも知れません。しかし、私達は見てきました。幾度にも渡る戦争、大災害。それだけでなく人は時に乗り越えられないような危機に直面して苦しみます。そうやって苦しんでいる人の魂を救い、他の誰かが代わりにこの世に生きる苦しみを受け入れ、それを昇華させることが出来るのなら、それは素晴らしいことだと思いませんか？」

「何を言っているのか解りませんわ！」

スケアリーが言うのももっともである。

「それなら、甕の奇跡をここで見届けるしかありませんね。そうですね、モオルダアさん？」

「そうですね。もしかするとキミも若返るかも知れないよ」

そう言うとモオルダアは不気味に微笑んだ。

「何なんですの、モオルダア。しっかりしてくださいな！」

「モオルダアさんの魂は救いを求めています。それはずっと前から予想されていたことでした。そうです、オイタがFBLへ行ったあの日以来、この日が来ると私は解っていました。モオルダアさんは今日、愛する妻の元へ旅立つのです。甕の力によってまた一つ魂が救われるでしょう。そして彼が生きるべき残りの日々は私に引き継がれるのです。それでは、そろそろ時間がなくなってきましたね」

「そのようですね」

モオルダアは薄暗い表情のまま答えてから立ち上がるワカイの方をチラッとみた。ワカイは部屋の隅にある棚においてあった容器を机のところまでもってきた。その半透明の容器の中には何かの液体が入っていた。

「ちょいと！何なんですの！待ってくださらないかしら？」

スケアリーが慌てて二人を止めようとした。

「これから何が起きるって言うんですの？あたくしはこんなペテンにかかりませんわよ！あなた、どんなトリックを使うのか知りませんが、モオルダアに毒を飲ませて殺すようなことがあれば、あたくしがどんな手段を用いてでもあなたを追い詰めて逮捕いたしますわよ！」

半分パニックになりかけていたスケアリーをよそにワカイとモオルダアは落ち着いていた。

「毒なんか入っていませんよ。これはただの水です。奇跡を行うのは甕の力」

「それに、この甕に何か毒が塗ってあるってこともなさそうだしね。それはボクがちゃんと調べたから保証するよ」

驚いたことに、モオルダアはワカイの肩を持つようなことを言っている。

「モオルダア！あなたどうかしているんですのよ。しっかりしてくださいな！」

スケアリーが言うのもほとんど聞こえていないかのようにワカイは容器の蓋を開けて、中の水を甕に入れようとしていた。もうスケアリーには二人を止めるのは困難だと思えてきた。

「待ちなさい！あなた、その前にその水が毒でないと証明していただけるかしら？」

スケアリーは取り出した銃をワカイに向けて言った。ワカイは少し驚いたようだったが、落ち着いて甕の方にのばしていた両手を引いた。少しあきれたような、或いは苛ついたような表情にも見えたワカイだったが、仕方なくスケアリーの言うことを聞くようだった。

「よろしいですよ。それでは、ここにあるコップにあなたがこの容器の水を注いでくれますか？それを私が飲んだら毒じゃない証拠になりますか？」

「良いですわ！」

スケアリーが容器の水をコップに注ぐと、ワカイは中の水を一気に飲み干した。スケアリーはそれでは物足りないようで、容器の蓋や中のニオイを嗅いだりしていた。

「これで良いですか？もうあまり時間がありません」

「まだですわ！」

スケアリーは言うと今度は甕の方を調べはじめた。こっちでもニオイを嗅いだり、中に何かが塗られていないか手で探ったりしていたようだった。

「それはもう調査済みだけど。正真正銘のただの甕みたいだよ」

モオルダアが言ったがスケアリーはほとんど聞いていなかった。

「良いですわ！それではその奇跡とやらを見せてもらえるかしら？水を飲んで人が死ぬなんて有り得ない事ですけどね」

スケアリーは一歩下がって、ワカイが容器から甕に水を移すのを見ていた。そして、水を入れた甕をモオルダアに渡した。

「さあ、飲んでください。そしてあなたの魂を救うのです」

スケアリーはモオルダアの持ち上げた甕を今すぐにたたき割りたい衝動に駆られていた。しかし、科学的に考えればこのあと何が起きるのかはすぐに解った。水を飲むことによって体内で起こる科学的な現象はいくつかあるので、科学的でなくその現象を説明するのなら「何も起きない」ということになる。常識で考えても水を飲んで人が死ぬわけはないのだ。そう、常識で考えれば。

　しかし、スケアリーにはどこか心に引っ掛かるものがあった。これまで何度もモオルダアには常識が通用しないことがあったり、それにこのワケの解らない教団の存在や、今回の事件のこれまでの経過など、様々なことが一度に頭の中を駆け巡る感じがした。

「モオルダア…」

不安なのか恐れなのか、或いは怒りかも知れなかったが、スケアリーが絞り出すような声を出した。モオルダアには聞こえたのか解らなかったが、彼は甕の水を飲み始めていた。

「ちょいと、モオルダア！」

スケアリーはなんと言って良いのか解らなくなって、とにかくモオルダアの名前を呼んでいた。ワカイは冷たい目でスケアリーのことを一度見ると、またモオルダアの方へ視線を戻した。視線の先にいるモオルダアはどうやら甕の水を飲み干したようだった。

「あとは終わりの時を待つだけですね」

ワカイが微笑みながら言った。

「あとは終わりの時を待つだけですね」

同じことをモオルダアが不気味な微笑みと共にワカイに返した。

「ちょいと…、何なんですの…？」

スケアリーは半分泣きそうになりながら二人を見つめていた。
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		　鬱蒼とした木々に覆われて昼間だというのに夕暮れのように陰鬱な場所にオイタと男が立っていた。

「あなた、もう行ってくださいな」

「何を言っているんだ。キミをおいて行くなんて。そんなことが出来るわけがないじゃないか」

「ですから、何度も言ったように、私達は出会うべきではなかったのです。さあ、行ってください。ここにいることもすぐに知られてしまいます。さあ、後生ですから。あなた、行ってくださいな」

「ボクの気持ちはどうするんだ。ボクはキミを…こんなにもボクはキミのことを愛して…」

「ハッ…！あなた、早く逃げて！」

オイタは誰かがやって来たのを見て言ったが、すでに手遅れであった。木の陰からワカイが姿を現したのだ。そして数人の男女が彼女に続いて出てきた。

「ずいぶん探しまたよ。こんな所に隠れていたのね。教団の掟を破ることは許されません。解っていますねオイタさん。さあ、連れてお行き！」

ワカイが命令すると彼女の後ろにいた男女がオイタを両脇から掴んでどこかへ連れて行こうとした。

「あなた！早く逃げて。逃げて」

オイタは連行されながら叫び続けたのだが、次第に男の姿は木々の間に隠れて見えなくなった。そしてしばらくすると、その向こうから一発の銃声が轟いたのだった。
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		「ちょいと！何なんですの?!」

過去のシーンが挿入されてさらにワケが解らなくなっているスケアリーだったが、気を取り直して目の前の二人から目を離さないようにしていた。モオルダアは飲むと死んでしまうという甕に入った水を飲み干した。しかし、今のところ何も起きていない。モオルダアもワカイも何かが起きるのをじっと待っているようだった。

「モオルダア、あなた大丈夫なんですの？」

少し心配になってきたスケアリーが聞いた。モオルダアの表情には少しだけいつものにやけた感じが戻っているようにも感じられた。

「心配するなら、ボクよりもワカイさんの方を心配した方がイイかも知れないよ」

「何を言うのですか？これから、私にはあなたの魂が…」

ワカイがそこまでいうと、急に苦しそうにむせ返りはじめた。それが収まるとワカイは口に当てていた手を離したのだが、その手を見てギョッとした表情になった。ついでにそのギョッとした表情も自分で鏡で見たらさらにギョッとしていたに違いない。彼女は自分の手が急激にシワだらけになっていることに気付いたのだった。それは手だけでなく、顔もその他の服に隠れた部分も同じに違いなかった。

「これは、いったいどういうことなのですか？なぜ、甕は奇跡を起こさないのです!?」

シワクチャの老婆のようになったワカイが慌てた感じで喚いていたのだが、見た目同様に、それは弱々しさを感じさせた。

「ワカイさん。どうやら奇跡を起こしていたのは甕ではなかったようですよ」

モオルダアが目の前で老婆になったワカイを静かに見つめながら言った。

「どうも人は欲に駆られるといろんな事が見えなくなって来るみたいですね。あなたは甕を手に入れて永遠の命も手にしたと思っていたようですが、実はそうではなくて、あなたを長生きさせていたのはあなたが長年苦しませてきたオイタさんの力によるものだったのです」

「何を言うのだ。オイタなど、ただの裏切り者。あの女に奇跡など起こせるはずがない。…解ったぞ！お前達、グルになって私をハメたのだな！そうに違いない。さっきの水に毒を入れたのはお前だろ」

怒りなのか悲しみなのか、これまでの落ち着いた口調とは全く違う様子でワカイは滅茶苦茶なことを言いだした。

「何をおっしゃるのかしら？さっき飲んだのはあなたが自分で用意した水でございましょ？」

これまで唖然としていたスケアリーだったが、いわれなき罪を着せられそうになったので、ここは冷静になって言い返した。

「甕を取り戻したのに、あなたが若返らないのならそれ以外にないと思いますけどね。遠い昔の過ちが今災いとなって戻ってきたんじゃないですかね」

「何を言うのか。私は永遠の命を…」

そう言いながらワカイはナヨナヨと立ち上がると、倒れ込むようにして甕を掴んだ。

「私は生きる…。まだ生きるんだ。死にたくない…」

ワカイは甕にしがみつくように座り込むとそう繰り返していたが、次第に声は小さくなり、やがてその声もぴたっと止まってしまった。

　しばらくの間、部屋には静寂が訪れ、スケアリーの頭の中は「何なんですの？」で埋め尽くされてた。するとその時部屋の扉が開いて、あの二人が入って来た。

「ちょっと、これって何すか？」

「まさか、この人って、あの人か？」

川村刑事と山村刑事のヘンな会話が聞こえて来てスケアリーは我に返った感じがした。

「ちょいと、あなた方！遅いんじゃございませんこと？あたくしは急いで来るように、って連絡したはずですのよ」

「いや、すいませんね。ずっと言ってるように我々としては極秘にやってる捜査なもんで、急に言われても動けないこともありましてね」

山村刑事はすまなそうな雰囲気を出しながら言い訳していたが、それがあまりにも言い訳っぽいので、責める気にはならなかった。

「それよりも、これはどういうことですか？まさかモオルダアさんがこの人を殺したとか…。あ、すいません」

川村刑事は途中まで言うとなぜかスケアリーに謝った。しかし、スケアリーは特に反応しなかった。

「ワカイさんは殺されたんじゃなくて、自然死ですよ」

モオルダアが言うと、二人の刑事は本当ですか？という感じでスケアリーの方を見た。

「そうですわね。これまでと同様に彼女も自然死だと思いますわよ。詳しくは解剖して調べないといけないと思いますけれど、その前にミイラになってしまうかも知れませんわね」

ここで起きたことが良く解っていない二人の刑事は納得のいかない感じだったが、遺体を発見したのでとりあえず警察としての仕事を始めなければならず、それぞれの仕事にとりかかることにした。
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		　魂の館に大勢の警官達がやって来るとモオルダアとスケアリーのいる場所がなくなってきたので、彼らは一度外に出ることにした。途中で山村刑事と川村刑事が例のうつむき加減の女性に話を聞いているようだったが、ワカイの死がショックだったのか、彼女は涙を流しながらそれに答えていた。

「あの方は、ここで起きたことの詳細を知っているのかしら？」

「さあ、どうだろうね。ボクが見た感じでは熱心な信者という感じだし。そういう人はすぐ近くで起きている事に対しても現実が見えなかったりするからね」

モオルダアがスケアリーの聞いたことに答えたが、彼女もおおかたそんな感じだと思っていたようだ。しかし、さっき部屋で起きたことはどうすれば説明がつくのか。それに、これまで起きたこと全てに納得のいく理由があるのか、スケアリーはそこが気になっていた。

　ビルの外に出ると事件現場らしくパトカーが数台駐まっていて、一般人の立ち入りが出来ないようにテープが張り巡らされていた。二人はその内側の誰の邪魔にもならなそうな場所を見付けて立ち止まった。

「それで、何が起きたのか説明してくださるのかしら？」

「まあ、少なくともボクが納得出来るだけの説明は出来るけど」

これはどうやらかなり非科学的な物事が出てきそうな予感がした。ただしスケアリーとしては、これまでどうしても解らない事だらけだったので、そんな説明でも聞かないよりは何かの手掛かりになるかも知れないと思っていた。

「一つの重要な点を無視すると解りやすいんだけどね。ほぼ不老不死の力を手に入れたこの教団の幹部達だけど、若返りアイテムを失って全員死んでしまったんだよ。彼らは全員あの甕こそが若返りのアイテムだと思っていたようだけど。あの甕から水を飲むとそれを飲んだ人が死に、代わりに彼らを若返らせるという感じでね」

「先程の騒動から察するとそのようですわね。でも実際には違いましたわね。それはきっとそんなアイテムは存在しないし、不老不死なんてことは科学的に有り得ないからに違いないですわ」

「ただ、彼らがみな死ぬ前後に老化やミイラ化しているのはなぜかと考えると、やはり彼らは若返っていたのだし、人間では有り得ない年だったと推測できるよね。…いや、そこはそういうことだとしておかないと話が先に進まなくなるんだけど」

そういうことなら仕方がありませんわね、とスケアリーはとりあえず反論せずに頷いていた。

「甕に力がないということに最初に気付いたのはオイタだったみたいなんだ。彼女が遺体で発見される数日前、彼女はある女性を訪ねていたらしいんだけど。その人の名前は保坂（ホサカ） 険子（ケンコ）といって、元保険会社の社員。例の保険金詐欺の時にボクの保険に関する書類を処理した人でもあるんだよね。つまり、あの教団と関わっていた一人だけど。そのホサカさんのところへ行って、オイタは彼女に全てを話したということだよ」

ここまでではまだなんのことだかさっぱりだが、スケアリーは上手いこと誤魔化されないように気を抜かないようにしていた。

「全て、って一体なんですの？」

「まず一番重要なところから話すとね、ホサカさんはオイタから自分がオイタの子孫だということを知らされたんだよ。普通はこんなことはなかなか信じないと思うけど、教団と関わっていたり、日頃から自分の出生に関して疑問を抱いていたらしくてね。それでオイタから自分の親からその親、そのまた親の話を聞かされていくうちに、本当にオイタが自分の祖先であると信じたようだよ。そして、オイタの計画に協力することになったんだ」

「計画って、これまでのことは全て仕組まれていた、ってことですの？」

「さあ、どこまでが彼女の仕組んだ事なのかは解らないけど、オイタはこの教団を終わらせたかったに違いないよ。本当の目的はホサカさんのもう一人の先祖、つまりオイタの本当の夫の仇を討つことだったのかも知れないけど」

オイタの本当の夫と聞いて、スケアリーはちょっとドキッとしていた。

「そして、ボクもいつの間にか彼女のために動いていたかも知れないんだよね。とにかく、ホサカさんはオイタがこのビルから持ち出した甕を誰にも見付からないように隠していた。その間にオイタの家で事件が起きて、現場の状況から容疑者になったボクが呼び出されたりしてたんだけど。それからボクらが本格的に捜査に乗り出すと、ホサカさんはボクの家に甕を持ってきた。もちろん直接ボクに渡したりはしなかったけど。そうなると、ボクはその甕には何か意味があると思うよね、でも実際にはそうじゃなかった。どうしてそんな何の価値もない甕をボクの手に渡す必要があるのか？と思ったけど、オイタはボクが甕について調べて回っていれば、そのうちワカイがやって来ると解っていたみたいだね」

「ちょっと待ってくださるかしら？あなたが言っている事はだいたい理解できますし、どう考えても科学的じゃないことは解りますわ。でも甕に力が無いのにどうして彼らは不老不死になれることが出来たんですの？」

「そこなんだよね。総師という人が甕を持ってきたところから始まっているんだし、誰もが甕に不思議な力があると信じていたんだけど、一〇〇年以上もこの不老不死の地獄から逃れたいと願っていたオイタには、何かがおかしいと解ったみたいなんだよ」

「それはどういうことですの？永遠の若さとか、不老不死とか誰だって望むものじゃありませんの？オイタはそれを望んでいなかったって言うんですの？」

「生きる意味も無いのに生き続けて死ねないというのは、ある意味地獄だからね。オイタは最愛の夫を殺されているんだ。しかも殺したのはこの教団の人間。魂の泉では結婚は禁止みたいなんだ。普通の信者はともかく中心メンバーみたいな人達はね。でも、どうしてもその夫と一緒になりたかったオイタは駆け落ちみたいな感じで教団から逃げだして暮らしていたんだけど、とうとう逃げ切れずに見付かってしまって、オイタは教団に連れ戻され、そして哀れな夫は銃殺されたってことだけど」

「それは、酷いですわ。何も殺すことはないのに」

「そうだけどね。まあ、今とは時代が違うし、その辺の考え方にも違いがあったのかも知れないけどね。とにかくオイタは再び教団に戻されて望まない永遠の若さを手に入れることになったんだけど。そして一〇〇年以上経った、つい最近になってやっと気付いたということなんだ。最近と言っても数年前らしいけど。その頃からあることに気付きはじめて、そして数日前にそれを確信したってことだけど」

「なにがですの？」

「自殺志願者達が自然に死ぬことが出来たり、代わりに彼らが若返ったりするのはオイタの力によるものだった、ということをね」

「なんなんですのそれ？それだけのことをして自分で気付かないなんてことがあるんですの？」

「そうなんだけど。でも、結果を見ればこのとおり、ということだし。ホサカさんが言うには、彼らの中で唯一心から信者のことを思っていたのはオイタだということなんだよね。詐欺師であるという裏の顔もあるけど、本当は心の優しい人だったみたいだね。その気持ちが彼女の不思議な力をいつの間にか発揮させていたようなんだけど。ただし、信者の苦しみを死以外の方法で救えると心のどこかで思っているような時には、その力が発揮されないことに気付いて、それでそれが自分の力なんだと確信したみたいだよ」

聞いていたスケアリーの表情には少しも納得した様子は見えなかったがとりあえず一度頷いた。

「でも、どうしてわざわざ甕を盗んだりあなたを巻き込んだりしたんですの？オイタがその力を使わなければ教団は簡単に潰せるんじゃないかしら？」

「それはそうだけど。オイタの目的は教団が、特にワカイがどんなことをしていたのかを誰かに知ってもうことだったんだよ。法的に彼らのしていたことが犯罪であるとは言えないけれど、決して正しいとは言えないことだし。それにオイタ以外はいつしか救済よりも永遠の若さのために活動をするようになっていたということだしね。それから、ワカイはきっとボクがオイタのあとを追って死にたがるだろうと思うに違いないって、オイタが言ってたみたいだけど。どういう訳かワカイの最後はボクに見届けて欲しかったみたいなんだよね。ホサカさんが言うには、どうしてそうなるのかはオイタの家を調べれば解るように細工しておいたけど、上手くいかなかったって」

スケアリーはハッとしてあの写真のことを思い出していた。あの写真を見ればどうしてそうなるのかはすぐに解ったに違いない。どうやらあの写真に写っていたモオルダアは実はモオルダアにそっくりなオイタの本当の夫ということのようだ。

「おかしいですわね。あの家は警察もあたくしもよく調べたんですのよ。オホホホホッ…」

スケアリーはあの写真のことを言い出せそうになくて、適当に誤魔化していた。

「そうだよね。でも、オイタはあの詐欺の件でボクに会ってから重要なことを思い出したと言っていたらしいよ。それでやっと自分の秘密の力に気付くことが出来たって。どういうことか解らないけど、ボクの能力が彼女にちょっとした影響を与えたってことかな」

そんなことはなかったが、スケアリーは否定もせずに軽く微笑んでいた。

「モオルダア、あなた生まれ変わりって信じていますの？」

「ん?!いや、特に肯定も否定もしないけどね。なんで急にそんなことを聞くんだ？」

「ウフッ。ちょっと思っただけですわよ。もしもオイタが本当にそんなに長く生きていたのなら、誰かが死んで別の人間として生まれ変わって来るところも見たかも知れませんでしょ？」

「そうかも知れないけど。なんか珍しいことを言うね」

「そうですわね。きっとあたくしは疲れているんだと思いますけど。ウフフッ。それよりも、さっきのあの部屋に行く前にどうしてあたくしに事情を説明してくれなかったんですの？もしもあの水に毒でも入っていたら、あなたがどうなっていたか解らなかったんですのよ！」

「そうはいっても、急がないとワカイの最後の時は近づいていたし。それに、キミに向かってウィンクしたの、気付かなかった？」

「気付きませんわよ！それに、気付いていたとしても気持ち悪いですわ！」

気持ち悪いとはどういうことか？とモオルダアは思ってしまったが、そろそろ彼の説明は終わりのようだった。二人は一度先程の現場に戻ると驚いている山村刑事と川村刑事に会った。どうやらワカイの遺体がミイラ化したようだが、二人の刑事と対照的にFBLの二人はそれほど驚いていなかった。そして、モオルダアが恐らくあと数体のミイラが発見されるかも知れないけど、騒動はすぐに収まると説明すると、FBLの二人は現場から去っていった。

		
			32  FBLのラボ
		

		　スケアリーはラボの机においたノートパソコンでこれまでの事件のまとめノートの続きを書いていた。



　先程あたくしが依頼していた写真の鑑定結果が出ましたわ。あの明治時代の写真と本物のモオルダアの写真を分析した結果、完全に別人であると判明いたしましたのよ。あたくしはあの写真を見付けた時に少し動揺していて、冷静に判断が出来ていなかったのかも知れませんわね。あの時にこうして分析していればモオルダアに関して余計な心配はしなくても良かったのですけれど。

　ともかく、それ以外の事については全てが謎ですのよ。死後にミイラ化した方達は本当に人間では有り得ない年齢だったのか。町田さんの家で見付かった遺体は本当に町田さんだったのか。そして誰かの命を別の誰かのものにするというようなことが本当にあるのか。あたくしは全てにノーと言いたいのですけれど、あたくしが実際に目にしたあの現象はなんだったのか？ということを考えたら、このまま全てが終わったとするワケにはいきませんわね。

　それから、この際ですからモオルダアの保険金詐欺事件についても調べるべきだと思ったのですけれど、モオルダアはそうする必要はないと言っていましたわ。あの詐欺事件に関わった人物であるホサカさんが言うには、今回の事件で彼女以外に保険金詐欺に関わった人間は全て「終わりの時」を迎えたということですわ。そのホサカさんだけでも逮捕することはできるはずですけれど、なぜかモオルダアは乗り気じゃないみたいですし、このままにしておいてもシーズン２からFBLの中身がずいぶんと変わってしまって、捜査官を詐欺で騙すようなことができなくなったので、このままでも良いのかも知れませんわ。

　そして、そのモオルダアですけれど。あの方はまたおかしなことを言って、全ては夢の中でオイタに教えてもらったと言っていましたわ。悪夢を見るのは精神的な要因がほとんどだと思いますけれど、彼の今日までの顔色を見れば、疲れが溜まっていたに違いありませんわ。人はとかく夢や以前に起きた何かの現象を現実世界の出来事と重ね合わせて解釈したがるものですものね。

　あたくしはFBLの捜査官であると同時に科学者として事実の解明をしなければいけませんわ。それが困難を極めることだとしても、あたくしは常にそれに立ち向かって行かなくてはならないのですのよ。



追記 : 山村刑事からの連絡で解ったのですけれど、元警察署長が家で遺体となって発見されたということですのよ。わざわざ連絡をしてくるということで予想は出来ていたのですけれど、その遺体もまたミイラ化したということですわ。なぜかオイタの死が自然死とされたのにはそれなりの理由があったと言うことですわね。きっとそれ以前にも、不自然な死が隠蔽されていたのかも知れませんわ。

		
			33  モオルダアのボロアパート
		

		　モオルダアは家に帰ると着替えてすぐに布団に潜り込んだ。これまでの寝不足で疲れていたこともあったし、事件がなんとなく解決みたいなことになって悪夢は見ないような気がしたということもあった。それよりも、モオルダアは別のことを期待しているのでもあった。

　これまでさんざんオイタのために動いて来たんだし、まあ夢の中とはいえ、それなりの何かがあっても良いんじゃないのか？とか、美女のオイタが何かご褒美をしてくれるんじゃないか？とか思いながら、モオルダアはにやけすぎな感じで布団に横になったのである。



　夢の中でモオルダアはむせ返るような深い緑の木々に囲まれた場所に立っていた。頭の上の方には霧が立ちこめていたが、陰鬱な感じはしない場所で、少し冷たい空気を吸い込むと木や土の香りがして、どことなく生命力にみなぎっている場所でもあった。

　モオルダアが周りの景色に気をとられていると、どこからか彼の名を呼ぶ声が聞こえた気がして振り返った。見ると少し遠くにオイタの姿があった。彼女は男と並んで立っていた。男はモオルダアに背を向けていたので誰だか解らなかったが、だいたいどういう人間なのかは解る気がした。

　オイタはモオルダアに向かって軽く微笑んだように見えた。遠くて良く解らなかったが、微笑んでいたに違いなかった。それから頭を下げてモオルダアに向かって深々とお辞儀をした。そんなに丁寧にお辞儀をされるとモオルダアも黙って立っているわけに行かず、お辞儀を返した。そしてモオルダアとオイタがほぼ同時に顔を上げると、オイタはもう一度微笑んでから隣の男性の腕をとった。そしてそのまま振り返ると二人そろって木々の向こうへとゆっくりを消えていった。

　モオルダアはすがすがしい気持ちで二人を見送っていたのだが、急に「あれ？」という疑問が沸き上がってきたところで目が覚めた。



　布団の上で体を起こしたモオルダアは、まだ寝ぼけた感じのまま今まで見ていた夢を思い出していた。記憶に残っていない部分までも含めて何かないのか？と思って思い出してみたが、何もないようだった。

「それだけかよ…」

モオルダアは呟いた。そして、なんとも言えない脱力感に襲われると同時に、これまでの疲れが一気に出てきたような感じで眠気に襲われて、そのまま横になって深い眠りへと落ちていった。明日は遅刻に違いない。

		
			#027「再会」

			Little Mustapha
		

	
		
			#028「Dimensions」
		

		
			01  FBLビルディング : ペケファイル課の部屋
		

		　モオルダアは先程から自分の机で、携帯できる小さなゲーム機のゲームソフトに夢中になっていた。まだ昼間なのだが、いつものように地下にあるこの部屋は薄暗い。そして、そういうところで小さな機械を両手で持って猫背でゲームをしている人間はさらに薄暗く見えるものだ。それはともかく、時々ニヤニヤする以外は無表情なモオルダアはそうとうゲームに熱中しているようだったが、突然携帯電話の着信音が鳴り始めて、いつものようにモオルダアは驚いてビクッとなっていた。

　持っていたゲーム機を机において携帯電話を探していたモオルダアだったが、携帯電話がどこにあるのか思い出せなかった。しばらく考えた後にさっきのゲーム機を手に取ると、その画面には着信を知らせる通知と、かけてきた相手のスケアリーの名前が表示されていた。「ああ、そうだった」と思って、モオルダアは慣れない手つきでそれを操作すると電話にでた。

　モオルダアは最近流行りのスマートフォンに買い換えたのだが、ゲームをするためにスマートフォンにするのは果たしてスマートなのか？という決まり事のような疑問も湧いてくる。ただし、そんなことはこの話とは関係ない事なので、気にしてはいけないのだ。（それよりも前にゲームをやっていても着信があれば画面に表示されるはずなのだが、いったい彼はどんなゲームをやっていたのか？）

「ちょいと、モオルダア！大変ですのよ！」

「何が？」

「何がじゃなくて、テレビをつけてくださいな」

そう言われるとモオルダアは散らかった机の上の雑多なものどもを掻き分けてテレビのリモコンを探し出してテレビを点けた。

「それで、何が大変なの？」

「引きこもりが立て籠もってるんですのよ！」

「なんだそれ?!」

本気なのか冗談なのか解らないスケアリーの説明にモオルダアはちょっとにやけた返事をしていた。

「良いから早くテレビで確認するんですのよ！ニュースでもワイドショーでも中継しているはずですから。それじゃあ、ちゃんと確認するんですのよ！あたくしの出番なんですからね」

スケアリーがにわかに不機嫌になったので、さっきのは本気だったに違いないのだが、肝心のテレビが映らない。

　モオルダアは通話を終了させると立ち上がってテレビの方へ歩いて行った。テレビに近づいても操作は手に持っているリモコンでするのだが、こうやって近くに来ると映らない原因が解るような気もした。モオルダアはニュースやワイドショーがやっていそうなチャンネルのボタンを順に押していったが、どのチャンネルも砂嵐や真っ黒な画面しか映らなかった。

　勘のいい人ならすでに気付いているかも知れないが、そろそろモオルダアも気付いたようだ。モオルダアはカレンダーを確認すると、もうとっくの昔にアナログ放送が終了になっているのを思い出した。この部屋では事件の資料映像のビデオを見るぐらいしかしないので、そこに気付かないのも仕方がないのだが、モオルダアの家のテレビはどうなっているのか？というところも気になる。だが、それもこの話とは関係ないので、気にするのはやめて部屋を出て行ったモオルダアの後を追うべきである。



　モオルダアは階段を上がって広くて明るいオフィスにやって来た。普段は顔もあわせないし、何をしているのかも解らないFBLの職員達が大勢いて、彼らはみなオフィスにいくつかあるテレビに釘付けになっているようだった。

　テレビに映っているのは何の変哲もない一軒家だったが、その周辺には警官やその他に防弾チョッキとヘルメットを装備したそれっぽい人達などが大勢映っていた。テレビカメラはかなり遠くに追いやられたようで、望遠で撮影している映像はあまり見やすいものではなかったが、窓の向こうを横切る男の顔もだいたいは確認することはできた。

　その人物が立て籠もっている引きこもりということなのだろう。色白で太り気味で、とても健康そうには見えない顔には生気のない目がボンヤリ光っているように見えた。いや、望遠で撮影しているから、そう見えるだけなのか？

　それはどうでもイイが、男は包丁を手に持って、時々激高したように何かを喚いていた。何を言っているのかは解らなかったが、外にいる警察の人間と話しているのだろう。

　この状態なら隙を見て踏み込んでいって男を取り押さえたらすぐに解決になりそうだ、とモオルダアは思っていたのだが、その時窓の向こうに別の人影が見えた。それはモオルダアが思わず声をあげてしまいそうな美女だった。或いは望遠で撮影しているからそう見えるだけなのか？とにかく彼女が人質になっているから警察は踏み込むことが出来ないのだろう。

　モオルダアはもう一度あの美女が画面に映らないかな？とか思っていたのだが、ちょうどその時立て籠もっている男が突然興奮して包丁を振り回し始めた。何を言っているのか解らないのだが、顔を紅潮させて目に涙を浮かべて包丁を振り回している様子はただ事ではない感じだった。

　自分が美女をもう一度みたいとかヘンな事を考えたから男が暴れ出したのか？とかモオルダアはおかしなことを考えてしまったのだが、ヘンな事を考えたのとタイミングが一緒だったので仕方がない。それはそうと、男に注目しなければならないのだが、テレビに映っていた男は突然、窓の下に姿を消した。

　このオフィスにいる職員達の数人は何かに気付いて「あっ」と声をあげていた。テレビの画面はすぐに望遠で撮影しているカメラから、別のカメラに切り替わった。その映像では防弾チョッキとヘルメットのそれっぽい人達が一斉に家の中へなだれ込んでいく様子がとらえられていた。

　テレビで興奮気味に喋っているリポーターの話を聞くと、男は狙撃手によって撃たれて、それと同時に警官達が家に入っていったということだった。果たしてあの男は生きているのか？とか、どうしてああいうことになったのか？とか、人質の人はあそこでどんな思いをしていたのか？とか、モオルダアは考えていたが、何とも言えないイヤな気分になって一度テレビの画面から目を離した。



　それよりも、どうしてスケアリーはあの事件の中継を見るように言ってきたのか、モオルダアはそこが気になり始めていたのだが、ちょうどその時スケアリーからモオルダアに電話がかかってきた。

「大変な事件でしたわね」

「まあ、そうだけど…それでキミは…」

「あたくしの活躍は見ていただけました？」

「えっ?!」

まさか狙撃したのがスケアリーだったとか、そういうことだと驚きなのだが、そんなことが有り得るわけはない。しかし、いったい彼女がどんな活躍をしたのだろうか？

「活躍って？」

「あなた、あれからすぐにテレビを点けなかったんですの？」

「いや、点けたことは点けたけど…」

「だったらあたくしの姿は見ていただけたんでしょ？あの時、たまたまあたくしが近くを通りかかって、FBL捜査官として協力しないといけなかったのですけれど、きっとカメラもあたくしのことに気付いて何度も画面に映っていたに違いありませんわ」

「ああ、そうなのか…。まあなんていうか…」

「もちろん録画してくれましたわよね。あたくしがテレビに映っているのに録画しないわけはないですわよね」

「…もしもし？…もしもし、…あれ、…なんか電波が…」

マズくなってきたのでモオルダアはバレバレの演技をしたあとに電話を切ってしまった。それに、どうしてスケアリーが現場にいるとカメラは彼女を映さないといけないのか？ということでもあるのだが。まあスケアリーとはそんな人なので考えても無駄かも知れない。

　そのまま上の階のオフィスにいても仕方ないのでモオルダアはまたペケファイル課の部屋に戻ろうと思って部屋を出たのだが、廊下を歩いているとポケットの中で電話が鳴り始めた。ポケットから電話を取りだして画面を見ると発信元の表示は「非通知」になっていた。これがスケアリーである確率はかなり高かった。彼女はモオルダアがビデオを録ってないことには気付いているはずであるし、そういうマズい状況ならモオルダアがスケアリーからの電話に出ないことは彼女も解っているのだ。それで非通知にすればモオルダアもうっかり電話に出るかも知れないと思ってスケアリーが非通知で電話をかけてきた、とモオルダアも勘ぐったりする。

　しかし、このままいつまでもスケアリーから逃げているワケにはいかないし、早いとこ上手く誤魔化しておいた方が良いと思ってモオルダアは電話に出た。

「もしもし、あの、これはボクの責任って言うには少し無理があると思うんだよね。あの部屋のテレビが今では映らなくなっていることはキミも知っていたはずだし、そういうことに良く気付くのはどちらかというとボクよりも…」

反論されないように勢いよく話そうとしていたモオルダアだが、どうも相手の様子が変なのでモオルダアは一度話すのを止めた。向こうからは何の反応もない。

「…もしもし？」

モオルダアが言うとしばらくして電話の向こうから、低い声が聞こえてきた。

「あれは始まりにすぎない、モオルダア君。証拠が消される前に真相を暴くんだ。時間はあまりないぞ」

「誰ですか？…いきなりそんなことを言われても…」

電話の向こうから予期せぬ声が聞こえてきたので、せっかくの優秀な捜査官的な謎めいた電話に対しても動揺した受け答えで雰囲気を台無しにしてしまったが、相手は電話を切ったようで、それ以降は何も聞こえてこなかった。

		
			02  事件現場
		

		　三十分ほど経って、モオルダアは先程の立て籠もり事件の現場に到着した。そこに初めからいたスケアリーは不機嫌な様子だったが、モオルダアを責めるには今回の場合すこし違っているとも思えて、ビデオの録画に関しては何も言わなかった。それよりも、どうしてモオルダアまでわざわざここにやって来たのだろうか？

　事件が一段落するとモオルダアはペケファイル課の部屋に戻っていつものようにヒマ潰しをする予定だったのだが、部屋についた後にかかってきたスケアリーからの電話により事件現場へ来るハメになってしまったのだ。

「ボクらの出番、ってどういうこと？」

機嫌の悪いスケアリーにちょっとビビりながらモオルダアが聞いた。

「これは、何かの間違いか、警察の方の不注意だと思うんですけれど、人質になっていた女性がいたでございましょ。あの方が行方不明なんですのよ」

「それって、どういうこと？あの部屋にいて、警察が突入するちょっと前にもカメラに映っていたけど」

「そうなんですのよ。それに、周囲でも警官が監視していましたし、行方不明なんてあり得ないんですけれど。パニックになって逃げだしたとしても、どうやって逃げたのだか…」

「それで、ボクらの出番ということなのかな」

「そうですけれど。でも、わざわざあたくし達が出るまでもなく見つかると思いますわよ。たまたまあたくしがここにいたから、ついでに頼まれたって感じもいたしますし」

「そうはいっても、あの家に異次元世界への扉があったとしたら、これは大変な事だけど」

「そんなことはどうでもイイですわ」

スケアリーはこれ以上モオルダアとの話を続けると面倒なことになりそうだと思って犯人が立て籠もっていた家の部屋へと向かった。



　この部屋で立て籠もっていたのは根戸下（ネトゲ） 政男（マサオ）という20代後半の男性。元は会社員だったのだが一年ほど前から自宅の部屋に引きこもるようになったということだ。

　引きこもりの部屋というのがどうなっているのかモオルダアは少し興味があったのだが、彼の予想に反して部屋の中は綺麗に整理されているようだった。モオルダアの散らかり放題の部屋に比べるとどんな部屋でも綺麗に見えるのだが、それでもこの部屋は几帳面すぎるとも思えるほど綺麗に片付けられていた。

「なんか物足りないというか、意外な感じだなあ」

「何がですの？」

「いや、なんというか。もっとジメジメしてゴチャゴチャした…。あれだよ。気持ち悪いホラー映画のDVDとかエログロのドロドロした本とか雑誌とか…」

「あなたは引きこもりを勘違いしていませんこと？ここにいた方について詳しい事は調べないと解りませんけど、あなたが言うような特徴は引きこもりとは関係ないと思いますわよ」

「そうだけどね…」

スケアリーの説明を聞いていたのか知らないが、モオルダアは気のない返事をしてすでに別のことに気をとられていたようだった。

「ゲームは好きみたいだね。これはどうにも引きこもりっぽい趣味だけど。このゲーム機はまだ電源が入れっぱなしだし、これは事件の直前までゲームで遊んでいたということかな？」

「さあ、どうかしら。でも、それと女性の失踪とは関係がないんじゃないかしら」

「そうかも知れないけど…」

そう言いながらもモオルダアはテレビの下に置かれているゲーム機がなんとなく気になっていた。違う種類のゲーム機が複数置いてあったが、最近使っているのは一つだけだったようで、他の機種に繋いであるコントローラーはうっすらと埃が被っていた。

　それがどういう意味を持っているのか？と考えても特に何も思いつかなかった。もしかして最近自分がスマートフォンでのゲームにハマっているから、ゲーム機のことは全体的に気になってしまうのか？とも思ってモオルダアは意識を他に向けようとした。しかし、ミョーにスッキリしたこの部屋の中では他に興味を惹くような物はなかった。

「窓とドア以外には出入り出来る場所はないし、これじゃあホントに異次元世界に行ったとしか考えられないね」

モオルダアは言ったが、スケアリーはそんな話に真面目に反論する気にはなれなかったので黙っていた。しかしモオルダアはやはりゲームのことが気になってしまったので、電源が入れっぱなしのゲーム機でどんなゲームをしていたのかを確かめるためにゲーム機が繋がっているテレビを点けてみた。だが警察が突入してきた時に壊れたのか、テレビの電源は入らなかった。見るとテレビの液晶画面は誰かに蹴飛ばされたかのような感じでへこんでいた。

　こうなると余計に何のゲームで遊んでいたのか調べたくなってしまうのだが、そろそろスケアリーに睨まれているような気配を感じてきたので、モオルダアは他の所を調べることにした。



　部屋の中を一通り調べ終わるとFBLの二人は政男の母親のところへ行き、話を聞くことにした。母親は事件のショックで顔面蒼白になり「あんなことをする子じゃないんです」と何度も繰り返していた。意識の無いまま病院に運ばれた政男のところへ一刻も早く行きたい様子だったが、取り調べのために警官やFBLの二人がそうはさせなかった。

「あの子のことはもう全部話しましたよ！」

スケアリーが母親に何かを聞こうとすると、母親は今にも叫き出そうという様子になった。

「お母様、お気持ちは解りますけれど、人が一人行方不明になっているのですし、あの人質や政男さんのことについて何か知っていることがあれば…」

「ですから、さっきから言っているように、あの子はあんなことをする人間じゃないんです」

「そうは言っても、なにかおかしなところはございませんでしたか？もしかすると何か外的な要因で引きこもったり…」

「あなた、なんてことを言うの？あの子を病気みたいに言うのはやめてください。本当に、あの子はそんな子じゃなかったんですよ。いい加減にしてください。もう良いですか。あの子の所に行かないと。子供が撃たれて意識がないというのに、同じような質問を何度もされる親の気持ちが解りますか？解らないでしょうね。みんな自分の事しか考えてないのよ。そうでしょ？」

「あたくしは、そんなつもりでは…」

政男の母親が興奮し始めていたので、スケアリーは何も言えなくなってしまった。母親はそのまま部屋の外に出ようと歩き出したのだが、出口の近くにいたモオルダアが不意に母親を呼び止めて質問した。

「あの、ここにあるゲームソフトですが。これって捨てるつもりだったんですかね？」

モオルダアは何かに夢中になっていたようで、さっきまでのスケアリーと母親のやりとりは全く知らないような感じで質問した。

「知りませんよ、そんなもの！」

もちろん気が立っている母親はモオルダアの質問にまともに答える様子はなく、そのまま部屋の外へ出て行ってしまった。

　モオルダアの変な質問のために少し苛立っていたスケアリーは上手い具合に気の抜けた感じになって、先程の母親とのやりとりのことに関してのどうにもならない感情はどこかへ消えてしまったような気分だった。

　それにしても、先程からモオルダアはなぜかゲームを気にしているようだ。スケアリーが近づいてくるとモオルダアはさっき質問した、半透明のゴミ袋に入れられて捨てられそうなゲームソフトの方を指さしてスケアリーの方を見た。政男の性格なのか、ゴミ袋の中でもゲームソフトのケースは綺麗に並べられて、何が入っているのか良く解るようになっていた。

「これ、どう思う？」

「どう、って。どういうことですの？」

「いや。これって、どっちかというと特殊なゲームだと思うんだけど」

モオルダアが指さした先にあるゲームソフトのパッケージは全てがアニメ調の美少女が描かれたものだった。

「そう言われても、あたくしには良く解りませんけれど」

「ボクも良く解らないんだけど。でも引きこもりと、こういう感じのゲームは結びつきそうでしょ？」

「どういうことですの？」

「どういうことか、というと。こういうゲームっていうのは、基本的にプレーヤーの性的欲望を満たすのが主な目的だったりもするんだけど。おそらくエロゲーと呼ばれているジャンルのゲームだけど」

「あらいやだ。そうなんですの？でも、そんな絵じゃ…、なんていうか」

「まあ、どんなところに魅力を感じるのか？ということは人それぞれだから。それよりも何で捨てようとしていたのか、そっちが疑問なんだよね。引きこもりと、こういうゲームというのは結びつけて考えても良いようなものだと思うけど」

引きこもりがセクシャルなゲームをやっているというモオルダアのこじつけは正しいのか解らなかったが、スケアリーもなんとなく納得出来るような気がして黙って聞いていた。

「だけど、捨てようとしているってことは、そろそろ引きこもりをやめようと思っていたのかなあ？」

「それは有り得ますわ。変化に対応できないことから引きこもるケースはありますし。自ら何かを変えようとするのなら、それは良い兆候だったのかも知れませんわね」

「でも、結果は最悪な感じだったけど」

モオルダアが言うとスケアリーは何か嫌なものを心のどこかに感じ取って、その先を続ける気がなくなってしまった。とにかく今は行方不明の女性を捜さないといけないのだし、意識のない政男のことは気にすることはないのだ。しかし、モオルダアのせいで政男のことを考えないといけないような展開になっているし、考えてしまうと不自然な部分が沢山あるように思えるし。またモオルダアのせいで事件がややこしくなった、とスケアリーの心中は穏やかでなくなってきているようだった。



　モオルダアはやはりゲームのことがどうしても気になってきて、帰りがけにまた先程のゲーム機のところへ行くと、ディスクの取り出しボタンを押した。政男が事件の直前までゲームをやっていたのならそこからゲームのディスクが出てくるはずだったが、トレイが開いてもそこはカラだった。

　モオルダアはこの無機質なほどに整理された部屋と、ゲームソフトが入っていないのに電源が入れっぱなしのゲーム機にどこか違和感を感じないではいられなかった。ただ、何がどうおかしいのかは解らなかったし、そろそろスケアリーがイライラしてきているような気もするので、ゲーム機は放っておいて部屋の出入り口の辺りでモオルダアを見ているスケアリーの方へ向かった。スケアリーはモオルダアが歩き出すと同時に部屋から出て行った。行方の解らない人質の捜索は恐らく面倒なものになるだろうと、二人とも思っていたようだった。

		
			03  薄暗い部屋
		

		　カーテンを閉め切った薄暗い部屋には男が一人いて、先程からニュースを放送しているテレビ画面を凝視していた。画面には立て籠もり事件で警官達が突入する様子が何度も繰り返し流れていた。

　それを見る度に男は興奮とも恐怖ともいえぬ言い知れぬ感覚を覚えて荒くなりそうな呼吸を抑えるのに苦労していた。そして、ニュースであの事件に関する放送が終わると、男はビデオのリモコンを操作して、録画したさっきの映像をまた繰り返し何度も再生した。特に人質と思われる女性が映る場面は念入りに何度も確認していたようだった。

　ある種の興奮状態にある男は自分の頬に汗がつたってそれが床に滴り落ちているのは少しも気にしなかった。というより、気付いていないのだろう。瞳の奥にまともな思考があるのかどうか解らないような表情のまま、男は真っ直ぐにまばたきもせずにテレビの画面を見つめていた。

		
			04  現場周辺
		

		「こんな事をして、本当にあの女性が見つかると思うんですの？」

スケアリーがウンザリした様子でモオルダアに言った。

「ええっ?!というか、とにかく辺りを捜索しよう、って言ったのはキミじゃなかったか？」

「そうですけれど。こんなことで見つかるんだったらとっくに見つかっているはずじゃございませんこと？」

「そりゃそうだけど。まあ、探してみて見つからないのなら、この辺りにはいないということだけどね。まあ、せっかくだからこの辺の人に話でも聞いてみたら、引きこもり男と女性の関係が解るかもよ。ネトゲ・マサオって人は良くある顔って感じだったけど、女性の方はかなりの美人に見えたし。そういう人の事ならこの辺の人でも記憶に残っているかも知れないからね」

「あら、そうかしら？なら、あたくしも目立たないようにしないといけませんわね。すぐに顔を覚えられてしまうと捜査に支障をきたしますから。オホホホ…」

モオルダアはスケアリーが何のことを言っているのか解らなかったようだが、もしも解っていて下手なことを言ってしまったら大変なので、解らない方が良かったかも知れない。

　それはともかく二人は何か事情を知っていそうな人がいないかを探すために再び歩き始めた。歩いたところで事情を知っている人にぶつかるとは限らないのだが、他に打つ手が何もないので、じっとしているよりは動いている方がまだマシ、ということで動いているようなものでもあった。

　しばらく付近を歩き回っていた二人だったが、平日の昼間のこの静かな住宅街には人通りがほとんどなかった。特に高級な感じもしなければ、寂れているわけでもない。なんというか普通すぎる町並みの普通すぎる住宅街だった。「一般的な住宅街」という言葉で思いつくのはこんな場所に違いないのだが、それ故にFBLの二人も必要以上にリラックスしている感じがした。そして、事件の手掛かりになるようなものは何も見つからない。それよりも、自分たちは何について調べているのかすら忘れかけていた。まず、あの女性は一体誰だったのか。母親や現場にいた関係者に聞いてもそんな女性は知らないというし。本当にあそこに女性がいたのか？というところからハッキリとしたことは解っていない。ただし、テレビに映っているのは沢山の人が見ているのだし、確かにあそこには誰かが居たのだ。

「人間って、そうあって欲しいと思うことは、実際にはそうでなくてもそう見えてしまう、って事があるよね」

唐突にモオルダアが言った。言われたスケアリーは何のことだか理解できなかったようだ。

「何ですのそれ？」

「あの家にマサオさんが立て籠もっていたら、一人で立て籠もるよりも人質ぐらいいたら様（サマ）になるって思うでしょ」

「様になるって、実際に人質はいたのですし…」

「でも、煙のように消えちゃったけどね」

「あなたは何が言いたいんですの？」

「あの場面では人質の命を最優先して、かつ誰も傷付けないように警察が踏み込むというのが一番理想的な展開だけど。もしも人質がいないんだったら、テレビとしては盛り上がらないし」

「まさか、ヤラセだって言うんですの？」

「いや、そうじゃなくて。何て言うか、ボクらが全員理想的な展開のために幻覚のようなモノを見ていたとか…」

「あなた、それ本気で言っているんですの？」

スケアリーが呆れて言ったが、モオルダアも喋っていて自分の説に無理がありすぎると思ったようで、それ以上ヘンな話をするのはやめることにした。

　きっと、この気の抜けてしまうような平凡すぎる住宅街がそうさせているに違いない。モオルダアは辺りを見まわしながら、おかしな事を考えてしまうのを周囲の環境のせいにしていた。



　ペケファイル課の二人は事件のあった家のある区画にそって道を歩いて、もうすぐ一周して元の場所に戻ろうか、というところまで来ていた。ここまで来ると何かの手掛かりを見付けるのはほぼ無理なのでは、と二人とも思い始めたようで、特に事件に関する話もないまま黙って歩いていた。しかし、事件現場の家が視界に入ってくる場所まで来てモオルダアが何かに気付いて道をはずれて気になるものがある方へと歩いて行った。

　そこはこういう「一般的な住宅街」に良くある児童公園だった。鉄棒と砂場があって、後はちょっとしたスペースがあるだけで、鬼ごっこをするほど広くもなく、小学校の中学年ぐらいからはこういう公園では特に遊ぶ事がなくなってしまうような公園でもある。しかし、そこには小学校の中学年くらいの子供達が数人集まって何かに夢中になっているようだった。

　モオルダアは彼らに近づいていくと、彼が思ったとおり子供達は携帯用のゲーム機で遊んでいた。

「キミ達、面白そうなもので遊んでいるね」

モオルダアが言ったが子供達は黙ってゲームの画面を見つめていた。

「この近くで恐ろしい事件があったのは知ってるよね？キミ達も、こんなところにいたら危険だから、今日は家に帰った方が良いと思うぞ」

もう一度モオルダアが言ったのだが、また子供達に無視された。子供達はゲームに夢中になっているからモオルダアに気付かないだけだと思ったのだが、どうやら聞こえているのに聞こえないフリをしているようだった。

　これはどういうことか？と、モオルダアはスケアリーの方に助けを求めるような視線を向けたのだが、スケアリーはまずモオルダアが何をしたいと思っているのかも解らないので、肩をすくめてちょっとだけ首を傾げるという中途半端な反応しか出来なかった。

　そんなやりとりに気付いたのか、子供達のうちの一人がゲーム機から目をあげてモオルダアに話しかけてきた。

「知らない人と話しちゃいけない、って言われてるんだよ。特に怪しい人とは」

モオルダアに話しかけてきた少年はここにいる子供達の中では一番しっかりしていそうな顔つきだった。顔つきだけでは人を判断できないのだが、誰が見てもこの子供達の中では彼がリーダーとなっているのは明らかだった。

「これでもまだ怪しいって言うのか？」

モオルダアは笑顔を見せながらFBLの身分証を少年に見せた。そんなものを見せたらさらに怪しくなってしまいそうだが、少年はしばらくその身分証をじっと眺めてから、取り敢えずモオルダアの言うことを聞いていみることにしたようで、黙って大きく頷いた。

「女の人を見なかったかな？格好は…」

そこまで言うとモオルダアは一度スケアリーの方に向き直った。

「あの人質の女の人って、どんな格好してたっけ？」

不意に聞かれたスケアリーだったが、とっさに人質の服装などを思い出せずに困っていた。

「どんな格好、って。アレですわよ。普通の格好じゃなかったかしら？」

確かに、特別に奇抜な格好でない限り誰かの着ている服などあまり覚えていない事が多い。特に今回はテレビの画面にチラッと映ったぐらいでもあったのだし。赤い服だっただろうか？いや、女性だから赤というのは脳が勝手に作り出した印象じゃないのか？とか。

「ここには誰も来てませんよ」

FBLの二人が良く解らない事を言っているのを見て少年が割り込んで答えた。

「ん?!…ああ、そうなの」

なんとなくモオルダアよりもしっかりした感じの少年の答えにモオルダアはぎこちなく反応している。

「でも、この辺で恐ろしい事件が起きたんだし。事件の関係者が一人行方不明なんだ。その人がどんな人かも解らない状態だし、もしかすると児童誘拐殺人の犯人かも知れないからね。今日は外で遊ばないでゲームは帰ってからやった方がいいぞ」

このままだと子供にバカにされかねないので、モオルダアはちょっとした脅しも含めて子供達に帰るように促した。

「そうですか。それじゃあ、もう少ししたら帰ります。ここでデータをダウンロードしたいんで…」

少年が良く解らないことを言い始めた。最近の携帯ゲーム機にはインターネットなどのネットワークからデータをダウンロードする機能もついているのだが、こんな児童公園でデータをダウンロードとはどういうことなのだろうか？モオルダアは気になって少年の持っているゲーム機の画面を覗き込んだ。

「それって、何のゲーム？」

モオルダアが聞くと、少年は「これです」と言いながらモオルダアに見えるように携帯ゲーム機の画面をモオルダアの方に向けた。それは何というタイトルのゲームか解らなかったが、特におかしなところもなさそうな普通のゲームソフトのようだった。

　モオルダアが何とも言えないまま少年達の後ろからボンヤリとゲーム機の画面を眺めていると、突然彼の背後で大きな声がしてモオルダアはビクッとすることになった。

「コラッ！お前達。あんな事件があったのに、こんなところで遊んでるヤツがあるか！」

少年達も突然怒鳴られたのでちょっとビビっていたのだが、明らかに一番ビビっていたのはモオルダアだった。それはどうでもイイが子供達は声に反応してゲームをしまった。

　子供達を怒鳴り付けたのは彼らの学校の先生のようだった。若くて優しいというイメージの教師が増えている中で、こういうある種の威厳のある年をとった教師を見てモオルダアとスケアリーはなんとなく懐かしい気分になってしまったが、それはどうでも良いことである。

　この教師はテレビで学校の近所で起きた事件を知って、見回りに来たようだった。子供達は仕方なくゲーム機をしまって家に帰ることになったようだ。

「あんた達は？」

教師が二人に聞いた。

「あの、あれです。調べているんです」

モオルダアは昔から厳しい感じの教師が苦手だったので、緊張してヘンな返事をしていた。仕方ないのでスケアリーが代わった。

「あたくし達はFBLの捜査官ですのよ。行方不明の人質を捜しているのですが。…あの失礼ですが、あなたがもしも昔からこの近所の学校で教師をなさっていたのなら、ネトゲ・マサオさんの事も知っていませんでしょうか？」

スケアリーがなんとなく思ったので聞いてみたが、教師は何を言われたのか一瞬解らないような表情をしていた。

「あんた、なんのことだか解らないが、小学校の教師というのは同じ学校に何十年も勤めたりはしないものだよ。まあ、今日の事件の犯人が今私の勤めている学校の出身である事は確かなようだが」

「あら、そうなんですの」

スケアリーはなんとなく理解したようなしないような感じだった。そうしている間に教師は乗ってきた自転車に乗って行ってしまった。

　スケアリーはまだなんとなく納得出来ないような感じだったが、モオルダアが説明した。

「公立の学校は私立よりも教師の入れ替えが多いんだよ」

「あら、そうなんですの」

スケアリーは同じ返事をしていたが、今度はなんとなく理解したようだった。

		
			05  警察署
		

		　スケアリーは警察署で担当の刑事達と一緒に事件の映像を見ていた。主に例の人質が映る前後の映像を何度も繰り返して見ていたのだが、見れば見るほど何とも言えない違和感を感じない訳にはいかなかった。

　誰もが美人と認めるような容姿であることは先程から何度も書いているが、彼女がどうやってあの部屋に入ったのか。引きこもりの政男が外に出て無理矢理彼女を部屋に連れ込んだとは思えない。ならば彼女が自らあの部屋に入ったと考えるのが普通だが、一体何のために？

「あの時政男さんは何て言っていたんですの？」

スケアリーが刑事に聞いた。

「いや、なんというか。そうとう混乱していたようで、ほとんど聞き取れないような喋り方でしたけどね。ああいう状態になると誰でもそんな感じですが。殺されるとか、逃げられないとか、そんなことを叫いていましたけどね。おそらく妄想とかゲームの世界とか、そういうのが現実とごっちゃになったんだと思いますけどね。ほら、あの家にもゲームがいっぱいあったでしょ？」

スケアリーはこの刑事の意見を聞いて、この刑事もまたモオルダアのように引きこもりと他の精神疾患に関する中途半端な知識で勝手なことを言っているのだと思った。現実と想像の世界の区別がつかない、というのは部屋に引きこもることとは直接は関係がないはずである。

「そうなんですの。それで政男さんは何かを要求したりしていたんですの？」

「それが、おかしなことに何もなかったんですよね。あの混乱の仕方は尋常じゃなかったし。そこまで考える余裕はなかったんじゃないかとも思いますけどね。今考えてみると、人質なんかいなくても良かったんだし。いなければもっと穏やかに解決できたはずなんですが」

この刑事は政男が狙撃されたことを悔やんでいるようだった。

「政男さんが回復してくれたら謎は解けるのですれど…。あの方どうなっているのかしら？」

「さあ。どうにも出血が酷いってことだし。どっちにしろ今は我々だけでなんとか行方不明の人質の捜索をしないといけませんから。いや、まだ人質かどうかも解らないですけどね」

スケアリーは刑事が言うのを聞いて「それはそうですわ」と思っていたのだが、何かがどこかで間違っているようなおかしな気分でもあった。そして「本当にあの人質はあそこにいたのかしら？」と考えたところで「それじゃあまるでモオルダアの考えですわ」と思って、頭に浮かんだ妙な考えを振り払おうと首を横に振った。

「あの女性はやっぱり人質ではなかったんじゃありませんこと？」

スケアリーはヘンな考えを打ち消すために別のヘンな考えを口にしてしまった。しかし、これまでの事を考えてみると、そう考えてもおかしくはなかった。

「それじゃあ、あの人は誰だと思います？母親も初めて見る人だって言っていたし、強引に連れて来る以外に彼女があそこにいるというのは不自然だとも思いますが」

「ですけど、今はインターネットで知らない誰かと知り合いになることもありますでしょ？」

「どうでしょうかね？」

「それって、どういうことですの？」

「いや、あの部屋のパソコンはしばらく使われていなかったみたいで、押し入れの奥にしまわれていましたよ。パソコン用のゲームも捨てようとしていたみたいですが、あれはインターネット用ではなくてゲーム用だったんじゃないですかね。調べたわけじゃないですが」

「そうなんですの?!ということは引きこもっている間中、ずっと誰とも…いや、待ってくださいな。あの部屋にはゲーム機がありましたでしょ？今はパソコンがなくてもゲームでインターネットにアクセスできたり…」

スケアリーはそこまで言ったところで、このまま考えを先に進めていくとなぜかモオルダアの考えているような結論に辿り着きそうな気がして、口をつぐんでしまった。もしもモオルダアがこのことを見越してゲームを気にしていたとしたら凄いことでもあるのだが、そんなことはスケアリーとしては認めたくはないのだ。このままモオルダア的な考えをしていけば異次元の扉だとか幻覚だとかいう話が出てきてしまうに違いないからだ。

　常識で考えてすぐに理屈が解る現象と、常識で考えてもそこで起こっている現象が説明できない現象がある。しかし、たとえ常識で考えて理解できないような問題でも、理解を超えたところから現象までの空間にあるいくつかの事柄。それは証拠であったり、科学的な知識でもあるのだが、そういうもので現象までの間を埋めることが出来れば、どんな怪現象でも科学的に説明することが出来るはずである。少なくともスケアリーはそう思っている。

「とにかくあたくし達はあたくし達なりの方法で調べてみますわね」

スケアリーが不自然な感じで話を終わらせてしまった。

　それよりもモオルダアはどこに行ったのか？ということであるが。さっきの事件現場を去る時に「ちょっと気になることがある」とか言って、警察署での捜査はスケアリーにまかせて、彼はどこかへ行ってしまったのである。

　この場所での捜査がややこしい感じになってきたので、スケアリーはなんとなく自分だけが苦労をしているような気分になってきて、そろそろモオルダアに面倒なことをまかせたい感じもしていた。しかし、モオルダアも真面目にやっているようだし、それなりに何かをしているはずだと思って、彼女は彼女で次の行動に出ることにした。

		
			06  さっきの公園
		

		　スケアリーは次の行動に出た、ということになっていたのだが、一体何をしたら良いのかしら？と思う以外に他に出来る行動はなかった。それでも何かやることがあるような感じで警察署を出てきたので、何かをしなくてはいけない。それでなんとなく先程の事件現場の方へとやって来た。

　人質らしき女性の行方が解らない事もあって現場付近はまだ警官達が大勢いて物々しい雰囲気が漂っていた。スケアリーはこの光景にどこか違和感を感じながらも、彼女自身もなぜそう思うのか解らずに警官達の姿を眺めながら現場の前を通り過ぎた。

　あの女性は確かに現場にいた。それはテレビカメラが証明している。しかし彼女が何者で、なぜあの場所にいたのかは全く解らない。人質なのか、そうでないのか。もしもそうでないとして、彼女は安全なのか？それはつまり、彼女の身の安全ということよりも、彼女が危険な人物ではないのか？ということだが。スケアリーはそこまで考えを進めると少し不安になって、どこでもいいから走って行かないといけないような、焦った気持ちにもなっていた。なぜそんな感覚に陥るのか解らなかったが、それがスケアリーが自身では否定している乙女の第六感なのかもしれない。

　それはそうと、現場の前を通り過ぎたスケアリーは、先程子供達が携帯ゲームで遊んでいた公園に近づいていた。すると、そこに良く知っている後ろ姿を見付けた。そしてにわかにスケアリーの機嫌が悪くなったようだ。

「ちょいと、モオルダア！」

いきなり呼ばれてビビったモオルダアはいつものようにビクッとしてから振り返った。もちろん、いつものようにビクッとしたことは気付かれていないような素振りで。

「やあ、やっぱりキミもここが気になったのか」

「やあ、じゃないですわよ！それは一体何なんですの？」

スケアリーの視線はモオルダアの持っている物に注がれていた。

「ちょっと気になったからね。借りてきたんだけど…」

そう答えたモオルダアの手には、先程ここで遊んでいた子供達が持っていたのと同じような携帯ゲーム機があった。

「あなた、それって。自分がしていることが解っているんですの？勝手に人の使っているインターネットの回線を使ったりしたら、それは犯罪ですのよ！あたくし、先程も子供達にそのことを言おうかと迷ったのですけれど。でもあなたがそんなことをしているのなら…」

「いや、ちょっと待って」

今にも怒り出しそうなスケアリーに対して冷静に返事をするモオルダアは何か面白い発見をして得意になっている時なのだが、こういうことはスケアリーにとって気に入らない状況でもある。とにかくスケアリーはモオルダアの話を聞くことにした。

「ボクだって勝手に他人の無線LANを使う事がいけないことだってことは解っているけどね。ただし招待を受けたなら話は別だってことになるけど」

モオルダアはこういう時には必ずちょっと遠回しな感じで話し始めるのだが。それがまたスケアリーは気に入らない。モオルダアは持っていたゲーム機を操作してからスケアリーに見せた。

「ここにやって来るとこのゲーム機に謎の招待状が届いていてね」

「なんですのそれ？」

画面には意味不明の文字の羅列が表示されているようだった。

「ボクも初めはゲーム機が壊れたのかと思ったけど、さっきの子供達の事と、この場所の事を考えると何か意味があるように思えてね。おそらくこの付近でインターネットに接続できる機械を持っていたらどんな機械にも何かしらのメッセージが送られてくるんじゃないかと思うんだけど。もちろん、それを表示できる機能がないと何も起こらないと思うけど…」

「つまり、勝手にネットワークに接続されていたということですの？」

スケアリーはモオルダアの言うことの最後の方は聞かずにそう言うと、ポケットから自分の電話を取り出して操作を始めた。

「あらいやだ。何かがおかしいのかも知れませんわ！これってどういうことですの？あたくしのiPhoneも勝手にネットワークに接続されているようですわよ」

わざわざ「iPhone」と言わなくても良いのだが、モオルダアがいつの間にかスマートフォンなので、私もそれくらいなら使いこなせていますわよ！ということでiPhoneであることをアピールしてるに違いない。

　それはともかく、スケアリーが不思議そうな表情をモオルダアに向けると彼はちょっと満足したような表情になったので、スケアリーは「しまった」と思った。そんなことはどうでもイイが、これはおかしな話である。

　普通は野外でネットワークに接続しようとするのならそれなりの契約が必要になるはずである。接続の種類にはイロイロあるのだが、少なくとも完全な無料というのは聞いたことがないし、自分で接続の設定をしない限りは接続できるはずもない。しかし、この場所ではなんの設定も無しにそれが可能になっていた。

「そうなんだよね。ボクもさっき気付いてから何だか気持ち悪くてね」

そう言いながらモオルダアは自分の電話もネットワークに接続されていたということをスケアリーに言うと同時に自分のスマートフォンのアピールも忘れなかった。

「同じWiFiのネットワーク上にあるとセキュリティーの面でも外部のネットワークより危険なこともあるらしいしね」

モオルダアが言ったがスケアリーはなんで彼がこんなにこの辺の技術に関して詳しいのか疑問だった。それで彼女が怪訝な表情をしていると、モオルダアが気付いたのか、付け加えた。

「ああこの話は、さっきこのゲーム機を借りに行くときにヌリカベ君達から聞いたんだけど…」

ヌリカベ君とは政府の陰謀を暴こうとかイロイロと頑張っている組織「ローンガマン」のリーダーである。ちなみにモオルダアの借りてきた携帯ゲーム機はフロシキ君の持ち物である。

　それはどうでもイイが、それが本当だとすると大変ですわ！とスケアリーは思っているようである。

「それって、凄く危険なことなんじゃないかしら？どうやったか知りませんが…。勝手に他人の使っている回線を使うということはありますけど、逆に勝手にあたくしの端末が知らない人のネットワークの中に取り込まれているって…」

そこまで言ってスケアリーは慌ててiPhoneの電源を落とした。

「まあ、そこはこのゲームを調べてみないとね」

モオルダアはスケアリーに反して冷静な感じで答えると、持っていたフロシキ君の携帯ゲーム機を持ち上げてスケアリーに見せてちょっと得意気な顔になっていた。

		
			07  また薄暗い部屋
		

		　この薄暗い部屋には照明が灯されていない。それでも部屋にあるテレビやコンピューターのモニタの灯りで部屋に何があるか見渡せるぐらいの明るさにはなっている。

　この部屋にいた男はテレビで放送されていた立て籠もり騒動に夢中だったのだが、先程モオルダアとスケアリーが公園にやって来ると、そこからはそのことが気になって仕方がなかったようだ。ここは公園のすぐ隣にある家の一室である。窓は閉め切られてカーテンが開けられることも滅多にないのだが、カーテンの向こうの窓と公園との間に設置された小さなカメラは、部屋にあるたくさんのモニターの一つに外の様子を絶えず映し続けている。男はそのモニタ近づくと、その近くにあるスピーカーの音量を上げた。すると、モオルダアとスケアリーの話し声が聴き取れるようになった。

「調べるって、何を調べるんですの？」

「それは作った人に直接聞いてみないと」

「作るって、何をですの？」

「ここだけでダウンロード出来る謎のゲームだよ。さっきのゲーム機はここに持ってくると勝手にゲームソフトがダウンロードされるようになってたんだけどね。おそらく子供達もそのゲームが目的でここにやって来たんだと思うけど」

「それで、どこにその人が住んでいるって言うんですの？この近くということは解りますけれど、無線LANの電波というのは結構遠くまで届きますのよ」

「だから間違いがないように、端末では正確なアクセスポイントの情報を取得する必要があるんだけどね。そして、アクセスポイントの場所も結構正確にわかってしまうんだよね」

これもヌリカベ君から教わった知識だったが、モオルダアはまた得意げに自分のスマートフォンをスケアリーに見せた。

　画面を見ると、今彼らのいる周辺の地図に無線LANのアクセスポイントの場所を示す印がいくつか表示されていた。

「この周辺に無線LANのアクセスポイントはこれだけあるんだけど、この中でパスワードでロックされていないのは…」

「つまり、その家が怪しいということですわね」

スケアリーはなぜかモオルダアが色々と知っていることが気に入らなかったが、確かに怪しいことが起きているのだし、モオルダアの言うことに険しい表情でうなずくしかなかった。

　薄暗い部屋で、このやりとりをこっそり聞いていた男はパソコンを操作してスケアリーの顔にカメラをズームさせると、ソワソワし始めた。それからすぐにスケアリーはカメラで見える範囲から出て行ってしまった。おそらく怪しい家の方へと向かったのだろう。

		
			08  さっきの公園の辺り
		

		　モオルダアはスマートフォンのアプリに表示されている地図を見ながら公園を出てすぐ脇にある路地に入っていった。その後をスケアリーが心配そうな表情でついて行く。怪しいとされている家の前にモオルダアがつくとスケアリーが心配していたとおりに、彼は何も考えずにその家の呼び鈴のボタンを押そうとしていた。

「ちょいとモオルダア！」

スケアリーからいきなり呼び止められて驚いて手を止めたモオルダアだったが、どうして止められたのかは理解できていないようだった。

「必要な手続きは出来ているんですの？」

スケアリーが聞いた。

「手続きって？」

モオルダアの答えを聞いてスケアリーはやはり止めて良かったと思ったようだ。

「これだけ怪しいことを公然としている人なんですのよ。向こうだってそれなりの逃げ道を用意していると思いませんこと？あたくし達の手にしている証拠といったら、その怪しいゲームソフトと、無線LANが解放されている事ぐらいですし。これでは話を聞くためにFBLや警察に同行してもらうにも説得力がありませんでしょ…？ちょいとモオルダア！」

スケアリーのいうことを理解していたのかどうか解らないが、モオルダアは目の前の呼び鈴のボタンを押してしまった。（呼び鈴というのは古風な呼び方だが、今風にいうとインターフォンのボタンを押したのだ。）

「ここで話を聞くだけなら問題ないし。それにあの人質のような人を探さなきゃいけないんだし、そんなに時間はかけていられないと思うけどね」

モオルダアの言い分も解るのでスケアリーとしても無理に彼を止めることは出来なかったのだが、どうにも納得のいかない状況ではある。それはともかくモオルダアが呼び鈴のボタンを押してしまったので、あとは中から誰かが出てくるのを待つしかないのだ。

　しばらく待っても中からはなんの反応もなかった。

「留守なのかしら？」

スケアリーが言ったが、モオルダアはそれとは関係なく、中に誰もいないと思ったら呼び鈴のボタンを連打したい衝動に駆られていた。そして、モオルダアが口元が緩むのをこらえながらボタンを連打する準備をしていると、家の奥の方からガタガタと何かが倒れる大きな音が聞こえてきた。それがボタンを連打しようとしていたタイミングとちょうど一緒だったためにモオルダアは慌てて指を引っ込めたのだが、そんなことよりも奥の方でした音がなんなのかを突き止めなければいけなかった。

　モオルダアよりも冷静だったスケアリーは早くも家の裏が見える場所まで移動して、その物音がした場所で何が起きているのかを確認していた。

「モオルダア、急いで！逃げますわよ！」

そう言われたモオルダアは、一体誰が逃げるのか？自分たちが逃げるのか？と、思ったのだがスケアリーの様子を見るとそうではなさそうだった。

　モオルダアも慌ててスケアリーのいる方へ行って彼女の見ている方と見ると、そこに家の窓から外に出たと思われる男が家の奥の方にある塀を上って逃げて行こうとしていた。

「おい、待て！」

しつけの出来ていない犬のようなモオルダアは逃げる人間を見ると無性に追いかけてしまいたくなるのだが、今回も何も考えずにその男の後を追いかけて行った。

　窓から逃げ出すのに大きな音を立てるような男はそれほど俊敏ではないはずだが、モオルダアが追いかけ始めた時にはすでに二人の間に大きな差が出来ていた。モオルダアが塀にたどりついてその上に足をかけた時に、男の姿を発見するのは困難でもあった。モオルダアは上半身を塀の上に乗り出した状態で辺りを見回して、やっと男が逃げていけそうな場所を探すことが出来た。

　塀の向こうは別の家の庭だったのだが、その庭の一カ所に外の道に通じる扉があったのだ。そして、モオルダアはその扉が閉まる直前にそこにいた男の姿を確認することが出来た。モオルダアは塀に乗せていない方の片足を大きく振り上げてそのまま塀を乗り越えて隣の家な庭に飛び降りると、その扉へと向かった。

　扉の向こうにはまた路地が続いていて、その先の方に男の姿があった。男とモオルダアの間には、これは果たして追いつくことが出来るのか？という距離があったのだが、FBLがやって来ていきなり逃げ出すようなヤツは怪しいに決まっているのだし、これを逃がしたら解決する事件も解決出来ないに違いないと思っているモオルダアは必死になって後を追いかけた。

「おい待て！」

と言って逃げている人間が止まるわけはない。モオルダアはこの台詞を言うたびにそう思って虚しくなるのだが、それでも諦めずに、待てと言っても止まらない男の後を追い続けた。部屋から逃げ出す時には大きな音を立てて、運動神経が鈍そうな感じだったのだが、それがそのまま逃げ足の速さに関係しているのではないようで、モオルダアがいくら走っても男との距離は縮まなかった。それどころか、彼の追いかけている男は走るのが得意なのかそろそろモオルダアが息切れしそうな時になってもまだ最初と変わらない速さで逃げているようだった。

　ただ彼らの走っている路地は他に交差する道がなく、大きな通りに出るまでになんとか追いつければ男を捕まえる事ができるのだ。モオルダアはさらに追いかけたが、やはりいっこうに差が縮まらない。「ハイテクを駆使して謎のゲームをダウンロードさせるような男にこんな体力があるはずない！」と思っていたモオルダアだが、それはある意味偏見でもあるな、とも思えたりもした。そんな事を考え始めたということはそろそろ酸欠で意識が朦朧としてきた証拠でもある。モオルダアはもうダメだ、と思って走る速度を緩め始めた。前を走る男はもう少しで路地を抜けて大通りに出るところだし、そうなったら逃げる道はたくさんあるから余程の運がないと追いかけるのは困難だろう。

　しかし男が大通りに出る前に救いの神が現れたようだ。路地の出口にスケアリーが立ちはだかって、銃を男に突きつけると、男は慌ててその場に静止した。

「FBLですのよ！いくつか聞きたい事がありますから同行していただけるかしら？」

男は両手を挙げて黙って頷いていた。そこへモオルダアがハアハア言いながらやって来た。壁に手をついてハアハア言いながら休みたいような状態だったが、この状況でそんなことをしているのはおかしすぎる。モオルダアはよろめきながらも男の背後から男に手錠をかけた。ハアハア言いながら。

　モオルダアはどうしてスケアリーがここに先回り出来たのか不思議だった。スケアリーも走ってきたようで多少息が荒くなっていたが、全力で走っていたモオルダアに比べたら落ち着いている。

「どうしてここが解ったんだ？」

モオルダアが聞くとスケアリーはこれまでのお返しと言わんばかりに得意げに答えた。

「スマートフォンはスマートに使ってこそスマートフォンじゃなくって？」

そう言うとスケアリーは彼女のiPhoneをモオルダアに見せた。画面にはこの周辺の地図が表示されていた。

「ああ…」

モオルダアは納得したような、しないようなミョーな気分になっていた。

		
			09  警察署
		

		　先ほど捕まった男は警察署に半ば無理矢理連行され取り調べを受けていた。連行と言ってもなんの罪で連行なのかいまいち解らないのだが、FBLの捜査官に銃を付きつきられて「同行して欲しい」と言われたら従わないわけにはいかない。

　しかし警察に連れてきたものの、彼が立てこもりとその人質らしき人物の失踪事件と関わっているのかどうか、刑事達も何をどう聞き出せば良いのか解らないようだった。そして男も余計なことは決してしゃべらない、といった感じで何を聞かれても最低限のことしか話さなかったし、事件とはなんの関係もないと主張していた。

　男は怪しいゲームソフトを作ったり、コンピューターのネットワークに詳しかったり、そういう人物のイメージとはかけ離れていた。長い距離を走っても息を切らすこともなかったし、顔色も健康的でジムに通っていそうな人、あるいはジムのポスターに写っている人のようでもあった。

　刑事達と男のやりとりを聞きながらモオルダアはこんな風にどうでも良いことを考えていたが、そろそろ取り調べが先に進まなくなって来たようなので、男は一安心したように見えた。そこにモオルダアは何か妙な違和感を感じずにはいられなかった。それがなんなのかは解らなかったが、彼も思いもしなかったところで少女的第六感が働いたような気がした。そして、このまま男を帰らせる前に何か聞き出さないといけないとも思った。

「キミが我々を誰と勘違いしたかは知らないが、いきなり窓から逃げ出したのにはそれなりの理由があったと思うんだけど、でも今は逃げたことを少し後悔しているよね？」

モオルダアが話し始めたのでスケアリーが身構えてしまったが、やはり彼女の想像したとおりおかしなことを話し始めた。彼女は慌てて話に割って入ろうかと思ったのだが、男が一瞬顔色を変えてモオルダアの方を見たので彼女も思いとどまったようだ。男の一瞬だけ見せた表情を見ると、なぜかは知らないがモオルダアは何かに気づいているようだった。

　男は一度モオルダアの方を見て何かを言おうとしたようだったが、すぐに考えが変わったのか、黙り込んでしまった。

「何も言いたくないのなら、それでも良いんだが。キミが配っていた、というか無理矢理送りつけていたあのゲームだけど、既にコピーがこちらにあるんだし、キミが何をしようとしていたのかはいずれ解ると思うんだよね。ただ、それを調べている間にキミも危険な目に遭わないとも限らないし」

スケアリーも周りの刑事達もモオルダアが何を言っているのか良く解らなかったが、男だけはモオルダアの言うことに反応して、下を向いていた視線を上げてモオルダアの方を見ていた。

「出来れば警察の方は抜きにして話がしたいのですが」

男は静かにそう言った。



　刑事達は男の言い分を聞き入れて取調室から出て行った。それよりも警察としてはこの男のことを調べるよりは他にやることがあると思っていたので、あまりこの件には関わりたくないようだった。部屋にはFBLの二人と男が残された。

「それじゃあ、話してもらえるかな？」

「それより先に条件があります」

男は何かに怯えているようではあったが、落ち着いてこういうことを言う態度には狡猾ささえ感じられた。

「まず始めに私の身の安全を保障して欲しいんです。あなた方はFBLでしょ？それならセーフハウスがあるはずです。もしもボクを安全な場所にかくまってくれるのならボクの知っていることは全て話しますよ」

男が言うと、モオルダアはセーフハウスってなんだ？と思ってスケアリーの方を見た。FBLがどんな機関なのかいまいち解らないのだが、捜査官が銃を持っていたりこうやって怪しい人物を逮捕出来たりするのだからセーフハウスのようなものもあるに違いないのだが、スケアリーとしてはそう簡単に男の要求を受け入れることは出来ないと思っていたようだ。

「まずはあなたの知っていることを話すべきですわ。あなたの身を守るかどうかはそれから決めますわ」

モオルダアはまだセーフハウスってなんだろう？と思っていたのだが、あんまりもったいぶっていると面白い話が聞けなくなりそうなので、適当な返事をした。

「キミの身の安全はボクらが保障するよ」

スケアリーはモオルダアが言うのを聞いて思わず「ちょいと！」と言いそうになったのだが、何かがあったらモオルダアに責任をとらせれば良いと思って黙っていた。

　男はモオルダアの言ったことを信じて話を始めた。

「あなた方は私があの事件に関係していると思っていますね？確かに私は関係しているかも知れませんが、それはあなた方の思っているのとは違う部分で関係しているのです」

身の安全が保障されると解ったからか、男は自信を持った口調で話し始めた。これを聞いてスケアリーは「やっぱりさっきモオルダアを止めておけば良かったですわ」と思っていた。

「ちょいと、モオルダア。あたくし、ちょっと調べたいことが出来ましたから、あとは二人で続けてくださいな」

スケアリーはそう言うと部屋から出て行ってしまった。モオルダアは「あれ？」っと思ったのだが、男から話を聞くぐらい一人でも出来るのだし、こういう時は彼女がいない方が話がスムーズに進むので彼女が出て行くことはそれほど気にすることでもなかった。

「それで、キミは事件とどう関わっているんだ？」

「厳密にはあの立てこもり事件と私に関わりはありません。ただ私は知っているのです。そして、それを止めなければいけなかった」

なんとなく遠回しな話し方だが、こういう謎めいた話し方をされるとモオルダアも思わず話にのめり込んでしまう。

「幻覚兵器って知ってますか？」

冷静に話している男からいきなり怪しい単語が飛び出してきた。モオルダアはニヤっとしそうになるのを抑えながら返事をした。

「化学兵器の一種かな。幻覚作用のあるガスなんかで敵を錯乱状態にさせたり、そういうものなら聞いたことがあるけど」

「そんな感じですかね。そういうものが私の住んでいるあの平凡な住宅街で使われた場合どうなるのか？というと、つまりあの立て籠もり事件ですが」

「それはどうかな？誰かがあの家に行ってスプレーでガスでもまいたとか？」

「ガスとは言っていません。ガスを使わなくても人間を錯乱状態にする事はできます。私はそれを止めるためにあのゲームを作ったんです。中身はどうってことないゲームですが無料となるとみんなダウンロードするから、それで私は子供達を幻覚兵器から守っていたんです」

「何を言っているのか良く解らないが」

確かに。

「ああ、失礼。少し興奮してしまいました。もう少し詳しく説明する必要がありますね。近所にゲームソフトを売っている店があるのですが、マニアの間ではちょっと有名でして。ソフトの数も充実していましたし、何よりも日本で未発売の輸入ソフトが売っているのも魅力でした。しかもこんな住宅街の近くにあるゲームソフト屋さんで。だからわざわざこの街に引っ越してくるゲーマーもいるっていうウワサですけど。それはあくまでウワサですが。私もゲームには熱中するタイプで、その店にもしょっちゅう足を運んでいたのですが、ある日その店からハガキが届いたんです。ちょうど一年ぐらい前ですかね。ポイントカードの登録などをしていたのでハガキが届くことはおかしな事ではないですが、そのハガキにはヘビーユーザーの方だけに無料で未発売最新ゲームソフトをプレゼントと書いてあったんです。ハガキを持って行けば交換してくれるということだったので、私はもちろん交換しに行きました。しかし、そのゲームが問題だったんです」

モオルダアは男の話を聞きながら、この男は見かけによらずゲーマーでもあるのかと思っていたが、それなりに面白い話をしているようなので黙って話を聞いていた。

「ゲームの内容は一般的なアクションゲームという感じでしたね。敵を倒しながら街の中を探索して目的を達成するという感じで。かなり暴力的な内容でしたが、ゲーム内に登場する魅力的な女性キャラにつられて没頭する人もいたかも知れませんね。その点では良くできていましたがね。そうです。魅力的な異性が登場することは良いゲームの条件ですよ。それよりも、問題というのはですね。そのゲームをやっていると、なぜかないはずのものが見えて来るんです。つまり幻覚ということですが」

黙って聞いていたモオルダアだったが、ここでいきなり幻覚とは無理があるようにも思えた。

「それは幻覚ではなくて、錯覚というんじゃないか？長時間似たような画面を見続けていたら意識が曖昧になってそういう現象が起きないとも限らない」

「それはボクも考えました。でも実際に起きている現象は少し違うのです。幻覚が始まるのは長時間プレイしたから始まるのではなくて、トータルでのプレイ時間が関係しているようにも思えたのです。ゲームの始めの方というのは簡単に進めたり、あるいは操作に慣れてないから上手くできなかったりで、プレイ時間は長くなることが多いのですが、始めの方は幻覚症状はなかったのです。でも、ある時期を超えたところから、その幻覚を見るようになって」

「幻覚というのは、一体どんなものなんだ？」

「ゲームの登場人物が実際の世界に居る感じですね。さっき言った魅力的な女性キャラとか。彼女が私の隣に座ってあれこれ指示を出してきているような感じがしたり。そんなことを言ったら、それは願望や妄想と思うかも知れませんし、私も最初はそんなことだとも思っていましたけど。しかし、時々あまりにもリアルな感じで部屋にキャラが登場するので、すこし恐くなって来ました。そこで私はゲームを徹底的に調べることにしたのです。調べるのは意外と簡単でした。ゲームをやって幻覚を見るのはなぜか？と考えたら原因は網膜への光の刺激ぐらいだと思ったからです。そして調べてみたら、やっぱりそのゲームは一定の間隔である波長の光を決まった順序で画面に表示していたことが解ったのです、もちろん一瞬の事ですから普通に見たらそこで何が起きているのかは解らないのですが」

モオルダアは話を聞いて盛り上がってはいたのだが、あまりにも理想的すぎる展開でもあるので少し胡散臭いとも思っていた。

「それだけの事が解ってなぜ黙っていたんだ？」

確かに。

「恐くなったからです。もしもこれが極秘の人体実験のようなものだったら？と考えたらうかつに情報は漏らせませんよ。それに…」

「それに？」

「いや、それよりも、私はこういうものから住民を守る方法を考える必要があると思って、あのゲームを作ったのです。あなたがダウンロードしたあのゲームです。あれを調べれば私が何をしようとしていたのかが解るはずですよ」

それはそれで面白い話なのだが、モオルダアとしては男がその前に口ごもったのが気になっていた。

「そんなことをするよりも、そのゲームの危険性を誰かに伝える方が妥当だと思うけど。FBLを知っているなら『相談窓口』だってあるんだし」

「それは私も知ってますよ。ずっと考えてました。しかし私が何を言おうと誰も信じないんですよ」

「どうして？」

男はここで一度躊躇したようだったが、意を決したように頷くような仕草をしてから話し始めた。

「それは、私の病気のせいです。解りやすい言葉で言うと私はノイローゼなんですよ。何度も入退院を繰り返してきましたが。そんな人間が人体実験だとか陰謀だとか騒いだって誰も信じないですよ」

モオルダアはこれまでこの男に関してなんとなく違和感を感じていたのはそのためか、と納得したのだが、なんとなく同情したい感じもした。それはともかく、この男の言っていることはどこまでが本当なのだろうか？というところも気になってしまった。

「心の病気とか言われますが、厳密には脳の病気であって、それは広い意味では腰痛なんかと変わらないんですけどね。でも腰痛の人が少しおかしな事を言っても信じてもらえますけど、私が何を言ってもみんなウソだと言うんですよ。酷い話です」

そんなことはどうでも良いとモオルダアは少し思ってしまった。

「それで、そのゲームだけど、キミはまだ持っているの？」

「ありますよ。私の家の二階の奥の部屋です。書斎の机にある鍵のかかった引き出しに入っていますが…」

ここまで言って男は辺りを気にしたようにしながら黙ってしまった。誰かに話を聞かれるとまずいとでも思ったのだろう。そこでモオルダアはポケットから紙切れペンを取り出して男に渡した。

　すると男は紙に何かを書いてそれをモオルダアに渡した。「机の天板のすぐ下の引き出しを開けると天板の下に箱がテープで留めてあって、その中に鍵が入っている」という長めのメモが紙に書かれていた。

　この隠し方は自分と一緒だ！と思いながらモオルダアがそれを見て頷くと、同時に部屋の扉が開いてスケアリーが入って来た。

「モオルダア！ちょっと良いかしら？」

普段ならモオルダアがビビってしまいそうな機嫌の悪いスケアリーの表情だったが、彼女が何を言いに来たのかだいたい解っているモオルダアは涼しい顔をして彼女と部屋を出た。



モオルダアが部屋の外に出て扉を閉めると同時に手に何かの書類も持ったスケアリーが話し始めた。

「モオルダア。あの方の言うことを鵜呑みにしてはいけませんわよ。あたくしなんとなく気になったので調べてみたんですけれど、あの方はこれまでに何度も精神科に入退院を繰り返しているんですのよ」

モオルダアはやっぱりか、と思って聞いていた。

「そうだよね。外科に通院は信じられても精神科に通院は信じられないからね」

モオルダアは先ほどの男の話を省略しすぎな感じで言ったのでスケアリーには何のことだか解らなかった。

「何を言っているのか解りませんけれど、あの方の言っていることを聞いていたら時間の無駄にしかなりませんわよ」

「それはどうかな。まずは証拠を集めないと無駄かどうかは解らないし。時に明晰すぎる脳がやっかいな病気と隣り合わせという事もあるからね」

「それはどういうことですの？」

「とにかく、まずは彼の身の安全を確保するべきだと思うけど。それから急いで彼の家に行かないと」

スケアリーにはまだモオルダアの言うことが良く解らなかったが、とりあえずFBLに連絡してセーフハウスを手配すると、先に警察署の外に出ていたモオルダアを追いかけた。
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		　スケアリーはあまり乗り気ではなかったのだが、モオルダアが急げとうるさいので急いで車を運転して二人は男の家の近くにやって来た。スケアリーが例の児童公園の前に車を止めたのだが、車を降りるとモオルダアはスケアリーにトランクを開けるように頼んだ。スケアリーはモオルダアが何をしたいのか良く解っていなかったが、とりあえずトランクを開けた。

　モオルダアがトランク中を見ると、彼が思った通りそこにはパンク時などに使うためのちょっとした工具セットが入っていた。その工具セットの中に理想的な工具が入ってなかったからか、モオルダアの表情はあまり冴えなかったのだが、とりあえずマイナスドライバーを取り出してからトランクの扉を閉めた。

「それ、どうするんですの？」

「いや。住人が最後に出たのが窓なんだし、玄関のドアは開いてないと思ってね」

「だからそれでこじ開ける、っていうんですの？」

「まあ、そんなところだけど」

「窓は開いているんだから窓から入れば良いと思いますわよ」

そういえばそうだ、とも思ったがやはり窓からよりはドアから入りたい。それはどうでも良いが、二人がそんなことを話しているうちに男の家の前に到着した。モオルダアはどうせ鍵がかかっていると思いながらドアノブを回してみたのだが、予想に反してドアが開いてしまった。これでせっかく持ってきたマイナスドライバーは意味がなくなったのだが。それよりも、それなりに頑丈そうなこのドアがマイナスドライバーでこじ開けられるようなものだったのか？とか、その辺も気になるのだが。とにかくドアが開いてしまったので、モオルダアは拍子抜けという感じの顔をスケアリーに向けていた。しかし、スケアリーはこの状況が何を意味しているのかにいち早く気づいたようで、緊張した面持ちで腰のホルスターに納めてある銃に手を当てた。

　それを見てモオルダアも慌てて自分のモデルガンを取りだしたのだが、マイナスドライバーのせいで、なんとなくカッコが付かない感じもした。それはともかく、二人はそっとドアを開けて中の様子をうかがった。

　中に人のいる気配はなかった。男が一人で住むには広すぎる家でもあったせいか、家の中は物があまりなく、スッキリした印象だった。これまたコンピューターやその他の技術に詳しい男のイメージとは違うのだが、今はそれを気にしている場合ではないので、二人は銃（とモデルガン）を構えたまま家の奥へと入っていった。

　一階には怪しいところは特にないといことで、二人は二階へ向かった。二人で手分けして部屋を一つずつ確認して行った。

「こっちは異常ありませんわ」

スケアリーが言うと、モオルダアの「こっちもだ…」という多少気の抜けた返事が返ってきた。スケアリーは「何なんですの？」と思いながら変な返事をしたモオルダアのいる方に行ってみた。

　部屋の中のモオルダアはさっきの返事以上に気の抜けた感じで部屋の入り口に立っていた。

「一体どうしたって言うんですの？」

「どうやら来るのが遅かったようだね」

モオルダアが力なく答えた。彼が見ているのはここに住んでいる男の言っていた書斎の机に違いなかった。本来ならば隠してある秘密の鍵で開けられるべき引き出しが壊されて、中が見えている状態になっていた。もちろん、そのバールのようなものでこじ開けられた引き出しに問題のゲームソフトが入っているワケはない。

「これはもしかすると、ボクらが思っているよりも重大な事件かもしれないぜ」

スケアリーはこの「ぜ」というのが気に入らないのだが、モオルダアがそういう喋り方になっている時にはただ事ではない状況になっていることは確かでもあった。

「もし、あの男の事を信じるのなら、彼はボク以外にこの引き出しの事を話してないはずなんだが。でもこの状況からすると、あの取調室の会話を誰かが聞いていて、ボクらよりも先にやってきてゲームソフトを盗んでいった、ということになるね」

「あなた、それってまさか警察内部の人間を疑ってる、って事ですの？」

「あるいは、警察のふりをしてあの警察署にいた人間か」

いかにもモオルダアの好きそうな展開ではあったが、壊された引き出しと、この部屋を見ていたらそれはあり得ることだとも思えてきた。

　このあまりにも整然とした部屋の中は、彼の病気とも関連しているのかも知れないが、その部屋の中に前面の板を引きはがされた状態の引き出しがあるのには違和感がありすぎである。少なくとも、この引き出しを壊したのは外部の人間に違いない。

　モオルダアは念のために天板の下の引き出しを開けて中を探ってみると、男が言っていたとおり鍵の入った箱があった。取り出してみると、やはり中には鍵が入っていた。

「本当はこれで開けるべきなんだけどね…」

モオルダアが壊れた引き出しを見ながら箱を振ると中で鍵がカラカラという音を立てていた。

		
			11  ゲームソフト屋さん
		

		　ダメ元であっても捜査というものはそれなりの手順を踏んでいかないといけない。どう考えてもそこに手がかりはないとしても、行くべき場所が他にないのなら行かなければならない。スケアリーはこういうことになるたびに、自分に無駄な行動をさせるだけにしか思えない捜査官としての理念みたいなものを呪いたくなる気分だったのだが、他に行くべき場所がないのでそうしなければならなかった。

　スケアリーは男が謎のゲームソフトを貰ったという店にやって来た。店に入るとそこでは良い年をした男性が試遊機で最新のゲームをやって遊んでいた。それを見て、スケアリーは「そんなに面白いものなのかしら？」と不思議に思っていた。彼女には解らないであろうが、面白いと思っている人にはこれ以上面白いものはないのです！ということはどうでも良いのだが、スケアリーは店の奥のレジの方へと向かった。

「あたくしFBLのスケアリー捜査官ですけれど、いくつか聞きたい事がありますのよ。協力していただけますでしょうか？」

「いらっしゃいませ！」

若いか年をとっているのか良く解らない感じの地味な店員が半ば反射的に答えた。その後しばらく経ってから「いらっしゃいませ！」じゃなかったかな？という感じで「へっ？」と言った。「へっ？」も間違いに近いのだが、面倒なのでスケアリーは先を続けた。

「一年ほど前に、この店で常連客へのサービスとしてゲームソフトを配っていませんでしたか？」

「えー…。どうですかねえ…？」

「どうですか？ってどういうことですの？」

「そういう企画はこの店の名物でもあるんですが。繁華街から離れた小さな店ですし。だから、しょっちゅうやってきてゲームを買ってくれる常連客というのは優遇しないといけない、ってことでそういうサービスは良くやってるんですが」

「それじゃあ、一年ほど前にもやってたんですわね？でも最新のゲームソフトを配るなんてことはあまりないんじゃなくて？」

「そんなこともないですよ。彼らはゲームのために大金を使いますし。そういう人達の中には意外と影響力のある人もいるんですよ。ネットの掲示板やブログでゲームを評論してみたり、中には動画でゲームの内容を公開する人だっているんですけどね。それはそれで宣伝になるんです。それに自主制作みたいなゲームならなおさらですよ。そういう人に面白いって言ってもらえれば、イロイロとチャンスですからね。そういうゲームは制作者の許可があれば新作でもタダで配ったりしますよ」

ここは思っていたよりもかなりマニアックなゲームソフト屋さんだったようだが、スケアリーはそこまで解ってはいなかった。

「それは、つまり…。どういうことですの？プロモーションのためにゲームを配るように頼まれる事がある、ってことですの？」

「時にはそういうこともあります」

「それじゃあ、一年ほど前にそういう依頼があったのかしら？」

「さあ…？」

「さあ、ってどういうことですの？」

「いや、ボクはバイトなんで…」

今まで偉そうに話しておいて、いまさらバイトって何なんですの?!と、スケアリーは思っていたが、ここで怒っても仕方がないので、努めて冷静にしていた。

「それで、あなたはいつからここでバイトをしているのかしら？」

「先週ですけど。でもこの店は好きでたまに来てたからイロイロ知ってるんです」

そんなことはどうでも良かったが、先週からじゃ話にならない。

「店長様はいませんのかしら？」

「店長は午前中しかいないんですよね。一週間しかやってないボクが店に一人とか、けっこう危険だと思ったりしますけどね。まあ、お客さん少ないから良いですけど」

店員がまたどうでも良い情報を話し出したのでスケアリーはイラッとしそうになっていたが、とりあえずちょっとした情報は手に入ったのだし、店長には後で話を聞けばいいと思ったので、店員に名刺を渡してとりあえず店を出ることにした。

　だがもしも、この事件がモオルダアが言うような重大なものなら、犯人はこの店に証拠を残すような事もしないとも思っていたのだが。

		
			12  ローンガマンのアジト
		

		　ローンガマンのアジトではメンバーの三人がモオルダアの持ってきた謎のゲームを囲んで盛り上がっていた。謎のゲームとはもちろん、モオルダアがあの公園でダウンロードしたゲームである。

「幻覚兵器とはまた思い切った発想だな」

謎のゲームの解析に時間がかかりそうだと思ったフロシキ君が話し始めた。

「それにそんなものに対抗するものがこんなゲームになっているとはな」

謎のゲームはメモリカード経由でコンピューターにコピーされてそれをヌリカベ君が様々な方法で調べているところだった。コンピューターの画面には時々ゲームの画面のような解りやすいものが写るのだが、それ以外のほとんどは素人には理解できない文字や記号の羅列のようなものだった。

「しかし、幻覚兵器とは言わないまでも、光の刺激が脳に何らかの作用をするというのは実際にありますよ。あのポケモンショックは政府機関が密かに行った実験だったとも言われてますしね」

元部長が怪しいことを言い始めた。

「それは興味深いな。あの男も問題のゲームではある波長の光が一定の間隔で出ていると言っていたけど。人間の網膜というのは光に反応するものだし、それを上手く利用して、ないものを見せるということも可能かも知れない。あるいはある種の催眠状態にさせるとか」

怪しい話にモオルダアも反応し始めたようだ。どこまでが根拠のある話か解らないが、彼らにこんな話をさせておくといつまでも止まらないに違いない。

「光刺激によって特定の脳波を出現させることが出来るのは解っています…」

ゲームソフトの解析がそろそろ終わりそうになってきたヌリカベ君も話に入って来た。やはりヌリカベ君が言うことが一番本物っぽい。しかし、面白そうな出だしの話だったが、ヌリカベ君は無口なのでそこまでで終わりということらしい。話の続きを期待してミョーな間が空いたのだが、しばらくしてヌリカベ君が別のことを話し始めた。

「このゲームソフトは確かに特殊なものですね」

解析が終わってヌリカベ君の説明が始まるようだった。しかも謎のゲームはやっぱり特殊なものということだ。モオルダアは目を輝かせながら話を聞いた。

「ゲームの内容には問題がないですが、どうやら一定の間隔で画面が緑に光るようにプログラムされているようです。とは言っても１フレームだけ画面が緑になるだけなので遊んでいる人はそれに気づきません」

謎のゲームの謎に近づいて盛り上がっていたモオルダアだったが、その説明だけでは何がどうなっているのか良く解らない。

「それで、それだと何が起きるの？」

モオルダアが聞くとヌリカベ君は今の説明で解らなかったのか？という表情をしていた。

「特に何も起きません」

ヌリカベ君が言うのを聞いてモオルダアは力が抜けてしまった。

「そうは言っても、何かあるんじゃないの？どうして緑なのか？とかその辺は？」

「ポケモンショックの時には赤い光が危険だということになっていましたけど、その赤に対抗して緑なんじゃないですか？」

モオルダアは何とかこのゲームから事件の手がかりをつかみたくてどうでも良い質問をしたのだが、元部長からどうでも良い返事が返ってきた。光の三原色ということで考えると緑じゃなくて青でも良さそうだが。とにかくモオルダアは一度盛り上がってしまったし、このまま何もない感じでここを去る気にはなれなかった。

「一体あの男は何のためにそんなゲームを作ったんだ？」

「そこはやっぱり病気が関係してるんじゃないですかね」

元部長が言ったが、確かにそれはそれで納得のいく考え方であった。

「そうか。どんなに頭が良くても、どこかがちょっとずれてしまうんだな…」

モオルダアが言ったが、そこまで言って嫌な気分になってきた。もしかすると、あの男が話していた幻覚兵器とかそういう話ももしかすると全て彼の病的な妄想が作り出したものだったのではないか？と思えてきたのである。

　しかし、それを確認するにはやはり幻覚兵器と男が言っていたゲームソフトを見付ける必要がある。立て籠もり事件の部屋には電源が入っているのに中にソフトの入っていないゲーム機も置いてあった。その辺も考えると全てが男の作り話とは思えない。もしかすると、誰かがあの現場からゲームソフトを密かに持ち出したのかも知れないし。やはり謎のゲームソフトについてもっと調べないといけない気がする。

「フロシキ君。すまないが、このゲーム機はもう少し借りておくよ」

モオルダアはそう言いながら携帯ゲーム機を持ってローンガマンのアジトを出て行こうとしたのだが、その前にフロシキ君が彼を呼び止めた。

「それは構わないが、例のものは先に渡して欲しいんだよね」

「ああ、そうか」

モオルダアは鞄の中から雑誌をとりだした。裏側を上にして取り出したので、雑誌の裏によくある広告が見えていた。それを見る限りおそらくかなり古い雑誌だろう。

「何ですか、それ？」

誰でもそれが気にならないわけはないので元部長が聞いた。

「いや、何でもないさ」

何でもないわけはないのだが、フロシキ君は適当に答えていた。

　それはゲーム機をモオルダアに貸すという代わりにフロシキ君が要求してきたものだったのだ。裏返して表紙を見ればそれはエロ本だったりするのだが、フロシキ君は表を見せないまま自分の鞄にそれをしまった。多くの媒体がデジタル化された現在で、しかもインターネットを使えばそれらしい画像などは簡単に見つかるのだが。どうしてフロシキ君はそれを欲しがったのか？そして、どうしてモオルダアはそんなものを持っていて、またどうしてフロシキ君はモオルダアが持っていることを知っていたのか？

　ここには多くの謎があるのだが、この謎を解くために時間を使う意味はないので気にしないことにする。とにかくフロシキ君はデジタルな媒体のものよりも雑誌であることに価値を見いだしているようだ。

		
			13  またも薄暗い部屋
		

		　ここはさっきの児童公園の近くにあるあの暗い部屋。部屋は相変わらず暗いままだが、そこは夕暮れ時の薄明かりに溶け込んでいき、部屋にある多数のコンピューターのモニタなどの明かりが異様に部屋の中を照らすようになっていた。

　この部屋の窓のところに設置されたカメラは相変わらずモニタに外の様子を映していた。しかし、そのモニタの中の一つは現在別の目的のために使われているようだった。先ほどモオルダアとスケアリーが公園で話しているところを映した映像から取り出したスケアリーのアップが画面に映されていた。

　この部屋にいる男は今はそれらのモニタの画像にはそれほど興味がないようで、コンピューターから少し離れた場所にあるテレビのところでゲームを始めていた。

　彼の名前は倉井（クライ） 相太（ソウタ）という。彼がここで何をしているのかというと、特に何もしていない。根暗でひ弱で太ったゲーム好き。そして、公園にやってくる女性をカメラで撮影してコレクションしたりもする、ある種の人からは「キモい」と言われそうな生活をしている。彼にとってはこれが普通なのだが。滅多に外出はしないが、ゲームを買いに行く時や、時々やるバイトの時には外出する。なので自分では引きこもりだなんて思っていないが、立て籠もったネトゲよりは怪しさの点で数段レベルが上とも言える。しかし彼にとってはこれが普通なのである。

　倉井はさっき始めたゲームにそろそろ熱中してきたようだった。もう何度もやっているゲームなのだが、しばらくやっているうちに何故か盛り上がってくる。それが良いゲームの証拠だとも倉井は思っていた。

　銃声や派手な爆発音が聞こえるたびにテレビの画面が明るく光り、それと同時に部屋全体も明滅していた。そして、絶え間なくプレーヤーに指示を与える女性の声も聞こえてくる。おそらくその指示に従って進めていくゲームなのだろう。「○○を殺せ」「次はそこの△△を殺せ」と指示が出て、しばらくするとまたすぐに爆発音や銃声。どう考えても子供にやらせてはいけないゲームだが、そこは心配しなくても大丈夫である。倉井はすでに年齢だけは十分すぎるほど大人であるのだし。

　爆発音がして、悲鳴のような声が聞こえた後、次の指令が出るまえに倉井はゲームを一時停止状態にして、すぐ脇にあったペットボトルに手を伸ばしてフタを開けると中のコーラを一気に半分ほど飲んだ。そしてゲームを再開するとすぐに「次は□□を殺せ」という女性の声が聞こえてきた。彼はほとんど表情を変えずにコントローラを操作し始めた。そしてすぐにまた爆発音と銃声と。その繰り返しだった。

		
			14  警察署
		

		　すっかり日も暮れた頃、FBLの二人は現場近くの警察署で合流した。ゲームソフトを配っていたというゲームソフト屋さんに行ったスケアリーはたいした情報も得ることが出来ず、一方のモオルダアも、怪しい男の作ったゲームソフトを解析しても何も解らなかった。このままでは、全てがあの男の病気に起因する作り話とも思えてくる。まずは、男の言っていた幻覚作用のあるゲームというのが本当にあるのかどうかを確かめる必要がありそうだ。

　二人は事件の証拠品を調べるために、捜査を担当している刑事のところへ向かった。そこは先ほどスケアリーがいた時よりも慌ただしく、殺伐とした雰囲気にもなっていた。

「ネトゲの部屋から押収した証拠品を調べたいのですけれど、見せてもらえませんかしら？」

スケアリーが聞くと、急ぎ足で歩いていた刑事は無意識のうちに舌打ちをして足を止めた。

「ああ、あんた達。証拠品ですか。どうぞ勝手に見ていってください」

刑事はそう言うと二人に背を向けて歩いて行こうとしたのだが、スケアリーは刑事にこんな態度をされて「何なんですの?!」と思わないワケはない。

「ちょいと！どういうことですの？あたくし達のやり方に文句があるのならはっきり言ってくださるかしら？」

刑事はまた足を止めてこのスケアリーの挑発的とも思える発言につられて激しい口調で言い返そうになったのをこらえて、ゆっくりと振り返った。

「いや、失礼しました。でも今はそれどころではなくて。実は病院に運ばれていたネトゲが死亡しまして。母親は我々を訴えると言っているようですし、こちらもあの発砲が正しかったという証明をしなくてはならないので…。ああ、証拠品ならまだ箱に入れたままあそこの机の上においてあります。それじゃあ、私は忙しいので」

「あら、そうでしたの…」

刑事はそうとう忙しくなってしまったようで、スケアリーの言うことも聞かずにそのまま去っていった。

「大変なことになりましたわよ、モオルダア」

「そうだね…」

モオルダアは刑事の後ろ姿を見ながら適当な感じで答えていた。

「ちょいと、モオルダア?!」

「ん?!」

「何をボーッとしているんですの？」

「なんであんなに慌てているのか、と思ってね」

「そりゃ、間違った発砲によって人が亡くなったのなら問題ですし…」

「警察にとっては間違いでも別の人にとっては間違いではなかったかも知れないし。テレビを見ている限りあのタイミングで発砲というのはおかしいとも思ったけどね」

「それは現場の指揮官の判断でもありますし…。まさかあなた警察以外の誰かが彼を暗殺したとか言うんですの？」

「ないこともないと思わない？」

ここでスケアリーは「そんなことはあり得ませんわ！」というはずだったが、なんとなくこれまでの成り行きを考えてみると「誰かがゲームを使った幻覚兵器の実験の証拠を消そうとしている」というモオルダア的な発想もあながち嘘ではないような気もするのであった。一方でモオルダアは事件の直後にかかって来た電話のことを思い出して、さらにそのことに確信を持っていたようでもあった。（電話というのは、最初のほうの「あれは始まりにすぎない、モオルダア君。証拠が消される前に真相を暴くんだ。時間はあまりないぞ」というあれです。）

　ただ、ここでどこの誰とも解らない謎の組織のことを考えていても仕方がないので、二人は証拠品を調べることにした。

　ここにある証拠品がどういう基準で現場から持ち出されたのか解らなかったが、モオルダアが最初から気になっていたゲームソフトなどは現場になかったのだし、あるとすればこの証拠品の中に違いない。そうでなければ、そんなものは始めからなかったのか、あるいは誰かが密かに持ち去ったのかも知れないが。とにかく、ここにあるいくつもの段ボール箱に入った証拠品の中から、事件に関係がありそうなものを見付けるしかなさそうだ。

　しかし、それは既に警察でもやっていることでもあるし、それで何も見つからなかったのならこの証拠品を調べるのは時間の無駄とも思える。しかしFBLのペケファイル課の独自の視点で調べれば何かがつかめるかも知れないと二人とも思っていた。もちろん、二人の思っている「独自の視点」というのはそれぞれで違っているのだが。



　証拠品の入った箱の中は、あのネトゲ・マサオの部屋と同様に整然としていた。というよりも、それは彼の性格によるものだったのかも知れないが、おそらく部屋の中が整理されすぎていて、証拠品として持ち出せそうなものも、他の物と同様に綺麗にまとめられていたに違いない。

　箱の中を見た二人はそんなところに感心していたのだが、いつまでもそんなところに感心しているわけにはいかない。しかし、この中に本当に手がかりになる物があるのであろうか？そこにあるのはスクラップブックや書類をまとめるためのバインダーのような物ばかりであった。

「これが全部あいうえお順やアルファベット順に並んでいるんだったら、ボクはとんでもない間違いを犯してしまったようだが」

「何ですの、それ？」

「いや、ボクはあの男から例のゲームのタイトルを聞くのを忘れてたことに気づいてね。今、彼はどこにいるんだろう？」

「知りませんわよ。どのみちセーフハウスにかくまうってことになったら、あたくし達でも容易に接触は出来なくなりますし。それに、そんな心配はいらないようですわよ」

そう言うとスケアリーはファイルを一つ取り出して中身をモオルダアに見せた。

「ボクには地底文字のように見えるけど…」

モオルダアがファイルを見て言ったが、それが冗談なのか真面目なのか良く解らないまま、スケアリーは「そんなことはどうでも良いですわ！」と思っていた。

「どうやらあの方は自分にしか理解できない言語でこのファイルを作ったようですわね。ここに書かれている言葉は少なくともあたくしの知識にはない言葉ですし」

スケアリーが言うとおり、そこに書かれていたのはあまり見慣れない言語のようだった。便宜上なのか知らないが、文字にはアルファベットを使っているが、意味のある単語は見つかりそうになかった。

　ただし、アルファベットというのは基本的に音を表す記号である。なので、モオルダアは書かれていることをローマ字読みで読んでみたら、何か解るのではないか？と思って書かれているアルファベットを適当な発音で読み始めた。

「ちょいと！何なんですの?!」

スケアリーはモオルダアが変な発音で意味不明の言葉を話し始めると慌てて持っていたファイルを閉じた。

「いやね。少しでも可能性があればないがしろにしてはいけないしね。音にしてみたら以外と意味の解ることかも知れないと思って。クリンゴン語ではないようだけど…」

モオルダアも読んでみる作戦はまずかったと思っているようで、気まずそうに答えていた。

「それよりも、このファイルって全部が謎の言語で書かれているのかな？」

いつまでも気まずそうではいけないので、モオルダアが話題を変えた。そして、別のファイルを取り出して中を見てみた。確かに全てのファイルは謎の言語で書かれていたのだが、一緒にファイルされている写真や絵などを見ればそこに何が書いているのか解りそうだった。

　というより、写真や絵などぐらいしか手がかりになりそうなものはなかった、ということだが。

「とにかく、今はこの中から手がかりになる物を見付けるしかなさそうだけど」

と、モオルダアがいうと、確かにそのとおりですわ、と思ってスケアリーもファイルを一ページずつめくりながら確認する作業を始めた。

　ただし、そこに人質になっていたと思われる人物の写真があるとしたら既に警察がそこに気づいているはずであるし、それ以外の事で、今回の事件との関連性を示しているものをこの中から見付けることが出来るのかは二人とも自信が持てなかったのも事実である。



　二人はしばらく無言のままファイルを確認していった。ノートに書かれている謎の文字は解読のしようがなかったので、これは他の専門家に任せた方が良さそうである。彼らはそれ以外のファイルを調べていたのだが、それはクリアファイルに納められた電気製品の説明書や保証書といったものがほとんどだった。

　ネトゲが几帳面な性格だということは良く解ったが、それ以外には何も解らない。モオルダアは保証書ばかりのファイルを閉じて、ネトゲがいつどのような電気製品を買ったのかは解ったな、と思った後に多少うんざりして次のファイルを開いてみた。

　次のファイルを開くと、うんざりした表情は一瞬でどこかに消えたようだった。そのファイルにはゲームソフトのケースから取り出されたパッケージがまとめてあったのだ。思わず「おっ！」と声をあげたモオルダアにスケアリーが反応したのだが、まだ何かが見つかったわけではないので、モオルダアは「いや…」と中途半端な返事をしていた。

　それはともかく、ネトゲの几帳面な性格のおかげで思わぬところで手がかりが見つかるかも知れない。モオルダアはファイルに納められているゲームのパッケージを注意深く調べていった。そこにあったゲームは普通に市販されているものばかりのようだ。そして、いくつかはテレビのCMでも見たことがあるような有名なものだった。この中に謎のゲームがあったらすぐに解りそうなものだが、残念ながらそんなものは見つからなかった。

　調べていない残りのファイルはあと一つしかない。モオルダアは手を伸ばしてファイルの表紙を半分ほどめくってみたのだが、そこには例の謎の言語が書いてあった。モオルダアは反射的に表紙を閉じて、もう一度今持っているパッケージのファイル調べることにした。これ以外のファイルには何もなさそうだし。それに、このファイルはミョーにモオルダアの興味を引くのだった。

　ネトゲの性格を考えるなら、おそらくパッケージは古いものから順にファイルされているに違いない。そう考えると興味深い事が解ったような気がした。ネトゲの家には彼が捨てようとしていたと思われるスケベなゲームの箱があった。このファイルの最初の方にもそういった感じのゲームのパッケージがファイルされている。その中に普通のゲームのパッケージもあるのだが、あるところを境にスケベなゲームのパッケージはなくなっていた。これが何を示しているのか、モオルダアは漠然とした考えが少しずつ形になって行くのを感じながらファイルをめくっていった。



　一方スケアリーはそろそろ面倒になって来たようで、モオルダアが調べるのを拒否した最後のファイルを適当にめくっていた。そして、モオルダアの調べているファイルをなんとなく覗き込むと、そこにはカラフルなゲームのパッケージがあって「どうせならあっちの方が退屈しのぎになるかしら」とか思っていたところだった。

　そんなことは知らずにモオルダアはゲームのパッケージを一枚ずつ観察していった。どうしてこのファイルが気になるのか？ということを考えながら。そして、あるパッケージを見た時にモオルダアの少女的第六感が彼に何かすごい事を伝えようとしているのに気づいた。なんだか解らないが、モオルダアはとりあえず「あっ！」と声をあげた。

「なんなんですの?!」

スケアリーが驚いて聞いたのだが、モオルダアはまだ自分が何に気づいて声をあげたのか解っていなかった。しかし、そのパッケージを見た時に脳に電流が流れたような、あの閃いた感じがあったのである。モオルダアはスケアリーに返事をせずにそのままパッケージを眺めていた。そして、何かが霧の向こうから現れてくる時のように、次第にそこにある答えが明らかになって来た。

「スケアリー、この女性を見てよ」

モオルダアはパッケージに描かれている女性の絵を指さしてスケアリーに見せた。

「それが何だって言うんですの？」

「この人、あの部屋にいた女の人に似てない？」

そんなことを言われてもスケアリーには何とも言えなかった。それにそこに描かれた女性は写実的な描き方で描かれたものではないので、生身の人間と似ているか？と聞かれても何とも言えなかった。

「女性だ、ってこと以外にあたくしには何とも言えませんわよ」

スケアリーは言ったが、モオルダアは何故かこの絵の女性があの部屋にいた女性だと思えて仕方がなかった。

「でも、服は一緒だと思うけどね。それに全体的な雰囲気とかも」

雰囲気までは解らないが、確かに服装は似ているような気がする。

「だったらなんだって言うんですの？そのゲームはあの方の言っていた謎のゲームではないんじゃございませんこと？それに、ゲームのキャラクターの格好をして楽しむ人もいますし。そのパッケージにそんなにこだわる必要はないとも思うんですけれど」

確かに市販されているゲームのようだし普通は誰でもそう思うのだが、モオルダアは違っているようだった。

「だけど、謎のゲームには幻覚作用があるって言ってたぜ」

「だから何なんですの？」

「幻覚といっても、半分は夢みたいなものだから、自分の意識の中のものが幻覚として見えることもあるよね。だとすると、もしもネトゲがこの女性キャラを気に入っていたりして、それが幻覚として現れたら？」

「何を言っているのか解りませんわ」

スケアリーは答えてから何かイヤなことが起こりそうな予感がしていた。

「ボクは気づいたんだけどね。この女性が描かれたパッケージから後にはスケベなゲームがないんだよね」

「スケベなゲームって何なんですの？」

「それはつまり、エロゲーって事だけど」

エロゲーって何ですの？ともスケアリーは思っていたのだが、いちいちモオルダアの説明を聞いても意味がなさそうなのでそこは気にしないことにした。

「人は時として、自分の嗜好に気づかなかったりするよね。それは、それまでそういうものがあることを知らなかった、という事が原因かもしれないけど。あることをきっかけに自分の新たな嗜好に気づいて、そうなるとそれまでのこだわりはすっかり忘れて、それにハマってしまったりとか。ネトゲにとってはこのゲームがそうだったんだと思うけど」

モオルダアが解るよな解らないような説明をするので、スケアリーも解ったような解らないような反応をしていた。

「つまり、それが問題のゲームだっていうことですの？」

「いや、そうじゃないと思うけど。少なくともこのゲームはよく知られたメーカーから売り出されたものみたいだし。だけど、ネトゲがこのパッケージの女性を気に入っていたとするよ。それでいつでもこのキャラクターの事を考えてニヤニヤしていたとして。そんな状態であの問題のゲームの幻覚作用によってネトゲの頭の中にあるものが現実世界に現れたりしたら、それはそれで大変なことだよね」

やっぱりイヤなことになってきましたわ、とスケアリーは思った。

「何を言っているのか全然解りませんわ！」

「つまり、あの時部屋にいた人質と思われる女性はネトゲの見ていた幻覚だったんだよ！」

スケアリーの予感が見事に的中したようだった。

「ちょいとモオルダア。どうして誰かの幻覚を他の人が見たり、それがテレビに映ったりするんですの？その前に、あなた幻覚って言葉の意味を知っているんですの？」

「確かに、そうなんだけどねえ。ボクだって、ある人の幻覚を別の人が一緒に見たりするなんてことは考えた事ないけど。ただし、あの場所から忽然と姿を消した女性のことを考えると、あれは幻覚のようなものだったんじゃないか？って考えてもおかしくないと思うし」

そのことを言われるとスケアリーも危うくモオルダアの言い分を受け入れそうになったのだが、少なくとも幻覚はテレビ中継には映らない。もしあるとすればそれは3Dホログラムのようなものかも知れないが、それをいうとモオルダアを変に盛り上がらせるだけなので、スケアリーは黙っていた。

「興味深い意見ですし、あの女性の服装がそのゲームのキャラクターに似ているのは認めますわ。その方面から女性の身元を割り出すことも出来るかもしれませんし、とにかくあの時の映像を見ればそれは解るはずですから、確かめてみるのが一番ですわ」

スケアリーはあくまでも現実的な考えで意見を言った。モオルダアも頷いていたのだが、どうしてもあの女性がネトゲの幻覚だと思えて仕方がなかった。
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		　モオルダアとスケアリーがゲームのパッケージのまとめられたファイルを持って別の部屋に行くと、そこでは刑事達がモニタの前で現場に踏み込む時の映像を見ていたところだった。刑事の一人が「何か用か？」という感じで二人の方を振り返った。するとスケアリーは「見たいものは同じですからそのまま続けてくださいな」というと、刑事はまたこれまでのように画面に集中した。

　ここでは先ほどから、あの現場に突入する手順などに問題がないかなどを調べるために何度も同じ映像が再生されていた。それはちょうどネトゲが銃撃された時でもあり、テレビ中継の画面にも映ったあの女性が窓のところに現れた直後でもある。

　ネトゲが撃たれて警官達が部屋になだれ込むところまで来るとビデオの再生が止められ、また銃撃の少し前の場面が映し出された。ここで再生されている映像は警察が撮影していたもののようで、テレビの中継よりも見やすくなっていた。

　包丁を持ったネトゲが外の刑事と話しているところが映っていた。この状態で発砲したということだと、ちょっと問題かも知れないのだが、FBLの二人のとってそこはそれほど重要ではないので気にしないことにした。それよりも、このすぐ後に窓のむこうに女性が横切るはずである。モオルダアは持っていたファイルを開いて一度ゲームのパッケージに描かれている女性の服装を確認した。ブラウスにタイトスカートという格好にも見えたのだが、よく見るとパッケージの女性は何かの制服を着ているようで、その服にはロゴのマークのようなものも描かれていた。

　モオルダアがそのことを確認して画面に視線を戻すとちょうど画面に女性が映るところだった。ここで再生を止めてもらうことも出来たのだが、そうするまでもなくモオルダアには画面に映っている女性とパッケージの女性が同じ格好であることは解った。

「スケアリー、見た？」

「見ましたわよ。確かにあなたが言っていたように、服装は同じだったようですわね」

スケアリーは少し驚いていたのだが、だから何なのか？というところはまだ何も解っていない。

「ですけど、あの服装をしていたからと言って、それがネトゲの幻覚とか想像とか、そういうことだとは言えませんわよ。ただ、そのパッケージのゲームが少しは関わっているというのは解りますけれど」

「問題は彼女がこのパッケージの女性と同じぐらい美女なところでもあるけどね。引きこもりの立て籠もりの部屋にあんな美女がいたら誰だっておかしいと思うけどね」

「そうかしら？それだったらおかしな理屈で新兵器とか地底人とかで盛り上がっている捜査官と美女の一流捜査官が一緒に捜査をするのもおかしな事ですわね。オホホホホッ！」

モオルダアはスケアリーが何を言っているのか良く解っていなかったので何も答えなかったのだが、そろそろ彼らの会話が気になってきた刑事の一人が彼らに言った。

「あの、我々に何か言うことがあれば言っていただけますか？それとも、ここで証拠映像を見て雑談するだけなら出て行ってもらいたいのですが」

そう言われても仕方ないぐらい二人の会話は怪しい感じだった。スケアリーはまたモオルダアのせいで自分の評判が悪くなったと思ってイラッとしていたが、これ以上彼らの邪魔をするわけにはいかないので部屋を出ることにした。

　とりあえず、あのゲームのパッケージと部屋にいた女性の服装が似ていることは解ったのだし。まあ、それだけといえばそれだけだが。
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		　モオルダアとスケアリーが証拠品を調べている間、この部屋にいた倉井はずっとゲームを続けていた。そして今も続けている。こういうゲームにはゲームの単なるジャンルの他にも色々と種類があって、仕事の合間や通勤通学途中にやるのに適した「すぐやめられるゲーム」というのもあれば、休日などに家でじっくり遊ぶような「なかなかやめられないゲーム」というのもある。倉井が今やっているのは後者の中でも特にやめられない類のゲームのようだ。しかも倉井はこのゲームを何度も遊んでいるようなのだが、いまだにこのようにのめり込んでいる。

　「なかなかやめられないゲーム」を作っても作り方が悪ければ、それは「なかなか進まないゲーム」あるいは「退屈なゲーム」であり、人によっては「クソゲー」と呼ぶこともあるゲームになってしまう。

　それを考えたら倉井が何度も遊んで、しかもその度に夢中になれるこのゲームは名作と呼んでも良いゲームなのだろう。そのゲームをどこのどんな人物達が作ったのか、という事が解るとそれは恐ろしい事かもしれないが。



　倉井は相変わらず無表情のままテレビ画面を凝視していた。そして、その固まってしまったような感情をなくした表情とは裏腹に、コントローラーを持った手の指先は絶えず動いていた。そして、激しい銃撃戦の音と爆発音。その爆発のたびに明滅するテレビからの光がそのまま部屋の明るさになっているのは、この部屋ではずっと同じだった。

「急いで！＊＊を射殺するのよ！」

テレビからゲームの主人公（つまり倉井自身）に指示する女性の声が聞こえてくる。倉井はそれが聞こえているのかどうか解らないが、とにかくコントローラーを動かして標的を追いかけていった。もう何度もやっているゲームなら簡単にできそうなものだが、そうはいかないのがこのゲームの面白いところなのだろうか。

　そうしている間にもテレビからは女性の声が聞こえてくる。あらかじめプログラムされたものとはいえ、ゲームの画面にあわせて上手く台詞が選択されるので、実際にゲームで遊んでいるのならのめり込んで当然かも知れない。

　そんなことを考えるまもなくゲームに熱中していた倉井だったが、あとちょっとのところで標的を取り逃がしたようだった。そして画面にはやり直すか終わるかの選択画面が表示されていた。もちろんこんなところで諦めるつもりのない倉井は「やり直す」を選択しようと思ってボタンを押そうと思ったのだがその時思わぬ事が起きたのだった。

「ちょいと！何なんですの?!」

これまでこのゲームのこの画面でそんな音がしたことは一度もなかったのだが、おかしな台詞が流れてきて倉井はギョッとしてボタンを押す手を止めた。そして、その声はテレビのスピーカーから聞こえて来たのではないこともなんとなく解った。

「次は成功させないと承知いたしませんわよ！」

また声が聞こえた。倉井はハッとして首を横に向けてそこを見上げた。なぜかは知らないがそこには女性がいて、倉井に挑戦的な視線を投げかけていたのだった。
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		　警察署を出たモオルダアとスケアリーはとりあえずスケアリーの車が止めてある駐車場までやって来たのだが、それからはどこに行けばいいのか見当も付かずに困っていた。こういう時に良いタイミングで何かが起きてくれたら良いのだが、そういうことは滅多にない。

　セーフハウスにかくまうことになった男の家には今は警察がいて異常がないか調べていたのだが、迅速に行動してFBLの二人よりも先に謎のゲームを持ち出す犯人が他に証拠を残すわけもない。他に何かがありそうな場所はないか？とモオルダアは考えてみた。もしかするともう一度ローンガマンのアジトに行って話していたら面白い最新兵器の話などが出てきて、それが捜査を進展させるきっかけになったりしないかとも思ったのだが、そんなに都合良く行くはずないとも思ってやめることにした。

　そうなってくると本格的にやることがなくなってくる。二人とも黙ったまま、お互いの苛ついたような焦っているような、何とも言えない無言の圧力のようなものを相手から感じていた。するとその時、ピコン！という何かが閃いた時の効果音のようなものが聞こえて来た。

　二人は何かと思ってお互いを見ていた。しかし、なんの音なのか良く解らないし、二人の晴れない表情からは何かを閃いたような様子は見えなかった。しばらくまた別の種類のミョーな沈黙が続いたが、スケアリーが何かに気づいたのか「あら、いやだ…」と言いながらポケットから携帯電話を取りだした。

　最近買い換えたばかりのiPhoneなので、スケアリーは自分で設定したメールの着信音を忘れていたに違いない。モオルダアは「なんだ…」と思っていたが、どうでも良いことでもあったので、スケアリーがメールを読むのをなんとなく眺めていた。するとスケアリーの目にちょっとした輝きが戻ってきたような感じがした。

「ちょいと、モオルダア。良い情報が入りましたわよ」

どうやらスケアリーもこの事件にのめり込んできているようで、新たな展開があると知って多少興奮しているようだった。

「あたくし、あのゲーム店の店員に名刺を渡しておいたんですけれど、多分それを店長様に見せたのですわね。店長様が常連客のリストをメールで送ってくれましたわ！」

それは確かに良い情報である。そして、モオルダアは都合の良いタイミングでこういうことも起こるものだ、と思って関係ないところでも盛り上がっていた。



　スケアリーがゲームソフト屋さんの店長に確認の電話をした後に、モオルダアのところにもメールが届いた。スケアリーが先ほどのメールを転送したようだ。

「で、どうする？」

モオルダアは送られてきたリストを見ながらなんとなく聞いてみた。するとスケアリーは少しムッとして答えた。

「どうする、ってなんなんですの？鍵はあのゲームだと言っているのはあなたなんですのよ。それほどたくさんの名前があるわけではありませんから、手分けすれば今日中に全員から話が聞けるかも知れませんわよ」

スケアリーが日が暮れてもこのように捜査を続けようとするのは意外だとも思った。しかし、殺人ではなくともネトゲは命を落としているのだし、それ以外にも謎が多い事件でもある。こうなるとスケアリーとしても家に帰ってゆっくりなどしていられないのだろう。

　あるいは、モオルダアのおかしな説が間違いであると証明しようと躍起になっているのかも知れないが。いずれにしても時間がかかればかかるほど事件の解決は困難になってくるような気もした。

　それよりもどこがどう事件なのか？というところから良く解らないのだが。まずは立て籠もったネトゲが狙撃された。そして、そこにいたはずの女性が行方不明になった。FBLの二人がすべきことはその女性を捜すことだったのだが、彼らはいつの間にか謎のゲームを追っている。そこに必然性がないわけでもないのだが、まともに考えればおかしなことでもある。しかし、女性が行方不明になることからしておかしな事が始まっているので、考えがおかしな方向に進むのはある意味では正しい事なのかもしれない。

　どこからともなく湧いてくるそんな考えが時々二人の頭をモヤモヤさせるのだが、とにかく今は急いだ方が良いのである。

「あたくしは車を使って少し遠くの方の家を訪ねてみますわ。といってもそれほど遠くからあの小さな店に来る人はいなかったようですけれど。あなたはこの近くから始めてくださるかしら？」

「全部で10軒なら五軒ずつって感じかな。そのゲーム屋さんの常連って意外と少ないんだな」

「それはどうでもイイと思いますけれど。小さなお店でしたし。とにかく行きますわよ。何かあったらすぐに連絡するんですのよ」

「じゃあ着信音の確認も忘れないようにね」

最後にモオルダアが気の利いた冗談を言ったつもりだったが、歩き出したスケアリーは振り返って彼を睨み付けた。ともかく二人は謎のゲームを受け取った可能性のある人物の家を回って話を聞くということになったようだ。
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		　どの道を通っても同じような風景の住宅街をスケアリーの車がゆっくりと走っていた。スケアリーとしては急ぎたいのだが、初めて来る住宅街の狭い道路をスピードを出して走るわけにもいかない。それでも彼女の車に搭載されているカーナビのおかげで目的地まではスムーズに到着出来るし、そのために焦らずに運転できる。

　カーナビが目的地に近づいた事を知らせたので、スケアリーは適当な場所に車を止めて最初の家に向かった。家とはもちろん例のリストに住所が載っていた家である。近くまで来て解ったのだが、そこは家ではなくてアパートだった。よく見ると住所の最後が「二〇一」になっている。アパートと知ってスケアリーは少しイヤな感じがした。彼女が今向かっているのはどうやらワンルームのアパートで、こういうアパートでは頻繁に入居者が変わっていそうだ。

　外階段を昇って二〇一号室の前に来たスケアリーはドアのところで表札を確認したが、そこには誰の名前も書かれていなかった。こういうアパートの場合、表札に名前を書かない人も良くいるようなので、誰も住んでいないという事ではないだろう。とりあえずスケアリーは呼び鈴のボタンを押してみた。

　中で呼び鈴が鳴っているのが聞こえたが、しばらく誰も出てこなかった。端の方がネズミ色になっている薄暗い蛍光灯に照らされたアパートの通路でスケアリーはなんとなくネトゲの事を思い出していた。彼はゲームにのめり込むあまりに引きこもりになったのだろうか？そして、あのように錯乱状態になって部屋に立て籠もったのもやはりゲームのせいなのだろうか？

　そう考えるとスケアリーは自分が今ここに一人でいることに心細さを覚えた。もしも、この部屋の住人がネトゲのようにゲームにのめり込んで次第に精神を病んでいき、そして今まさに錯乱状態になっていたとしたら？

　彼女は予定を変更してモオルダアと合流すべきだとも考えたのだが、その時部屋のドアが開いて驚いたスケアリーは思わずハッと悲鳴をあげそうになった。

　開いたドアの向こうから不思議そうにスケアリーを見る若い女性の顔が見えた。その女性のいる玄関は明るい照明に照らされていて、それでスケアリーはすぐに落ち着きを取り戻した。

「あたくしFBLのスケアリー特別捜査官ですのよ。おたずねしますけど、ここは上井さんのお宅かしら？」

身分証を見せられて質問された女性は少し不安そうにしていた。

「違いますけど…。何かあったんですか？」

警察手帳のようなものを持った人がやって来てそんな質問をされると誰だって事件があったのだと思うものである。

「いえ、そういうことではございませんのよ。ここに住んでいた上井さんに話が聞きたくてやって来たのですが、それでは今はここに居ないという事ですのね？」

「はい…。私は先月引っ越して来たばかりなので」

「あら、そうでしたの。じゃあ、前に住んでいらした方が上井さんかしら？…あらいやだ。こんな事はあなたに聞いても解るわけありませんでしたわね。オホホホホ…。忙しいところを失礼いたしましたわ」

やはり、こういうアパートに長く住む人はいないようである。最初の家はハズレだったようだが、スケアリーとしては錯乱状態のゲーマーが出てこなくてホッとしていたというところもあった。しかし「そんなことはあり得ませんわね」と心の中でウフッ…！と笑ってから次の家に向かう事にした。



　スケアリーが次に向かった家は一軒家だった。だからどうという事もないのだが、スケアリーとしてはこの家から感じられる家庭的な感じに、どこか暖かさや懐かしさに似た心の平和を取り戻したような、落ち着いた気分になっていた。

　スケアリーは入り口の横の表札に「曽根井」という文字を確認してから呼び鈴を鳴らした。するとすぐにインターフォン越しに中から返事があった。

「あたくしはFBLのスケアリー特別捜査官ですけれど、こちらに曽根井 コウキさまはおいでじゃないいでしょうか？」

スケアリーが聞くと、少しの間を開けて返事が返ってきた。

「あの、コウキは先月事故で亡くなりまして…」

この返事にスケアリーの落ち着いた気分は一気にどこかへ消えてしまった。

「あら、それは…お気の毒に…」

見ず知らずの人にこういうことを言うべきなのかどうか、とか調子の狂ってしまったスケアリーは変な事を考えながら中途半端にお悔やみの言葉を口にしたのだが、すぐにそんなことを気にしている場合ではないと気づいた。

「あの、あたくしはある事件について調べているのですけれど、少しお話を聞かせてもらえないかしら？このインターフォン越しでも良いですから」

「ええ、まあ良いですけれど」

「コウキさまはあなたの息子さまかしら？」

「はい」

「あたくしが調べている事件ですけれど、それはあるゲームソフトに関係していることが解ったんですの。コウキさまはゲームに夢中になることなどございましたか？」

「ゲームってテレビゲームの事ですか？あの子は何よりもレースが好きでしたよ。車で走るレースです。レースに出場するために稼いだお金は全部そこにつぎ込んでいたみたいですけど。でも感覚を養うために、って車のゲームをやることがあったみたいですよ。部屋に運転席みたいな椅子を置いたりして。あんなに楽しんでいたのに、あまりにも夢中になってレースで命を落とすなんて…」

「そうでしたの…」

話を聞く限りではこのコウキという男は特に例のゲームとは関係がなさそうにも思えた。しかし、確認すべき事は確認しなければいけない。

「もしよろしければコウキさまがやっていたゲームソフトを見せていただきたいのですけれど」

「協力はしたいのですけど、そういうものはあの子には意味がないと思って全部処分してしまって。車に関連するものはとってあるのですけれど、…これもいつか処分しないといけないと思っているのですが…」

話しているとコウキの母親に次から次へと息子の在りし日の記憶が蘇ってくるように思えた。時にこういう状況になると自分が間違った事をしているような気にもなるのだが、スケアリーは先を続けた。

「つまり、ゲームソフトは捨てたということですのね？」

「ええ…」

スケアリーはどことなく後ろめたい気分で次の家に向かった。



　次にスケアリーが向かった住所には瀬賀という人の家があるはずだったのだが、そこには家はなく、隅の方に雑草が生い茂った更地になっていた。スケアリーは何なんですの？と思いながらしばらく空き地を眺めてから次の場所へ向かった。

　そこに行くと、今度は万代という人の家がある場所がスーパーマーケットになっていた。敷地としては一軒家には広すぎるし、リストにある住所を見るとおそらく以前は大きなアパートがあった場所に違いない。

　車の中からスーパーマーケットの建物を眺めて、ここにはどう考えても人の住む場所はありませんわね、思っていたスケアリーだったが、スーパーマーケットの駐車場から出てくる車にクラクションを鳴らされて慌ててその場から移動しなくてはならなくなった。

　どっちにしろこの場所には用はないようだったので、スケアリーは次の場所へ向かった。



　次が五軒目で最後の場所でもある。目的地まではそう長くはかからなかったが、その間にモオルダアはそろそろ何か見付けたのかしら？と、その辺も気になっていた。特に連絡もないし、彼も自分と同じように無駄足を踏んでいるに違いないとも思っていたのだが、そうこうしているうちに目的地の近くまで来たようだった。

　次に行くのは舞黒さんの家である。これまでと同じように住宅街の似たような交差点を曲がって似たような道に入ってくると、スケアリーは少しイヤな気分になった。おそらく舞黒さんの家があると思われる場所に救急車が止まっていて、あの赤い回転灯の明かりが彼女の車の座席まで届いて、視界を一定の間隔で赤くしていた。

　スケアリーは車を止められそうな場所を見付けて駐車すると、車を降りて救急車の方へ走っていった。するとちょうど患者を担架に乗せて救急隊員が家から出てくるところだった。家の表札を確認すると「舞黒」と書いてあった。

「ちょいと！あたくしFBLのスケアリーですけれど、いったい何が起きたんですの？」

スケアリーが救急隊員に聞いたが、隊員はそれどころではないという状態なので、スケアリーを危うく突き飛ばしそうな勢いで患者を救急車の中に運び込んだ。

　スケアリーもとっさに後ずさったので突き飛ばされずに済んだのだが、一度冷静になって、今度はFBLの身分証を見せながら救急車の方に近づいていった。

「あたくしFBLのスケアリー特別捜査官ですのよ…」

救急隊員はスケアリーの事をほとんど見ないまま救急車の後部のドアを閉めた。そしてそれと同時に救急車が走り始めた。

「ちょいと…!?」

一体何がどうなったのか？と思いながらスケアリーは救急車の走り去った方を見ていたのだが、彼女のすぐ横に人影があるのに気付いた。おそらくそれは救急車で搬送された舞黒の家族だろう。一人の中年手前ぐらいの女性がいきなり現れたスケアリーに驚いているようだった。

「あの、失礼しましたわ。あたくしFBLのスケアリー特別捜査官と申しますけど。あなたは舞黒さんの家族の方でございますか？」

「ええ、私は妻ですけど…」

「いったい舞黒さんになにが起きたんですの？」

夫の急病とスケアリーの登場。それに何よりも、救急隊員があまりにもあっけなく夫を救急車に乗せ、しかも同乗者として自分が乗っていないのに救急車が行ってしまったので妻の方も何が起きたのか解っていないようでもあった。

「あの、あなたはどちら様でしょうか？」

「しっかりなさって！あたくしはFBLのスケアリー特別捜査官ですのよ。これまでここで何が起きていたのか教えてくださるかしら？」

FBLと言われても何のことだか解らない妻であったが、スケアリーの見せる身分証が警察みたいだったり、スケアリーの態度が頼もしい感じだったりしたので、妻は何とか状況を説明することができた。

「突然の出来事で、何が起きたのか私にも解らないのですが。あの人がいつものようにゲームをやっているといきなりワケの解らないことをわめきだして…。そうしたら急に意識を失って痙攣が始まって…。それで救急車を呼んだのですけれど…」

妻は上手く説明しようと努力しているのだが、それが上手くいっていないと自覚しているようで、話の間に変な間が空いた。しかし、これまでのことを考えるとスケアリーには妻が何を言おうとしているのかほぼ解った。

「救急車は同乗者を乗せずに行ってしまったんですの？」

「ええ…」

それはどう考えても何かがおかしい。もちろんモオルダアが言うような謎の組織や陰謀や、そういうところを抜きにしても、こういう状況はあり得ないのだ。スケアリーは言いしれぬ恐怖を感じながらさらに妻に聞いた。

「もしかして、そのゲームって…。そのゲームというのを見せてもらえませんかしら？これはとっても重要な事ですのよ！」

妻は頷くとスケアリーを家の中へ案内した。

　部屋に入ると、食卓を兼ねた居間にはまだ片付けられていない夕食の食器が机に置いてあったりして、平和な夫婦の時間の名残が感じられた。そして大きなテレビの下にはゲーム機が置いてあった。舞黒はここで謎の発作に襲われたのだろう。

　妻はゲーム機を指さして「これです」と言った。それはスケアリーにもなんとなく解るので彼女はその中に入っているゲームソフトを見せるように頼んだ。

　妻がソフトを取り出す操作をすると、ゲーム機のディスクを入れるトレイがせり出してきた。本来ならばそこにこれまで遊んでいたゲームソフトが入っているはずなのだが、トレイはカラだった。

　スケアリーは言いしれぬ恐怖が何か明確な形を表してきたような感じがした。そしてすぐに携帯電話を取り出すと警察に通報した。そして妻には警察が来るまで誰もこの家に入れないように指示してから家を出て車に向かった。
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		　モオルダアは暗い路地を歩いていた。地図も持たずに良くこの住宅街の入り組んだ道を歩けると感心したいところだが、そういうことでもなかったらしい。ここは事件の最初から良く通っていた道なのだ。ここをずっと進むとネトゲの家があり、そこからさらに進むとあの児童公園がある。

　モオルダアもまたここに来るとは思っていなかったが、きっとこの辺にはゲーム好きが集まる何かがあるに違いない、と怪しい仮説を立て始めそうになっていた。しかし彼が余計な事を考える前に電話がかかって来たようだ。電話はスケアリーからだった。

「ちょいとモオルダア、大丈夫なんですの？」

「大丈夫、って何が？」

「何か気がかりな事とか、そういうことは起きていないんですの？」

モオルダアが特に何かに気付いた様子もないのでスケアリーは多少拍子抜けした感じがした。彼女にとってはこれまで調べた家の中に死亡した者が一人いた事が気になっていたし、最後に救急車で運ばれた舞黒の事が何よりも異常な事に思えたのだ。

「うん、なんて言うか、全然…」

スケアリーに反してモオルダアの返事は気のない感じだった。

「これまで四軒回ってみたけど、引っ越してたり、まだ住んでいる人もいたけど、特に常連向けのサービスには興味がないとかで、例のゲームのことは何も知らないみたいだったね」

「そうなんですの…」

モオルダアの話を聞いてスケアリーは自分が考えすぎているのではないかとも思えてきた。彼女にとってはむしろその方が理想的なのだ。人の精神を狂わせるゲームとか、ゲームの中のキャラクターが現実世界に現れるとか、そういう事を本気に心配するというのは本来スケアリーの役目ではない。それに、そういうところに執着するはずのモオルダアも冷めた感じである。

「それじゃあ、あと一軒ですのね、あたくしもこれから向かいますわ」

「そうだね。キミもよく知ってる場所だからすぐに見つかると思うよ。倉井さんの家。実は例の公園のすぐ近くなんだよね。あの男の家とは公園を挟んで反対側なんだけど。それじゃあ、もうすぐ着くからこの辺で」

そう言うとモオルダアは電話を切った。

　スケアリーも携帯電話をしまうと車を発進させた。あの公園と聞くとどことなくイヤな感じもしたが、これも考えすぎだと自分に言い聞かせるように静かに運転していた。



　モオルダアはすぐに公園の脇にある倉井の家に着いた。住所と表札を確認すると入り口のところには表札があってかすれた文字で「倉井」と書いてある。名前のとおりに入り口は暗かった。明かりが点いていないだけ、と言えばそれまでだが。モオルダアは一歩下がって上の方を見上げてみた。

　家は二階建ての一軒家だった。都会に良くある感じで敷地は広くなく、細長いというイメージの家だ。モオルダアが見上げた先にある窓からはかすかな明かりが漏れている。おそらく留守ということではないのだろう。中では人が歩き回っているのか人影に部屋の明るさが変化しているようにも見えた。

　誰かがいるなら話は聞けそうだとモオルダアは呼び鈴を押してみた。しばらく待っても誰も応対しない。もう一度押して誰も出てこなければ、いつものモオルダアなら呼び鈴連打をしてしまうところだが、今回は誰かがいそうな気配があるのでモオルダアは辛抱強く待つことにして、ただもう一度だけボタンを押した。

　またしばらく待つとインターフォンの丸いスピーカーのところからガチャッという音が聞こえて、続いて「はい」という返事が聞こえて来た。返事まで暗いな、とモオルダアは思ったがそれはどうでも良い。

「FBLのモオルダア特別捜査官だが、倉井 相太さんはご在宅ですか？」

「私ですが…」

暗いと言うよりも、弱々しい声にも聞こえた。もしかするとやっとモオルダアの思い描いていたようなゲーマーらしいゲーマーが登場したのか、と思ってモオルダアは変なところに興味を持ち始めていた。おそらく部屋の中は洗ってない衣類とかがゴチャゴチャしていて、その中にゲームとテレビと住人が埋もれるようになっているに違いない。そんな想像をしながらモオルダアは話を続けた。

「この近所で起きた事件のことで少し話が聞きたいのですが」

モオルダアが聞くとちょっとの間を開けてまた倉井のか細い声が聞こえて来た。

「それなら中に入ってください。私、実は足が悪いもので、このインターフォンで話すのにも立っているのが辛いんですよ。ドアは開いていますからどうぞ入って来てください」

倉井が言うとまたガチャッと言う音がしてインターフォン越しの会話は終わったようだった。モオルダアとしては気になる部屋の中が見られるので、これは特に問題という事ではなかったが。

　モオルダアが家に入ろうとドアノブに手をかけると、それとほぼ同時にドアが開いたような気がした。あるいは本当に勝手に開いたのか？なんだか変な気分でモオルダアがドアを眺めていると、中から声が聞こえてきた。

「どうぞ入ってください」

外よりもさらに薄暗い家の中から倉井の声がする。モオルダアは少しだけ開いていたドアに手をかけて中の様子をうかがってみた。暗かったが、そこは普通の家だった。

「お邪魔します」

捜査に来たFBLの捜査官らしい挨拶ではないが、人の家に入る時にはこう言わないとどこか落ち着かない。

「二階にいます上がってきてください」

声に反応してモオルダアは二階の方を見上げた。この家は玄関からすぐのところに階段があった。ここはそれほどゴチャゴチャしてないな、とモオルダアが思っていると背後でドアが閉まってカチャッという音がした。ドアを開けっ放しにしないようにするあの装置がドアをゆっくりと閉めたのだが、それまでほぼ無音だったので、このカチャッという音にモオルダアは少しビクッとなっていた。

「暗くてすいませんね。ボク一人だけなんで、無駄な電気は使わないようにしているんですよ」

また倉井の声がした。これはつまり早く上がってこい、という合図でもあるようだったので、モオルダアは靴を脱いで家に上がると階段を昇っていった。

　他人の家の階段は感覚がわからずに昇りにくいのだが、暗いとさらに昇りづらい。モオルダアは手すりに手を乗せてゆっくりと少し急な階段を昇っていった。階段を昇りきるとドアを手前に引くためのスペースがあって、そこにドアが一つあるだけだった。このちょっとしたスペースが二階の廊下って事かな？ということをモオルダアはたまに思ったりするのだが、今回はそういう余裕はなかったようだ。何よりも中がどうなっているのか気になる。

「失礼します」

モオルダアがドアノブに手をかけてドアを開けた。

　モオルダアのようにこの部屋に何かを期待していなくても、何も知らない人がこの部屋を見れば普通の家の部屋とは思えないだろう。暗い部屋の中にパソコンのモニタがいくつもあって部屋を照らす照明代わりになっている。そしてそこから視線を移すと大きなテレビ、そしてゲーム機が何台もある。部屋の真ん中で倉井が椅子に座っていたが、今はそれよりもこの部屋の方が気になる。

　モオルダアがさらに視線を別の方へ移すと先ほどとは違う小さめのテレビがあって、さらに大小いくつものスピーカーとそれらをつなぐケーブル。そして、そのケーブルが行き着く先にあるのは、スピーカーからの音を制御する機械だろうか？オーディオマニアなら解るのかも知れないが、そこにあったのは…



　ここでいきなりモオルダアの思考が妨げられた。一体何が起きたのか、部屋の様子に気をとられていたためにモオルダアにはさっぱり解らなかった。最後に覚えている光景は椅子に座っていたはずの倉井が目の前にいたというところだ。

		
			20  暗い倉井の家
		

		　モオルダアの目の前から期待通りのゴチャゴチャした部屋が消えて一瞬の混乱の後、モオルダアはしばらく目の前の暗い空間を眺めていた。すると彼は自分が足を頭よりも上にしたおかしな体勢で横たわっていることに気付いた。それから、少し前の記憶も蘇って来た。あの部屋に入って中を眺めて感心している隙に倉井が目の前までやって来た。しかし、足が悪いといっていたのになぜ？ということもある。ただ本当に足が悪かったかどうかモオルダアには解らない。

　とにかくその後にモオルダアは両手でそれぞれの側の壁に手をついて体を支えようとした。階段と「二階の廊下」の境目にちょっとした取っ掛かりがあって、そこを上手く掴めたら体を支えることも出来たのだが、その取っ掛かりに気付いた時に手はそこを通り過ぎていた。

　それよりもどうして体を支えようとしたのか？どうやらモオルダアの頭の中は相当混乱しているようだ。その前に何かが起きたから体を支える必要があったのだ。

　目の前に倉井の姿を見付けた直後、モオルダアは倉井に突き飛ばされたのだ。どうしてそんなことになるのか解らないし、そんなことは少しも予想しなかった。そういう事が起きると人の頭は状況を理解するまでに時間がかかる。モオルダアが今いるところまで落ちてくるまでに階段を後ろ向きに一回転半しているはずだ。なぜか「一回転半」というところには自信があった。というよりも、階段の長さを考えたら一回転では下まで落ちないし、今の体勢を考えると二回転目の途中で止まったに違いないのだ。

　回転数のところだけは冷静な分析をしていたモオルダアだが、もっと重要な事には気付いていないようだ。倉井はどうしてモオルダアを突き飛ばしたりしたのか。わざわざ家の中に招き入れたFBLの捜査官が部屋に入るなり突き飛ばして階段から落とすのはなぜか。そこには明らかにモオルダアを傷つける意志、あるいは殺意があったに違いない。

　ここでやっとマズい事になっていると気付いたモオルダアだったが、さらにまずい事になっているのに気がついた。なぜか体の自由が利かないのだ。無理な体勢で体を支えようとしたり、転げ落ちる途中で打ち付けたために腕の至る所に鈍い痛みがあったのだが、体のどこかに激痛が走るような事はなかった。ただ問題は手すりを支える金具にズボンの裾が引っかかっていることだ。自由が利かないのはそのためだ。

　右足のズボンの裾がそこに引っかかったためにモオルダアは階段の一番下まで落ちずに、一回転半でそこに止まっているのだ。逆さづりというところまでは行ってないが、この体勢から上体を持ち上げてズボンの裾を外すのはちょっと苦労しそうだ。

　しかし、そんなことを考えている場合ではない。上にいる倉井はなぜだか知らないがモオルダアを痛めつけようとしているし、もしかすると殺そうとしているのだ。モオルダアは腹筋に力を込めて上体を一気に持ち上げた。そして手すりにつかまってその体勢を維持した。

　今は顔のすぐ近くに手すりがあるのだが、こうして見ると手すりを固定する金具は壊れていて完全に手すりから離れているようだった。そのL字型の金具は斜めに傾いていてちょうど上手くモオルダアのズボンが引っかかったのだ。モオルダアは手すりを持っている手と反対側の手をズボンを引っかけている金具の方に伸ばしてみたが、不自然な体勢で全身に力が入っている状態なので上手く体を曲げることが出来なかった。もし届いたとしても片手でそれを外すのは不可能にも思われた。この体勢からズボンを離すにはモオルダア自身がモオルダアの体を持ち上げてL字の部品からズボンの引き抜かないといけないのだ。

　気が動転していたとは言え、モオルダアはこんな考えをしたことを自分で笑ってしまいそうになった。これはつまり自分の足の下に手を入れて自分を持ち上げれば宙に浮くことが出来るのではないか？と考える小学生的思考と一緒だったのである。

　そんなことはどうでも良いのだが、どうしてもズボンを金具から外す必要がある。何か他の方法で。モオルダアは一度手すりを離して元の体勢にもどった。

　こうしている間にも倉井がやって来てもおかしくないのだが、彼は一体何をしているのだろうか？あるいは緊急時の防衛本能により、モオルダアの時間の感覚が普段と違っているのかも知れない。これまでの行動は数秒の間の事だとしたら、まだ金具をズボンを引きはがす時間も少しは残されているかも知れない。

　そんなちょっとした期待を抱いた時に上の階から声が聞こえてきた。それはあの薄暗い倉井の声ではなかった。

「何をグズグズしているんですの!?早くとどめを刺すんですのよ！」

モオルダアは自分の頭がおかしくなったのかと思った。聞こえて来たのはあまりにも聞き慣れた声だったのだから。顔を上げるとドアの開けっ放しになった部屋が少し見えた。少しといってもモオルダアの場所からだと部屋の天井しか視界に入ってこないが、そのまま見ているとそこへ部屋から出てきた倉井が現れた。それはモオルダアの思い描いたとおりのゲーム好きでパソコン好きで暗い部屋に一人でいるのが好きな年齢不詳だが中年と解る男の姿だった。その手にイノシシも殺せそうな巨大なナイフを持っている事を除けば。

「おい、落ち着け！落ち着くんだ！」

ナイフを目にしたモオルダアが大慌てで倉井に呼びかけた。一番落ち着く必要があるのはモオルダアに違いないのだが。

　倉井はモオルダアの呼びかけにもほとんど放心状態で何の反応も示さなかった。ただ、彼が現れた時からずっと、ナイフを持つ手はワナワナと震えていた。それがさらにモオルダアの恐怖心を煽った。モオルダアはなんとかして金具に引っかかったズボンを引きはがそうと足を揺さぶってみたのだが、ズボンが外れることはなかった。それどころか、引っかかっていた金具がズボンに穴をあけて、L字の下の棒の部分にズボンがぶら下がっている状態になってしまった。モオルダアはさらにパニックになって足を揺さぶっていた。

「ダメだ…。出来ない」

階段の上の方で倉井が呻くように言ったのが聞こえた。何が出来ないのか知らないが、そこを気にするよりも早く体を自由にすることが先だ。モオルダアはまだ諦めずに足をじたばたさせていた。するとまた上の方で倉井とは違うあの声が聞こえてきた。

「ちょいと！何なんですの?!それくらいの事も出来ないで、あなたそれで本当に男だって言えるんですの？」

なぜだか解らないが、それはどう考えてもスケアリーの声である。

「スケアリー！」

モオルダアは思わず彼女の名前を呼んでしまった。それに反応したのかどうかは知らないが、上の方に新たな人影が出来た。

「さっさと殺すんですのよ！」

モオルダアは一度動きを止めて階段の上を覗き込んだ。

「出来ない！ダメだよ。許して」

「そうやってまたこのブタ小屋みたいな部屋でブタみたいな生活を続けるんですの？」

そこには倉井と、そして確かにスケアリーがいる。暗くてよく見えないがスケアリーであることは間違いない。しかし、彼女は何を言っているのだろうか？

「スケアリー！」

モオルダアはもう一度呼んでみたが、彼の言葉にスケアリーは反応しない。

「悲しいですわね。そうやっていつまでもみんなにバカにされたまま、惨めに年老いていって死んでしまうのね」

「違う！違う、違う！」

スケアリーの言葉に反応して倉井がナイフを振り回し始めた。

「やめろ！落ち着くんだ！」

モオルダアが慌てて倉井を止めたが、それはあまり効果がなかった。しかし、しばらくすると倉井は勝手に落ち着きを取り戻したようだった。

　これで少しは安心できるのだろうか。モオルダアは今ここで何が起きているのか理解できないので、一度頭を下ろして元の逆さづりに近い体勢に戻ってみた。後頭部が階段のヘリに当たると、そこにイヤな感じのチクチクする痛みを感じた。そして、なんとなくその辺りの髪が濡れているような感じもした。

　頭を打って切れたに違いない。後頭部が濡れているのは出血のためだ。それならもしかすると上で起きている事にも説明が付くかも知れない。自分は頭を強く打ってありもしないものがそこで起きているような錯覚を起こしているに違いない。そうでなければこれは、何とも危険だとも思うんだが、自分は死にかけているのかも知れない。そういえば上にいるスケアリーはいつもより美人じゃなかったか？そして、以前にも自分は美人になったスケアリーに殺されそうになったし。１ つまり、自分が死にそうな時にはスケアリーは美人ということに違いないんだ。

　モオルダアがおかしな事を考え始めた時だった。突然上で倉井が暴れ出した。言葉にならない声を発しながらナイフで壁を何度も突き刺し始めた。

「んぁぁあああぅあああぅあああをぁぁああ！！！」

倉井に何が起きたのか解らなかったが、その光景は恐ろしすぎた。奇声を発して壁を突き刺すたびに壊れた壁の板のかけらが上から落ちてくる。それが顔の上に落ちてくるたびに、これが死ぬ間際の幻影ではないとモオルダアは自覚した。

「そうよ！そうするの！さあ、下まで降りていって心臓を一突きすれば良いんですのよ。それは壁に穴を開けるよりもずっと簡単なことですのよ。ウフフフッ。そうすればあなたには新しい未来への道が開けるのよ。あたくしと一緒に、あなたが夢見た理想の世界が…」

「んんんっ…。ううううぅぅぅ…」

倉井の発作のような行動は一度収まった。しかしそれは決してモオルダアにとって良いこととは思えなかった。倉井は嗚咽にも似た呻き声を上げながらモオルダアの方を睨んだ。そしてゆっくりとモオルダアの方に向かって足を進めた。ヤバい。今度は本当に刺されそうだ。

「おい、やめろ！キミは操られてるんだ。そうだよ！あのゲームをやったんだろ?!な？」

倉井はモオルダアの言うことにはまったく反応しない。

「ちょっと、スケアリー！スケアリー！」

			モオルダアが呼びかけているのは階段の上にいるスケアリーなのか、それとも別のスケアリーなのか解らなかったが、とにかくこうなったら思いついた事は何でも叫んでみるしかなかった。

		
			the Peke-Files #014「マキシマム・ビューティー」の冒頭でなぜかモオルダアはスケアリーに殺されそうになる。（詳しくは全部読みましょう。）
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		　倉井は階段を数段降りてモオルダアの近くまでやって来た。しかし、彼はまだ迷っているようでナイフを持ったままモオルダアの方を見つめていた。先ほどからナイフを振り回したり、壁を突き刺したりしたためか、普段から運動をほとんどしない倉井は息を荒げている。鼻の奥で何かが引っかかっているような不快な鼻息の音がモオルダアの耳にまで届いていた。

　モオルダアはヘタなことを言って倉井を刺激したら今度こそ危ないと思って黙っていたが、倉井から注意は一度たりともそらさなかった。そうしていても、もし倉井が上にいるスケアリーに言われるままに彼に襲いかかってきたのなら、彼にはどうすることも出来ないのだが。

　モオルダアは金具に引っかかってない残された足と両手で何とか倉井に応戦できないかと考えてみた。しかしこの状態ではどう考えても勝ち目はない。明らかにモオルダアよりも体重の重い倉井が上から襲ってくれば、体が自由に動かせたとしても対抗できるか怪しいところだった。何よりもあの巨大なナイフが問題だ。

　それはつまりあのナイフさえなんとかなれば望みが出てくるという事でもあった。倉井がナイフを持っている右手はちょうどモオルダアの左足のすぐ上に来ていた。ワナワナしている手にはあまり力が入っていないようだ。この自由に動かせる方の足でナイフを蹴飛ばせば倉井の手からナイフを上手くはじき飛ばすことが出来るだろうか？

　蹴飛ばしたナイフが宙を舞ってモオルダアの頭の上に落ちてくるという最悪の「笑える光景」もモオルダアの頭の中に浮かんだりしたが、ナイフをよけるぐらいの範囲で体を動かすことはできる。さもなくば手でよければ良い。手に刺さったりしたら痛いだろうが殺されるよりはマシである。

　倉井はまだ気持ち悪い鼻息を響かせながらモオルダアの方をみていた。おそらくモオルダアの足は視界に入っていないだろう。モオルダアも彼の目をじっと見つめていた。恐怖のために倉井から目が離せないという感じで倉井の方を見ながら、左足をゆっくり動かした。膝を曲げた状態で股を持ち上げて、狙いを定めたら一気に膝を伸ばす。そうすれば効果的な蹴りが繰り出せるはずである。

　問題はどこを狙うかだ。倉井の手首につま先が命中すれば一番良さそうだが、距離が近すぎて上手くいきそうにない。かといって手首よりも上では蹴りが弱かった場合は効果がありそうにない。失敗すれば倉井が激情してそこでジ・エンド。

　もう一か八かやってみるしかないのだが、慎重になりすぎたモオルダアはここで大失敗を犯してしまう。あとは思い切って膝を伸ばして蹴りを入れたら良かったのに、間合いを計るために一瞬モオルダアの視線が足の方を向いてしまったのである。モオルダアを凝視していた倉井もそれに気付かないワケはなかった。そしてモオルダアがみていた自分の右手の下に目をやると、今にも手を蹴ろうとしているモオルダアの左足を見付けた。

「ぁぁぁあああ！」

倉井が奇声を発しながらまたナイフを振り回し始めた。今度こそはダメかと思ったが、モオルダアも最後まで抵抗するつもりで両手を顔の前に持ってきて防御の姿勢をとった。ただ倉井もまだモオルダアを刺し殺そうとしているわけではないようだった。彼にとって今のところ問題なのはモオルダアの右足である。それで倉井はナイフでモオルダアの右足を切りつけた。

「ウワァァー」

今のはモオルダアの悲鳴である。あまりにもリアルに恐ろしい状態なためにいつもの変な悲鳴ではなくて普通の悲鳴をあげている。

　ナイフはズボンの上からモオルダアの脛を切り裂いた。肉のあまり付いていない脛を切られて傷口がどんな状態になっているか、と想像したモオルダアはもう一度悲鳴をあげた。痛みらしい痛みはまだなかったが、このまま悲鳴をあげ続けていたくなるようなそんな状況だ。

「そうですのよ！その調子ですわ！やれば出来るじゃないの」

また上からスケアリーの声が聞こえていた。

「んんんんん…」

それが返事なのか解らないが倉井は呻き声を上げた。

「そうですわ。良い考えがありますのよ。今度は両手を攻撃するんですの。そうすれば最後はゆっくりとどめを刺すことが出来るんじゃありません事？さあ、グズグズしてないで、やるんですのよ！」

「んんんんん…」

倉井はそう言われてもまだ躊躇しているようだった。しかし、先ほどモオルダアの足を切りつけたことで、これまでよりは思い切りが良くなっているようにも思えた。

「どうしたんですの？また悲鳴が聞きたいんでございましょ？あなたをさげすんだ目で見てきた人達の悲鳴が。あなたのことを少しも理解せずに笑いものにしてきた人達の悲鳴が」

倉井は階段を一段降りてモオルダアに近づいた。

「やめろ！やめろ！スケアリー！…スケアリー！」

モオルダアは叫びながら、何とか逃げようとまた右足をばたつかせた。しかし何の効果もないまま、倉井はさらにもう一段降りてきた。倉井の持っているナイフに自分の足を切った時の血が付いているのがモオルダアには解った。その刃は次に何を切るのか。言われたとおりに手を切りつけるのだろうか。

「スケアリー、許して、ごめんなさい！」

モオルダアは最後の手段として謝ってみた。もちろん何の効果もなかったようで上からは「殺すのよ！殺すのよ！」という声が聞こえてくるだけだった。そしてまた一段、倉井が階段を降りてきた。

　するとその時、二階の部屋の奥の方で何か大きなものが倒れる派手な音がした。モオルダアはそんなことを気にしている余裕などなかったのだが、倉井の後ろにかすかに見えていたスケアリーの姿が見えなくなったような気がした。

「モオルダア！どこにいるんですの？」

良く解らないが消えたと思ったスケアリーの声が聞こえてきた。そして、こんどは「殺せ」とは言っていないようだ。

「スケアリー…」

モオルダアは半分諦めたような弱々しい声をだした。もう倉井はモオルダアの体の上にまたがっている状態なのだ。しかし、倉井はなかなか攻撃してこない。またスケアリーが「殺せ」と言ったらそこで終わりなのかも知れないが、一体あのスケアリーはどこに行ったのだろうか？

　そう考えたときに良いタイミングで二階の部屋の前に誰かが現れた。モオルダアは最後の抵抗をすべく身構えてスケアリーが「殺せ」というのを待った。

「FBLですのよ！両手を挙げてこちらを向きなさい！」

上でスケアリーの声がしたが、モオルダアの思っていたあのスケアリーの声とは違っていた。そしてモオルダアの上でワナワナしていた倉井もハッとして姿勢を正した。夢から覚めたような表情という表現がふさわしいのか知らないが、倉井はなぜ自分がここにいるのか解っていない様子でもあった。そして自分の持っているナイフに血が付いているのに驚いて、思わずそれを放り投げた。

　それは刃を下にして落ちてきて、ちょうどモオルダアの顔の真横にストンっといって刺さった。緊張感の漂う静けさの中にモオルダアのヒョァ！っという変な悲鳴がこだました。

「モオルダア、大丈夫ですの？」

スケアリーが聞いたが、モオルダアは大丈夫かどうか全然解らなかった。ただ大ピンチは去ったようなので「うん…」とだけ答えた。

		
			22  薄明るい倉井の家
		

		　スケアリーの通報で警察が来るまで倉井を取り押さえておかないといけないので、モオルダアはしばらく階段で逆さになったままスケアリーにこれまでの経過などを話さないといけなかった。頭から血が出ているし、足には出来れば直視したくない大きな傷を負っているというのに酷い扱いだったが、倉井が逃亡する可能性があるので、そうするしかなかった。それに、そこにいるスケアリーが本物であると解ったのでモオルダアにはそれだけで十分だったかも知れない。もう命の危険はないのだし。

　今はようやく警官達がやって来てモオルダアは救急隊員から応急処置を受けたところだった。モオルダアの意識が多少朦朧としているのは、あれだけの窮地を経験した後だったからだろう。頭に包帯を巻いたモオルダアの元へスケアリーが近づいて来た。

　彼女の着ている白いブラウスは前面が真っ黒に汚れていた。そして、スカートのサイドの部分は腰の近くまで裂けていて、そこから太ももがちらちら見えていた。普段なら彼女が恐くてそんなことはしないのだが、モオルダアは朦朧としているのでその太ももをガン見していた。

「このスカートは弁償してもらいますわよ」

モオルダアに足を見られている事に気付いたスケアリーが言った。モオルダアはヤバいと思って視線をスケアリーの方に向けたが、そこには怒りをあらわにしたスケアリーではなくて、笑顔のスケアリーがいた。おそらく冗談だったに違いない。モオルダアも多少引きつった感じだったが笑顔を返した。

　スケアリーはモオルダアから少し遅れて倉井の家にやって来たのだが、その時に中から悲鳴が聞こえてきたらしい。玄関に鍵がかかっていたため窓から侵入しようと家の周囲を回ったのだが、一階の窓は全部開かなかった。そこでスケアリーは塀によじ登り、そこから一階の窓の上にある雨よけに移動して、そのすぐ上の開いている二階の窓から侵入したということだ。そのときスカートが邪魔だったので、自分で脇を破ったということだった。それからブラウスが黒くなっているのは雨よけの上に溜まった汚れのせいである。

　屋根を触る機会のある人がいるか知らないが、触ってみればそこがどんなに汚れているか解るだろう。真っ黒とはこのことだ、という感じで触った指が見事な黒さになる。その後はいつまでもその手で触るものが黒くなるし。とにかく今はモオルダア同様に、スケアリーもくたびれた外見になっていた。

「ついでにクリーニング代も必要なんじゃないか？」

モオルダアにしては珍しくまともな事を言ったが、それもおそらくショックを受けた後だからだろう。それよりも、スケアリーは自分の服がそれほどまでに汚れていることにはまだ気付いていなかったようで、確認してみて服の黒さに驚いていた。それからちょっとイラッとしてしまいそうになったが、目の前の包帯を巻かれたモオルダアを見たらそんな事を思っている場合ではないと思った。

「あなたの言っていた女性というのは、何だったんですの？あたくしはそんな方の姿は見ませんでしたのよ」

スケアリーは事件の話を始めた。

「いや、そうだけど。でも確かにあそこには誰かがいたんだ」

「そして、あなたを殺せと命令したんですのね。でもおかしいと思いませんこと？どうして直接あなたを襲わなかったんですの？あなたは身動きが出来なかったんでございましょ？」

「出来るのならやっていると思うけどね。でもあれがあそこにいた人間ではなくて、空間に投影された映像だとしたら、ボクを殺すことは出来ないよ。だから倉井に命令してたんだよ」

それは、これまでモオルダアの主張してきた説とほぼ一緒である。もしも謎のゲームが存在して、空間に映像を投影できる技術があるのならそうかも知れないが。

「モオルダア。あなたきっと錯覚を起こしていたんですのよ。あたくしが部屋に踏み込んだ時にテレビから音が出ていましたのよ。ちょうど窓のすぐ内側にあったものですから、あたくしが部屋に乗り込んだ時に倒れて壊れたようですけれど。きっとそのテレビから出ていた声が倉井に命令しているように聞こえたんですのよ。それに、あなたはずっと謎のゲームや幻覚の事を信じていたんですし。誰だって命の危険にさらされたらパニックにもなりますわ」

そう言われると、あれが錯覚だとも思えたのだがモオルダアはどこか納得できないところがあると考えていた。それに肝心の倉井は何と言っているのだろうか？

「それなら倉井に聞けば解るはずだよ。もしも、倉井がそれを認めれば最初の立て籠もり事件の時の女性の事も説明できるし」

「そうですわね。ですから、あたくしも最初に倉井に聞いてみたんですのよ。ですけど、今のあの様子じゃ…」

「倉井がどうかしたの？」

「あれは完全に心神喪失状態ですわよ。一時的なものだったら良いのですけれど」

スケアリーの表情が暗くなっていった。しかしモオルダアにはまだ聞くべき事があった。

「それで、ゲームは？あのゲームはあった？」

「あることはありましたわよ。ですけど、もう読み取りが不可能なほどディスクは粉々にされていましたわ」

それを聞いてモオルダアまで暗くなっていった。きっとあの女が。あのスケアリーそっくりな女が命令したに違いない。倉井を催眠状態にするディスクの証拠を消した上で襲わせたに違いない、とモオルダアは思っていた。

「ですけど、モオルダア。ゲームが粉々になっていたんですし、原因がゲームにあると考えるのはおかしくありませんこと？ゲームがなければ催眠状態にも出来ないですし、それにあなたの言う幻覚というのも不可能ですわ」

「そうとは限らないよ。一度催眠状態を解いても後から何かのきっかけを与えると、また催眠状態にすることができるし」

「ですけど、そのきっかけはどうするんですの？」

「さっき、テレビが点いていたと言ったよね。今はテレビを受信するのにカードが必要だよね。あのカードがあればある程度個人を特定して情報を送ることも可能だよね。まあ個人を特定することは出来ないとしても、あのカードには固有の番号が割り当てられているし、誰がどの番号のカードを使っているかが解れば、そのカードを使っているテレビだけに情報は送れるよ」

「つまり、催眠状態にさせるきっかけをテレビで送っていたってことですの？」

途中の怪しげな点は除いて、特定のテレビに特別な情報を送ることは可能なのではないか？と思ったスケアリーは少しゾッとしていた。

　モオルダアはさらに得意になって説明を続けるのかと思ったが、ただ頷いただけでそのまま黙ってしまった。もうこれ以上証拠は残っていないとなんとなく解っていたからである。うつむき加減で考え事をする優秀な捜査官のポーズをとっていたモオルダアだったが、救急隊員がやってきて彼の座っていた担架ごと持ち上げられて、危うく落ちるところだった。救急隊員はモオルダアに向かって「大丈夫ですよ」と言ったが、一体何が大丈夫か解らないままモオルダアは救急車に乗せられて、そのまま病院へ搬送されていった。

　モオルダアの乗った救急車を見送ったあと、スケアリーは救急隊員からふんだくった白衣を着てスカートの裂け目を隠した。そして彼女はしばらく倉井の家を調べてみようと思った。もう何もないと解っていたのだが、なぜかそうしないと気が済まなかったのだ。

		
			23  後日、スケアリーのレポート
		

		
			根戸下政男の立て籠もり事件と、その周辺の出来事に関するレポートですのよ。

　これらの事件のうちあたくし達が関わったのは、行方不明の女性に関してですわね。あの部屋にいた女性に関してはいまだに何も手がかりがありませんわ。警察は捜査の範囲を広げて引き続きあの女性を追っているのですけれど、見付けるのは難しいかも知れませんわ。

　それに、世間の注目はネトゲの死に集まっていますし、裁判になれば女性のことなどいつしか忘れ去られてしまうような気もいたしますわ。それが都合の良いことだと思う人がいたとしても、あたくし達が事件をペケファイルに保存している限り、事件は風化させるべきではありませんわね。



　モオルダアは最初からゲームソフトが事件に関わっていると思っていたようですが、それはある部分では正しかったと言えますのよ。ただしそこから導き出されてきたものはあまりにも曖昧。

　セーフハウスにかくまったあの男はやはり精神に問題があるということで、しばらくしたらセーフハウスから追い出されるようですわね。精神科医とも相談してあまり彼を不安にさせないようなやり方で出て行ってもらう事になっているそうですけれど。

　彼の言っていた事はあくまでも参考にしかならないでしょう。少なくとも法的に有効な証拠として扱うのは難しいと思いますわ。そして、そこがこの事件をさらに難解なものにした原因でもありますのよ。彼の言っていたプレーヤーに幻覚を見せるというゲーム。その存在は結局最後まで解らないまま。

　そこで、あたくしはゲームソフト屋さんの店長のところに行って、過去の記録を見せてもらったんですの。そのゲームが本当にあるのかどうかを確かめるために。記録には様々な会社の名前が書いてあったのですけれど、そのほとんどが店と定期的にやりとりをしている会社だったんですのよ。でもその中に一つだけ、一度しか店と関わっていない会社を見付けましたわ。でも予想どおり、その会社は今では存在していませんでしたのよ。



　それでもゲームを追っていくうちにまたいくつかの謎に遭遇いたしましたわね。まずは救急車で運ばれていった舞黒という方。彼は二三日入院して体調は元に戻ったということですけれど。ゲームのことに関しては何も覚えていないそうですわ。もっと調べるべきなのかも知れませんけれど、むこうが協力を拒んでいる以上、あたくし達の持っている証拠だけで捜査を続けることは困難ですわ。これ以上の被害を広げないために協力したら良いと思うのですけれど、舞黒という方は恐ろしくてゲームのことは考えたくない、なんて言うんですのよ。モオルダアに言わせれば、それは表向きの理由で実は誰かに口止めされているんだ、なんて言っていますけれど。

　それから、あの倉井ですわね。彼の行動がゲームによるものだったのか。それは簡単には断言できませんのよ。その後の調べで解ったのですが、彼のパソコンからあたくし達を隠し撮りした画像がたくさん見つかりましたのよ。あたくし達があの公園にいた間に撮られたものですけれど。その時点からあたくし達に対して殺意を抱いていたのなら、話が違ってきますものね。ただ、写真の中にはあたくしを写したものが多かったのですけれど、狙われたのがモオルダアだったというところもおかしいですわね。

　あのゲームが存在するという前提で考えれば上手く説明できるのかも知れませんけれど、それにはまず証拠を集めないといけませんわ。あたくしの仕事は証拠を分析して理論的に事件の全容を推測していくことですもの。ただし、倉井が拘束衣を着せられて病院に閉じ込められている間は新しい証拠を見付けるのは不可能かしら。ここにはやり場のない怒りを感じてしまいますけれど、いつだって冷静にしていなければいけませんわね。そうすればいつか新しい手がかりも見付けられるはずですわ。



　最後にモオルダアの事に関して。あの事件で負傷したモオルダアですけれど、頭の傷はたいした事がないようですわ。そして精密検査の結果、脳にも異常はなかったようですのよ。足の傷は完治までは時間がかかるものの、日常生活に支障はないようですし、あの方の強運には時々驚かされますわ。

　ただし、あのような辛い経験をしたのですから、心に傷を負っていないか心配ですわね。あたくしもパートナーとして、彼の様子を観察して、おかしなところがあれば無免許医師として適切なアドバイスをしないといけませんわ。FBLの捜査官と言っても、いいえFBLの捜査官だからこそ、心のケアというものは重要になりますものね。



　まだ解決していないこの事件ですけれど、いつか進展があるのかしら？あれば良いですわね。

			

		
			24  モオルダアのボロアパート
		

		　怪我のこともあって休むように言われたモオルダアだったが、安静にしていないといけないワケでもなく退屈すぎる時間を過ごしていた。そこで彼は寝転んでフロシキ君から借りている携帯ゲーム機で遊んでいた。厳密にはもうすぐそのゲーム機はモオルダアのものになるのだが。

　ちょうどそこへフロシキ君がやって来た。

「とんだ災難だったな。まだ痛いのか？」

フロシキ君が包帯を巻いたモオルダアの足を見ながら言った。

「キミに同情されるのはイヤだから痛くないことにするよ」

「そうか。足を切られたぐらいじゃその態度は変わらないんだな。まあ、こちらはブツがもらえればそれで良いんだが」

「キミのすぐ右側に置いてあるよ。それだけあれば満足だろ？」

フロシキ君が右側を見ると、そこには何もなかったが反対側には雑誌が五冊ほど積まれていた。モオルダアは自分から見て右ということで「右側」と言ったのだろう。それはともかくフロシキ君は雑誌を一冊ずつ手にとって調べていた。

「これで取引成立だな」

どうやらモオルダアは彼の持っているエロ本と引き替えにフロシキ君の携帯ゲーム機を手に入れたようだ。この取引は公平なものなのか、人によって意見が違いそうだが、保存状態の良いモオルダアの80年代のエロ本はフロシキ君にとっては値打ちものらしい。

「しかし、あんな思いをして、良くまだゲームが出来るな。オレも元部長も幻覚兵器が恐くてゲームはやってないんだぜ」

「ボクの知る限り、恐怖のゲームを手に入れるのは困難なことだしね。それに次に出回る時にはもっと刺激の少ないものになるよ。派手な立て籠もり事件が起きたんじゃ、後始末が大変だからね」

本気で言っているのか解らないが、モオルダアがにやけて話していた。

「とにかくどんなゲームでも一度始めたらエンディングは見たいだろ？」

「まあ、そうだがな。じゃあお大事にな」

そう言うとフロシキ君はエロ本を鞄に詰め込んで部屋から出て行った。モオルダアはまた寝転んでゲームの続きを始めた。たまに上手くいかずに怒ってみたり、ニヤニヤしたり。端から見たモオルダアは気持ち悪いのだが、彼は十分楽しんでいるようだ。

　どうやら彼に心のケアとかそういうものは必要ないだろう。少なくともこうしてゲームで遊んでいる間は。

		
			#028「Dimensions」

			Little Mustapha
		

	
		
			#029「Curse」
		

		
			01  雰囲気
		

		　呪術や宗教的な儀式を行う時にはそれなりの雰囲気がないといけない。そうしないとその行為に効果がないように思えるからなのかは知らないが、誰だってそうすべきだと思っている。昼よりは夜の方が効果的であるような気がするし、夜ならば明かりは蛍光灯や懐中電灯ではなくて松明やローソクが良いだろう。

　そして、謎めいていて、意味が解るようで支離滅裂な文章を読み上げたり、あるいはまったく意味不明な文字を並べた呪文を唱えたり。一人でやるにしても複数でやるにしても、そうして雰囲気を出せば何か不思議な力であり得ない事が起きるような気がして、精神的に高揚していくのである。

　結局何も起きないとしても、ただ精神が高揚したという事だけでも何かが起きた証拠と思えたりもするので、何かの儀式には雰囲気は大切なのである。



　いきなり何を書いているのか、と思うかも知れないがちょうど今この家の中の部屋はそんな雰囲気に包まれている。深夜の二時を過ぎて外からの光はまったく入ってこない場所にあるこの家の電灯は全て消され、テーブルの上にいくつも置かれた燭台に火が灯されていた。

　ローソクの明かりに照らされた男が一人部屋にいて先ほどからなにやらブツブツと呪文のようなものを唱えている。片手には人形のようなものを持ち、もう片方の手は先ほどからコップに注がれた水の中に入ったり、ローソクの火にかざされたりしていた。そして、その手には裁縫針のような細い棒が握られていた。

　男ははっきりとした言葉は発していなかったが、口の中でもごもごと呪文を唱える音が次第に大きく、そして早口になってきた。この雰囲気に酔いしれているのか、あるいは自分にこの世のものではない未知の力が備わった感覚を味わっているのか、男は次第に集中力を高めているようだった。そして、偶然なのか知らないが、それと同時に何本ものローソクの火が一斉に揺らめき始めた。男が呪文を唱える声はさらに大きくなり、そして最後には呪文ではなくて「うぁぁああ」という呻き声のような音を発し始めた。そして集中や感情が一気に高まっていった時、男は持っていた針を反対の手にある人形の頭に突き刺した。

　針を根本まで突き刺すと、男は静かになった。まだ息が荒いが、一つの重要な仕事を終えたような感じで憔悴していた。男はそのまま椅子に深く埋もれてしばらく身動きしなかったが、口元には不気味な笑みを浮かべていた。



　翌朝。ある企業の社長は新築される支社ビルの工事現場へとやって来た。工事は計画どおり進んでいるし社長が来ても特に意味はないのだが、たまにはこういうこともしておかないと社長という感じがしないので、なんとなくやって来たのである。

　社長は現場の責任者を捕まえて工事についていくつか質問していた。工事についての詳しいことは知っても意味はないのだが、そういうこともしておかないとこれまた社長という感じがしないので、なんでも良いから質問しているのである。

　しかし、こんな何でもないことが災難を招く原因になったりすることもある。完成間近のビルの外壁の周囲には足場が組まれていて、さらに外側には囲いがあって周囲の安全は確保されていたはずなのだ。だが社長が社長という感じのことをしようと思うようなそんな時には、いろんな偶然が重なって悪いことが起きたりするのだ。

　もうすぐ完成するビルに足場はいらなくなるので、取り払う作業が始まっていた。それはいつもどおりの事だったのだが、なぜか誰がが足場にレンチを置き忘れていたらしい。高い所の足場はまとめてクレーンで下ろされるのだが、その途中で誰にも気付かれなかったレンチは足場から滑り落ちて行った。敷地の入り口と建築中のビルとの間にある場所。いつもならそこに人がいることはあまりなかったのだが、今日はなぜか社長がいた。

　現場の責任者の話を聞きながら解っていないのに解ったように頷いている社長の頭の上に、十数メートル上からレンチが落ちてきたのである。レンチが頭に当たった時、社長は何が起きたのか解らぬまま気を失った。そしてそのまま現場の責任者の方へと倒れ込んできた。責任者もまだ何が起きたのか割らぬまま、慌てて社長を抱きかかえた。すると社長の頭から血が噴き出してきて、責任者の顔を赤く染めていった。

　責任者はまだ何が起きているのか解らないような状態だったが、とにかく悲鳴をあげてみた。そして、その間に理解した色々なヤバい状況を思ってもう一度悲鳴をあげた。

　朝の建築現場から血みどろのニュースが、昼時から午後にかけての一部のネタ切れワイドショーのネタとして提供されたのである。

		
			02  味わいのある街
		

		　渋滞がなければ東京から一時間ほどでたどりつく海沿いの街にモオルダアとスケアリーがやって来た。ある事件の被害者から直接指名されて呼び出された二人だったが、どんな事件が起きたのかも知らされず、この街で誰が彼らを待っているのか見当も付かなかった。こんな謎めいた呼び出しならモオルダアはさぞかし盛り上がっているのだろうが、スケアリーは機嫌が良くないに違いない。

　というよりも、車を運転しているスケアリーの様子からして彼女の機嫌が良くないことは明らかだった。FBLビルディングを出発した直後は盛り上がって、あることないこと話していたモオルダアだったが、しばらくするとスケアリーに睨まれていることに気づいて黙っているしかなくなった。

　しかし、この小さな海沿いの街にやって来ると、スケアリーは妙に機嫌が良くなっていたようだった。あまり知られていない街だが近くには高級な別荘地があったり、そのためなのか海の方には漁港だけでなくヨットハーバーのような、お金をたくさん持っている人が遊ぶための施設があったりもした。そして開発されすぎずに、程良く残された自然の中に古くからある洋館が点在していたりもする。こういう、昔ながらの「ハイソ」な感じのする場所をスケアリーが嫌いなワケはない。

「ステキな街ですわね」

午後の陽を受けてキラキラしている遠くの海を眺めながらスケアリーが言った。彼女を刺激しないように黙っていたモオルダアはこの予想外に機嫌の良い口調に「あぁ」と気のない返事をするしかなかった。

「あなたにはこの良さは解りませんわね」

モオルダアの変な反応にガッカリしたようなスケアリーだったが、とにかく彼女の機嫌が良いということはモオルダアにとっても都合が良いので、モオルダアはただ「まあね」と答えた。何が「まあね」なのかは良く解らないが。



　モオルダアとスケアリーは二人を呼び出した被害者のいる病院へやって来た。古い建物だったが、この病院も明治時代の洋館を連想させるような味わいのある病院だった。本当に明治時代に建てられたワケではないと思うが、ハイカラな白い洋館風の病院だった。

　受付で事情を説明すると二人はある病室へ案内された。その病室のベットにいたのは、体の至る所に包帯が巻かれたりギプスをはめられたりした男性だった。この見るからに「大ケガ」という状態の男性を見てスケアリーは思わず「まあ…！」と声をあげてしまった。

　近づいてよく見ると、男はかなり年老いているようだった。

「わざわざ来ていただいてすまないね。何しろこんな状態なもんでね」

そう言って老人は身振りで「こんな状態」を伝えようとしたのだが、指先まで包帯を巻かれた手とギプスをはめた反対の手を不自然に動かしてもいまいち伝わらなかった。

「どうやら、そうとう酷い目に遭ったようですね。しかし、警察は刑事事件として捜査をしていないようですが、一体何があったと言うんですか？」

この老人の姿に盛り上がってしまったモオルダアがいきなり話の本題に入ってしまったようだ。ただ老人としてもそうなるのはある程度予想はしていたようで、冷静に話を始めた。

「まあそうだな。もしも私が警察に被害届を出しても相手にされなかっただろうな。このままこの地獄のような状態を耐えるしかないとも思っていたのだが、知り合いにおかしな人間がいてね。と言っても世間的にはまともで、いくつも会社を経営してるようなヤツなんだが、その男が趣味というかなんというか、オカルトとか超常現象に興味があってね。それで彼が見舞いに来てくれた時にFBLに相談してはどうか？ってことを助言してくれてね」

「つまり我々がどういう類の事件を扱っているかを知った上で捜査を依頼したということですね」

「まあ、そういうことだ」

モオルダアと老人が話している間に、スケアリーはベッドの横にあったクリップボードを眺めていた。そこにはこの老人にここでどのような治療がなされたのかが書かれていたのだが、スケアリーはそれがおかしすぎることに気付いたようだった。

「これは一体どういうことですの？」

スケアリーが誰に聞くでもなく聞いた。モオルダアは「何が？」と言いながら振り返るとスケアリーがどういうことか解らない状況というのを説明した。

「ここに書いてあることによると、この病院であなたに施された医療行為は頭部の縫合となっていますけれど。これはどういうことですの？他の傷はどうなさったんですの？」

「どうと言ってもね。それは書いてあるとおりだと思うがね」

老人が答えた。

「それじゃあ、その体中の包帯は一体…？」

誰でも思うことを思ったモオルダアが聞いた。

「まあ、普通は不思議に思うだろうね。人がこんな状態になるというのは大きな事故か何かに巻き込まれでもしない限りあり得ないからね」

「そうじゃないとおっしゃるんですの？」

「そうなんだよ。始めはこの左手の火傷から始まったんだが。これらの体中の怪我は全て一つずつ別の時に負ったものなんだよ。毎日一つずつという感じでね」

にわかには信じられない老人の話にスケアリーは口を半分開いたままモオルダアの様子を伺ったが、モオルダアも良く解らないような顔をしてスケアリーの方を見たところだった。

「こんなふうに立て続けに酷い怪我をしていたら、人は誰でも呪われていると思うだろ？」

本当にそんな感じで次々に怪我をしていたら呪われていると思っても仕方がないし、どんな人間でも藁をもすがるという状況になるのかもしれない。何しろ、この老人にはもう怪我をする場所が残っているのか解らないほど体中がギブスや包帯だらけなのだから。この次に何かあるとしたら命が危ないとも思うのが普通かも知れない。

「それで我々に連絡をしたんですの？その前にやはり警察に連絡するのが普通じゃないかしら？誰かがあなたの命を狙っているとか、呪いよりもそっちの線を疑うのが普通だとも思いますわ」

呪いとかいう言葉が出てくると反射的に反論してしまうスケアリーだったが、それを聞いた老人に笑われると少し迂闊だったと後悔した。

「これだけ殺害に失敗するとは、たいした殺し屋だな。ハッハッ…」

老人が笑ったときにどこかが痛んだらしく、もっと「ハッ」を続けて笑いたいのに笑えなくなったようだった。笑う前に少し明るくなった老人の顔はまた曇っていったように思えた。顔にも包帯が巻かれて表情も良く解らなかったのだが。

「それよりも、キミ達を呼んだのにはちゃんと根拠があるんだよ。根拠と言ってもそれは私の想像でしかないんだが」

笑った拍子にどこかが痛くなったと思われる老人の話し方はさっきまでよりも弱々しかった。こんな状態の怪我人を見ていると二人とも同情しないわけにはいかなかった。

「良いですよ。話してください」

モオルダアが言うと、老人は黙って頷いた。

		
			03  病室の続き
		

		　スケアリーはふと老人のいるベットの向こうにある窓の方に目をやった。西に傾き始めた太陽が静かに波打つ海に反射して外は更に明るく見えていた。外の明るさに目が慣れてくると海面に揺らめく光の粒の中を一艘のボートがゆっくりと通り過ぎていった。

　そんな外の光が窓から差し込んできて、落ち着いた白い病室を斜めに光と影の部分に分けていた。この古い建物の中で見るそんな光景は悠久の時という少し大げさなものを感じさせるものであった。それは同時に平和で穏やかな陰影でもあった。スケアリーはそんなところに絵画的な美を見いだして、なんとなく晴れやかな気分になっていた。この街が彼女が言うところの「ステキ」な街なのはそんなところに理由があるのだろうとも思っていた。



　スケアリーがステキな気分になっていることは知るよしもなく、他の二人は先ほどの話を続けた。

「私がこの状況を呪いだと思うのに根拠がないわけではないんだよ。まあ、私もいくつも会社を経営して財を成してきた者として多少はあくどいこともしたかも知れないがな。ただしそんなことが原因だとしたら世界中から金持ちはほとんどいなくなるだろうな」

そんな前置きはどうでも良かったが、この老人ってそういう感じのお金持ちだったのか、とモオルダアとスケアリーはここでやっと知ったようだ。それはともかく二人は黙って話を聞いていた。

「ただし、何かの理由で私が呪いの品を手に入れたとしたら、これは呪われてもしかたがない、ということになるだろ？」

「呪いの品ですか?!」

モオルダアの目がちょっと輝いてきた。古い建物が多かったり、それなりの自然も残っているこの街にはそんな呪いのアイテムがあってもおかしくない。というよりも、ここはそういう謎めいたアイテムが似合う場所でもある。そういうものは大都会よりもこういう場所の方が雰囲気が出て良いものだとモオルダアは勝手に思っている。

「つまりその呪いの品にどんな力があるか調べれば良いのですね。それは一体どういう物ですか？宗教的なシンボルがあったりしますか？それとも何か人形のようなものとか？」

「まあ、そう焦ってはいかんよ」

いきなり盛り上がって来たモオルダアに老人は少し驚いた様子だった。

「その品というのは私の手元にないんだよ」

老人が言うとFBLの二人は拍子抜けした感じがした。

「それはどういうことですの？呪いの品を持っていないのだったら呪われることはありませんわ」

「そうなんだが、これは最初から順を追って話した方が良いだろうな」

要領を得ない話にスケアリーは多少苛ついてきたようだったが、それほど単純な話でもないようだった。

「実は一年ほど前に結婚したんだが。何度失敗しても、時には傍に誰かがいないと寂しくなるものでね。その新しい妻の様子が最近ちょっと変だということで、調べることにしたんだが」

「その前に、その奥様はどのような方なんですの？あの…なんて言いますか、その…あなたのようなお歳の方だと…」

スケアリーは金持ちの老人の結婚と聞くと「昔から良くあるパターン」を想像してしまう。さらにその想像を膨らませると、老人の怪我の原因も解るような気もしたのだが。その前に本当に老人の妻がスケアリーの思ったとおりの人物かどうかを確認する必要があった。老人にもそれが解っていたのか、包帯の下に見える目で不敵な笑みを表現したような目つきになった。

「あんたが言いたいことも解るがな。妻とは40近く年が離れているよ。まあ、私もこの歳になってもそっちの方は衰えているワケでもないし、理由が何であれ若い女が嫁に来てくれるのなら拒む理由もないだろう」

そう言う老人の目は更に輝いているようにも見えた。モオルダアは体中に包帯を巻かれた老人からギラギラした男の欲望というか、そういうものを感じるというのはあまり心地の良いものではないとも思っていたが、それは気にすることでもない。老人は先を続けた。

「とは言ってもあいつも時にはこんな老人では満足出来ないという事なんだろうな。どうもあの女は外に男を作っているらしいんだな」

ここまではありがちな話だとスケアリーは思っていた。そして、もしかするとその妻とその不倫相手が何かを企んで老人に怪我を負わせたのでは？とも考えていたが、それを考えるにはまだ早過ぎるとも思っていたので、さらに老人の話を聞いた。

「こういう問題は疑っているばかりでは何も解決しないし、状況は悪化するばかりだからね。私はある人間を雇って妻の事を調べてもらったんだよ。すると私の思ったとおり、あいつは若い男と出来ていたんだよ」

「それはつまり、疑うべきはやはりあなたの奥様なんじゃございませんこと？」

「まあ、そんなに焦ることはない。もしもあんたの思っているような事をあいつがしたとしても、真っ先に疑われるのはあいつじゃないのかね？あんたは妻が遺産目当てに私を殺そうとしてると思っているんだろ？事故かなんかに見せかける、っていうのはいかにもな話だな」

老人が半分笑っているような口調で言うのでスケアリーはムッとしたのだが、グッとこらえて黙って頷いた。

「この話にはまだ先があるんだよ。私が妻の事を調べさせた男だけど、彼は私立探偵とかそういう類の人間ではなくてね。どうにも私は探偵みたいなのは信用できないような気がして、個人的に求人広告をだして、いわゆる素人を募集したんだよ。最近は便利な世の中になったよねえ。インターネットがあればそういうことは簡単にできてしまう。昔みたいに新聞に広告を出すなんて面倒で危険なやり方は必要なくなったんだから」

「それで、誰が応募してきたんですか？」

老人がもったいぶったような口調になってきたので、早く先を知りたいモオルダアが聞いた。

「まあ、普通の男というか。特に特徴もない若い男だったがね。素行調査には目立たないのが一番だろ？それはどうでも良いんだが、その男が妻の不倫に関する証拠を持ってきて契約どおりの働きをしたってことでな。約束した料金を支払おうとしたんだが、その男が変な事を言い出してね。料金はいらないから、あるものを自分に買って欲しいと言い出したんだよ」

老人の口調が多少大げさなのでスケアリーは面倒なことになってきましたわ！と思っていた。

「それは一体どういうことですか？」

モオルダアが聞いた。

「あの男は私にある品物を買って自分に渡せと言い出したんだ。しかもその品物は私が払うと約束した賃金の一割にもみたないガラクタみたいなものだったんだが。どうして自分で買わないのか？と聞いてもイロイロと理由を付けてお茶を濁すような始末で。私としては、その男にいくら払おうとどうって事はなかったんだが、あんまりしつこいもんで、しかたなく男に言われた品物を買うことになったんだよ」

「それがつまり、呪いの品ということですね」

「あんたはなかなか話がわかるようだね」

老人はモオルダアの方に目を向けた。

「どうも、そんな気がするんだよね。今考えるとそれ以外に私がこんな目に遭う原因があるとは思えないんだよ」

「それはどんな物でしたか？」

「なんというか、彫像のようなものだったな。特に興味はなかったから、私は金だけ払ってすぐに男に渡してしまったしな。買ったのはこの街にある骨董屋だがね」

話が怪しくなってきてモオルダアの目は輝きだして、スケアリーはどことなく苛ついたような表情なのはいつもどおりであった。

「一つお聞きいたしますけれど、あなたは奥様に対してどう思っているんですの？あなたの身に起こった事が呪いによるものかどうかを判断するのにも関連していますから、答えていただきますかしら？」

スケアリーはそう言ったが、本当はワイドショー的な好奇心で聞いただけだった。

「まあ、ホントのことを言うと、私を愛していてくれたのなら嬉しかったけどね。私も始めからそこまで期待していなかった、というのが正直なところだし。それなら私も私のやりたいようにやるまでだよ。キミ達には解らんだろうが、この世の中はある程度まではお金で全部出来てしまうんだよ。ただし、この体をもう少し長持ちさせないとせっかくお金があっても楽しむことが出来ないからね。キミ達には早いところこの呪いを解いてもらいたいものだね」

老人の話はだいたいこんな感じで終わりになったのだが、この話を聞いたために味わいのある街の素敵な雰囲気が一気に台無しになったとスケアリーは薄暗い気分になっていた。

　モオルダアは先ほどの話に出てきた骨董屋の場所などを老人から聞いていたのだが、スケアリーはいち早く病室を出て廊下の窓から外を眺めていた。そこからは海とは反対側の森の風景が広がっていて、これはこれでまた素敵な風景であった。そして、緑に輝く森を見て薄暗くなっていたスケアリーの気持ちにも多少の光が差してくるような気がした。

　そして、人間って悲しい生き物なんですわね、と心の中でつぶやいた。

		
			04  味わいのある街の普通のビジネスホテル
		

		　二人は病院を出て車に乗った。これは事件と言えるのか？というところから考えないといけない話でもあったが、とりあえずは例の骨董屋に話を聞いて、あとは東京のFBLビルディングへ戻って何か関連しそうな事を調べるしかなさそうだった。

　モオルダアはそんなふうに思っていたのだが、スケアリーの運転する車は骨董屋ではなくてビジネスホテルの前に止まった。モオルダアが「えっ?!」という感じで運転席のスケアリーを見た。

「こういうことはしっかりと腰を据えて調べた方が良いと思いますのよ」

スケアリーはモオルダアが何も聞かないうちにモオルダアの「えっ?!」という表情に答えた。それだけで彼女が仕事そっちのけで、この綺麗で素敵な街をゆっくり楽しんでいきたいと思っていることがバレてしまっているようなものだった。

「だって、あれでございましょ？古くからありそうな街で、しかも外部とはちょっと隔離された感じがいたしますでしょ。なんというか、この街の独特な雰囲気ですのよ。ですから事件の鍵はこの街にあるに違いないんですのよ」

多少無理がある理屈なのだが、モオルダアも東京に戻って特に調べることのあてがあるのか？というとそれほどでもなかったので、スケアリーを説得してまで帰ることもないと思った。モオルダアがなんと思っていようと、スケアリーはすでに車を降りてフロントの方へ向かっていたのだが。



　突然やって来たFBLの二人にフロントの接客係は多少まごついていたようだったが、なんとか二人分の部屋は確保できたようだった。隣同士の部屋を取ることは出来なかったが、それは特に問題ないということで、二人はそれぞれの部屋へと向かった。

　一階の部屋に通されたモオルダアは、部屋に入ると窓のところに行きカーテンを開けて、いつものことを確認した。そして、いつもどおり窓の外には美しい景色ではなくて、隣にある建物の壁がそびえ立っているのを見た。モオルダアがゆっくりとカーテンを閉めて軽くため息をつくと、彼の携帯電話が鳴り始めた。それは別の部屋に通されたスケアリーからであった。

「ちょいと、モオルダア！もう外の景色はご覧になったの？素晴らしい景色ですのよ！森の向こうに見える海が夕日を受けて光り輝いていますのよ！ちょっとこれ写真を撮ってみんなにメールしますから、これで失礼いたしますわね。もう、こんなことならちゃんとしたカメラを持ってくるんでしたわ」

興奮しながらそれだけいうと、スケアリーは電話を切ったようで何も聞こえなくなった。そして、モオルダアはまたカーテンに手をかけて少しだけ開けると、そこからチラと外を覗いてみた。目の前の建物が何なのか解らないが、その向こうには綺麗な景色が広がっているということなのだろうか。少し見上げると、前の建物は一階建てで、一つでも上の階に行けばその景色が見られたということなのだが、モオルダアに見えるのはその建物の壁と、その上に細長く見えている薄暗い空だけだった。

「何か見えますかね？」

それはあまりにも突然だったので、モオルダアは変な悲鳴をあげる間もなく、いろんな驚きを通り越して普通に振り返ってしまった。自分以外には誰もいないはずの部屋で後ろから声がしたら誰だって驚くに違いない。

　モオルダアが振り向くと、そこには中年の男が立っていた。或いは相当な歳だが若く見える人とか、若いのに老けている人とか、そんな感じもする。そして、これといった特徴のない男でもあった。含み笑いをしているような男の表情からは危険な人物であるとは思えなかったが、モオルダアとしてはそれがどことなく不気味に思えた。

「な、なんですか？」

確かにそんな感じだったが、焦っているモオルダアの質問は彼の理想とする「優秀な捜査官」的な発言からはかけ離れていた。

「空に何か見えますかね？」

男が言ったが、そういうことではない！とモオルダアは思っていた。

「このホテルの従業員か何かですか？」

モオルダアは少し冷静さを取り戻して、こう聞き直した。ただし、どう見ても普段着の男が従業員とは思えなかった。着ている服は恐らくユニ○ロのシャツのであろう。そんなことはどうでも良いが、モオルダアの質問に男はちょっとニヤついた感じで首を振った。

「あなたに用があって来たんですよ。この状況はかなり厄介だ。なんとかして欲しいんですよ。本当に厄介なんだ」

「すると、つまりあなたはあの社長の関係者ですか？」

モオルダアが聞いたが、男はまた首を振った。（そういえば、あの社長は何て名前なんだろう？とモオルダアはちょっと思ってしまった。どうでも良いが。）

「あの男も酷い目に遭っているよね。だが、それは特に関係はないんだ」

「それよりも、人の部屋に入る時にはノックぐらいはしてくれないと…」

「ああ、いつも忘れるんだ。入る前にノック。入る前にノックね」

男は独り言のように二回繰り返して言った。この男は一体何をしにやって来たのだろうか？

「それで、あなたは一体何者なんですか？」

「まあ、何て言いますか。人知を越えた力を持つ人、と言いましょうか。私はそんな感じです」

「言っていることが良く解りませんが」

「理解しやすいように言えば、あなた方の考えているような神様とか、そういう存在ですね」

これはややこしいことになってきた。モオルダアの前に突然現れた男は自分の事を神様だと言い始めた。ユ○クロのシャツを着たこの男が神様と言っている。モオルダアはその発言にちょっとした狂気を感じて怖ろしくなった。

　きっとこの男はイカれているに違いない。そして、それは多分、突然暴れ出したり、ナイフを持ち出して襲いかかってきたり、そういう感じのイカれ方なのだ。理由もなく誰かを殺したりするタイプなんだ。良く解らないが、モオルダアは頭の中で男が暴れ出す光景を思い浮かべてしまった。

　モオルダアは自分の着ていた上着の掛けてあるハンガーの方に目を向けた。上着の下にはホルスターに入ったモデルガンがあるのだが、あれを使えばなんとかなるではないか？と思ったのだ。モデルガンであっても見た目は本物みたいに見えるし、もしこの男がモオルダアがFBLの捜査官であることを知っているのならさらに効果があるだろう。でも、逆にモデルガンを見たら逆上したりする可能性もあるのか？どちらにしろ、今はモデルガンが近くにないと落ち着いていられない。しかし、上着は部屋のドアのところに掛けてある。それは彼が今いる窓際から一番遠い場所だった。

「ああ、あまり気にしないで。慣れてないんですよ、何て言うか、人と喋るのが」

モオルダアが怯えていることを察したのか、男が言った。そう言われてモオルダアの不安は多少和らいだように思えた。この男がイカれているとうのは考えすぎで、本当に喋るのが苦手なのかも知れない。そういう人の話す内容は情報が欠けていたりして誤解を招くようなこともあるのだし。

「ああ、そうですか。それで、私に何の用なんですか」

モオルダアは多少引きつった笑顔で答えた。

「あなたの調べている事件だがね。あれは厄介なんだ。それはきっとあなたが思っている以上に厄介なんだよ。だからそれを伝えるためにやって来たんだよ」

男の言っていることには中身がないように思えた。

「それで、私にどうしろと？」

「それが解れば苦労はないんだがね。今の私には何もすることが出来ないんだよ。それなのに私はあの男を酷い目に遭わせないといけないのだし」

「それは、どういうことですか？まさかあなたが、あの社長に怪我をさせているのですか？」

「そこが厄介なのだよ。言ったように、あなたが思っている以上に厄介なんですよ、この問題は。たとえば、あなたがさっきしていたようにもう一度空を見てみなさい。そこには雲が垂れ込めているでしょう？手を伸ばせばそれをつかんで丸められそうなあの灰色の雲も、実際にはそうすることは出来ない。そうでしょう？そういう感じなんですよ」

モオルダアは話を聞きながら、男に言われたとおりに窓の外に目をやった。前の建物の壁とホテルの壁の間に見える細長い空には雲が垂れ込めていたが、それが掴めそうなほど低い場所にあるようには見えなかった。まあ、物の喩えということだからそこを気にしても仕方がないのだが。

　そう思ってモオルダアがまた部屋の中に視線を戻したのだが、また驚きで言葉を失ってしまった。さっきまで目の前にいた男の姿が消えていたのである。

　モオルダアは辺りを見回したあとにドアの方に行って、まずは洗面とユニットバスのある部屋を覗いて、さらにハンガーに掛けてあるモデルガンを取り出すと、ドアを開けて廊下を確認した。それから、さらにはベッドの下なども確認したのだが男の姿はどこにもなかった。

　モオルダアは携帯電話を取り出すとスケアリーに電話をかけた。

「スケアリー。もしかするとキミのところにも変な男がいくかも知れないから、気をつけて」

「何なんですの、それ？」

「いや、良く解らないんだが。もしかすると危険な人物かも知れないんだ。恐らくこのホテルの部屋の合い鍵か何かを持っているに違いないから。銃はいつでも手の届く場所に置いておくんだ」

「ちょいと、突然何を言うんですの？あなたのところで何かあったんですの？」

「まあ、あった感じなんだけど。もしかすると隠し扉とか、そういうものかも知れないし。とにかく気をつけるんだ。ユニク○っぽいシャツを着ている、中年か、或いは初老か、青年ふうの男なんだ。それから、その人は神様なんだよ」

説明すればするほど怪しくなるモオルダアの話である。

「ご忠告ありがたいですわ。ところで、モオルダア。あなた最近疲れていたりするんじゃないんですの？十分な睡眠を取るのが良いと思いますけれど、もし眠れないようなら、睡眠薬を飲んだ方が良いですわ」

「あの、そういうことじゃないんだけど。とにかく気をつけるんだ」

どうも調子が出ない感じのモオルダアだが、部屋にいるのも何となく落ち着かないので上着を着て部屋を出ることにした。

		
			05  その夜
		

		　夜といっても、それほど遅い夜ではないが、あれからモオルダアはホテルの中や外で怪しいところがないか調べたて回っていた。ただしここは小さなホテルではあったが、大手チェーンのビジネスホテルである。それなので、怪しい場所などがあると営業に響くので探したところで見つかるワケもなかった。

　そして、すっかり陽も暮れてあの男や彼を見付ける手がかりを見付けたりするのは困難になってきたというところで、モオルダアはホテルの監視カメラを見れば何か解ると思って、フロントにやって来ていた。泊まりにやってきた客から事件だと言われて、フロントの係はまたまごつくことになってしまった。そういうことを許可するのにはイロイロと面倒なこともあるのだ。しかも、相手がFBLの捜査官という良く解らない立場の人間であることも問題だった。ただ、モオルダアがしつこく頼んでくるし「重大な事件につながる可能性もある」などと言われたので、本来なら許可できないところを特別に許可したのだった。

　モオルダアがあれだけ熱心に見せるように頼んだ監視カメラの映像なので、フロント係もスゴい物が映っているのではないか？と、何となく期待しながら機械を操作したのだが、結局モオルダアのところへやって来た男は映っていなかった。

　そうこうしているうちに、少し遅い夜になってきて、モオルダアはフロントの奥の監視カメラのモニタのある部屋からきまりの悪い感じで出てきたところだった。フロント係は「もう良いですか？」とモオルダアの後ろから聞いた。もし何かあったとしても、彼は何もしてくれなかっただろうが、モオルダアが「ああ、どうもね」と答えると、フロント係はなんとか作り笑いを浮かべて頷くといつもの仕事へと戻っていった。

　またしても「優秀な捜査官」らしからぬ発言で調子が狂っているモオルダアだったが、ちょうどそこへどこかへ出かけていたスケアリーが帰ってきてフロントに鍵を取りに来たところだった。

「あら、モオルダア…」

ちょっと不意を突かれた感じでモオルダアに出くわしたスケアリーだったが、彼に声をかけたものの、それはちょっとした気まずさの混じった声になっていた。モオルダアが振り返ると、スケアリーは持っていた買い物用ビニール袋を少し体の後ろに持っていってこっそり隠そうとしていた。もちろんそんなことで隠れるわけはないが、スケアリーがそうしたかった理由は聞かないでも解った。

　ビニール袋の中にはお菓子と飲み物のペットボトルのようなものが入っていた。恐らくコンビニか何かで買ってきたのだろう。

「あの、あれでございましょう？今日はこれから夜遅くまでイロイロと調べ物がございますし、…お腹が空いてしまったら集中も出来ないじゃございませんこと？オホホホホッ！」

モオルダアは「そんな風に誤魔化さないでも良いのに」とも思ったのだが、何か言うとスケアリーが怒りそうなので「まあね」とだけ答えておいた。何が「まあね」なのか解らないが。ただし、スケアリーはまだ誤魔化しが足りないと思っていたようだった。

「ああ、そうですわ！新聞が必要ですのよ。あなた、一週間分ぐらいの新聞は捨てないで取ってあるんでございましょう？」

スケアリーは先ほどのフロント係に方に聞いた。いきなり聞かれたフロント係は少し驚いていたようだった。

「新聞ですか？えーと、多分。回収の日はまだですから捨ててないと思いますけど…」

「それなら、あとであたくしの部屋に持ってきてくださるかしら？出来ればローカルなニュースの多い新聞が良いですわね」

「ええ?!」

「ええ?!ではありませんわ！もしかすると大きな事件につながるかも知れないんですのよ！」

「またですか?!…まあ、わかりました」

スケアリーは「また」ってなんなんですの？と思ったが、とりあえず新聞は持ってくるようなので黙っていた。それからニヤニヤしているモオルダアの方を睨むと、モオルダアはビクッとなって真面目な顔になった。

　しかし、モオルダアもスケアリーの持っているコンビニ袋を見て少しお腹が空いてきたような気がした。ホテルで食事を頼むと高いし、今回はそういう代金が経費として出るかどうかも怪しいところだった。

「ところで、そのコンビニはどこにあったの？」

「あら、あなたもお買い物ですの？それならここを出て右に真っ直ぐ行けばつきますわよ。少し遠いですから気をつけてくださいな。コンビニと言っても営業は11時までって書いてありましたわ」

「ああ、そう。それじゃあ、ちょっと行ってくるよ」

そうして、スケアリーは自分の部屋へ。モオルダアはコンビニを目指して外へ出かけていった。フロント係は二人の歩いて言った方を交互に見ながら「変な人達だ」と思っていた。



　モオルダアはコンビニがあると言われた方へ向かって暗い道を歩いていた。ホテルの近くには何軒かの建物があったのだが、少し歩くと街灯以外にはほとんど灯りのない寂しい道になった。真っ暗な海の方からは波の音だけが聞こえてきて、反対側は森になっていて空の手前に真っ黒いモコモコとした木の陰を作っていた。

　こんな道を一人で歩いていてスケアリーは怖くなかったのか？とモオルダアは思ったのだが、よく考えたらスケアリーは自分の車で買い物に行ったに違いなかった。それからモオルダアは以前に、こういう都会から少し離れた街に住んでいる人が「私の住んでいるところには歩いて行ける場所にコンビニがないから都会の人が羨ましい」と言っているのを思い出したりした。

　海沿いの道は先の方まで良く見渡せるのだが、見える範囲にコンビニの灯りはなかった。モオルダアは少し歩いて街灯の下まで来ると腕時計を確認した。11時まではまだ時間があったが、少し急ぎ足でコンビニへと向かった。

　それからかなり歩いて、道がちょっとした岬のような場所で折れ曲がっている場所まで来ると、ようやくモオルダアはその向こうにコンビニがあるのを確認できた。うっすら汗をかくほど歩いてきた甲斐があると思ったモオルダアは、まずコンビニに着いたら何を買おうか？などと考えながらちょっと楽しい気分になっていた。ただのコンビニなのだが、長い距離をあるいたご褒美というか、そんな感じだったので、ただのコンビニでも今のモオルダアにとってはニヤニヤしてしまうものなのである。

　まずは冷えたジュースと、たくさん歩いたから大きめの弁当とか、あるいはカロリー高めのお好み焼きと焼きそばが一緒になったのとかあるかな？あとは普段は絶対買わないけど、こういう時だし漫画とか売ってたら買ってみようか？とか考えていた。そうして盛り上がっているモオルダアだったが、ちょうどその時目指している先に煌々と輝いていたコンビニの看板の灯りがスッと消えてしまった。

　あれ？と思って立ち止まったモオルダアは腕時計を確かめようとしたのだが、暗くてよく見えない。それでポケットから携帯電話を出して時間を確認すると「23:05」と表示されていた。５分間のオマケもあったらしいが、コンビニはあと三〇〇メートルほどのところで閉店となったようだ。



　モオルダアは振り返って元来た道を戻ることにした。

		
			06  翌日
		

		　モオルダアはスケアリーからの電話で起こされた。時計を見るとまだ朝の七時だったが、こんな時間から何をするのか？と思いながらモオルダアは支度を調えるとロビーへ向かった。疲れ切ってやつれている感じのモオルダアだったが、昨日はコンビニに行くことが出来ずに結局何も食べていないのでそうなるのも仕方がない。

「ちょいと、モオルダア大丈夫なんですの？」

あまりにも不健康そうなモオルダアを見てスケアリーが聞いた。

「まあ、何か食べるものがあればそれで大丈夫なんだけど。キミ、昨日イロイロと買い込んでいたみたいだけど、何か余ってない？」

「あることはありますけれど…。食事だったらちゃんとしたものを食べないと体に良くありませんわよ」

と言ったスケアリーだったが、実は昨日のうちに買ってきたものはほぼ食べてしまっていたのだった。最近お気に入りのブルボンのアルフォートだけはちょっとずつ食べる事にしているので残っていたのだが、モオルダアにあげるのはもったいないと思っているようだ。

「とにかく急いで捜査に出かけますわよ。午後からは快晴になるって予報ですし。細かいことは早いうちに済ませてしまわないといけませんわよ」

スケアリーの言っていることが良く理解できなかったモオルダアだったが、恐らく午後になったら海辺を散歩したりそういうことをするつもりなのだろう。そのためだけに早く起こされたモオルダアはさすがに不平を言いたくもなったのだが、彼女の車がないとどこに行くのにも不便であることは昨日の夜に実証済みでもあったので何も言わずに捜査へ出かけることにした。



　二人は老人が謎の品を買ったという骨董屋にやって来た。やって来たのは良いものの、こんな朝早くから開いている骨董屋などありそうにない。もちろんこの骨董屋も例外ではなく、店のシャッターは降ろされていた。

　周囲には商店も多く、そろそろ店を開ける準備をしているところもあったので、しばらくすればこの骨董屋も開きそうな気配ではある。モオルダアはどうしようか考えてみたものの、この骨董屋で話を聞かないことには何も先に進まないので、ここで待つしかなさそうだった。しかし、早く捜査を一段落させて海辺で遊ぼうとしているスケアリーは納得しないかも知れない、と思うとこれは面倒な状況でもあった。

「仕方ありませんわね。少し待ちましょうか」

しかしモオルダアが何も言わないうちにスケアリーから意外な提案があった。

「まあ、そうしようか」

なぜかモオルダアの方が乗り気ではないような返事だったが、とにかく店が開くまで待つようだった。

　張り込みをしているワケでもないので、モオルダアは車を降りて近くにあった自動販売機で飲み物を買って来た。普段なら甘すぎて飲みたくないような缶コーヒーを買ったのだが、昨日から何も食べていないモオルダアにとっては、何にも勝るごちそうのように思えた。

　空腹というのは素晴らしい。或いは苦労や不自由も同じなのかも知れないが。こういうちょっとしたことがこの上ない幸せに感じられるのだから、人はもっといろんなことに苦しんだ方が良いのだろうか？その方が人間として幸せになれるのだろうか？

　あまりにもコーヒーが美味しかったのでモオルダアはどうでも良いことを考えていたが、この糖分たっぷりのコーヒーのおかげで捜査中に目眩がするとかいう事態に陥ることはなさそうだ。

　幸せ気分で車のところに戻ってきたモオルダアだったが、スケアリーがいないのに気付いた。おや？と思ってモオルダアが辺りを見回すと、少し離れたところにスケアリーを見付けた。どうやらその場所から見える漁港の景色を写真に撮っているようだ。しかも携帯電話のカメラではなくて、単体のデジカメを持っていた。

　スケアリーが文句も言わずに開店まで待つと言ったのにはそういう目的があったからのようだ。満足げに撮影した写真をデジカメのモニタで確認しているスケアリーであったが、彼女は彼女でまた幸せそうな感じである。



　しばらく待つと骨董屋から店主らしき男が出てきてシャッターを開け始めた。そこへモオルダアとスケアリーがやって来て店主に声をかけた。開店早々に客がやってくるなんてことはほぼ無いことなので店主はちょっと驚いていたようだったが、二人が客でないと解るとさりげない落胆を一瞬漂わせてから二人を店の中へ案内した。

　FBLの二人は依頼主の社長と、例の呪いの品について骨董屋に話した。そして、その品をリクエストした青年について何か知っていないか、と尋ねた。すると骨董屋は「あ〜、あれ」と、意外だとかホッとしたとでも言うような変な返事をした。骨董屋としてはスーツを着た捜査官がやって来て、扱っている商品に問題があるとか、もっと面倒な事を聞かれるのだとでも思っていたようだ。

「覚えてますよ。こんな店に珍しく若いのが来たりしてね。結局買ったのはあの社長さんだったがね」

「あなたはあの社長をご存知なんですの？」

「知り合い、って程でもないですがね。うちが何でこの街で骨董屋なんかやっているか、っていうとね、ここに休暇にやって来る金持ち連中が商品を高く買ってくれるからなんですよ。ああ、もちろんそれなりの価値のある商品ですよ。それでうちの方でもお客さんになってくれそうな人がいないか調べたりするもんでね。でもせっかく来たのにあの社長が買ってくれたのはオンボロの彫像でね」

「その彫像というのは何か特別なものだったりしませんでしたか？」

「特別かどうかは解らないがね。何しろ先代のころから置いてある商品だったし、捨てるわけにもいかないし、観光客が興味を持って買ってくれたらちょうど良いと思っていたんだがね」

「何か特別なところはなかったですか？刻印とかそういうのはありませんでしたか？」

その辺は熱心に聞きたがるモオルダアである。

「いや、特に興味をそそられるようなところはなかったかな。それにそういうものは専門外なのでね。ああ、そういえばあの若者もあの彫像に関してはイロイロと聞いてきて困ったよ」

「それはつまり、その若者は彫像が何であるのかだいたい解っていたという事でもありますね」

「そうではなくて、たまたま興味を持っただけかも知れませんわよ」

モオルダアが少し興奮気味になっていたので、スケアリーが遮るように言った。

「どっちにしろかなり気になっていた事は確かだな。実際に買いに来る前に何度かここに来て彫像の事を聞いてたしね。こっちはそこそこ古いものだという事以外に何も知らないんだし、良い迷惑だったがね。最後には買ってくれたんだし、少し高く買ってくれて小遣い稼ぎにはなったがな」

「その青年はどんな人でしたの？なにか特徴はありませんでしたの？」

「うーん…。そうねえ。…まあ、普通の人だったよ。服装とかはね。でっかいマスクしてたから顔はどうだったか。でも、まあ、普通の人だったな。先に言っておいてくれたらちゃんと顔も覚えてたんだがな」

冗談で言ったのか本気なのか解らないような言い方だったが、そんなことは出来るわけはない。しかし、ここまで話を聞いてみたところで何がどうなっているのかさっぱり解らない。青年が欲しがっていた彫像を社長がお金を出して買った。それはこれまでも解っていたことだし。その彫像についての情報は特に聞き出せていない。

「ところで、その彫像はいくらで売ったんですか？」

「ん?!確か、２万円ぐらいだったが。ちゃんと調べたほうが良いかね？」

「いや、別に。正確な値段はイイですよ」

なんとなく値段を聞いてしまったモオルダアだったが、捜査に関係があると思って聞いたわけではなかった。でもそれで彫像に関する情報がひとつでも増えたのだからそれでも良かった。

　スケアリーは２万円という値段を聞いて「なんだか中途半端ですわ」と思っていた。



　結局ほとんど収穫のないまま二人は骨董屋を出ることになった。モオルダアは彫像や呪いのことについてイロイロと考えていたので、スケアリーがすでに仕事を終えたような顔になっているのに気付いていなかった。

「それじゃあ、モオルダア。あたくしはちょっと行くところがありますから、あなたはバスを使ってくださいな」

考え事をしていたモオルダアが不意を突かれた感じで顔を上げたのだが、スケアリーは早くも車に乗り込んでいてエンジンをかけると中からモオルダアに軽く手を振ってから車を発車させた。なんだかスゴく楽しそうだ。



　バスを使えと言われても、どこに行くかも決まっていない。だいたいバス停がどこにあるのかも解らないのだが。その前にそろそろ空腹に耐えられそうにないので、モオルダアは近くに食堂を探して遅めの朝食を、あるいは遅すぎる昨日の夕食を食べることにした。

		
			07  海岸沿いの海鮮料理屋
		

		　スケアリーは昨晩iPhoneを使って調べたこの街の名所をいくつか巡った後に、これまたiPhoneを使って調べた美味しい海鮮料理の店に少し早めのランチをとりにやってきていた。特に観光シーズンでもなかったために店内に客は多くなく、海の見える窓辺の席に通されたスケアリーは上機嫌であった。

　しかし、窓から見える海の景色というのもそう長く見ていられるものではない。朝日が昇ってきたり夕日が沈んだりしていればそれなりに楽しめるのだが、昼間の海はただキラキラしている。始めは綺麗に見えてもその輝きになれてしまえば、ただキラキラしているだけになってくるものである。

　スケアリーは少しウンザリした気分になったところでモオルダアの事を思い出した。自分の楽しみのために骨董屋の前に置き去りにしてしまったが、今は何をしているのか。自分だけが楽しんでいるようでスケアリーは多少の罪悪感を感じないわけでもなかったが「あの人はこういう事件を捜査するのが趣味みたいなものですから、きっと彼は彼で楽しんでいるに違いないですわ」と考えた。

　そうは言っても、なんとなく気が引けるので、スケアリーはカバンの中からホテルでもらった最近の新聞を一部取り出して読み始めた。そこに事件の手がかりがあるとは思えなかったが、こうしていれば多少は罪悪感が薄れるのだし、食事が運ばれてくるまでの暇つぶしにもなって一石二鳥でもあった。

　持ってきた新聞はローカルネタを多く扱っている地方紙だった。普段は読まないような内容の記事を読むとこれまで気にしなかった新しい事を発見できて素晴らしいですわね。とスケアリーは思っていた。その発見に何か意味があるのか？というと特に無いというのが恐らく正解である。しかし、日常生活のなかで毎日同じような事を見聞きしている脳を活性化させるのには、それはちょうど良い刺激でもあった。

　ちょうど一週間前の新聞を読み終わって、その次の日の新聞を読んだ。そしてさらに次の日の新聞を読んでいる途中にスケアリーは「おや？」と思う事があった。何かが気になるので、スケアリーはもう一度前に読んだ新聞を読み直した。そして「これはどういうことかしら？」と思っていた。

　しかし、そうしている間に食事が運ばれてきてしまったので、スケアリーの頭に湧き上がってきた疑問の答えを見付けるのは一時中断された。

		
			08  昼下がり
		

		　スケアリーが朝のホテルで言っていたとおり、午後になるとこの味わいのある海沿いの街は穏やかに晴れ上がっていた。モオルダアは食堂で空腹を満たした後、食堂の店員にバス停の場所を教えてもらってそこから移動する予定だったのだが、そのバス停というのがどこにも見当たらなかった。大きな道を歩いていればそのうち見つかると思ったのもいけなかったのかも知れないが、バスが通りそうな大きな道も歩いているうちに次第に細くなって港の入り口についてしまったりした。何度も引き返して別の道を試したりもしたのだが、結局バス停は見つからなかった。もうすでにバスに乗ることはあきらめたモオルダアは、歩いているうちに景色の良い入り江に辿り着いたので、そこで一休みすることにした。

　この入り江と外海との境には左右から山がせり出していて海水の出入り口を狭めていた。それが天然の堤防のようになっていてここでは波がほとんど立っていない。海なのだが湖を見ているような感覚だった。そのためか特にこんな風のない日は時間までもほとんど動いていないかのように静かだった。空気が淀んでいるといえば悪い表現かも知れないが、その淀みの中に忘れかけていた懐かしい思い出が見つかりそうな、そんな柔らかい空気の流れる場所だった。

　こんな場所にいると「自分は何をやっているのか？」と考えてしまうものだが、モオルダアも例外ではなかった。一体ここで自分は何をやっているのか。これが優秀な捜査官のやる事なのか？モオルダアは自分に問いかけ、そしてもちろんそれを否定する予定だったのだが、この居心地の良い入り江に座っていると「たまにはこんなのもアリかな」と思って、しばらく石に腰掛けて海を眺めてみることにした。

　海面はかすかに揺らめいているのだが、遠目にはほとんど動いていないも同然だった。静かだ。そして穏やかだ。きっとここでは何も動いていないし、動くべきでもないのだ。こういうところに来たら、しばし難解な事件のことは忘れて心と体、そして優秀な頭脳は休ませるべきなのだ。そう。何も動いてはいけない。

　モオルダアは頭の中でおかしな事を考え始めていたが、確かにこの場所には動くのが億劫になるような居心地の良さがあった。時はゆっくりと、ゆっくりと流れる。まるで全てが静止しているかのように…。

　と思った瞬間、少し遠くの水面にキラリと光るものが見えた。魚が撥ねてその体に日光が反射したようだ。そして、一瞬遅れてモオルダアの耳にチャッポンという水の音が聞こえた。動いているものは動いている。

　それが合図だったわけではないが、モオルダアの上着のポケットの中で携帯電話がブルブル振動し始めた。例によってビクッとなったモオルダアが電話を確認すると、かけてきたのはスケアリーだった。

「ちょいと、モオルダア！あなたどこにいるんですの？」

「どこ、って言われても知らないけど」

確かに知るわけもないが、実はこの時スケアリーはモオルダアのいる入り江のすぐ近くある海岸にいたのだった。彼女が波の音を聞きながらのんびりしていた場所から見える小山の向こうの入り江がモオルダアのいる場所だった。

「それで、なにか用なの？ボクは何かが起こるような気がしてならないんだけど」

こんなところでモオルダアの少女的第六感が働き出したのだろうか？ほとんどバカンス気分のスケアリーなら何かに気付かなければ電話をかけてくるワケもないので、誰でも思う事なのかも知れないが。

「あなたが何をやっていたのか知りませんが、あたくしはスゴい発見をいたしましたのよ。捜査というのはこうやってやるものなんですのよ。あなたにも少しは見習ってもらいたいですわね」

なぜか得意げなスケアリーである。

「それで、なにが解ったの？」

「あたくしがホテルの方からいただいた新聞があったでございましょう？それを調べていたら、気になる事があったんですのよ。どうやらこの地域でお金持ちの方々が相次いで…。ちょいと…なんですの…」

突然スケアリーが話すのをやめてしまった。

「スケアリー、どうしたんだ？」

「な、何でもありませんわよ…。ただ、何と言うんですの…」

何かに驚いて言葉が出ないような喋り方だったが、スケアリーは何に驚いているのだろうか？その答えはすぐにモオルダアにも解った。

　スケアリーなら真っ先に否定したくなるもの。あるいはそのものが何であるかについては絶対にモオルダアと同じ意見にならないもの。

　モオルダアのいる入り江の入り口の狭くなった山の間に宙に浮かぶ発光物体が現れたのである。それは上空20メートルあたりの高さを音もなく静かに動いている。その物体自身が発光しているのか、発光している何かに包まれているようにも見えるが、光が強くてはっきりとその物体を見ることは出来なかった。

　その光は強まったり元に戻ったりを繰り返しているので、遠くから見るとフワフワしているようにも見えた。実際には一定の速度で動いているのだが。

「スケアリー。キミに説明してもらうまでもなさそうだよ…」

興奮のあまり手が震えそうになっているモオルダアの斜め上を発光物体が通り過ぎていった。携帯電話を耳に当てたままタダ見つめるモオルダアの前を通り過ぎた発光物体は入り江の奥にある山の中腹の木の茂っている中へと吸い込まれるようにして入って行った。そこで発光をやめたのか、あるいは木々の間に隠れて見えなくなっただけなのか。いずれにしても辺りは元の静かな入り江に戻っていた。

「モオルダア。…あの、あとでかけ直しますわね」

混乱した様子のスケアリーだったが、しばらく気持ちを落ち着けるための時間が必要だったのだろう。モオルダアはモオルダアで盛り上がっていたので、スケアリーが偶然近くにいたとか、そういうことはそっちのけで、頭の中はさっきの発光物体でいっぱいになっていた。そして、スケアリーが電話を切って何も聞こえなくなるとやっと自分の携帯電話を耳から離した。そこでやっと、この携帯電話に付いているカメラで写真を撮ることが出来た、という事に気付いて猛烈に後悔していた。（ムギュ〜…！）

		
			09  追跡
		

		　宙に浮かぶ発光物体を目の前にして何もしないわけにはいかないので、モオルダアは急いで発光物体の消えていった小山になっている森の方へと向かった。

　しかし、近くまで来てみると、海沿いの急斜面になっている森の中に入る道があるのか心配になってきた。こういう場所は人が手を入れることのない場所。急斜面で家を建てることも出来ないし、木を切り出したりする場所としても狭すぎてそういう用途には向かない。恐らく森の中は「荒々しい自然の姿」という状態になっているはずだが、モオルダアの服装や靴はそういう場所に入って行くには向いていないものだった。急斜面で足を滑らせたらそのまま転落という危険さえありそうだ。

　こうやって考えていたモオルダアだが、そんな心配は無用だと気付いた。小山になっている森の近くまで来ると、上の方へと続く石段があるのが解った。長い間誰も通っていないようで、下草が生い茂って石段はほとんど隠されてしまっているが、ここからならあの発光物体が消えた場所の近くに行けるかも知れない。

　スーツのままこんな森に入っていくのは少し気が引けたが、あの発光物体を見てしまったからにはそこを気にしてはいられない。モオルダアは足で草をかき分けながら石段を登っていった。しばらく石段を登っているとジトッとした汗が吹き出してくる。

　森とは涼しい場所であると決めつけていたモオルダアだったが、それは高原にある森だったり、風が吹き抜ける平地の森に限ったことだったようだ。この森はなんだか湿っぽくて、暑い。汗で濡れた顔に何度もクモの巣が絡まってきたり、石段の方にはみ出してきている草が首筋をなでてきたり。あまりの不快感にここに来たことを後悔し始めたモオルダアだった。石段はまだ先に長く続いている。

　モオルダアは息を切らしながら10分ほど石段を登っただろうか。途中のなだらかな場所では石段ではなくて普通の山道だった場所もあったのだが、こうやって石段が小山の上に向かって続いていることからも予想できたように、先に進むとモオルダアの目の前に鳥居が現れた。

　鳥居とは言っても、それはかつて鳥居だったものというか、ギリギリ鳥居の原型をとどめているような鳥居だった。このまま放置すればいつか腐って崩れ落ちるようなたたずまいだった。ここに神社があることは誰も知らないか、或いは別の場所に神社が引っ越したのかも知れない。とにかく今ではここに人がほとんどやって来ることがないのは確かなようだ。

　モオルダアは鳥居のところに来て後ろを振り返った。すると目の前の木々の向こうにさっきまでいた入り江が正面に見えていた。入り江の方から見てこの場所がどの辺りなのかは良く解らなかったが、角度としてはあの発光物体が消えていった場所はこの辺りに違いなかった。ただし、発光物体は神社にお参りに来たわけではないので、ここがちょうどその場所とは考えづらいのだが。もしもここが発光物体の消えた場所だとしたら、それはそれで面白い話なのでモオルダアは少し盛り上がって来た。そして、盛り上がって来た彼がいつもするように、胸のホルスターからモデルガンを取りだして顔の横で銃口を上を向けて構えながら鳥居の奥へと入って行った。



　鳥居をくぐって中に入ると、少し開けた場所の奥に神社の建物が見えた。斜面の途中にあるわずかな平らな場所に建てられた神社なので、それは人が一人入れるぐらいの大きさだった。神社というのは人が住む場所ではないので、そこに神様がいるという目印のようなものがあればそれで良いのだ。ただしそういう神社としては妙に立派な作りになっているようにも思えた。

　あの発光物体と神社には何か関係があるのか？と考えてみてもモオルダアには答えが思いつかなかった。そんなことよりは発光物体の痕跡でもないかと考えてモオルダアは足下を注意深く確かめながら奥へと進んでいった。

　眩しいくらいに発光していたので、熱を持っていて何かが焦げる匂いなどがしてきたりもしそうだが、そんな気配も全くない。「冷たい発光物体か…」とモオルダアは考えて、その謎めいた物体に気分が高まって行った。それと同時にいつものように危険が迫っているのではないか？とも思い始めた。

　彼がUFO（あくまで未確認飛行物体という意味でのUFO）を間近に目撃したり、そういうものに乗っていそうな何かの気配を感じたりした後には必ず、ライフルを持った特殊部隊のような人達がやって来る。時にはそういう人達は目撃者を消そうとしたりもするのだが。そういうことを考えていたらモオルダアもゆっくり探索している場合ではないような気もしてきた。

　とにかく発光物体の痕跡を探そうとモオルダアは小さな社の裏に回ってみたりした。迅速に、かつ慎重に。優秀な捜査官としての能力を発揮して何かを見付けるつもりになっているモオルダア。いざとなったら崖から海に飛び込むような大アクションものになるかも知れないな、とも考えていた。とにかく、ライフルを構えてやって来る連中、あるいはスーツを着てゆっくりと歩いてくるようなヤツらにも気をつけないといけない。そう考えながら、モオルダアは構えたモデルガンを持つ手に力を込めていた。社の裏からさらに奥の方に行くとまた登りの急斜面で森になっていた。

　モオルダアはヤツらがいても大丈夫なように、一度モデルガンを森の方へ向けて左右を確認してから、さらにそこに何かがないかを調べ始めた。いくら調べてもそこはタダの森のようだった。「なんだ」と思った時に、モオルダアは背後から声をかけられて「ンアハッ」と変な悲鳴をあげてしまった。思わず引き金を引いてしまったモデルガンから飛び出したBB弾が木に当たってパチンという音をたてたのも聞こえたりしていた。

「また会いましたね」

またしてもモオルダアの背後に音もなく近づいて彼を驚かせたのはあの男だった。ホテルの部屋に現れて、ちょっと目を離したスキに消えてしまったあの男だった。

「ああ」

モオルダアは変な悲鳴をあげた気まずさから、中途半端な返事をしてしまった。本来ならモデルガンを突きつけて「ここで何をしているんだ？」とか聞いても良さそうなのだが。

　それに、どうにもこの男のいでたちがモオルダアの調子を狂わせているようにも思えた。彼はライフルを持った特殊部隊のような格好でもなければ、小ぎれいなスーツを着ているわけでもない。モオルダアが一人で優秀な捜査官ごっこをしている時に彼の妄想の中に現れることのない格好をしているのだ。○ニクロで売っているような普通のシャツに普通のジーンズ。

　本来ならこの男がなぜこんなところにいるのか？ということを気にしなければいけないのだが、いつもの調子になれないモオルダアはなんとなくこの男のペースに乗せられてしまう感じがした。

「ここに何かありましたか？」

男は穏やかな口調でモオルダアに聞いた。

「いや、特に…」

と言ったモオルダアは、自分は一体何をしているのか？という気分になっていた。今回の事件、というよりも事件かどうかも解らない事についての捜査とこの場所は何か関係があるのか。今のところほとんど関係はないのだが、こんな苦労をしてここまで来たのに、ここでこんなことに気付くとは。

「恐らく、あなたのしている事は間違っていませんよ。少なくとも午前中まではね。ただ、ここには何もなかった。そうでしょ？」

男はなぜかモオルダアの事をずっと見てきたような話し方をしている。ここでようやくモオルダアは何かがおかしいと気付いたようだ。そして、持っていたモデルガンを男の方に向けた。ただ、それがBB弾の入ったモデルガンだということはもうバレているはず。

「どうやらあなたは我々の事に興味があるようですね。でもあまり興味を持つと我々もあなたに興味を持たなくてはいけなくなりますよ」

モオルダアが言うと男がキョトンとした表情をしたので、もしかして上手く伝わらなかったか？とモオルダアは心配になった。

「あなたは一体何者なんですか？」

「だから、前にも言ったようにカミサマのような人だが。まあ、よく考えて見たら悪魔というほうが正しいかな？とも思ったんだが。どっちでも関係ない事だよ。とにかく私はキミ達にこの狂気を終わらせて欲しいんだ。残念ながら私の口からはそれしか言えないがね。それから、そのオモチャは降ろしても大丈夫だよ。私はキミを襲ったりはしないからね。それどころかキミを助けたくて仕方がないんだよ。これを終わらせられるのはキミ達しかいないような気がしてね」

モデルガンだとバレてしまってはどうしようもないので、モオルダアはモデルガンをしまった。

「あなたは何がしたいのですか？どうしてボク達を尾行したりしたんですか？」

「そんなことはしていないよ。私には解るんです。ただ解るんですよ」

「何が？」

「あなたは私に似ている。だからあなたなら私のこの状況を理解してくれるんじゃないかと思ってね」

「言っていることが良く解りませんが」

「そのうち解るよ」

どうもこの男と話していても物事は前に進みそうになかった。仕方ないのでモオルダアは話を一番最初に戻してみることにした。

「ところで、あなたこの辺りにいたのなら発光物体を目撃しませんでしたか？」

「発光物体？…さあね。全てを見渡せる場所にいるつもりでも、一歩奥に入れば周りは何も見えなくなることもある。私はずっとアッチの方にいたからね。あそこにいたらちょっとした騒動があっても気がつかないと思わないか？」

モオルダアは男が言ったアッチの方に振り返った。そしてそうした瞬間に「しまった！」と思った。ここでそうなる必要はないのだが、少女的第六感がモオルダアにそのことを伝えたのだ。

　モオルダアが元の方向に向き直ると、そこには男の姿はなかった。彼は一体何者なのだろうか？
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		　モオルダアは男が木の裏かどこかに隠れたのではないか、と思って辺りの木などを覗き込んでいた。すると、そうしているところをまた背後から呼びかけられて、またビクッとしなくてはならなかった。ただし、今度は聞き慣れた声だったので、変な悲鳴をあげるほどではなかった。

「ちょいと、何をやっているんですの？」

モオルダアに声をかけたのはもちろんスケアリーである。恐らく彼女もあの発光物体を追ってここにやって来たのだと思われるが、振り返ったモオルダアは別のところに驚いて言葉を失いかけていた。

「何なんですの？タヌキに化かされたような顔ですわね」

いろんな意味でそんな感じだ、とモオルダアは思っていたのだが、まず何から話すべきかちょっと考えてしまった。

「キミ、その格好どうしたの？」

そして、間違った事を聞いてしまったモオルダアである。しかし、モオルダアが気になるもの仕方がない。スケアリーはこの街に来る時に着ていたスーツではなくて、山ガールが好みそうなアウトドア・ウェアに身を包んでいた。

「どうしたも、ないですわ。あなたこそ、この森の中にスーツでやって来るなんて、どうかしていますわ！あたくしのように、臨機応変にその場にあった服装に着替えるのが一流のやり方ですのよ。ですから、いつ使うか解らないものはいつ使うか解りませんから、常に持ち歩いていなければいけませんのよ！」

スケアリーはどこかで聞いたことがあるような事を言っていた。そして、それはいくつか前のエピソードでモオルダアが言ったことだったに違いないが、それはどうでも良い。

　スケアリーは自分の車のトランクにこういう時のための服装を用意していたのだろう。こんな事になると思っていなかったモオルダアはホテルに置いてある「優秀な捜査官セット」のカバンにもこういう場所用の服を用意していなかったので、どうにも悔しい気がしていた。というか、よく考えたら普通の着替えも持ってきていないのだが。この汗だくのシャツやスーツはどうするべきか？と考えたらちょっと憂鬱になってきた。

　モオルダアは関係のないことばかり考えていて話が進まないようだったので、スケアリーが先に話題を変えた。

「あなたがここにいる理由はなんとなく解りますわ。そして、あたくしも恐らく同じ理由でここに来たんですのよ。でも、あたくし達が追っている物について、推測だけで話を進めるのは良くないと思いますのよ。ですから、お互いあの物体の痕跡や存在の証拠を見付けることだけに専念すべきだと思いますわ」

つまり、モオルダアが一言でも「UFO」とか「エイリアン」とか言ったらスケアリーはブチ切れますわよ！ということである。

「それは解っているよ。それに、ボクが見た限りでは、ここにアレの痕跡やなんかはないと思うよ」

「そうかも知れませんが、異なった視点で調べ直したら何が見つかるか解ったものではありませんわよ」

「まあ、キミがそうするなら、止めないけど。それよりも、ボクはまたあの男に会ったよ」

「あの男って、誰ですの？」

「ホテルにいたあの謎の男だよ」

そう聞いてスケアリーはちょっと心配になってきた。モオルダアがホテルで謎の男に会ったと言っている時にはふざけているのかとも思ったのだが、こんな場所でも謎の男に会ったなんて言い出すとは。もしかするとモオルダアは深刻な精神の病に冒されているのではないか？とも思ったりもした。

「それで、その方はどうしたんですの？」

「消えちゃったよ。消えたかどうかは解らないけどね。まあ、本当に悪魔ならそんなことは可能なのかも知れないけど、煙のように消えてしまったよ」

ますます怪しい。しかも昨日は「神様」と言っていたのに、今度は「悪魔」になっているのにもどことなく狂気を感じさせられる。

「ちょいと、モオルダア！しっかりしてくださいな。あなた食事はちゃんととったんですの？」

「まあ、おかげさまで」

「そう。それなら良いんですけれど。飢餓状態に陥ると幻覚を見たりすることもあるそうですのよ。でもそうでないとすれば、あなたは何か間違えていますわ。人が忽然と消えることはありませんですし、あたくしはここに来る時に誰ともすれ違いませんでしたのよ。ですから、そんな人はいないんじゃありませんこと？」

いなかったら、それはそれで気持ち悪い話だ、とモオルダアは思った。しかし、ここでは反論しても仕方がないし、またどうやって反論して良いのかも解らなかった。とにかく、もう一度二人で辺りを調べてみることにした。

　そして二人して「この周辺を捜索するのと社長に依頼された事件の捜査が関係しているのか？」と疑問に思ったりもしたのだが、二人ともそれは特に言わないことにしていたようだ。

		
			11  さっきの骨董屋
		

		　さっきの骨董屋ではFBLの二人が去った後、主人が店の裏にある倉庫にこもりきって何かを探していた。この骨董屋がいつからあるのか解らないが、先ほどの主人の話によると、少なくとも彼の父はこの場所で骨董屋をやっていたと思われる。

　それだけに、この倉庫の奥の方には主人でも開けたことのない箱などが積み上げられていた。ただ、主人の父親も商売には熱心な人だったようで、箱の中には何が入っているのか良く解るようにラベル付きで整理されていた。売り物になるもの、ならないもの。そして、高く売れるものと、そうでもないものが一目で解るようになっていたのである。主人は今更ながら父親の仕事に感心していたが、彼が探しているものはそういう商売のためのものではなかった。

　さらに、倉庫の中を探すと、主人はラベルに何も書かれていない箱を見付けた。その箱を手に取ると主人は中に入っているものを想像してニヤけそうになっていた。誰も見ていないのでニヤけても良かったが、中を確認するまでは冷静でいないと、箱を開けた時に望んでいないものが出てきたりするような気がしていたのだ。

　主人はまず箱に積もっているホコリを吹き払ってから、もう一度確認した。やはりそこには何のラベルもない。しかし、他の箱と同じ厚紙の箱だったのだが、これは何かを入れるために特別に作られたようで、サイズも違う上にフタには模様付きの和紙が貼り付けられていた。

　主人はゆっくりをフタを開けて、そしてやっとニヤけることができた。中には主人が期待していたものが入っていたようだ。主人は中に入っていた書物を取り出した。書物というか本なのだが。本というにはあまりにも古びているし、毛筆で直接書かれたような文字が書かれているので「本」よりは「書物」の方がその物の雰囲気にマッチしているのだ。

　それはどうでもイイのだが、主人は慎重にその書物をめくって内容を確認していった。書物の見た目からすると江戸時代に書かれたもの、というような時代劇の小道具に使われそうな見た目だった。恐らく実際に相当古いものなのだろう。そして、古い毛筆の文字は普通ならなかなか読んで内容を理解することは出来ないのだが、さすがに骨董屋の主人だけあって彼には内容が解るようだ。

　興奮を抑えるようにしながら最後まで読むと、主人はそれを大事にしまってからあるところへ電話をかけた。

「…もしもし。社長さんですか？私ですよ。骨董屋の。…ええ、このあいだはお世話様でした。ところで社長さん。あなた面白いものを買っていきましたねえ。あなたの状況は知っていますよ。…ええ、酷い話です。それで相談なんですがね…」

骨董屋の主人は何か新しい仕事に取りかかるようだ。

		
			12  海辺の茶屋
		

		　泥まみれで所々ほつれてしまったボロボロのスーツのままモオルダアは茶屋の窓際のに座って海を眺めていた。何か気に入らないことがあるのか、或いは難しい事を考えているのか、彼の表情は険しかった。もしかすると海に反射する日差しが眩しかっただけかも知れない。晴れた日の穏やかな海を見ていると時々感じるウンザリするような疲労感というものだろうか。

　そこへアウトドアウェアからスーツに着替えたスケアリーがやって来た。持っているバッグには恐らくこれまで着ていたアウトドアウェアが入っているのだろう。この茶屋のトイレを借りて着替えたという事に違いない。その前になぜ二人がこんなところにいるのかというと、謎の発光物体を目撃する前にスケアリーが気付いた事について話し合うつもりなのである。喫茶店ではなくて日本風家屋の茶屋なのは、スケアリーの行きたい場所リストにここが含まれていたからに他ならない。新聞を広げて二人で意見を出し合える場所ならどこでも良いのだが、せっかくなのでスケアリーの行きたい場所リストはなるべく消化したい、という事のようだ。

「それでは始めますのよ。なんだかおかしな事に回り道してしまいましたけれど、あたくしが天才捜査官の直感と推理によって発見した興味深い事柄について説明いたしますわね」

この味わいのある海辺の街を堪能しているスケアリーはかなり上機嫌なのか、時々モオルダアのやるような得意げな口調で話している。

「ここにあるのは最近一週間分の新聞なのですけれど、あたくしはあることに気付きましたのよ」

そう言いながらスケアリーは「あること」に気付いた記事が見えるように新聞を広げながら机の上に並べていった。

「わかりますかしら？偶然にしては出来過ぎじゃございませんこと？」

スケアリーが見せたのはいくつかの事故に関する記事だった。恐らく全国紙なら載らないような事故だったが、地方紙なら十分に価値のある記事でもあった。

　それらの記事によると、事故で大ケガを負った被害者は全てこの地域の出身者か、この地域で事業を展開している会社の人間であった。それも全員が社長や会長など、その会社の重要人物であった。

「きっとあたくし達に捜査を依頼されたあの社長も同じ事件の被害者に違いありませんわ」

スケアリーはこの新聞で記事になっている社長や会長達はただの事故にあったのではなくて、それらは何ものかによって仕組まれたものだと考えているようだ。そして、病院にいたあの社長も同様の犯人に襲われたという事なのだろう。

　モオルダアも興味深く思って記事を見ていたのだが、いつものとおり彼はちょっと違う意見だった。しかし、この記事の発見は何か重要なものに違いないとも思っていた。

「ただし、ボクらに調査を依頼した社長だけは何度も事故にあっているよね。ここに書いてある人達は一度の事故で大ケガをしているけど」

確かにそうだが、こういう話し方をするモオルダアはこれからおかしな事を言うに違いない。そう思うとスケアリーは少しずつ表情を曇らせていった。

「つまりどういうことですの？」

「人に呪いをかけたら、呪いをかけた人もそれなりの報いを受ける、っていうのがあるでしょ」

あるでしょ、と言われてもそんな迷信のような事は捜査に関係がありませんわ！とスケアリーは思った。

「何を言っているのか解りませんわ」

「あの社長の怪我の回数と同じだけ、ほかの社長や会長が大ケガをしているかも知れないよ」

スケアリーはそんなことがあり得るワケないと思っていたのだが、モオルダアの言うこともなんとなく筋が通っているように思えるのが気に入らなかった。何かを言い返そうと考えていたのだが、そこへ料理を持った店員が二人の席にやって来た。

「とにかく、この事故の被害者達については調べないといけませんのよ！」

そう言ってスケアリーは新聞を片付け始めた。

　困惑気味だった店員は新聞がどけられて出来たスペースに料理を置いていった。モオルダアの前には海鮮丼。スケアリーの前には海鮮定食が置かれた。茶屋と言ってもお茶だけを飲むような茶屋などあまりないので、利用するにはそれなりのものを注文しないといけないのだが、まだ夕方にさしかかったばかりの時間だがそれなりの料理を食べることになったようだ。

　もしかすると、先ほどモオルダアが険しい表情だったのは、変なタイミングで食事を取らなければいけない羽目になったからだったりするのかも知れない。ただし美味しそうなので実際に料理が出された今となっては、ここに来たのも間違いではないと思っていた。

		
			13  また夜
		

		　スケアリーは街の観光を、モオルダアは道に迷っているうちに一日の半分ぐらいが終わってしまったのだが、一応は新聞から手がかりのような記事も見つかって、全く無駄な一日ということでもなかった。

　ただ、夜になってしまうと出来ることもなくなってしまうので、FBLの二人は再び昨日のビジネスホテルへと戻ってきた。もしもこれが東京の都心だったりしたら、もっとやるべき事があるような気分になるのかも知れないが、日が沈むとヒッソリと静まりかえってしまうこの街では、どこに行っても何も得られないような気分になるようだ。

　昨日の失敗を繰り返さないために、モオルダアはビジネスホテルに戻る途中にコンビニで車を止めてもらった。その時にスケアリーも一緒に買い物をしたのだが、彼女はモオルダアの目が気になって大量の食料を買い込めずに、眠気を覚ますためのガムとペットボトルの紅茶だけを買っていた。

　それからホテルに戻ってきたのだが、今スケアリーはこっそり部屋を抜け出してまたコンビニに買い物に出かけている。



　モオルダアは昼間にスケアリーから聞いた一連の事故に関して何か情報がないかと思ってスマートフォンを使って調べていた。調べると言っても、事故にあった社長や会長の会社の名前でインターネット検索するぐらいしか出来ないのだが。特に何も情報が得られないまま、モオルダアはスマートフォンを机の上に投げ出すようにして置いた。

　やっぱりこういう時のためにノートパソコンがあったら良いのに、と思いながらモオルダアは細かい文字を読んで疲れた両目をまぶたの上から親指と人差し指でつまむようにして押さえていた。それから机の上に置いてあったコーラのペットボトルのフタを開けて三口ほど飲み込んだ。

　一度開けた後なので、フタを締めてあっても炭酸がかなり抜けていた。それでも一気に飲み干すのはなかなか難しい。というか、そんなことはどうでもイイのだが、モオルダアはどうして普段は飲まないコーラもこういう場所だと買ってしまうのだろう？とさらにどうでも良いことを疑問に思ったりしていた。

　それから、テレビを点けると普段は滅多に見ないバラエティ番組をテレビで見てから、まだ同じような事を疑問に思って、再びスマートフォンに手を伸ばした。

　今度はモオルダアが気になっているもう一つの事を調べるつもりらしい。それは、社長や会長が呪いによって事故にあったのではないか？という事だったのだが。ただし、そういうことをインターネットで調べたところでまともな情報が得られる可能性はかなり低いと言って良い。宗教的な儀式としての呪いというのもあるのかも知れないが、一般的にそういう話は全てエンターテインメントのカテゴリーに当てはまるものである。或いはカルト宗教の脅しの手段だったり。

　とにかく、モオルダアは知りたい情報を見付けられなかったようだ。そしてもう一度スマートフォンを投げ出すと、また目頭を押さえた。さらに、またコーラの残りを飲むとまたスマートフォンを取った。

　このままでは埒があかないので、さっきインターネットで見付けた「真後（まうしろ）心霊科学研究所」というところに質問メールを送ることにしたようである。



「初めまして。私は科学では解明できない事件や事故を捜査しているFBLのモオルダアと申します。質問があるのですが『人を呪わば穴二つ』というのは本当のことなのでしょうか？」



　スマートフォンの打ちづらいタッチパネルのキーボードで入力したので、まともに書いたつもりが良く解らない質問になってしまっているのだが。とにかくモオルダアはこの内容を「真後心霊科学研究所」に送信した。どんな返事が返ってくるのかは謎であるが。



　その頃、入り江の近くのあの森の中の神社のような所では…。



　ここは道路の街灯の灯りも届かないような場所。こんな真っ暗で人気のない場所で夜になって何かが起こるなんてことは考えられないのだが、そういう場所で何かが起こるのが超常的であり、the Peke-Filesなのである。

　夜も更けて深夜に近くなってくると、人が通るような道はこの神社から遠く離れた国道ぐらいしかない。そして、ここからすぐ近くの静かな入り江も夕方に釣り船や漁の船が帰ってきた後は人がやってくることはなかった。それはつまり、ここで何かが起きていてもそれに気付く人はほとんどいないということでもある。

　そして、この神社にある社のような建物でちょうど今何かが起きているのである。社の格子状になった扉から光が漏れてきている。その光り方はまさしく昼間にモオルダアとスケアリーが見たあの発光物体そのものという感じだった。明るく眩しいのだが熱の感じられない光り。

　その光りの漏れている社に近づく人影があった。その人物は社から光りが漏れている事に驚くようなそぶりも見せずに扉を開けた。扉を開けると光りが強まってその人物の顔をはっきりと照らし出した。そこにいたのは、今回の捜査でモオルダアを何度も驚かせているあのユニク○を着た男だった。

　扉を開けた男は黙って光りを見つめていた。男が見つめていると光りは不規則に明滅しているようだった。光りの中心に何があるのか解らなかったが、そこに何かがあるのは間違いない。そこに何もないのなら何が光っているか？ということだし。

　それはどうでも良いのだが、男は自分の両手を胸の前にあわせて祈るような仕草をしていた。そう見えるのはこの場所が神社っぽいからかも知れないが、男は真剣な眼差しで光りの方を見つめていた。光りが何度か明滅した後で男は話し始めた。

「私にはもう耐えられません。こうして人間達の姿を見ることも試練のうちという事なのですか？これはあまりにも酷すぎる」

男が光りに話すと、また光りは明滅した。光りが男の言葉に答えているようにも見える。

「それは解っています。この務めを終わらせるには。そして助言にしたがってFBLの男にも会いました。しかし本当に大丈夫なんでしょうか」

また光りが明滅した。

「そうですね。それはあなたに聞いても意味のないことでした」

男はうなだれると静かに社の扉を閉めた。すると中から漏れていた光もゆっくりと消えていき、辺りはいつもの真っ暗な夜の森に戻った。

		
			14  味わいのある街の三日目
		

		　スマートフォンでの調べ物に限界を感じて、夕べは早々に寝たモオルダアが少し早めに起きてホテルのロビーで待っていると、疲れ切った表情のスケアリーがやってきた。

「キミ大丈夫？」

あまりの顔色の悪さに心配したモオルダアが聞いたのだが、スケアリーはただ「何がですの？」と答えた。それは質問の意味が理解できないという意味ではなくて、その質問はするな、という意味の「何がですの？」であることはその語気から解りやすくモオルダアに伝わってきた。

「じゃあ、行こうか」

会話になっていなかったが、スケアリーは黙ってうなずいたので二人はホテルを出て駐車場の方へ向かった。

　なぜスケアリーが疲れた表情をしているのかというと、実は彼女がそろそろこの街にも飽きてきたのが原因だった。昨日は張り切って街の名所や名物料理を堪能したスケアリーだったが、もう行く場所がなくなってきたので早いとこ仕事を終わらせて東京に戻ろうと思っていたようだ。

　それで、昨日の夜は張り切って、例の事故にあった社長たちの事を調べていたのだ。それだけならば良かったのだが、ちょっと行き過ぎて余計なところに協力を求めたのがいけなかったようだ。

　彼女が協力を求めたのは、FBLの技術者だった。スケアリーは時給のためにFBLビルディングに入り浸っているあのバイトの技術者なら夜でも協力してくれると思って連絡したのだが、彼女はまだ重要な事に気づいていない。密かにスケアリーに思いを寄せているバイトの技術者はスケアリーに協力を頼まれると大いに張り切ってしまったのである。そして、必要な情報以外にも何か参考になればということで、夜の間中ずっと関連の資料をスケアリーにメールで送ってきていたのである。

　スケアリーはあのバイトの技術者があまりにも熱心なのに驚いていたのだが、メールの数が増えるにつれて自分のしたことを後悔し始めた。自分から協力を求めたのだからやめろと言うわけにも行かず、ましてや送られてくる情報はそれなりに役立ちそうなものが多かったのである。

　最後のメールは午前５時前に届いた。「こっちで調べられるのはこのくらいです。大して役に立てずにすいません」と書かれたメールにスケアリーは「ご苦労様でした」と気のない返事を返して、そのまますぐに寝たのだが数時間の睡眠では昨日の観光の疲れはとれるわけもない。



　モオルダアは昨日スケアリーが気になる記事を見つけたあの新聞の新聞社へ向かうため途中でスケアリーの車を降りた。そして、スケアリーは事故にあった社長たちと関係がありそうな別の偉い人の所へと向かった。

　FBLの技術者によると最近の謎の事故で大怪我をした社長や会長といった偉い人たちは同じ大学を卒業していたり、元の職場が同じだったり、何らかのつながりがあるということだ。どうやってそれを見つけたのかというと、ネットで検索したら偶然見つかった、ということなのだが。どうやら彼らは定期的に集まって食事をしながらお互いに情報を共有しあったり、そんなことをしているようなのだ。そして、ただ集まるだけでは雰囲気が出ないということで、その集まりに「御恵来会」と名付けてさらにホームページまで作っていた。それでFBLの技術者にも簡単に見つけられたのだ。モオルダアも昨日やっていたはずなのだが「ネットで検索」の技術に関してはこの技術者の方がモオルダアより優れているということでもある。それはどうでもいいが。

（ちなみにその会の名前だが偉い人たちなだけに「オエライカイ」と読む、というネタ。）



　スケアリーが向かったのは街から少し離れた高台にある邸宅だった。その偉い人は今では会長なのだが、ほぼ引退していると言っても良い状態で普段はほとんどこの邸宅にいるということだった。スケアリーは邸宅の前に車を止めると、その豪華な佇まいに「すてきなお屋敷ですわ」と思っていたのだが、ふと我に返ると、自分はいったい何をしにここに来たのだろうか？ということを疑問に感じ始めた。ここにいる会長にあって話を聞いて何か解るのだろうか？それよりも、今回の捜査ではいったい何を調べているのかも解らなくなってくる。あの病院にいた包帯でグルグルの社長がああなった原因を探るのにスケアリーはここにくる必要があったのだろうか？

　そんなことを考えて、引き返しても良いかも知れないと思い始めていたスケアリーだったが、タイミング悪く、スケアリーの車が止まっている事に気づいた使用人ふうの女性が車のところにやって来てしまった。

　女性が探るようにして車の中を見ているのでスケアリーはなるべくにこやかにしながら窓を開けた。

「あたくしFBLのスケアリーと申しますのよ。あの、会長はご在宅かしら？」

「来客があるとは聞いておりませんが…。あなた警察か何かの方ですか？」

スケアリーがFBLの身分証を見せていたので女性はそう思ったようだ。

「FBLは警察とはちょっと違いますのよ。でも調べていることがありまして、会長にうかがったら何か解ると思ったもので。でもお忙しいというのなら、また別の時にしますわよ。特に緊急というわけでは…」

会長から話を聞かずに帰っても良いと思っていたスケアリーだったのだが、彼女が最後まで言う前に少し遠くから声が聞こえてきた。見ると門を入ってかなり行ったところにある家の二階のバルコニーから会長らしき老人が少し身を乗り出してこっちに話しかけているようだった。

「お客さんかね？ちょうど暇だったところだ。誰でも良いからお通ししなさい」

それを聞いて使用人ふうの女性は会長の方に向かって頷いてからスケアリーの方を見た。スケアリーは使用人ふうの女性に向かって頷いてから車を降りた。

		
			15  会長の邸宅
		

		　会長はスケアリーを応接室に案内すると、窓から見える海の景色や、秋になると裏の山が綺麗に紅葉することなどを自慢するのに忙しくしていた。そして、先ほどの使用人ふうの女性が紅茶を持ってやってくると、やっとスケアリーがまだ立ったままだということに気づいて、慌てて席に着くように促した。どうやら会長はこの家でかなりヒマしていたということのようだ。

　女性は紅茶と一緒にキュウリの漬け物がのった皿を置いていった。それは会長がこの邸宅の裏庭にある家庭菜園で育てたキュウリだそうで、その家庭菜園の話もまたしばらく続いた。はじめの方はにこやかに対応していたスケアリーだったが、会長があまりにも一方的に話すので、次第にただ頷くだけになっていた。

　会長がだいたい話したいことを話し終えると「それで、何だっけ？」とスケアリーに聞いた。「何だっけ？」といわれても、スケアリーはまだ何の目的でここに来たのかさえ説明していなかった。彼女は紅茶を一口すすって落ち着いてから話し始めた。

「実はある方に頼まれて捜査をしているのですけれど。あなたは企業の会長でありつつ、御恵来会の会長でもあられますわね」

「ああ、そうだが」

「その御恵来会の会員たちが相次いで大きな事故に巻き込まれていることをご存じかしら？」

「ああ、あれねえ。偶然というのは誠に恐ろしいものだよねえ」

とは言うものの、会長はそれほど恐ろしいとは思っていないような感じで話している。

「偶然は時に人を幸福にすることもあれば、不幸にすることもある。私もこうやって成功を収めるまで、いろんな偶然に助けられたものだがね。それに御恵来会の連中にもそうやって地位を築いてきた奴が大勢いるに違いないがね。良いことにも悪いことにも当たりやすい体質なんじゃないかね」

「それがあなたの考えですの？」

「ハッハッハッ。他に何か考えようがあるのかな？まさか誰かが我々を狙っているとでも？」

「その可能性は否定できませんわ。ですからこうして話を聞きに来ているのですけれど。事故に遭われた方達に、何か共通点などございませんの？」

「うーん。そうねえ。あるといえばあるし、無いといえば無いがな。この周辺の出身者が多いことと、全員が企業の社長や会長だってことぐらいかな」

それはすでに知っていることである。スケアリーは何となく窓の外を見た。少し遠くに海が見える。それは昨日と同じように日を浴びて輝く海だったが、スケアリーにとって観光気分で眺めていた昨日とは違う憂鬱な景色に見えた。

　FBLのペケファイル課のようなところで捜査をしていると、時々こんな風にやりきれない気分になるのだ。捜査をしている自分にさえ今何をしにここに来ているのか。それよりも何を解決するために何を見つけないといけないのか。そういう所は全く解らないまま、それでも何かを見つけなければならない。その「何か」は必ずあるように思えるし、それを見つけなければまた誰かが犠牲になるような、そんな胸騒ぎを覚えることもある。

　輝きの向こうに見える海面は真っ暗。スケアリーはそう思ったのだが、なるべく悪いことは考えないように努めていた。

「どうもお役に立てなかったようだな」

会長が言うとスケアリーはハッとして視線を部屋の中に戻した。

「いえ。そんなことはありませんわ。偶然で上手くいくなんてことは滅多にない仕事ですもの。お話が聞けただけで十分ですわ。何か気になることがあったら、連絡してくださいな」

スケアリーはそう言いながら帰ろうとしたのだが、会長がキュウリの漬け物の皿を差し出して「どうです？」と聞いてきた。

　あまり気は進まなかったが、せっかく勧めてくれているものを食べないワケにもいかないので一つつまんで口の中に入れた。おいしい漬け物だったが、今のスケアリーの気分が晴れるようなこともなく、特に何の意味も無いキュウリの漬け物だった。

		
			16  ローカルな新聞社
		

		　モオルダアは新聞社で過去に御恵来会のメンバーや彼らの経営する会社の関わった事件や事故などがないかを調べていた。ローカルな新聞社とはいえ、こういうところの人間は皆忙しくモオルダアがやって来て用件を伝えると「勝手にやってくれ」という感じだったので、モオルダアは大量にある過去の新聞を一人で調べていた。

　この新聞社では数年前からインターネットで記事を公開しているので、その分は簡単に調べられた。ただ残念なことにその中に御恵来会に関係しそうな記事はなかった。そうなると手がかりを探すのは縮小版で調べるしかないのだが、この作業がいつ終わるのか？と思うとモオルダアは途方に暮れた。

　しかし、モオルダアの考えが正しければ御恵来会のメンバーは何かの事件や事故に関わっているはずなのである。そして、その事件か事故で被害にあった人間から復讐を受けているというのがモオルダアの仮説である。御恵来会のどのメンバーがそれに関わっていて、そしてその中にまだ大怪我をしていない人がいれば、犯人はその人物に近づくに違いないのだ。

　犯人?!モオルダアは考えながら「犯人」という言葉に違和感を感じなくもなかった。この場合の犯人は被害者でもあるのだが、でも最近になって事故で大怪我をした御恵来会のメンバーもまた被害者。それから御恵来会と特に関係がなくても有り得ない頻度で怪我をしている今回の依頼人もまた被害者。

　本当はそんなことはどうでも良いのだが、こういう言葉の使い方は考え始めるとキリがない。しかも、あるかどうか解らない記事を探して縮小版を１ページずつ調べる作業などをしていると、上の空になって頭の中はどうでも良いことだらけになることもある。

　そんな調子では関連のある記事など見つけられないに違いないのだが、モオルダアがほとんど機械的に記事を一つずつ眺めているところへ一人の青年が入って来た。ボンヤリしていたモオルダアは慌てて姿勢を正したのだが、青年にとってそんなことはどうでも良かったようだ。

　この青年はFBLが来たことに興味を示したのか、あるいはただ暇だったのか解らないが「何を調べているのか？」と聞いてきた。モオルダアが今回の騒動に関して説明すると青年は好奇心丸出しの目つきでモオルダアの話を聞いていた。この青年は何か知っているのかも知れない。そう思ったモオルダアは物事が上手く進みそうなときのあの何とも言えない期待感に思わずニヤリとしそうになっていた。



「マジですか?!」

モオルダアの説明を聞いた青年が言った。この青年は一応この新聞社の記者なのだが「マジですか」はあまりにも記者らしくない反応である。しかしこの「マジですか」は期待の持てる反応である。

「キミ、何か知ってるのか？」

「いや、知ってるというか。でも、それほど事件って感じの事じゃないですし。まあ、大きな事件だったらもっと有名になってますけどね」

「いや、知ってることなら何でも話して欲しいんだけどね。人はちょっとした事で人を恨んだりするからね」

「でも、こんな話がFBLの事件に関係してるのか怪しいところだしなあ」

なぜか記者はもったいぶった感じである。持っている情報を隠したがるのは記者の本能なのかも知れないが。

「だから、何でも良いって言ってるんだから！」

モオルダアはこの記者の知っているような知らないような態度にちょっと苛ついた感じだった。モオルダアのように普段はあまり怒らない人が怒るとちょっと変な感じで怖かったりするのだが、この時も同様だったのかも知れない。記者はちょっと恐縮した感じで話し始めた。

「実はですね。御恵来会のせいで自分の店をつぶされた人を知ってるんですよ」

「なんだ。それなら充分に動機になるんじゃないか？」

「そうなんですけど、それがちょっと複雑でしてね。まあでも、元をたどると御恵来会が出資してこの町に大きなスーパーを作ったのが原因だったりするんですけど」

「つまり、スーパーが出来て個人経営の商店には人が来なくなった、ってこと？」

「それは良くある話ですが、この件に関してはちょっと違っているんですよね。個人経営の店に人が来なくなったから、それを救済する意味でスーパーを作って、個人の商店の人間を雇うというのが御恵来会の目的だったんですけど」

「それが上手くいかなかったとか？」

「いや、上手くいきましたよ。ただし、中には自分の店にこだわりを持っている人もいますし、そういう人の中には渋々スーパーで働くようになるような人もいたんですけど。そういう中の一人がある時に亡くなったんですよね。事故死なのか自殺なのか警察の方でも判断できないようでしたが、身内によるとあれは自殺に違いないって事なんです。遺書はなかったようですが、それは御恵来会によって自分の店を失ったことが原因なんだとかで」

「それは確かに、複雑だし。なんというか…ねえ。それよりもキミはどこでそんな情報を手に入れたんだ？まさかキミも御恵来会に何かあると思って取材しているとか？」

「いや、そうじゃなくて。その亡くなった人の息子がボクと同級生だったんです」

モオルダアは軽く「なんだ…」という気持ちになったのだが、それよりも重要な事を聞き出せたに違いない。もしもその同級生というのが骨董屋で謎の彫像を買って欲しいと言った青年だとしたら？これは一気に核心に近づいたような気がしてくる。

「キミ、その同級生の居場所はわかるの？」

「いや。まあ、調べたら解るかも知れませんけど。引っ越してたらどうだろう？」

「どうだろう？って。キミに父親の問題を打ち明けるような間柄じゃなかったのか？」

「そうじゃなくて、彼とは特に仲が良かったワケじゃないですが、あの話はボクが聞き出したんですよ。ボクがなんで新聞記者なんてやってるか解らないんですか？」

何となくムッとするような口の利き方だったが、どうやらこの記者は詮索好きという事らしい。確かにそういう人間にとって新聞記者のような仕事は天職なのかも知れないが。

「どうでも良いが、彼の家に案内してくれないか？もしかすると良い記事が書けるかも知れないぞ」

「マジっすか?!」

さっきよりもさらに記者らしくない反応だが、記者は喜んでモオルダアを案内してくれそうだった。
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		　新聞社を出たモオルダアと記者だが、新聞社の前でいったん立ち止まって妙な間を作ることになった。

「どこですか？」

記者が聞いた。どこ、と言われてもモオルダアにはなんのことか解らなかった。

「いや、キミが案内するんだろ？」

確かに彼の同級生の家を知っているのは記者なのだが、おそらく記者のいっている「どこ」はそれとは違うようだ。

「キミはバイクかなにか？」

こんどはモオルダアが聞いた。

「いや？」

記者は否定にハテナを付けて答えた。

「車ならちょうど良い。早く行こう」

「いや？」

まだ二人の会話はかみ合っていないようだった。

　記者はモオルダアが車でここにやって来ていると思い込んでいて、その車で目的地まで行くと思っていたのだ。一方のモオルダアは出来ればこの新聞社の車が使えるか、この記者が車を持っていれば都合が良いな、と思っていた。

　こういう場所で電車とバスが移動手段の捜査官というのもなかなかいないと思うのだが。とにかく妙なやりとりの間に二人とも状況が飲み込めてきたようで、別の移動手段を探すことにした。

「じゃあ、自転車を借りましょうか」

自転車とはあまりにも優秀な捜査官のイメージからかけ離れているのだが、どうやら車はなさそうだし、歩くのは無理そうだし。かといってタクシーを呼んでもモオルダアの財布にはあまりお金が入っていないのはいつものことである。ここで見た目を気にしてもしかたないので記者の言うとおり自転車で行くことにした。

「これって新聞配達用の？」

「そうですよ。この近所に配達するのに別の営業所経由じゃもったいないですし。なんせうちはローカルな感じですからね。全国規模の大きな新聞社が本社から配達してたら面白いですけどね。それよりも、早く帰ってこないと夕刊の配達に間に合わないですから急ぎましょう」

「じゃあ、そうしようか」

モオルダアは初めて乗る新聞配達用の自転車にちょっと感激しそうになっていたのだが、優秀な捜査官としてはそんな事ではいけないので平然を装って自転車をこいでいた。ただし、新聞配達用の自転車自体が優秀な捜査官のイメージとはかけ離れているのはどうすればいいのか。それは考えてもどうにもならないので、出来るだけ格好良く見えるように自転車をこぐことにしたモオルダアであった。



　記者の後について自転車をこぎながら、モオルダアはそろそろ見慣れてきた海辺の道を抜けていった。海のすぐそばの潮風が当たる道や、少し内陸に入った木々に囲まれた道を通っていくと、これまでとは少し違った雰囲気の住宅街に出た。少し違うといっても、モオルダアからすれば、ここに自分の住むボロアパートがあってもおかしくないような、普通の住宅街なのだが。ただし大きなマンションのような建物がない分だけ、広々とした印象があった。

　モオルダアはこういうところにくると必ず陥る緊張感の欠如というか、そういうものに捕らわれ始めていた。住宅街は平凡な日常の象徴。モオルダアの望むような怪現象などとは縁のないそんな雰囲気に包まれてしまうようだ。

　しかし、こういう場所にこそダレにも気づかれないようなミステリーが潜んでいることもある、とモオルダアはなんとか捜査に対する熱意を取り戻そうと努めていた。とはいっても、新聞配達用の自転車に乗っている自分の姿を思うと、なんとなく情けなくて、やる気も萎えてきそうなのだが。

　そんなことを考えているうちに、前を走っていた記者がある一軒家の前で止まった。

「ここですよ」

そういって、その家を指さした。新しくもなければ古くもないし、大きくもなければ小さくもない、普通の一軒家だった。

「呼んでみましょうか？」

「ああ、そうしてくれ」

なんとなく緊張感のないやりとりの後で、記者が呼び鈴のボタンを押した。

　もしもここに青年がいて呪いの品を持っていたとしても、なんと言えばよいのだろうか？持っていたとしても彼は隠すだろうし、そうじゃなくてもそれだけで逮捕することもできない。もしかすると、いきなり呼び出したりするのはマズかったのかとも思っていた。しかし、止めるわけにもいかないのでモオルダアは記者を見守っていたが、その時ポケットの中でマナーモードにしてあった電話がブルブルし始めてモオルダアは一瞬ビクッとしてから電話に出た。だいたい予想はついたが、それはスケアリーからの電話だった。
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		　御恵来会の会長宅をあとにしたスケアリーは怒りでも苛立ちでもない、何とも言えない感情を抱えて車に乗り込んだ。自分が何を捜査しているのかすら解ってないような状態でこうやって動き回らないといけないというのは、決してやり甲斐のある仕事ではない。しかもモオルダアは呪いがどうのこうのと、いつもの調子で盛り上がっているし。このままではモオルダアがおかしな手がかりを見つけてきて「やっぱりこれは呪いのアイテムが関係している」とか言い出すに違いないのである。そうなったとしても、スケアリーにはそれを理論的に否定できる自信はあったのだが、それよりも先に自分で何かを見つける方が話が早いと思っていた。もうそろそろモオルダアのオカルト話につきあうのはうんざりだったし、ここで彼女の働きでこの事件を解決したとしたら、これから少しはモオルダアに黙ってもらえることができるはずだ。すくなくとも、もっと科学的な方法で捜査を進めることにモオルダアも協力してくれるに違いない。

　しかし、このあまりにも手がかりの少ない事件に対して、彼女は何をどうすれば良いのか見当も付かなかった。だいたいどこがどういう風に事件なのか？と言われても、あの社長が奇跡的な頻度で事故にあって怪我をしているとしか説明出来ない。これでは事件ではなくて事故なのだが。その奇跡的な頻度に事件性がないとも言えない、とかそれぐらいである。

　車に乗ったスケアリーはどこに向かうべきかと考えてからまた少し暗い気分になっていた。どこにも行く場所が思いつかない、ということはモオルダアに合流して彼の話を聞かなければいけないということだからだ。

「仕方がありませんわ！」

スケアリーはそうつぶやいてから車を発車させた。

　モオルダアのいる新聞社はそう遠くはなかったが、スケアリーは少し遠回りになる道を選んだ。乙女の第六感がそうさせたワケではないのだが、すこし頭の中を整理する時間が必要だと思えたのだ。

　その道をしばらく進むと、あの骨董屋のある場所に続いていた。スケアリーは「あら」と思ったが、それ以上の事は考えられなかった。しかし、信号につかまってちょうど骨董屋の近くで停車すると、こんどは「なにかしら？」と思った。骨董屋のシャッターは開いていたが、中は暗くて店主は外出しているようだった。

　今日は平日ですし、お客様も少ないのかしら？と思ってそのまま運転を続けた。そして、遠回りになる道を外れて新聞社のある方へ向かう道へ曲がると、そこはあの病院のある道になっていた。そこで、スケアリーはまた「あら」と思った。それほど大きな街ではないから、大きな道を走っていれば知っている場所に出てくるのは珍しいことではない。ただし何となく妙な感覚を覚えながらスケアリーは先に進んだ。そして、病院の近くに来ると、また「なにかしら？」と思って思わず車を止めた。

　病院の前の駐車場に止まっている車。なぜかスケアリーはそれが気になって仕方がなかった。初めてこの病院へやって来た時とは何かが違うと感じた。恐らくその車が原因に違いないのだが。「あの車は見たことがありますわ」と思ったスケアリーは「だからなんなんですの？」という心の声に耳を傾けつつも、無意識のうちに自分の車を駐車場に止めた。隣に止まっている気になるグレーのセダンには特に怪しいところはなかったが、せっかくここに車を止めたのだしスケアリーはあの社長に会いに行くことにした。



　例の社長のいる病室に入るとスケアリーはまたしても「あら」と思わなければいけなかった。そこにいた予期せぬ見舞客は恐らく前の駐車場に止まっていた車を運転して来た人物に違いない。その姿を見てスケアリーは納得したようなしないような複雑な気分になっていた。

　病室に来ていたのはあの骨董屋の主人だった。スケアリーが突然やって来たことに対して主人は少しきまりが悪そうな感じでもあった。

「あら？あなた方やっぱりお知り合いなんですの？」

スケアリーは言ったが、この店主が社長とは面識がないと言っていたのはちゃんと覚えている。だからこそこの部屋の光景には違和感があるのだ。

「いや、なんというか。…あなた方の話を聞いてうちにもそれなりの責任があるんじゃないかな？とか、そんな感じですよ」

店主の言うことは意味がよく解らなかったが、意味のある説明をする気は最初からなかったようでもある。

「まあ、そんな疑いの目でこの人を見ないでくれ」

そういったのはベッドで半分だけ体を起こしていた社長だった。骨董屋の主人と違って社長はこういう時でも落ち着いている。

「あんたも疑問に思っているかも知れないが、私たちが会うのはあの彫像を買った時以来で、今で二度目ということなんだが。あんた達が彼の店に話を聞きに行って、それで彼も責任を感じたようなんだな。それでこうしてやって来てくれたということだが。ただ、あんた達に黙って来たのにはそれなりに理由があるのも確かなんだ」

「それはどういうことなんですの？あたくし達にはなるべく隠し事はしないでいただきたいですわ」

スケアリーが店主を睨むと彼はすこしうつむき加減になって目を合わせることを避けた。

「いや、隠し事って事ではないのですが。もちろんあなた方にも話すつもりではいたんです。ただし、社長さんのことを考えたらまずはここに来るのが先だと思ったもので…」

「そういうことなんだよ。彼は私を救えるかも知れないと思って来てくれたんだな。まあキミ達を出し抜くようなことになってしまいかねないから、彼も困っているようだがね。ハッハッハ…」

社長の体も少しは回復しているようで笑う時に「ハッ」を三回まで言えるようになったようだ。それはどうでも良いが、スケアリーはこの店主が何に気づいてここに来たのかが気になる。

「つまり、あなたは社長さんを連続して起こる事故から救うことが出来ると言うんですの？だいたい、それらの事故に一つの原因があるなんてことはありませんのよ」

「いや、それが…なんと言いますか…」

「つまり、こういうことだよ」

店主が話しづらそうなので社長が代わりに説明した。

「私が購入した呪いの彫像を誰かに売ったら問題は解決するんじゃないのか？という事なんだがね。品物は手元にないから書類上の売買となるが。まあ、そうしたところで私にかけられた呪いはそれを買った人間に移ってしまうかも知れないがな」

それを聞いたスケアリーはこれまでまじめに話してきたことが全く無駄だったと思えるほど呆れてしまった。どうして人は自分の理解できないようなことが起きると霊とか呪いとか祟りとか、そういう言葉を持ち出してくるのだろうか？しかも、社会的に成功を収めているこの社長なような人までも大まじめに呪いを信じているような口ぶりである。

「それで、あなたは今回の事故が本当に呪いのせいだと思っていらっしゃるの？」

スケアリーが社長に聞くと彼はゆっくりと大きく頷いた。

　スケアリーは「なんなんですの?!」と思ってため息をついた。どうしてみんな理解を超えたものに遭遇するとモオルダアのようになってしまうのか？そう考えたスケアリーは苛立ちなのか、怒りなのかよく解らない感情にまかせてそのままこの病室を去ることも出来たのだが、その前にそのような「呪い」など存在しないと目の前の二人に解らせたいとも思った。そして、それは簡単に実行できることでもあった。

「解りましたわ。それじゃあ、あたくしがその彫像を買い取りますわ！」

「そ、そんなことをしたら、あんたの命が…」

社長は少し大げさとも言える反応を見せた。それがさらにスケアリーをムッとさせたのか解らないが、スケアリーは一歩も引かないような態度になった。

「ご心配なさらなくて結構ですのよ。呪いなんてものは存在いたしませんもの。でも、あなた方はそれを信じているようですし、それで気が休まるのならそれで良いんじゃございませんこと？あたくしが彫像を買ってこの事件は解決。それでよろしいんでしょ？どうせ何も起きないんですから、あなた方の責任を問うような事にはなりませんものね。ただし値引きはしてもらいますわよ」

「そこまで言うのなら。…本当に大丈夫なんですね？」

社長が念を押したが、スケアリーはそれすら余計な事だと言わんばかりの表情だった。

　こうして、現物のないままあの彫像はスケアリーの所有物となったのである。スケアリーがプリプリしながら病室を出た後で、残った社長と店主が目をあわせた。

「わかるかい、キミ。ビジネスというものはこうやるものだよ」

社長に言われた店主は呆気にとられた様子で「お見事です」とつぶやくように言った。

「しかし、思わぬところで買い手が見つかって、我々もついているな」

「まったくです」

社長と店主はお互いの瞳の奥にダークな何ものかを見つけて不気味な笑みを浮かべていた。イヒヒヒヒ…ィ。

		
			19
		

		　病院を出たスケアリーはモオルダアに電話をかけた。それがさっきの電話なのだが、機嫌の悪いスケアリーはモオルダアが電話に出るといつものように「なんなんですの?!」と切り出した。いきなり「なんなんですの?!」と言われてもモオルダアには答えようがないのだが、この電話で良い知らせは聞けそうにないということはすぐに解った。

「何か解ったの？」

「解るもなにも、もう事件は解決しましたから、帰るんですのよ。今からあなたを迎えに行きますから、どこにいるか教えてくださらないかしら？」

「何を言ってるんだ？ボクはやっと手がかりを見つけたところで、これからやっと捜査らしい捜査が始められるかも知れないってところなのに」

「捜査って、いったい何の捜査だとおっしゃるの？」

「あの御恵来会のメンバーに呪いをかけていた人物が解りそうなんだよ」

また呪いが出てきてしまった。本来ならスケアリーとの会話でこういう言葉は避けるべきかも知れないのだが、モオルダアも例の彫像の持ち主に近づいている確信があるだけに、つい盛り上がってしまう。

「良いですこと、モオルダア？これは呪いを証明するための捜査ではなくて、あの社長を次々に起こる事故から救うことが目的じゃありませんこと？そして、そんなことは科学的に有り得ないことですし、全てはあの社長の思い込みでございましょう？」

「いや、それはそうかも知れないけど」

「でしたら、この事件はもう解決なんですのよ！」

「そうだけど。なんで解決したなんて言えるんだ？」

「あたくしが、その『呪いの彫像』を社長から買い取ったんですのよ。これでみなさま満足でございましょう？もう誰も怪我などすることはありませんのよ」

モオルダアはこれを聞いてこめかみの辺りからイヤな汗が流れてくるのを感じていた。

「えっ!?キミ、それは…」

「どうでも良いですから、早くあなたの居場所を教えるんですのよ。帰るんですから」

「…大変なことを…」

「なんですの?!あなたどこにいるんですの？」

これは、マズいことになったんじゃないか？と思い、モオルダアは顔面蒼白になっていた。彼の少女的第六感は最悪の事態を彼に想像させていた。もしも、彫像を持った男が次は御恵来会の誰かを殺そうとか、そういう風に思っていたら？そういう呪いの代償として、呪った人間はどういう目に遭うのか？しかも、それは呪いをかけた本人ではなくて、呪いのアイテムの持ち主であるスケアリーの身に起きることなのだ。

　モオルダアは無意識のうちに電話機を持った手を降ろして通話を終了するボタンを押していた。

「これは、マズいことになった…」

そうつぶやくモオルダアの後ろから記者がやって来て不思議そうにモオルダアを見ていた。

「どうしました？」

「ん?!…ああ、いや。ちょっと問題が発生してね。それよりも、早くキミの同級生に会わないと大変な事になりそうなんだが」

「それなんですけどね。彼は今ここに住んでないそうなんですよ。彼のお母さんと話してきたところなんですけど。彼は高校を卒業して就職するとしばらくしてから一人暮らしを始めたらしいんですけどね。なぜか最近になって連絡が取れなくなったとかで」

それはますます怪しい。しかし、今は何をすべきなのか？モオルダアは混乱した頭をなんとか整理しようとしていた。男を見つけたら呪いをかけるのをやめさせる事が出来るのか？しかし、それが間に合わなかった場合はどうなるのか？そして、もしスケアリーの近くにいたとしても、モオルダアに何か出来るのだろうか？

　明確な答えのでる疑問は一つもなかった。こういう時はどうするべきか？それも解らないが、とにかく足の動いた方に進んでみるしかないような気がした。もちろんこれは比喩的な表現ではあるが、モオルダアは漠然とした考えの中で向かうべき場所を見つけて、そこへ向かう事にした。そして一度振り返って記者に言った。

「キミ、彼が一人暮らしをしている家っていうのは解るの？」

「ええ、まあ」

「それじゃあ、そこに行って彼のことを取材してみてくれないか？これは思った以上にスゴい記事になるかも知れないよ」

「マジっすか!?」

また例の反応が記者から返ってきたが、これが出るということは記者も盛り上がっている証拠でもあり都合が良かった。そして、記者は自転車に乗って彼の家へと向かっていった。モオルダアは自転車にまたがると少しの間何かを考えて、何かに納得したのかしないのか解らないが二三度軽く頷いてから自転車をこぎ出した。

		
			20  夕暮れ時
		

		　モオルダアは国道沿いにあるちょっとしたホームセンターのような店の前でスケアリーを待っていた。手にはそのホームセンターで買った物の入ったビニール袋を持っていようだ。こんな時にホームセンターで何を買ったのかは解らないが、彼には何か考えがあるのだろうか？しかし、こうしている間にも彼女に何かが起こるのではないかと気が気ではなかった。もしもこれまでの御恵来会のメンバーに起きた事故が「呪いのアイテム」の力によって起こされて、その呪いの代償が持ち主であるあの社長の身に降りかかっていたのだとしたら、これからは新しい持ち主となったスケアリーがその代わりになるに違いないのだ。



　しばらくするとスケアリーの車がやって来て彼の前に止まった。開けられた助手席の窓の向こうからスケアリーが納得のいかない表情でこちらを見ているのが解った。

「なんなんですの？もうやる事なんて残っていないんじゃなくて？」

車に乗り込んできたモオルダアにスケアリーが言った。

「まあ、そうなんだけど。少なくとも一つの事件は解決したようだよね」

とりあえず彼女の無事を確認して少し安心したモオルダアだった。もちろん彼は事件が解決したなどとは思っていないのだが、下手なことを言ってスケアリーを刺激してはならない。彼女を怒らせて車から追い出されるなんてことは決してあってはならないことなのだ。

「でも、ボクらはFBLのペケファイル課の捜査官として無視できない現象に遭遇したよね？」

それを聞いてスケアリーは確かにそんな現象を見た事を思い出してしまった。

「ですけれど、あの発光物体を調査するにはもっと専門的な…」

「いや、そうでもないんだよ。新聞を調べていて偶然見つけたんだけどね。あの発光物体の正体を知る方法があったんだよ。もちろん科学的な根拠もちゃんとあるし。それに、このまま帰ってボクが報告書にUFOを目撃したと書くよりは、ここで検証してから帰った方が良いでしょ？」

モオルダアにしては筋の通った説明なので、なぜかスケアリーは納得がいかなかった。もっと滅茶苦茶なエイリアンの話とかをされないと反論のしようがないからでもあるが。

「そんなことなら、あなたが一人でやれば良いんじゃございませんこと？」

「そうしても良いんだが、それだと証人がいないしね」

証人が必要などと、またしてもモオルダアらしくない発言であったが、またしてももっともな事を言うのでスケアリーはモオルダアの言うことを聞くしかなかった。スケアリーは渋々ながらもあの発光物体を見た例の入り江の近くへと車を走らせた。

　モオルダアはとりあえず第一段階は上手くいったと、密かにホッとしていたのだが、いつどういう形で有り得ない事故が起きるか解ったものではない。本人は気づいていないがスケアリーは危険な状態に置かれているのだ。そして、今は自分も彼女と同じ車に乗っている。モオルダアはそう思うと自分の座った席のシートベルトがちゃんとロックされているか無意識のうちに確認してしまった。



　入り江の近くのあの木の生い茂った斜面のところまで来ると二人は車を降りて社のあるところまで歩いて行った。スケアリーにこの場所まで来てもらうのにもまた一苦労であった。なにしろ今回はアウトドア・ウェアに着替える時間もないし、彼女としても一度着て汗をかいたウェアは洗わないで着る気にはなれない。それでいつものスーツのまま草だらけの斜面を登らないといけなかったのだが、これも捜査のためとモオルダアに説得されて嫌々ながらやって来た。

「それで、何がどうなっていると言うんですの？」

社の前まで来たスケアリーは「ここまで来て適当なことを言ったら承知いたしませんわよ！」という態度でモオルダアに聞いた。ただし、早いこと面倒は済ませて家路につきたいとも思ってたので、モオルダアの言うことは比較的素直に聞き入れてくれそうな感じでもあった。モオルダアとしては彼女が落ち着いているうちに上手いこと事を進めたかった。冷静に怪しまれないように。

「ボクが調べた所によると、この辺りでは発光物体の目撃が以前から頻繁に報告されているようなんだ。ボクとしたことがそれを知らなかったとはね。とにかく、ボクらが見たものは以前から何度も目撃されているんだよ。大抵は錯覚とかそういうふうに片付けられたり、あるいはこの辺りの人はそういうことにあまり興味がないのかも知れないけどね。それで全国的にその発光物体が有名になることはなかったんだけど。ある時に発光物体の事を知った大学教授がこの辺りを調査したことがあったみたいで。その時の記事をボクが見つけた、ってことなんだけど…」

「どうでも良いですけれど、早く要点を言ってくれないかしら？もう日が暮れますわよ」

モオルダアが解りやすくしようと細かく説明を始めたのだが、その辺はどうでも良かったみたいだ。

「まあ、要点を言うと。あれは人工的に作り出すことも出来るものだってことなんだけどね。それを試しにやってみよう、ということなんだけど」

「あら、そうなんですの」

いつもとは違ってモオルダアの話に反論すべきところがないので、スケアリーはちょっと肩をすかされた感じでもあった。それと同時に、あんな発光物体をどうやって人工的に発生させられるのか？という所に興味が湧いてきた。モオルダアの持っているビニール袋に入っている物はその実験に使う物なのだろうか？

　買い物袋には、予想どおりさっきの待ち合わせ場所のホームセンターで買ったものが入っていた。モオルダアはその中から少し太めの針金を取り出すと、それを輪になって束ねられた状態からまっすぐに伸ばしていった。スケアリーがその様子を不思議そうに眺めているとモオルダアが説明を始めた。

「あの発光物体にはこの辺りの強力な磁場が影響していてね。天然のコイルというか、そういう感じかな。それからこの社。これが重要な要素なんだよね」

そう言いながら、モオルダアは社の方へ行って扉を開けた。古い建物に見えたが頑丈に出来ていて、扉は重々しい音を立てながら開いた。モオルダアは開いた扉を軽くたたきながら「大丈夫そうだ」を小さくつぶやいた。

「何がですの？」

「いや、なんでもないけど。とにかく、これからが大事なポイントなんだけど。ちょっとキミ、ここに立ってくれない？」

「ちょいと、あたくしを実験台にするつもりなんですの?!」

「いや、そうじゃなくて。ボクがこの役をやるとキミにいちいち指示をしなくちゃいけなくなるし。タイミングが重要な作業だからそれだと上手くいかないでしょ。早くしないと日が暮れちゃうしね」

「解りましたわ。でも危険な事なんてないんでしょうね？」

「キミの安全は、保証するよ。ただし、身につけている精密機器とか拳銃とか、そういうものはボクが預かるけどね」

「磁力の影響があるってことですの？」

「うん、まあね」

スケアリーの科学的探求心がそうさせるのか、あるいはただ早く帰りたいだけなのか、彼女は言われるままにポケットからiPhoneと車の電子鍵を出した。それから拳銃もはずしてモオルダアに渡した。モオルダアはそれらを手にするとこれで第二段階まで終了だと思った。しかし、今度はホッとしている暇はない。

「それじゃあ、キミは社の方を向いて立っていて。なるべく動かないようにね」

スケアリーは言われるままにしたのだが、なんとなく「これではマジックショーでステージにあげられた一般客みたいですわね」と思っていた。

「ねえ、モオルダア。これってホントに…」

少し不安になったスケアリーがモオルダアに何かを聞こうとした時に、思いがけないことが起こった。

　スケアリーは始め何が起こったのか解らずに「ちょいと！」という言葉さえ発することが出来なかった。モオルダアが背後からスケアリーを抱きかかえると、そのまま扉の開いた社の方へと向かって行ったのである。そしてモオルダアが半ば投げ出すようにしてスケアリーを離すと彼女は社の奥の壁にぶつかりそうになった。彼女は両手を壁についてなんとか自分の体を抑えた。スケアリーはまだ何が起きているのか理解できなかったがここでやっと「ちょいと！」と言うことが出来た。それを言ったからといって混乱が収まるわけではなかった。彼女の背後ではモオルダアはすかさず社の扉を閉めると足下に置いてあった針金を拾い上げて、扉の取っ手に巻き付け始めた。観音開きの社の扉なので、両方の扉の取っ手を針金で巻いたらかなり強力なロックになるはずである。

　スケアリーは扉の格子状になっている部分からモオルダアのしている事を唖然として眺めていた。そして、もう一度「ちょいと！」と言った後に自分が置かれた状況にやっと気づいた。彼女はこの狭い社に閉じ込められたのである。

「ちょいと、モオルダア！ふざけるのもいい加減になさい！」

スケアリーが言ったがモオルダアは黙って針金を取っ手に巻き付けていた。スケアリーは扉を押して開けようとしたのだが、モオルダアが巻き付けた針金によるロックと元から頑丈な作りだったために扉はびくともしなかった。

「すまないがこうするしかないんだよ」

モオルダアが言うのを聞いてスケアリーはゾッとした。それは異常な性欲に抗うことが出来なくなった男が少女を誘拐して監禁する時の台詞に思えたからである。信じたくなかったがそういう状況が目の前で起きていて、その被害者は自分なのである。

「あなた、こんなことをしてタダで済むと思っていらっしゃるの？ねえ、ちょいと、モオルダア！聞いているの？あなたがしている事は間違っていますわ。こんなことをしたって、あなたのその抑圧された欲求が満たされることはないんですのよ！解っていますでしょ！」

スケアリーはすでにパニックになっていたが、それなりに冷静に話そうとしていた。だが今のモオルダアにそれは聞こえていないも同然であった。

「キミのためでもあるんだよ。キミがあんなことをしなければ、こうする必要もなかったのに」

「ちょいと！こうする、ってなんなんですの？いったい何をしようと言うんですの？…ちょいと！モオルダア！モオルダア！」

針金を巻き終えたモオルダアは社から離れていき、スケアリーの視界から見えない場所へと消えてしまった。

「ちょいと！モオルダア！！」

スケアリーはしばらく扉を叩いていたが、静かな森の中にその音が虚しくこだまするだけだった。彼女は大声で叫びたくなる衝動を抑えるのに必死だった。もしかするとそうすれば誰かが助けてくれるかも知れないし、自分の気持ちも落ち着くかも知れないのだが、それは逆に自分をここに閉じ込めた変態モオルダアを喜ばせるだけになるとも思っていたからである。相手の自由を奪い、優越感にひたるのが変態犯罪者の第一の目的。その次には何があるのか？スケアリーはなるべく考えないようにした。

「モオルダア。なぜなんですの…。モオルダア…」

叫びたくなるのをこらえてスケアリーはそれだけをつぶやいた。それからこみ上げてくる涙もこらえなければいけなかった。辺りに静寂が訪れると同時に日が暮れ、そして社は暗闇に包まれていった。
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		　モオルダアは急いで斜面を降りてスケアリーの車の止めてある場所へと向かった。斜面を降りながらスケアリーが社の扉を叩く音が聞こえてくると、一抹の不安を感じなくもなかった。果たして大丈夫なのだろうか？それは、あの場所でスケアリーが安全なのかどうか？という「大丈夫」と、もしも彼の考えが全て間違っていて、呪いも呪いの彫像も無かったなんてことになった時に、解放された彼女に対してモオルダアは「大丈夫」なのか？という意味もあった。とにかく今はこれからやることだけを考えて車へと急ぐしかなかった。

　草木の茂る斜面を降りて舗装された道に出た時、モオルダアは立ち止まった。道端にあの男の姿を見つけたからだった。あの男とは、今回何度かモオルダアを驚かせたあのユニク○のシャツの男である。ただし、今回のモオルダアは驚かなかった。なぜか知らないが、そこに彼がいるのが自然であるようにも思えたのだ。

「こんなことになるとは思わなかったが、なかなか良い選択ですよ」

男は立ち止まったモオルダアに向かって言った。男が何を言いたいのか大体わかったし、詳しく意味を確認する時間もあまりなかった。

「それで、ボクはどうすれば？」

モオルダアが聞くと、男は少しニヤけて言った。

「それを教えることが出来ないのはもう知っているでしょう？私には見守ることしか出来ません」

そう言われると、モオルダアは「確かにそうだ」という感じで頷くと、すぐに自分がすべきことを思い出してスケアリーの車の方へと向かおうとした。走り出そうとするモオルダアを一度男が呼び止めた。

「武器は必要ないんですか？」

そう言うと男は手を挙げてその手に持っていた塩ビのパイプをモオルダアに見せた。それは解りやすく言えば、簡易の水道管などに使うプラスチック製のパイプなのだが、それのどこが武器なのか？と思って、モオルダアは首をかしげてしまった。確かに彼の持っているモデルガンよりは頼りになる武器かも知れないが、それでもそのパイプで人にダメージを与えるには苦労しそうだ。それに、いざとなればスケアリーの銃が使えるということもモオルダアには解っている。その塩ビのパイプになんの意味があるのか解らなかったが、モオルダアはそのまま振り返って車の方へと急いだ。



　モオルダアはスケアリーから預かった電子鍵を使って車に乗り込んだ。預かったというよりは騙し取ったという感じなのだが。それはどうでも良い。とにかく磁場がどうの、という嘘をついたのが功を奏してそれなりの知識のあるスケアリーが頼んでいないのに鍵までモオルダアに渡したのは幸運と言えた。

　車に乗り込んだモオルダアはまず記者に電話をかけた。

「キミ、見つかった？」

焦っているモオルダアはイロイロと省略しすぎの質問をしたが、記者の方も状況が解っているのでそれで理解したようである。

「それが、まだ見つけていないんですけど。彼のアパートがちょっと大変にな事になっているんですよ。もしかすると手がかりが見つかるかも知れないんですが、ボクがあんまり調べたりするとアレですし、ここはあなたみたいな捜査官が調べないといけないと思うんですが…」

「解った。すぐに行くから待っていてくれ」

ということで、モオルダアはあの青年が借りているというアパートへと向かった。

　時計を見ると午後の７時を少し過ぎた所だった。まだ時間はある、とモオルダアは自分を落ち着かせようとした。恐らく、こんな早い時間に呪いの儀式はしないだろうし、するのならもっと深夜の時間帯に違いない。それに、今日その儀式が行われるとは限らないのだ。それよりも、早くあの青年を見つけて呪いの彫像を手に入れないといけない。



　青年のアパートに着くと建物の前で記者が待っていた。そして、その横にいるおじさんは誰だろう？と思ったのだが、それはこのアパートの管理人だった。アパートに来て青年がいるかいないかを確かめるだけのつもりで来た記者だったのだが、詮索好きな彼は上手いこと管理人を説得して鍵を開けてもらったということである。管理人としても、何日も部屋に人がいる様子が無く、実家にも連絡が無いとなると鍵を開けて中を確認せざるを得ないという事でもあったが。

　とにかく部屋に入ってみると、そこはちょっと異様な光景が広がっていた。ただし人によってはそれがそれほど異様には思えないかも知れないのだが、部屋の中は荒れ放題になっていたのである。ガラクタのようなものや、衣服や書類などが散乱していたが、特にモオルダアの目についたのはオカルト関連の書物だった。それはただ散らかっているだけではなさそうだった。恐らく青年はそういう本を読みながらあらゆる事を試していたのだろう。たとえば魔術のようなことなど。この部屋にあるガラクタはそのために使われたに違いない。

　そんなことを推理しても青年の居場所が解るわけではなかった。モオルダアは散らかり放題の部屋の中を呆然として眺めている管理人に聞いた。

「彼はいつ頃から帰ってないか解りますか？」

「うーん、どうだろうねえ。私もこの部屋だけを見ているわけではないからねえ。でも、言われてみると一ヶ月ぐらい前から、夜になっても明かりがついてなかったような気もするなあ」

どうやらこの管理人の話は当てに出来そうにない。しかし、一ヶ月前となると今回の件に関する全てがその間に起きたことは確かである。だが、期間が長すぎて曖昧すぎるのだが。とにかく、青年が呪いのために何かの儀式を実際にしたのはここではないという事かも知れない。強力な呪いのアイテムを手に入れてたので、この部屋でまじないじみた事をすることはなくなったのだろう。そして、強力なアイテムにはそれなりに雰囲気のある場所が必要だと思ったに違いない。すると、いま青年はどこにいるのだろうか？そして、この部屋にある手掛かりから居場所がつかめるのだろうか？モオルダアは少し不安になっていたところで記者がつぶやいた。

「彼はいったい何をしようとしていたんですかね？」

記者にとってこの光景は見れば見るほど異様に思えたようだった。まさか本当に人に呪いをかけたりとか、そういうことを試みる人がいるとは。

「これって、ここで呪いの儀式とかしてた跡なんですかね？」

記者は散らかった部屋を見回しながらモオルダアに聞いた。

「まあ、見た感じはそうみたいだけどね。ただし、ここには足りないものが多すぎたみたいだよ」

「足りないもの？」

「一つは本物の呪いのアイテム」

「それから？」

「もう一つはそれらしい雰囲気だよ」

モオルダアが得意になって話しているのを記者は多少の興味を持って聞いていた。管理人は少し離れた所でポカンとしていたが、彼は関係ないのでどうでも良い。

「雰囲気ですか？」

「そうだね。雰囲気というか、そういう力が集まる場所とでもいうか」

記者は半信半疑のようだが、モオルダアは大真面目である。

「キミ、この辺でそういう心霊スポットみたいな場所ってある？もしも、そういう場所があるのなら彼もそこに行くかも知れない」

「心霊スポットですか？この辺じゃ何でもかんでも心霊スポットですからね。なんていうか、遊ぶ場所が少ないから学生の頃は何でも良いから幽霊話をでっち上げて、そこら中を心霊スポットにして肝試しに行ってましたし。まあ、いくつかホントに出そうなトンネルとかありましたけど」

「トンネルじゃダメだな。もっとなんて言うか室内って感じの…。廃墟とかはあった？」

「廃墟は…なかったですねえ」

「そうか」

もしも廃墟があったとして、そこに行けば本当に青年はいるのだろうか？かなり怪しい感じではあるが、これがモオルダアの捜査方法なのだから仕方がない。しかし、廃墟がないとなるとまた最初から考え直さないといけない。モオルダアは部屋の中を見回して考え込んでいた。それを見た記者も何か心当たりがないか考え始めた。記者としてはせっかく盛り上がって来たので、ここでオシマイというのはもったいないような気がしたのだろう。今回の場合は彼のローカルネタの知識が大いに役立っている。そして、ここでもその知識が話を先に進めるきっかけとなったようだった。

「あっ、そうだ」

記者がふと何かを思い出して言った。

「ちょうど良い場所がありますよ」

「ホントか?!」

モオルダアが目を輝かせて記者の方を向いた。

「ええ、なんて言うかボクらの頃は心霊スポットじゃなかった場所なんですけど。山の中にあるリゾート施設になるはずの建物だった場所で。しかもそこは御恵来会が出資して建設されてたって事ですけど」

「それならバッチリじゃないか。ネガティブな呪いのパワーを引き出すには最適な場所だよ」

モオルダアの言う最適とはどういうことなのだろうか？彼の想像で言っているだけなのか、或いは、この部屋に散乱しているオカルトの本にはそういう事が書いてあるのだろうか？まあ、どうでも良いが、記者はその場所の説明を続けた。

「遊園地と最近よくあるスーパー銭湯みたいなのとプールとか、最初の計画では相当大ききな施設になるはずだったんですけど、住民の反対があったり、不況のあおりをうけて規模はどんどん小さくなって、事務所になる建物を建てた時点で工事は中断して、完成する前に廃墟同然になってるって話ですけど」

「そこって遠いの？」

「いや、車なら１時間ちょっとでいけるはずです」

「よし。それじゃあ行くしかないな」

雰囲気があるから。それだけの理由で本当にその廃墟に青年がいるのだろうか？モオルダアにそんなところを疑問に思っている暇はなさそうだった。社に置き去りにしてきたスケアリーがいろんな意味で心配でしかたないし、何となく今日に限って早めに呪いの儀式が始まったりするのではないか？と変な胸騒ぎがするのも確かだったのだ。とにかく、スケアリーの車が使えるというのは好都合である。移動手段があれば何とかなりそうだ、とモオルダアはそんな気分にもなっていた。

		
			22  カントリーパーク（仮）・事務所
		

		　モオルダアというのは常人には理解できない強運の持ち主なのか、それともこれが彼の才能なのか。或いは彼の少女的第六感というやつなのか。何だか解らないが、モオルダアと記者が今車で向かっている廃墟同然の観光施設には彼らが探している青年がいる。そして、モオルダアが考えたとおり彼はここで呪いの儀式を行ってきたのだった。

　自分の父親の死が御恵来会の独善的な地域活性化計画のせいだと思っている青年にとって、この場所は御恵来会への復讐心を燃えたぎらせるのにうってつけの場所であった。始めは半信半疑で始めた呪いの儀式だったのだが、実際に御恵来会のメンバーが不慮の事故にあったという新聞記事を見た青年は呪いの力、というよりも呪いのアイテムである彫像の力をすっかり信じ切っていたようだ。そして、今日は彼の復讐の最後の仕上げとも言うべき事を成す日でもあった。

　これまでに地元の大型スーパーを作るのに関わってきたメンバー達には痛い目に遭わせることができた。ただし、それだけで復讐は終わるものではない。やはり死には死を持ってあがなってもらわなければいけない、と青年は思っているのである。

　青年は儀式に必要な準備を早い時間に終わらせてしまった。青年が腕時計を確認するとまだ９時ちょっと前だった。子供でも起きている時間は何となく呪いの儀式をやる感じではない。なぜそう思うのかは解らないが、なんというか雰囲気が出ない。そう思って青年はしばらく待つことにした。何しろこれまで彼のしてきたことの全てが今日の呪いの儀式で完結するのだから。そう焦って事を進めるわけにはいかないのである。

　とは言っても、山の中の廃墟で特に時間をつぶすためのものも持っていない。しかも、復讐の最後の段階を目の前にしてじっと待っていることなどほとんど不可能でもあった。そこで、青年は自分のしている腕時計の針を進めて時間を二時にした。

　こんなことで良いのか解らないが、どっちにしろこういうことはやっている本人の気分の問題でもあるし、それにこの静かな山の中では午後９時も午前２時も大して変わらないのである。どうやら青年ははやる気持ちを抑えきれずに儀式を始めるようであった。

		
			23  暗闇
		

		　社に閉じ込められたスケアリーは力なく座り込んで扉の格子状の部分から幽かに入り込んでくる光の方を見つめていた。変態モオルダアに監禁されているという恐怖と、疲労感とで弱りきっている様子だった。閉じ込められた後に扉を叩いた両手はその時に受けた衝撃のためにズキズキと疼いていた。

　先ほどから何度も泣きわめきたい衝動に駆られているのだが、それだけは絶対にしないと決めていた。彼女が外にいると思っている変態モオルダアが望んでいるのはそういう光景に違いないからである。そして、そうなった時に興奮状態になったモオルダアが次に何をするのか？スケアリーはそこを考えるとまた泣きわめきたくなりそうなので、何も考えないようにした。

　するとその時、社のすぐ外で都会では見ることのない大きな鳥がギャーッという鳴き声とともに飛び立っていった。不意に破られた静寂にスケアリーは悲鳴を上げて驚きそうになったが、なんとか息を潜めていた。その代わり社の外まで聞こえそうな程に彼女の心臓は大きく激しく鼓動していた。

　何とかして、この心臓の鼓動を落ち着かせようとスケアリーはヒザ立ちになって扉の隙間から外をのぞき込んだ。

「ちょいと、モオルダア。そこにいるんでございましょう…？」

震える声で暗がりに向かって語りかけたが、外からはなんの反応もなかった。遠くからは波の音が聞こえてくる。暗闇の恐怖と孤独感。

　スケアリーの目からは大粒の涙が流れてきた。「泣いてなんかいませんのよ」スケアリーは心の中で自分に言った。

「泣いてなんかいませんのよ！」

しかし、涙だけは止めどなく彼女の目からあふれてきた。

		
			24  カントリーパーク（仮）・入り口
		

		　あれから１時間程でモオルダアと記者はこの施設にたどり着くことが出来た。ほとんど信号のない道で、そこにスケアリーの高価な車のパワーがものを言ったようで思ったよりも早く着いた。しかし、車を入り口の所に止めてエンジンを切ると何となくイヤな雰囲気が漂ってきた。ヘッドライトを消すと辺りは真っ暗になり、この施設に青年がいるという確信が薄れていったのである。

　モオルダアは懐中電灯を持って車の外に出た。敷地は広く、すでに建てられた事務所のある建物の他にもいくつものバラックがあったりした。このどこかに青年がいるのだろうか？

　辺りには放置されたままの建築資材などが散乱していた。そして、モオルダアは足下にあった塩ビのパイプを拾い上げた。

「それ、どうするんですか？」

手に持ったパイプを眺めているモオルダアに向かって記者が聞いた。

「まあ、武器だけど」

武器と聞いても記者は何のことだか解らなかった。それにFBLの捜査官なら銃とかそういうものを持っているのではないのか？と思って不安にもなっていた。「それにFBLって何なんだ？」こんなところに来て記者は基本的なところを疑問に思った。そして、さらに不安になったのだが、ここまで来たのだから最後まで見届けないわけにはいかない。ただ、自分の身は自分で守ろうとも思ったので、辺りを見回して武器になりそうなものを探した。しかし、見つかったのは塩ビのパイプだけだった。

　モオルダアと記者はそれぞれ塩ビのパイプを手に持ってゆっくりと奥へと向かって行った。

「恐らく、彼は儀式のためにロウソクを使ったりしているはずだ。今使っていてくれたら解りやすいんだが。とにかく、明かりを見つけたら彼かも知れないから注意していてくれ。それから、何かの儀式なら呪文のようなものも唱えるかも知れないな」

モオルダアが言うと記者は黙って頷いた。そして、この静けさの中の緊張感に持っているパイプを強く握りしめていた。ただ、呪いの儀式をやっている人間を捜すのに武器は必要ないかも知れないな、とも思ったりしていたのだが。

　もしも青年がすでに呪いの儀式を終えていたとしたら、と思うとモオルダアは絶望的な気分にもなった。その呪いはかけた瞬間に効力を発揮するものなのだろうか？だとすると、社に置き去りにしたスケアリーの身にはすでに何かが起きているのではないか？もしかすると、彼がスケアリーを社に閉じ込めたこと自体がすでに呪いの一部だとしたら？あの狭い社で身動きの取れないスケアリーを傷つけるのは容易な事である。それが何かの事故であるにしても。たとえば落雷であの周辺が火事になるとか。モオルダアのしたことがそういう呪いの一部だとしたら…。そんなことを思ってモオルダアは自分で考えたことに対して絶叫したくなったのだが、何とかしてそういう悪い考えを頭から振り払った。

　するとその時、記者が何かに反応して「あっ」と声を上げた。

「どうしたんだ？」

「いや、あの窓のところで明かりが動いたような…」

記者は事務所のある建物の二階の方を見て言った。

　二人は小走りで事務所の入り口まで来たが、ドアには鍵がかかっていて開かなかった。無駄だとは解っていたがモオルダアは何度かドアを押したり引いたりしてみた。他のバラックなら可能かも知れないが、ちゃんと完成した建物のドアはそう簡単には破れない。それに、ここで大きな音を立てて中にいる人間に気づかれるのもあまり良くない。二人は別の入り口を探すことにした。

		
			25  また暗闇
		

		　暗闇の中の社では、ひとしきり涙を流した後に少し元気を取り戻したスケアリーが針金でロックされた扉を何とかしようと押したり引いたりしていた。ただ、内側には取っ手がなく、そこへさらに外の取っ手には針金がグルグルと巻き付けてあるので、どうやっても開きそうになかった。

　この扉は本当に木製なのか？とか。この建物は一見古く見えるのだが、どうしてこんなに頑丈になっているのか？そんな疑問も湧いてきた。それほど扉は堅く閉ざされているのである。扉を押すと少しは動くのだが、すぐにガンッという音を立てて何かにぶつかる。恐らく針金と取っ手がぶつかる音なのだろう。その音を聞くたびにスケアリーはモオルダアへの怒りがこみ上げてくるのを感じていた。しかし、今は冷静にならないといけませんわ、と彼女は思っていた。それでなくてもこの狭い空間に閉じ込められて正気を保つのが困難なのだから。

　スケアリーは扉の格子状の隙間から外を眺めてみた。暗くて何も見えないが、この高台の向こうに見える夜空の手前に木々と草むらがあって、それが真っ黒い影になっているのが解った。

「あの中に変態で性犯罪者のモオルダアが隠れているのかしら。きっとあたくしが落ち着いていることに驚いて慌てているに違いありませんわ。あたくしは必ずここを抜け出してあなたを逮捕してみせますわよ。そして、世の中の女性達のために、あなたを刑務所送りにして一生出られなくして差し上げますからね」

スケアリーは心の中でそうつぶやいた。そうすることによって、少しは希望や勇気といったものが湧いてくるような感じもした。しかし、その時目の前に誰かが通ったような気がして、スケアリーは思わずひるんで後ろへ一歩引き下がった。

「何なんですの?!」

あれはモオルダアだったのだろうか？それとも違う誰かなのか？しかし、夜中にこのような場所に誰がやってくるというのだろうか？やはりモオルダアなのか。だとしたら彼は次に何をするのか。どこから何が襲ってきても対応できるようにスケアリーは身構えていたが、そこにいるのは女性が素手で立ち向かえるような相手なのだろうか？それがたとえモオルダアだとしても、今はどうしても彼女が不利なのは明らかである。

　するとその時、突然静かだった森の中に風が吹き荒れ、社の外で枝や枯れ葉がぶつかり合って派手な音を立てた。スケアリーは突然の出来事に思わずギャッと悲鳴を上げてしまった。

		
			26  カントリーパーク（仮）・事務所
		

		　部屋を閉め切ってさらにカーテンで窓を覆った部屋には青年が座っていた。もう何度も唱えたために何も見ずに暗唱できるようになった謎の言語による呪文を唱え終わって、今は精神統一をしているといった様子だった。そして、これから本格的な儀式が始まるようだ。

　まず、青年はロウソクに火をともし始めた。机の上にいくつも並べられたロウソクに火を付けていくと、部屋の中が次第に明るくなった。明るくなると、この部屋がこの青年によって見事に改装されていることが解った。改装というよりも飾り付けのような感じだが、神社で見られそうな御札のようなものが貼ってあったり、幾何学的な紋章が描かれたタペストリーのようなものが壁に掛けられたりしていた。いろんな宗教をゴチャ混ぜという感じでもあったが、このある種の狂った空間にはそれがかえって相応しいものにも思えてくる。

　そして、机の上には御恵来会の会長の写真が置いてあった。彼が今夜呪いにかけられるという事なのであろう。彼を呪い殺すことによって青年の目的は達成される。そして、その代償はなぜか呪いのアイテムの持ち主になってしまったスケアリーが払わなければいけない。ということはやはりスケアリーは大ピンチに違いないのだが。

　そんなことは知る由もないし、知っていたとしても、この復讐心に狂う青年にはどうでも良いことに違いない。彼は静かに意味の解らない言葉で呪文を唱え始めた。そして、目の前に例の呪いの彫像を掲げた。



　その時、モオルダアと記者は事務所の周りを調べて割れた窓を見つけると、ようやく事務所の中に入ったところだった。記者は急いで二階に上る階段を探そうと歩き出したのだが、モオルダアが慌てて後ろから記者の腕を掴んだ。記者は驚いてモオルダアの方へ振り返った。

「何ですか？」

「慌てたら危険だよ。こんな場所に隠れているぐらいだから、人が近づけないように罠がないとも限らない」

暗闇の中の緊張感が良い具合にモオルダアに作用して、かれは優秀な捜査官っぽい事を言っている。それを聞いて、やっぱりこの人はちゃんとした人だ、と記者は思った。そして、モオルダアの後について慎重に、かつ急いで階段を探し始めた。

　広い建物であったが、構造は単純であったために階段はすぐに見つかった。そして、二人は物音を立てないようにしながら二階に上ると、外から光が見えた部屋の方へと向かって行った。すると、廊下の先に幽かな光の漏れてくる部屋が見えた。二人は一度ゴクリと唾を飲み込んでからそっちへと向かっていった。幸いここまで来る間に罠はなかったのだが、その後にモオルダアは少し後悔することになった。

　モオルダアは部屋の前まで来て、その明かりの漏れてくる隙間から中を覗いてみた。するとそこでは青年の行っている儀式がかなり盛り上がっていたのである。早く止めないと儀式が終了して取り返しのつかないことになってしまう。モオルダアは思わず部屋の壁を叩いて叫き始めた。

「おい！やめろ。そんなことをしたって何にもならないぞ！」

すると中で儀式を中断させられた青年は怒りをあらわにしてドアの方に振り返った。

		
			27  またまた暗闇
		

		「ちょいと、何なんですの！」

スケアリーはにわかに風が吹き荒れ騒々しくなった周辺の様子につられて大きな声で叫んでいた。先ほどまでの静かすぎる恐怖の暗闇とは全く様子が違う。何だか知らないが何かが起きている。スケアリーはそう感じでいた。そして、もう一度扉の格子状の隙間から外の様子をうかがった。先ほどのように強い風は吹いていなかったが、まだ木の枝や下草が風に揺られているのが解った。暗い中で真っ黒い影となっている木々や草が蠢いていると思えば恐ろしい事であったが、今のスケアリーにそこまで考えている余裕はなかった。そこまで考えるまでもなく、もう十分この状況は恐ろしいものでもあったのだ。

「ちょいと、そこに誰かいるんですの？」

スケアリーは先ほど見たような気がする人影のことを思い出して、外に向かって声をかけた。外に人がいるのかいないのか解らなかったが、そこにいるのがモオルダアではないと思っていた。なぜそう思うのかは解らないが、この状況はモオルダアではない何か別の、もっと大きな何かによって作られたものであると思えたのである。

「ちょいと！」

スケアリーはまた外に呼びかけた。そこに誰かがいたとしても、それが誰なのか、或いは何なのかを知るべきなのかどうか解らなかった。もしかすると知ったことによって全てを諦めないといけないような、そんな気分になるかも知れないのだ。しかし、この状況で黙っているのは耐えられなかった。何でも良いから声に出していないと正常な精神状態を保っていられなくなると思っていたようだ。

「誰かいないんですの?!」

スケアリーが再び口を開いた時に、彼女の視線の先が明るく輝きだした。

「ちょいと、何なんですの？」

驚いて後ずさると社の壁に背中をぶつけてスケアリーはパニック寸前だったが、両手のひらを光の方へ向けて光を避けるようにしながらその先にあるもの確認しようとした。しかし、そこに何があるのか全く解らなかった。「大丈夫ですのよ。冷静になるんですのよ！」スケアリーは自分に言い聞かせた。眼で確認できなくても、推測することは出来る。それが出来れば何かしら対処の方法があるに違いない。

　そう考えてスケアリーはそこに光っているものが何かを推測してみた。ここは急な斜面の途中にある社で、その光がある場所には地面がない。ということはあの光が車のヘッドライトなどではないことはすぐに解る。ということは考えられるのはヘリコプターしかない。そう考えると、先ほど吹き荒れた風の説明もつく。「そうですわ！あたくしを救出するためにサーチライトであたくしの事を探しているんですわ！」そう思って喜んだのもつかの間だった。スケアリーはそれがヘリコプターではないことに気づいてしまった。外からは風の音は聞こえてくるが、プロペラの音が全く聞こえないのだ。高い場所を飛んでいる時にも地上からすぐにそれと解るほど大きな音を立てるあのプロペラの音が全く聞こえない。

「あー！あー！どうなっているんですの！あー！ああー！」

スケアリーは大声をだしながら、壁をたたき始めた。とうとう恐怖のためにおかしくなったのかとも思われたが、そうでもなかった。彼女は自分の耳がちゃんと聞こえているのかどうかを確かめていたようだ。そして自分の声も壁を叩く音もちゃんと聞こえている事を確認した。「それじゃあ、いったいアレは何なんですの?!」そう思ったとたんに、スケアリーの脳裏にイヤなものが次々に浮かんできた。UFO、エイリアン。或いは幽霊とかそういうたぐいのもの。スケアリーは背中がゾゾゾゾッとなるのを感じていた。

「とんだことになりましたね」

そして、突然知らない人の声が隣で聞こえる。スケアリーは声の方を振り返ると同時にギャッと悲鳴を上げて腰を抜かして倒れ込んでしまった。

「ちょいと…。な、何なんですの…」

どうやって入って来たのかは解らないが、社の中に男が立っていた。スケアリーには気づく余裕もなかったが、男の着ている服はユ○クロで売っていそうなシャツだった。彼はモオルダアの元へ何度も現れた男に違いなかった。

「いつもはこんなことしないんですけど。どうにもいたたまれなくて」

男はスケアリーを気の毒そうに見つめていた。

「でも、私には何も出来ないんです。こうして成り行きを見守るしかないんです」

スケアリーには男が何を言っているのか全く理解できない。しかし、このままでは自分が殺されるような気がした。そうならないようになんとしても抵抗しないといけないのだが、恐怖と混乱のために体に力が入らない。

「あなた、こんなことをして許されると思っているんですの？あたくしはFBLなんですのよ」

男はそれについては何とも答えなかった。そして、ちょっと間を開けてから話し始めた。

「あなたのパートナーはよく頑張っていますよ。彼なら上手くやれると思ったのですが、どうなるでしょうね。もしも彼が失敗してあなたが死ぬような事になっても、彼を恨んではいけません。あなたが思っているよりも彼はあなたを大切にしているようです」

「何を言っているのか解りませんわ。あなたは誰なんですの？それに、あの変態の性犯罪者のモオルダアがあたくしをここに閉じ込めたんですのよ！」

「そうではありません。悪いのは人間なんです。…ああ。あなたも人間でしたね」

そう言うと男はうつむいて黙ってしまった。スケアリーは「何なんですの?!」と思っていたのだが、何かを言おうとした時にそこに男の姿はなかった。あれは幻だったのだろうか？錯乱状態に陥って幻覚を見ているのだろうか？とスケアリーが思っていると、外の明かりが急激に光を増したように思えた。よく見るとあの光が徐々にこちらに近づいて来るのが見えた。

　スケアリーは声も出せずにゆっくりと近づいて来る光をただ凝視するしかなかった。

		
			28  カントリーパーク（仮）・儀式部屋
		

		　モオルダア達によって儀式を中断させられた青年はロウソクに照らされた薄暗い部屋の中からモオルダアの声がした方を睨み付けた。ドアについた覗き窓には内側から板のようなもので目隠しがされていたのだが、その隙間から呪いの儀式に恍惚となっていた男の何かにとりつかれたような眼の輝きがモオルダアにも見えた。

「誰だ、邪魔をするのは。お前も一緒に地獄に落とされたいか？」

怒りに震えた声が廊下に聞こえてきた。しかしその声は妙にくぐもっていた。部屋の壁が厚いのか、或いは青年が自分でこの壁に補強をしているためだろう。ドアについている窓からも中の様子がほとんど見えないところからすると、中から何かを壁やドアに貼り付けて補強しているように思える。

「良いか、キミのしている事は間違っているぞ。そんなことをしていると地獄に落ちるのはキミなんだぞ」

モオルダアはそう言いながらドアを開けようとしたが、何かに引っかかっているような感じで開かなかった。

「邪魔しようとしても無駄だよ。そうされないためにちゃんと準備してあるんだ。まさか本当に邪魔が入るとは思わなかったけどね。そこを開けられたとしても、その時にはとっくに儀式は終わっているよ。誰だか知らないが、そこにいるヤツにも呪いをかけておくよ」

「そうやってやり過ぎるのは良くないぞ。そんなんじゃ、未知の力を手に入れたものの哀れな最期を迎えるという良くあるホラーとかSFの結末に自分から進んでいるような感じじゃないか」

モオルダアの説得の仕方はマニアックで意味が解らなかった。それよりも、このドアは本当に開けるのが困難なようだ。ドアの内側には外の工事現場から持ってきたと思われる鉄板のようなもので補強されているのかも知れない。

「おい、なんでお前だけがそんなに御恵来会にこだわるんだ？」

そう言ったのは記者だった。彼は中で青年が呪いをかけるとか言ったので少し恐ろしくなって説得に加わるようだった。

「スーパーが出来て店をたたんだのはお前の家だけじゃなかっただろ？他の家はみんな前よりも良くなったって喜んでいたのに…」

「お前は誰だ？」

「覚えてないのか？オレは…」

記者が名前を名乗ろうとした時にモオルダアが記者の口に手を当ててそれを遮った。驚いた記者にモオルダアが小声で説明したところによると、名前を知られると呪いがかけやすくなるという事らしい。本当かどうかは疑わしいが、記者は名前を名乗るのをやめた。

「どうでも良いけど、そんなことをしても誰のためにもならないだろう？それに…それにな」

そろそろ記者には説得のためのネタが尽きてきたようである。

「それにな、キミの憧れていたクラスのマドンナに関する良い情報があるんだが。場合によってはキミに教えないこともないぞ」

これはあまりにもひどい説得の仕方であった。しかしなぜか青年は一瞬だけ動揺したような様子だったのである。もしかするとこれはいけるのか？モオルダアは記者にそのネタで説得を続けるように指示した。そして、彼は記者の持っていた塩ビパイプを受け取ってどこかへ行ってしまった。何か良い方法を思いついたのかも知れないが、パイプを二本も持ってどこへ行くのだろうか？まさか逃げたりはしないだろうか？と記者はちょっと心配でもあった。

「あの子が何だって言うんだ？」

中からはクラスのマドンナの情報が気になる青年の声が聞こえてきた。記者はしかたなく説得を続けるしかなかった。昔から詮索好きだった記者なので、高校時代に中にいる青年がクラスのマドンナに憧れている事は知っていたが、彼女に関する良い情報なんていうのは出任せだったのである。記者というのは事実だけを文字にするのが仕事。その書き方に自分の意見が反映されることはあっても、作り話を書くことは全くの専門外である。どこまでもつのか解らないがとにかくやってみるしかなかった。



　一方、モオルダアは何をしているのであろうか？建物から出た後、モオルダアはハシゴかその代わりになるようなものを探していた。しかし放置された建築現場といってもハシゴがそのまま放置されていることはあまりないようだ。

　一通りあたりを探し回っても何も見つからなかったので、モオルダアは最後の手段に出るしかなかった。これまででもかなり時間を無駄にしているが、記者は上手くやっているだろうか？それを考えるよりも、まずモオルダアは外壁をつたって二階に上れる場所を探した。見たところ屋上から雨水を流すためのパイプぐらいしかなかった。モオルダアはそこに近づいてパイプを両手で掴み左右に動かしてみた。動かしてもパイプはびくともしない。どうやらこのパイプならモオルダアの体重を支えることが出来そうだ。

　モオルダアは持っていた塩ビのパイプをクビの後ろからシャツの中へ差し込んだ。二本のパイプが頭の後ろから忍者の刀のように飛び出していたが、両手を使って壁のパイプを登って行くにはこうするしかない。両手を建物のパイプの裏の方に回して足で壁を押して突っ張らせると上手いこと体を壁の途中に保持させることが出来るのだが、この状態から少しずつ登っていくのが至難の業である。普段から訓練していれば別なのだが、普段のモオルダアの仕事はFBLの部屋で椅子に座って、何か面白い事がないかと両手を頭の後ろにあてて反り返っているだけなのだから無理もない。しかし、ここはなんとしても登らないと、スケアリーの命が危ないかも知れないのだし。さらに、さっき青年は自分たちにも呪いをかけるとか言っていたのである。ちょっとした事で諦めるわけにはいかないのである。



　その時、記者の方はどうなっていたのかというと、例のクラスのマドンナのネタは見事に失敗して、今は記者が何を言おうと部屋の中の青年は聞く耳を持たず、再び呪いの儀式を始めていた。邪魔が入ったことがかえって青年の復讐心に火を付けたのか、いつもよりも感情を高ぶらせて聞いたことのない言語の気持ち悪い呪文を唱えていた。

		
			29  暗闇？
		

		　光はスケアリーのいる社の方へとゆっくりと近づいて来た。音もなく近づいて来るように思えた光だったが、良く聞くと人のささやくような声が聞こえるような気がした。そんな気がするだけなのか、或いは風の音などが恐怖におののくスケアリーには人の声に聞こえているのかも知れない。

　光の向こうに何があるのか、まぶしくてほとんど確認できなかったのだが、目が慣れてくると次第にその光がどんなものなのか解るような気がした。まぶしい光を見ているのは辛いことでもあったが、そこから目を離せば危機から逃れるチャンスもなくなるような気がして、スケアリーは眼を細めて顔の前に盾のようにして掲げている両手の隙間から光を見ていた。

　恐らく光の向こうには何もない。何かにライトが付いていてその光でスケアリーを照らしているのではなさそうだ。この光自体が何かの存在なのであろう。そして、これは彼女が砂浜で目撃した発光物体に違いない。

　その発光物体がここへ何の目的でやってくるのか。ここにいるスケアリーが目的なのか、或いはこの場所に何かがあるのだろうか？それを知ったところでどうしようもないのだが。しかし、スケアリーが光の中にあるものを見た時にやはり自分が危機に陥っている事を確信したのだった。

　眩しいのをこらえて光の中を見ていたスケアリーはある人物の顔を光の中に見つけたのだった。それは苦痛に顔を歪めた御恵来会の会長の顔だった。

「ちょいと、何なんですの？」

こんな状況で冷静な分析が出来るわけはなかった。そして、そういう時にはいつもモオルダアから聞かされているUFOやエイリアンやオカルトなどの話が頭をよぎってしまう。モオルダアの話によると御恵来会のメンバーは呪いによって事故にあっているとか。とすると、この光の中の御恵来会の会長は何なのだろうか？そう思った時に光の中で苦しんでいた御恵来会の会長の目がスケアリーを見つけたようだった。そしてその目はしばらくスケアリーを睨み付けていた。

「何なんですの…」

それから、スケアリーはモオルダアが「呪いは呪いのアイテムを持っている人のところへ返ってくる」と言っていたことをも思いだした。ということはこの光は？そして、この光の中の顔は？スケアリーはゾッとして後ずさったがすぐに社の壁に背中がぶつかった。それと同時に光がスケアリーの方をめがけて飛んできたのだが、それは社の扉にぶつかって扉がガタンと大きな音を立てた。この社の扉のおかげで光は中に入れないようだ。それでも光は何度も扉にぶつかってきて、次第に扉の揺れる幅が大きくなっていくようだった。光がぶつかるたびにスケアリーは小さな悲鳴を上げていた。このままではそう長くは持ちそうにない。

「ちょいと、モオルダア！何をやっているんですの。何とかするんですのよ、モオルダア！」

恐怖が極限に達してスケアリーは思わず助けを求めて叫んでしまった。

		
			30  カントリーパーク（仮）・外壁
		

		　モオルダアはパイプをつたってやっとの事で二階の高さまで登ることができた。手のひらが熱くなっていて、マメが出来ているようだったが、そんなことは気にせずに次の困難に立ち向かわないといけなかった。青年が儀式を行っている部屋はここから一部屋分離れていて、そこまで窓の下のちょっとした出っ張りに沿って行かないといけなかった。

　モオルダアは一度下を覗き込んだ。そして二階なら大丈夫と自分に言い聞かせた。実際にそれほど高いところにいる恐怖は感じなかった。モオルダアの高所恐怖症がひどくなるのは三階からのようだ。しかし、もしもバランスを失って落ちたりしたら、再び登ってくるまでに儀式は完了してしまうに違いない。それが一番恐ろしい事でもあった。

　壁にへばりついて少しずつ進んでいく。走るまでもなく歩いても二秒ほどで到達する距離なのだが、部屋に近づくのに数十秒もかかってしまった。そして、儀式の行われている部屋の外に辿り着くと、モオルダアは窓の一部から明かりの漏れている場所を見つけてそこから中を覗き込んだ。

　モオルダアは先ほど廊下から部屋の中を覗き込んだ時にこの窓を見つけたのである。鉄板で補強されているドアは破れなくても、この窓ガラスなら何とかなりそうだと思ったのである。

　部屋の中では青年の行っている儀式が盛り上がっていて、片手に彫像を、そして片手にはナイフをもってその両手を大きく上に掲げていた。窓が閉まっていてあまり聞こえないが、見た感じだと大声で何かを唱えているような感じだった。

　記者のクラスのマドンナのネタが失敗だったと気づいてモオルダアは慌ててポケットの中を探った。ポケットから出てきた手にはスケアリーの銃が握られていた。これで窓を撃ったらどうなるのか？と思ったがやめておいた。こんな至近距離でガラスを撃ったら何となく危ないような気がしたし、彼の理想とする優秀な捜査官もそんなことはしないはずだった。

　モオルダアは銃の銃身の部分を掴んでハンマーのようにしてグリップの部分で思い切り窓を叩きつけた。最初は効果がないように思えたが、何度も叩いていると次第に窓ガラスにヒビが入り、やがてパリンという音を立てて割れた。窓ガラスが割れると中から青年が大声で唱える呪文が聞こえてきた。意味のある言葉なのか滅茶苦茶なのか解らない言葉を熱心に唱えていたが、あまりに夢中になっているためにガラスが割れたのには気づいていなかった。モオルダアはさらに窓を叩いて割れた部分を大きくしていった。しかし、まだ問題がある。窓の内側には板が打ち付けてある。隙間があるのは外に光を漏らしていたその一部分だけだったのだ。これではせっかく窓を割ったのに中に入ることが出来ない。

　中では儀式がクライマックスを迎えようとしていた。「モルテン、ペコロス…、モルテン、ペコロス…」そんなようなことを何度も繰り返して唱えながら、片手に持った彫像と、もう片方の手に持ったナイフを次第に近づけていく。そして、両手が近づくとナイフは彫像に刺されて、それで儀式は終了という感じがする。もうあと数センチしか残っていない。このままでは儀式が完了してしまう。

　すると、その時である。窓の方からすっと何かが伸びてきて同時に「フッ」という音がした。そして、部屋にあったロウソクの一つが消えた。一つが消えるとまた「フッ」という音がして、またロウソクが消える。青年は異変に気づいて呪文を唱えるのをやめて何が起きているのか確認しようとした。しかし、その時にはすでに手遅れだったようだ。

「何をするんだ！あぁぁぁあああ、ヤメロオォ！」

青年は怒り狂って何を言っているか解らないような発音で怒鳴っていた。しかし、そうしている間にもロウソクは一本ずつ消えて行き、あっという間に部屋は真っ暗になってしまった。

「キサマァ…」

部屋が暗くなると同時に青年は気を失って倒れてしまった。そして、部屋の向こうの廊下の方からかなりくぐもった感じであったが「ヤッタァ！やりましたね！」という記者の声が聞こえてきた。

　モオルダアもそんな感じで喜びたかったが、ギリギリの緊張感と、そこから解放されたある種の虚脱感でしばらくは言葉も出そうになかった。

　モオルダアの手には塩ビのパイプが握られていた。それは記者が持っていたもう一本とつなぎ合わされて長くなっていたのだが、それを窓の隙間から差し込んでロウソクに近づけると息を吹き込んでロウソクを消していったのである。始めからこうするつもりでパイプを持っていったわけではなかったのだが、そこには何か不思議な力が働いたような気がしなくもなかった。それに、一本のパイプにはパイプ同士をつなぎ合わせるための部品がついていた事も幸運だった。もしかすると社のある山の下であった男は始めからこうなることを見越していたのかもしれない。

　それはともかく、どうしてロウソクを消すと儀式は失敗したのだろうか？

　モオルダアは窓の外から中の板をはがしてやっとの事で中に侵入した。そして、ドアのところの鉄板をどかして記者を中に入れた。その記者もどうしてロウソクを消したら彼が気を失ったのかが気になったようでモオルダアに聞いてきた。

　聞かれたモオルダアも特に理由はわからなかった。ただそうすれば儀式が失敗するような気がしただけなのである。理由があるとすればロウソクが消えて「雰囲気が台無しになったから」ということだろう。そうモオルダアが説明したが、記者には全然理解できなかった。

　モオルダアは気を失っている青年に手錠をかけて、それから床に転がっている呪いの彫像を手にとって。そして「これは持ち主に返すぞ」と青年に向かって言った。それから、まだやることが残っている事にも気づいた。スケアリーはいったいどうなっているのか。呪いの儀式は中断されたのだが、本当にスケアリーが安全になっているのかどうかはまだ解らない。

「ここは警察に任せて、早く行こう」

「行くって、どこへですか？」

記者はスケアリーの事など知らないので、何のことだか解っていない。

「まあ、行けば解るから」

「それと、警察に任せるって、なんですか？」

確かにそうだった。今時他人に呪いをかけたから逮捕なんてことは有り得ないのだが。まあ、この部屋にいるのは不法侵入とかに出来そうだし、彫像を手に入れた今となっては、とりあえずこの青年を見ていてくれる人がいれば良いということなのだ。モオルダアが警察に連絡した後で二人はスケアリーの所へ向かった。

		
			31  みたび暗闇
		

		　スケアリーの閉じ込められた社の周辺は再び夜の静寂に包まれていた。あれから謎の光はしばらくこの社に突進してきたのだが、突然その光が消え辺りは何事もなかったかのように静かになったのであった。それが儀式の中断した時刻と同時なのかは誰にも解らない。とにかくスケアリーはひとまず助かったのだと確信すると意識が遠のいていって倒れてしまった。

　短い間だったが深海のような深い重たい眠りの中で遠くから自分を呼ぶ声が聞こえてスケアリーは目を覚まして、ゆっくりと起き上がった。

「スケアリー。大丈夫か？」

格子状の隙間の向こうに針金と格闘するモオルダアの姿があった。取っ手に何重にも巻いた針金はどういうワケか所々でちぎれかかっていて、また取っ手の周辺には無数の傷が付いている。

　針金をはずす時にそのちぎれかかった部分から針金が切れて、それで針金どうしが絡み合ってしまいすんなりはずすことが出来なかったのだが、やっとのことではずして扉を開けることができた。その頃にはスケアリーはだいぶ意識がはっきりしてきていたのだが、まだこれまでに起こったことが理解できずにボンヤリとモオルダアのしている事を眺めている感じだった。

「怪我はないか？」

モオルダアに聞かれたスケアリーは多分怪我はしていないだろうと思って「大丈夫ですわ」と答えた。厳密には扉を叩いたり、この狭い社の中で体をぶつけたりしたので、鈍い痛みが体中にあることは確かだったが。

「モオルダア、いったい何が起こったんですの？」

軽いショック状態にあるスケアリーはこれまでに起こったことを順に思い出すのも困難だった。もしかするとモオルダアに怒りをぶつけなければいけないんじゃないか？とも思ったのだが、それは違うような気がした。

「もう大丈夫だよ」

モオルダアが社に入ってきて手を差し出すとスケアリーはそれにつかまって立ち上がった。足下がふらついて少しよろめいたせいもあったが、スケアリーはモオルダアに抱きつきたい気分だった。しかし、そうするよりも前に彼女はモオルダアの後ろに記者の姿を見つけて自重した。

「大丈夫ですわ。何ともありませんわ」

そう言うと彼女は自分の足でこの恐怖の社から外に出た。外は相変わらず静かな真っ暗な夜だった。

		
			32  翌日
		

		　翌朝、例のビジネスホテルのロビーにやって来たスケアリーはいつもの元気を取り戻していたようだった。FBLの二人は帰途につく前に行く場所があった。

　二人があの病院に行き社長のいる病室に入ると、社長は包帯の隙間から覗かせている瞳を輝かせて二人を迎えた。モオルダアから事件はもう解決したと伝えられたが、それはもうどうでも良かったようで、早く本題に入らないか？という感じで報告には適当な返事をしていた。その本題とはモオルダアからあの彫像を買い取ることだった。

　その前にはスケアリーの持ち物だったのだが、昨日の騒動の後に彼女はそれを持っているのが恐ろしくなったので、モオルダアが一〇〇円で買い取ったのである。

　その彫像を社長は言い値で買い取ると言ってきたので、モオルダアは思い切って一二〇万円で売ると言った。横で聞いていたスケアリーはどうしてそんなビミョーな金額にするのか？と疑問に思っていたが、モオルダアも言った後に「もっと高い値段で売れば良かった」と後悔していたようだ。こういう事に関しては全く才能のないモオルダアなので仕方がないが、とにかくこれでやっかいな呪いの話も全て片付いたところで二人は帰途につくことになった。

　社長がそれだけの代金を払って彫像を買うのにはもちろん理由がある。あの骨董屋の主人から彫像の不思議な力の事を聞かされて、それで色々と楽しもうと思っているのだ。もし本当にそんなことが出来るのなら一二〇万円と骨董屋に支払うちょっとした金額など安いものなのである。

　病院の駐車場から車を発車させたスケアリーだったが、何となく納得がいかない部分もあった。

「本当にあの彫像を売って良かったんですの？ああいうものに関する迷信を信じてまた誰かが問題を起こしたり、そんなことがあるかも知れませんのよ」

「ボクはお金に目が眩んでそういう危険な物を売ったりはしないよ。でも、あの彫像にはもう呪いの力はないからね。もうアレで何をやっても何も起きないよ」

「どうしてそんなことが言い切れるんですの？」

「ん?!…まあ、なんて言うか。あのホテルにはそういうことを教えてくれる人が現れたりするんだよね。彼が言うなら大丈夫だよ」

「そうなんですの…」

スケアリーは呪いとかそういう話はやはり認めたくないのだが、昨日のことを思い出すのがイヤだったので、それだけ言って黙っていた。

　海沿いの道から見える海は昼前の日差しを受けて最初に見た時と同じように綺麗に輝いていた。昨日のことが嘘のように思えるほど、穏やかに静かに輝いている。そんな海を横に見ながら車を走らせるスケアリーは何か言うべき事があったのではないか？と心に何かがつかえているような気分になっていた。そして、しばらく考えても何であるか明確には解らなかったがスケアリーは黙っていられなくなって口を開いた。

「ねえ、モオルダア。あたくし思うんですけれど。…そのあなたが昨日あたくしにしたことですけれど。あなたのすることや、考えることって、その…常に正しいとは思いませんけれど。あの時の判断としては…間違っていなかったのですけれど」

モオルダアは彼女が何を言っているのか解らなかったので「ん?!」としか答えられなかった。スケアリーもこれでは何だか解らないと思ったようで、もう一度頭を整理して素直な言葉で話してみることにした。

「昨日しくれた事ですけれど。ちょっと乱暴でしたけど、助けてくれて感謝していますわ」

「えっ?!…ああ。まあね」

モオルダアにとっては思いがけないところで思いがけない感謝の言葉を聞かされたので、おかしな返事をしてしまった。それを聞いたスケアリーの顔には笑みがこぼれていた。その表情が何を物語っているのかモオルダアには解らなかったが、優秀な捜査官としては「当たり前のことをしたまでさ」と答えるべきだったと気づいて、少し悔しがっていた。でもスケアリーの機嫌が良さそうなので、モオルダアも微笑んでみた。



　このまま二人は東京に返って、モオルダアがスキヤナー副長官に呪いとかそういうことが満載の報告書を提出してこの話は終わると思いきや、その前にちょっとした出来事があった。

　二人の乗った車がこの味わいのある街を抜ける場所にさしかかった時に道端にあの男の姿を見つけたのである。二人ともほぼ同時に彼に気づいて「あっ」と小さく声をだしていた。そして、男の近くに車を止めた。

　これまでと違って男はユニ○ロのシャツではなくて黒っぽいスーツを着ていた。ただし、それほど高級な感じはなく、コ○カなどで売ってそうな感じだった。

　車を止めて助手席側の窓を開けると、男が少し前屈みになって中を覗き込む体勢で話し始めた。

「いや、今回はお疲れ様でした。これでやっと私もここを去ることができます。あなた方は良くやってくれました」

「それはどういうことですの？」

「あなた方が呪いのアイテムとかそういうふうに呼んでいるアレですけどね。ああいうのの後始末をするのは本当に面倒なんですよ。ほとんど罰ゲームみたいに嫌々やらされる作業なんですけど。まあ、私も向こうでちょっとやらかしてしまいまして、ここに送られてきたわけですけど。あれは本当は人を傷つけるための物ではないんですよね。我々が繁栄したのもアレのおかげですし、その昔に我々がこの星にやって来た時にも色々と役立っていたんですけど。ところがその時にこの星に来ていた連中にいい加減な輩が多かったようで、各地にアレを置き忘れていったってワケですよ。それで、偶然にもそれを見つけた人間が悪さをするんですよね。そうやってアレの力を使うことで我々の所にも情報が送られてくるから、我々もアレが悪用されていることに気づくんですけど。それでこうして処理しに来ないといけないワケなんですが」

モオルダアとスケアリーはどう反応して良いのか解らないまま黙って話を聞いていた。男はさらに続けた。

「今回は契約上の持ち主と、実際の持ち主が違っていて大変でした。だから私には契約上の持ち主の事しか解らなかった。実際にはアイテムの方はそれほど重要じゃないんですけどね。それから変な儀式なんかも本当は必要ないんですが。持ち主がどこにいるか解ったらその辺の事を教えてあげたかったですよ。まあ、その持ち主の事はあなた方が解決してくれたわけですね。人間のやることはどうにも理解できなくて。私には実際の持ち主がどこにいるのか見当も付きませんでしたよ。しかも途中で契約上の持ち主まで変わってしまうとは驚きましたけど。アレの作用がそれまでと違ったのは持ち主の持っている力というか、そういうものが原因でもあるんですけど。あなたにはそういう能力があるのかも知れませんね。それとアレの力はもう無効化してあるから大丈夫ですよ。あなたは心配しているみたいですがね」

最後の方はスケアリーに言ったようだった。しかし、この男はどうしてこんなにいろんな事を話すのだろうか？

「あなたの言っている事によると、あなたはこの星の人間ではないということになりますが？」

モオルダアは少し盛り上がっていたが、本当の宇宙人がこんなふうにペラペラと自分のことを話すものなのか？とも思っていた。

「本当はこんなことは話したりしないんですけどね。あなた方には感謝していますし、他にお礼も出来ないから真実を話すことにしたんです。ただし、記憶に残されてしまうと都合が悪いんでね。そういうところの対策があればこその話なんですけど」

モオルダアとスケアリーは何だかワケがわからなくなってお互いに目を合わせたのだが、二人ともワケがわからない時の変な顔をしていた。

「どういうことですか？」

「いやね。知り合いにClA（真ん中はアイじゃなくて小文字のエル）の人がいましてね。彼からこのニューラライザーというのを借りることが出来まして。我々の間では『MIBデバイス』とも呼ばれているんですけど。これですよ、ホラ」

そう言うと男はスーツの胸ポケットから太めのペンのようなものを取り出した。モオルダアとスケアリーは「何だろう？（なにかしら？）」と思ってそのペンのようなものを見たが、その瞬間にそれの先がピカッと光った。



　二人がハッと気づいた時には男の姿はなく、さらにそれまでの記憶はなくなっていた。ただ、どうしてこんなところで車を止めているのか？と考えるのに必死になっていた。

「ちょいと！何なんですの!?」

「何って？着いたの？なんか居眠りしてたのかな？」

「何を言っているんですの？ここはいったいどこなんですの？」

「そんなこと言われても。キミが運転してきたんだろ？」

「そうですけれど。知らないものは知りませんわ！どうでも良いですけれど、帰りますわよ。何なんですのまったく！」

二人はワケがわからないまま帰ることになったようだ。



　その後モオルダアは「スケアリーの車が瞬間移動したことに関する報告」と題された報告書をスキヤナー副長官に提出して「なんだこれは？」と言われたり、彼の口座に謎の一二〇万円が振り込まれていることに喜びながらも気持ち悪いと思ったり、それから「真後心霊科学研究所」から呪いに関する説明のメールが届いて困惑したり、その後には研究所の会員にならないか？という勧誘にウンザリしたり、そんなことがあったようだ。

　ちなみに、モオルダアが考えた「瞬間移動による影響」によると、瞬間移動をすると衣服が汗臭くなって汚れていたり、体中が筋肉痛になったりアザが出来ていたりする、とのことだ。瞬間移動にはそのようなリスクが伴うので、我々は普通の手段で移動すべきだとまとめられていたようだ。

　とにかく、いろんな事が起きて、いろんな事がなかったことになってしまった。そして、その後に起きたどうでも良いことさえも、モオルダアが一二〇万円を使い切るころには忘れられてしまうのだろう。
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